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  振り返って， 
実感しよう！！ 

本時のねらいと学習過程 
『複数事象の提示』をはじめとして， 

児童が主体的に問題解決を行うことと， 

自然や生活との関係を認識することとを重視した， 

学習過程や教師の働き掛けの例を掲載しました。 

単元の目標と流れ 
単元の目標や単位時間ごとのねらい， 

学習活動の流れを一覧表にまとめました。 

単元の系統図 
本単元とかかわりのある単元の学習内容を， 

つながりを明確にした系統図にまとめました。 

第３学年 

小学校３年「新しい理科３」（東京書籍）準拠 
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授業案の構成

【単元の系統図】

【単元の目標と流れ】

【本時のねらいと学習過程】

本単元の学習内容

本単元とかかわりのある単元の学習内容
（中学校の内容も含む）

学年，単元名，教科書のページ，時期，時数

単元の目標

ねらい
時数
段階
学習活動
工夫点

問題解決の七段階
問題解決の過程を効果的に配置

工夫点
各段階の教師の働き掛けで特に工夫した点

本時の学習過程
段階，学習活動

児童の意識，教師の働き掛け

学年，単元名，教科書のページ，時期
本時／単元の時数，本時のねらい

「問題を見いだす」
「予想や仮説をもつ」

「観察，実験の方法を考える」
「振り返り・広げる」

本研究で重視する四つの段階における
教師の働き掛け

あらかじめもっている児童の意識

予想される児童の意識

児童にもたせたい意識

教師の働き掛け

働き掛けの意図

指導上の留意点
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授業案の活用

本研究における問題解決の過程

問題を見いだす

予想や仮説をもつ

観察，実験の方法を考える

観察，実験を行う

結果を整理する

考察し，結論を得る

振り返り，広げる

授業案の活用例

１ 単元の系統を把握する
単元の学習を考える前に，これまでの生活体験や学習経験が，単元の学習にどのようにつながり，

今後の学習にどのようにつながっていくかを把握する。

そのために，【単元の系統】を参考にする。

児童の意識の流れや教師の働き掛けが考えやすくなる。

２ 単元全体の流れを考える
単元の目標や単元全体の学習の流れを考え，単位時間ごとのねらいや大まかな学習活動を考えて，

問題解決の過程をどのように構成するかを吟味する。

そのために，【単元の目標と流れ】を参考にする。

単元全体や授業の流れが考えやすくなる。

３ 本時の学習過程を考える
本時のねらいを達成するために，児童にもたせたい意識を設定し，あらかじめもっている児童の意

識を，児童にもたせたい意識に変容させるための教師の働き掛けを具体的に考える。その際，児童が
主体的に問題解決を行うことや，理科で学んだことと自然や生活との関係を認識することを重視して
授業を構想する。

そのために，【本時のねらいと学習過程】を参考にする。

実感を伴った理解を図る理科授業につながる。
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問題解決の過程における 

「児童にもたせたい意識」「教師の働き掛けと意図」 

 
■ 児童にもたせたい意識 ◎ 教師の働き掛け   ○ 働き掛けの意図 

段階 問題を見いだす 

全学年 

■ なぜだろう。おかしいな。 

■ どうして……になるのだろう。 

■ 調べてみたい。 

■ 同じところは……だろう。 

■ 違うところは……だろう。 

■ ……は……が原因なのだろうか。 

◎ 違いが明確な複数事象を提示する。 

○ 疑問をもたせる。 

○ 学習意欲をもたせる。 

○ 共通点と差異点を整理させる。 

○ 問題を見いだす視点をもたせる。 

○ 違うところは何が関係しているのかを考えさせる。 

（４年生以上） 

◎ 児童の意見を整理し，問題を見いださせる。 

○ 視点を明確にするとともに，見いだした問題を確実に把握させる。 

 

４年生以上 
■ ……と……の違いは……と関係しているのだろうか。 

段階 予想や仮説をもつ 

３～５年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

【根拠をもった予想や仮説】 

◎ 問題に関係する，これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象

などを振り返らせるような発問をする。 

○ 学習の見通しをもたせる。 

○ 事象を引き起こす要因を考えさせる。 

○ これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象を根拠とした予

想や仮説をもたせる。 

 

６年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

■ もし……ならば，……だろう。 

【要因や規則性，関係を推論して得た仮説】 

段階 観察，実験の方法を考える 

全学年 
■ ……を調べるために，……を使って……と……を比較す

ればよい。 

◎ 問題について調べるポイントを事前に確認し，児童と話し合いなが

ら，児童が自ら考えるように促す。 

○ 観察，実験の必要感をもたせる。 

○ 問題解決に意欲的に取り組ませる。 

○ 問題について調べるための，観察，実験の方法を児童自ら考えさせ

る。 

○ 教師が中心となり，制御する条件について確認させる。(３・４年) 

○  制御する条件について，児童自ら考えさせる。(５・６年) 

４年生以上 
■ ……を調べるために，……を使えば……と……の関係を

見いだすことができる。 

５年生以上 
■ ……を調べるために，……を使って……の条件を制御し

ながら観察，実験を行えばよい。 

６年生 
■ ……を調べるために，……を使って……を推論しながら

観察，実験を行えばよい。 

段階 観察，実験を行う 

全学年 

■ ……なので……となるだろう。 

■ ……の違いに注目して観察，実験を行おう。 

■ ……は確実に記録しよう。 

◎ 観察，実験の結果を予想する場面を設定する。 

○ 観察，実験の結果を予想させ，問題に正対させる。 

◎ 観察，実験の注意点や視点，記録の方法等を再確認する。 

○ 安全に留意し，問題について調べるための視点を明確にして，観察，

実験に取り組ませる。 

○ 結果を適切に記録させる。 

４年生以上 ■ ……の変化に注目して観察，実験を行おう。 

５年生以上 ■ ……に注目し，条件を制御して観察，実験を行おう。 

６年生 ■ ……に注目し，推論しながら観察，実験を行おう。 

段階 結果を整理する 

全学年 ■ ……を見やすくするために, 表や棒グラフに表そう。 ◎ 記録の整理の仕方を確認するように促す。 

○ 結果を分かりやすく明確に表すために，表やグラフなどにしてまと

めさせる。 
４年生以上 

■ ……の変化を見やすくするために, 表や棒グラフ，折れ線

グラフに表そう。 

段階 考察し，結論を得る 

全学年 

■ ……は……と同じで，……とは違う。 

■ 予想どおりなので，……と言える。 

■ 予想と違ったので，……なのではないか。 

■ 他の班と同じ結果なので，やはり……と言える。 

◎ 結果から分かったことをノートにまとめ，グループで話し合い，発表

するように促す。 

○ 予想や仮説と観察，実験の結果を比較し，予想どおりなら，それら

がそのまま結論になり，異なっていたら，どこに間違いがあったのか

を考え，結論を見いださせる。 

○ クラス全体で結論を共有し，自ら出した結論を確かなものにさせる。 

４年生以上 ■ ……（の変化）は……と関係がある。 

５年生以上 ■ ……という条件では，……は……である。 

６年生 
■ ……は……だったことから，……では……であると言え

る。 

段階 振り返り，広げる 

 

 

全学年 

■ ……は自然の中でも成り立っている。 

■ ……は生活の中でも役立てられている。 

■ ……の場合はどうなるのだろう。 

■ ……は……で活用されている。 

■ 実際にものづくりで確認しよう。 

◎ 結論と自然や生活との関係について，考えさせるような働き掛けをす

る。 

○ 学習したことの有用性を実感させる。 

○ 知識を定着させ，理解を深めさせる。 
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《単元名》

第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P62～71 ９月中旬～10月上旬 ７時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「かげはどこにできるのだ
ろうか」
影は，日光（太陽の光）

を遮る物があると，太陽の
反対側にできる。

「太陽は，いつも動いている
のだろうか」
太陽は，いつも少しずつ動

いている。影の向きが変わる
のは，太陽が少しずつ動いて
いるからである。

「太陽は１日の間で，どの
ように動いているのだろ
うか」
太陽は，東から出て南の

高いところを通り，西に沈
む。太陽が動くと，影の向
きも変わる。

日なたの地面は温かく，日陰の地
面は冷たくて，湿った感じがする。
日なたの地面の温度は，日陰の地

面の温度よりも高くなる。これは，
日なたの地面が，日光で温められる
からである。

鏡で跳ね返した日光が当たった所
は，明るく，温かくなる。
跳ね返した日光を重ねるほど，日

光が当たった所は，温かくなる。

【４学年「天気のようすと気温」】

３学年「太陽の光を調べよう」

３学年「太陽とかげの動きを調べよう」（本単元）

【中２学年「天気とその変化」】

【中３学年「地球と宇宙」】 【中３学年「自然と人間」】

【４学年「夜空を見上げよう」】

「夏の星」 「月や星の動き」 「冬の星」
月は，太陽のように東か

ら南を通って西に，絶えず
動いている。

星座は，時間が経つと，
位置は変わるが，星の並
び方は変わらない。

【５学年「天気を予想しよう」】

【６学年「太陽と月の形」】

月の表面は，岩や砂などで覆われていて，自ら光を出さないが，太陽の
光が当たっている所が反射して，光っているように見える。
月の光っている側に太陽がある。
月の形が，日によって変わって見えるのは，太陽と月の位置関係が毎日

少しずつ変わっていくため，太陽の光が当たって明るく見える所が，少し
ずつ変わるからである。

【１・２学年生活科】 生活体験

影で形をつくって遊んだ経験 朝，太陽がどの方向にあるのか，確認した経験

【６学年「大地のつくりと変化」】

【中１学年「大地の変化」】

【中３学年「科学技術と人間」】

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

影踏み遊びや影調べなどを通して，太陽と影との関係に興味をもち，太陽の向きと影の向きや，太陽や
影の向きを時刻を変えて比較しながら調べ，影の向きは太陽の動きによって変わることや１日の太陽の動
きなど，太陽と影との関係についての考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ７時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ かげはどこにできるかな ２時間

・ 影踏み遊びを １ 問題を見いだす ・ 四角形に引いた線の中で，影踏み遊
通して，太陽の びをする。
向きと影の向き ・ 影踏み遊びをして気付いたことや感
との関係に興味 想について話し合う。
をもつ。 ・ 影が踏まれない所について考える。

・ 影が踏まれない所を，運動場に引い
た四角形の中で探す。
・ 影が踏まれない所を確認し，理由を
考える。

・ 物がつくる影 １ 問題を見いだす ・ 影踏み遊びの体験やこれまでの生活 複数事象の提示
を観察し，太陽 体験を基に，影の性質について話し合 工夫点１
の向きと影の向 う。
きとの関係を調 ・ 写真に写っている影を比較し，共通
べ，理解する。 点と差異点を見いだす。

・ 影の向きが同じになった要因を考え
ながら，問題を見いだす。

予想や仮説をもつ ・ 影ができる所について考える。
観察，実験の方法を考える ・ 影ができる所について調べる方法を ポイントを明確

考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 観察の結果をノートに記録する。 工夫点２
結果を整理する ・ 観察の結果をまとめ，確認する。
考察し，結論を得る ・ 結果から気付くことをノートに記入

し，グループで話し合う。

２ 太陽の動きを調べよう ５時間

・ 時刻による影 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
の向きの変化と 差異点を見いだす。 工夫点３
太陽の動きとの ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
関係に興味をも ら，問題を見いだす。
つ。 予想や仮説をもつ ・ 太陽が，いつも動いているかを考え

る。 ポイントを明確
観察，実験の方法を考える ・ 太陽が，いつも動いているかを調べ にして話し合う

る方法を考える。 工夫点４

・ 影の向きの変 １ 観察，実験を行う ・ 遮光プレートの使い方と，観察の仕
化と太陽の動き 方を確認する。
との関係につい ・ 太陽が，いつも動いているかを調べ
てまとめ，理解 る。
する。 結果を整理する ・ 観察の結果をまとめ，確認する。

考察し，結論を得る ・ 結果から気付くことをノートに記入
し，グループで話し合う。

・ １日の間の太 ２ 振り返り，広げる ・ １日の間の太陽の動きについて考え ポイントを明確
陽の動きを調 る。 にして話し合う
べ，太陽と影の ・ １日の間の太陽の動きについて調べ 工夫点５
動きについてま る方法を考える。
とめ，理解を深 ・ 観察器具を組み立てる。
める。 ・ 観察の仕方を確認する。

・ １日の間の太陽の動きを調べる。
・ 観察の結果をまとめ，確認する。
・ 結果から気付くことをノートに記入
し，グループで話し合う。

・ １日の影の向 １ 振り返り，広げる ・ 前時の学習活動を振り返る。
きの変化と太陽 ・ 学ぶ過程で見付けた規則性を生活と
の動きについて のかかわりの中で見直す。
まとめ，ものづ ・ 学んだことを生かしたものづくりを 学んだことを生
くりを通して理 行う。 かしたものづく
解を深める。 り 工夫点６

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P62～63 ９月中旬～10月上旬 本時１／７

《本時のねらい》

影踏み遊びを通して，太陽の向きと影の向きとの関係に興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

運動場に引いた四角形の線の中で影踏み遊びをさせる。逃げる側は太陽の方向と反対側の線の
上に立つことで，影を踏まれないことに気付かせる。追いかける側（鬼）は太陽の方向と反対側
から追いかけると，影を踏みやすくなることに気付かせる。
また，児童の「影を踏まれたくない」という思いを大切にし，影を踏まれない方法を考えさせ

ることで，影ができる向きに気付かせる。
太陽の方位と反対側の線上に立つと，影が四角形の外側に出

るので，影を踏まれない。
また，午前中の早い時間や夕方に近い時間に実施した方が，

影が長く延び，気付きやすくなる。

太陽の方位と反対側では，
四角形の外側に影が出る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 四角形に引い
た線の中で，影
踏み遊びをす
る。 ○ 逃げ方や追いかけ方を，どのよ

▼ おもしろそうだな。 うに工夫すればよいかを考えさせ
▼ 絶対に影を踏まれないようにしよ ながら，影踏み遊びをさせる。
う。 □ 逃げる側は鬼よりも太陽と反対

▼ たくさん，影を踏めるように，頑 側に，鬼は太陽と反対側から追い
張ろう。 かけることがポイントであること

を気付かせる。

● 影踏み遊びを ▼ 楽しかった。
して気付いたこ ▼ 影がいつもついて来たよ。
とや感想につい ▼ 影と影がくっついたよ。
て話し合う。 ▼ 影を踏める方法を見付けたよ。

○ 影を踏めない所があることなど，
影踏み遊びを通して気付いたことや
不思議に感じたことを，話し合わせ
る。

■ 児童にもたせたい意識

逃げる側の児童
■ どのようにすれば，影を踏まれな
いだろう。

鬼役の児童
■ どのようにすれば，影を踏踏める
だろう。

■ みんなの影は同じ向きを向いてい
た。

■ 踏まれない所を見付けた。

▲ 影で形をつくって遊んだことがあ
る。

▲ 外で遊んだ時などに，地面に影が
できることを知っている。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 四角形に引いた線の中で，影
踏み遊びをしましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 影踏み遊びをして，どうでし
たか。感想や気付いたことを話
し合いましょう。主体的な問題解決

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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● 影が踏まれな ▼ 四角形の線のあっちの方（北側）
い所について考 だと，踏まれにくかったよ。
える。 ▼ 太陽と反対向きに逃げると踏まれ

なかったよ。
▼ 影を踏まれてない子に聞こう。

○ 影踏み遊びを振り返えらせ，影
を踏まれない方法から，影ができ
る向きに気付かせる。

● 影が踏まれな ▼ 影踏み遊びの時は，四角形の線に
い所を，運動場 寄ると踏まれなかったよ。
に引いた四角形
の中で探す。

○ 影ができる向きを考えさせなが
ら，影が四角形の外側に出る所を
探させる。

□ 実際に影を踏めない所を一緒に
探す。

□ できれば，時間と共に少しずつ，
影を踏むことができない所が変わ
ることも気付かせる。

● 影が踏まれな ▼ みんなが立っている所を確認しよ
い所を確認す う。
る。

○ 自分と他の人が立っている位置
を比較させる。

● 影が踏まれな
い理由を考え
る。

○ 自分と他の人の影の向きを比較
させ，影の向きを考えさせる。

◎ 四角形の中で，影を踏まれな
いためには，どんな所に立てば
よいか，考えましょう。

主体的な問題解決

■ 影踏み遊びの経験から，（北側の）
線の上に立てば，影は踏まれないと
思う。

◎ 運動場に書いた四角形の線の
中で，どんな所に立てば影を踏
まれないか，探しましょう。

主体的な問題解決
■ （北側の）線の上に立てば，影は
踏まれない。

◎ みんなは運動場に書いた四角
形の線の中で，どんな所に立っ
ていますか。 主体的な問題解決

◎ みんなの影が踏まれない理由
を考えましょう。主体的な問題解決

■ みんなの影が同じ向きに，四角形
の線から飛び出している。

■ 四角形の同じ向きに集まっている
よ。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P64～65 ９月中旬～10月上旬 本時２／７

《本時のねらい》

物がつくる影を観察し，太陽の向きと影の向きとの関係を調べ，理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 前時の影踏み遊びの様子の写真を準備し，提示する。写っている複数の影を比較させ，
影が同じ向きを向いていることに気付かせる。

影踏み遊びの写真

児童それぞれの影を比較させ
ることで，影の形は違うが，影
の向きは同じであることに気付
かせる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

影の向きが同じであることに着目させ，太陽の光を遮る場所に影ができるのではないかと考え
させる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 影ができる所を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しを
もたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 影踏み遊びの
体験やこれまで
の生活体験を基
に，影の性質に ▼ 影を踏まれない所があったよ。
ついて話し合 ▼ 友達の影とくっついて，おもしろ ○ 前時の学習経験から，影につい
う。 い形になったよ。 てのイメージや素朴な概念を考えさ

▼ 人だけではなく，木やボール，校 せる。
舎にも影はできていたよ。 □ 児童から出る意見を板書し，

▼ 影は，全部同じ向きを向ていたよ。 ・ 影は，どのようにできるのか
▼ 影は日向にできていたよ。 ・ 影は，どの向きにできるのか
▼ 影は日陰にもできていたよ。 に視点を揃えさせ，話し合いをさ

せる。

● 写真に写って
いる影を比較
し，共通点と差
異点を見いだ
す。

○ 前時の写真を提示し，影の向き
が同じ方向を向いていることに気
付かせる。

● 影の向きが同 ▼ 友達みんなに影ができていたよ。
じになった要因 ▼ 影の向きは同じだったよ。
を考えながら，

■ 児童にもたせたい意識

▲ 友達の影は同じ向きにできていた。
▲ 影で形をつくって遊んだことがあ
る。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 前回の時間では影踏み遊びを
しました。影について気付いた
ことや，不思議なところはあり
ましたか。

◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点４(写真を見せて)これ
は前回，皆さんが影踏み遊びを
している様子の写真です。みん
なの影を比べて，何が同じで，
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

主体的な問題解決

・ かげの向き
・ かげの色

おなじところ ・ みんなにかげがある
・ 日なたに，かげができ
ている

・ かげのかたち
ちがうところ ・ かげをつくっている友

だち

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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問題を見いだ ○ 「影の向き」と「太陽の向き」
す。 に視点を揃えさせ，話合いを通し

て，児童の意見を整理する。

問題 かげはどこにできるのだろう。

予想や仮説をもつ
● 影ができる所
に つ い て 考 え
る。

○ これまでの生活体験や提示した
事象を基に考えさせる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 影ができる所
について調べる
方法を考える。 ▼ どうやって調べよう。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ

とによって，必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ どうやって調べたことを記録しよ
う。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)文房具や遊具な
ど，身近にある物を利用させる。

□ (④について)太陽と影の向きを
簡単にスケッチさせる。

□ (⑤について) 目を痛めるので
十分に指導する。

観察,実験を行う ▼ どんな物にも影ができてるよ。
● 観察の結果を
ノートに記録す
る。

○ 太陽と影の向きを考えさせなが
ら，身近な物の影をスケッチさせ
る。

結果を整理する
● 観察の結果を
まとめ，確認す
る。

○ スケッチをグループ内で比較さ
せ，太陽と影の向きを確認させる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
くことをノート
に記入し，グル
ープで話し合
う。 ○ 太陽と影の向きの関係に気付か

せる。

■ 影踏み遊びでは，明るい所に影が
できていたので，太陽の光があれば
できるだろう。

■ 影で形をつくって遊んだ時，光を
遮ると影ができたので，太陽の光を
邪魔すると反対向きに影ができるだ
ろう。

■ 太陽と反対の向きに影ができてい
る。

■ 太陽の光が遮られると，影ができ
る。

◎ 影はどこにできると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 影ができている所を探してス
ケッチしましょう。

主体的な問題解決

■ どんな物にも，影はできる。
■ 影は太陽の光を遮ると，影はでき
る。

■ 太陽の光を遮ると影はできるから，
太陽と反対側にできる。

◎ スケッチした絵を見て気付い
たことを，グループで確認しま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 影は，日光（太陽の光）を遮る物
があると，太陽の反対側にできる。

◎ 影はどこにできるのかを調べ
る方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 大変危険なので，太陽を，直
接見つめてはいけません。

主体的な問題解決

１ 影がどこにできるのかを調べる。

２ 地面に物を置いて，影をつくる。

３ 地面に物を置いて，影がどここに
できるのかを見る。

４ できた影をスケッチする。

５ 太陽を直接見つめない。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P66～68 ９月中旬～10月上旬 本時３／７

《本時のねらい》

時刻による影の向きの変化と太陽の動きとの関係に興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 撮影時間の異なる２枚の写真を提示し，比較させる。その共通点と差異点に気付かせ，
時刻によって影の向きが変わる要因を考えさせる。

〈事象Ａ〉午前に撮影した影の写真 〈事象Ｂ〉午後に撮影した影の写真

写真を撮る際には，同じ場所から，他の目標物と共に撮影する。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

写真を撮影した時刻と影の向きの違いに着目させ，太陽が動くことにより，影の向きも変わる
ことを考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 太陽が，いつも動いていることを調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確
認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ 写っている物は同じだよ。
▼ 影の向きが違うよ。

○ 午前，午後に撮影した同一の物
の写真を比較させ，時刻による影
の向きの違いに気付かせる。

□ 写真を撮る際には，同じ場所か
ら，他の目標物と共に撮影する。

● 事象の違いが ▼ どうして影の向きが違うんだろ
生じた要因を考 う。
えながら，問題 ▼ 時刻が変わると，何が変わるんだ
を見いだす。 ろう。 ○ 「時刻によって影の向きが違う

こと」に視点を揃えさせ，話合い
を通して，児童の意見を整理する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 朝，太陽がどの方向にあるのか，
確認したことがある。

▲ 物で日光を遮ると，影ができる。
▲ 影は太陽の反対側にできる。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
これは同じ物を異なる時刻に

撮影した写真です。２枚の写真
を比べて，何が同じで，何が違
いますか。気付いたことをノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 教師の働き掛け

Ａ Ｂ

おなじところ
･ うつっている物

･ うつしているところ

ちがう
かげの 右の方 左の方

ところ
向き

時こく 午前 午後

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】
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問題 太陽は，いつも動いているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 太陽は，いつも動いているのかな。
● 太陽が，いつ
も動いているか
を考える。

▼ 太陽が朝に出てくる向きと，夕方 ○ これまでの生活体験や学習経験，
に沈む向きが違うので，太陽は，い 提示した複数事象を基に考えさせ
つも動いているだろう。 る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 太陽が，いつ
も動いているか
を調べる方法を ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
考える。 ▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ どうやって調べたことを記録しよ
う。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)太陽は１分間で約
0.25°移動する。目安となる柱な
どの細い遮へい物があると，太陽
の動きを観察しやすい。
また，この観察方法は教師が提

示してもよい。
□ (⑤について) 目を痛めるので
十分に指導する。遮光プレートは，
教師が提示する。

□ (⑥について)椅子などに座ら
せ，体や頭を動かさないようにさ
せる。

■ 時刻が違うと，太陽の向きも違う
と思う。

■ 太陽が動いたから，影の向きが変
わったと思う。

■ 日光を遮るとできる影の向きが変
わったので，太陽は，いつも動いて
いるだろう。

◎ 太陽は，いつも動いていると
思いますか。理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 太陽は，いつも動いているの
かを調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，太陽は，いつも
動いているのかを調べましょう。

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 観察する時に，注意すること
は何ですか。

⑥ 太陽の動きを観察する時は，
体や頭を動かさないようにしま
しょう。 主体的な問題解決

１ 太陽は，いつも動いているのかを
調べる。

２ 太陽が動いて，柱などに隠れるの
を観察する。

２ 太陽が動いて，柱から出てくるの
を観察する。

３ 太陽が動いて，柱に隠れて，また
出てくるのを見る。

４ 太陽が，動いた様子をスケッチす
る。

５ 太陽を直接見つめないようにする。
そのため，遮光プレートを使って，
観察する。

６ 体や頭を動かさないように，太陽
を観察する。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」

東京書籍「新しい理科３」P66～68 ９月中旬～10月上旬 本時４／７

《本時のねらい》

影の向きの変化と太陽の動きとの関係についてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 太陽は，いつも動いているのだろうか。

観察，実験を行う

● 遮光プレート

の使い方と，観

察の仕方を確認

する。 ○ 安全に観察させるために，遮光

プレートの使い方を説明し，理解

させる。

□ 目を痛める危険もあるので，十

分に指導する。

○ ポイント⑥を確認させ，正確に

観察させる。

□ 目安となる柱などの細い遮へい

物がある観察場所を指定し，また，

体や頭を動かさないで観察するよ

うに指導する。

● 太陽が，いつ

も動いているか

を調べる。

○ 特にポイント⑤と⑥に注意させ

ながら，太陽が，いつも動いてい

ることを調べさせ，どのように動

いたのかをスケッチさせる。

□ 観察の手順を演示し，遮光プレ

ートの扱い方や，体や頭を動かさ

ないで観察するように指示する。

□ 約５～10分観察すると，太陽が

移動することが観察できる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 物の陰の方から太陽を観察し，
太陽はいつも動いているかどう
かを調べましょう。

主体的な問題解決

■ 太陽を直接見ないように気を付け
よう。

■ 体や頭を動かさないように，観察
しよう。

◎ 太陽は，いつも動いているの
かを調べるために，遮光プレー
トの使い方を確認しましょう。

具体的な体験

◎ 観察する場所と，観察の仕方
を確認しましょう。具体的な体験

■ 遮光プレートの使い方を，しっか
り身に付けよう。

■ しっかりと観察できるように，柱
を目安にして，体や頭を動かさない
で観察しよう。

太陽が動いて

柱にかくれた

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】
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結果を整理する

● 観察の結果を

まとめ，確認す ○ 結果を分かりやすく，明確にま

る。 とめさせる。

考察し，

結論を得る

● 結果から気付

くことをノート

に記入し，グル ○ 「太陽の動き」と「影の向きの

ープで話し合 変化」との関係について考えさせ

う。 る。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

■ 太陽はだんだんと右の方に動いた。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう

主体的な問題解決

■ 太陽は，いつも少しずつ動いてい
る。

■ 太陽が少しずつ動くから，影の向
きも少しずつ変わる。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P68～70 ９月中旬～10月上旬 本時５・６／７

《本時のねらい》

１日の間の太陽の動きを調べ，太陽と影の動きについてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ これまでの学習経験を基に，１日の間の太陽の動きを調べる方法を，児童と話合いな
がらポイントを確認させ，見通しをもたせる。 →ポイント集2011 P22

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（予想や仮説をもつ）
● １日の間の太
陽の動きについ
て考える。

▼ 太陽は，どのように動いているん
だろう。

○ これまでの生活体験を基に考え
させる。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 何を調べよう。
● １日の間の太
陽の動きについ
て調べる方法を
考える。

○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
とによって，必要感をもたせ，意

▼ どうやって調べよう。 欲的に取り組ませる。
▼ 太陽の反対側に影ができているか
ら…

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
観察方法を考えさせる。

□ (②について)これまでの学習経
験を基に，観察するべきことを考

▼ 何を見ればいいかな。 えさせる。
・ 太陽の位置 → 棒の影の位置
・ 太陽の向き → 方位磁針
・ 太陽の高さ
→ 遮光プレートを用いて目視
で確認(または，教科書P69の

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の観察から，太陽は少し
ずつ動いていることや，影の向
きが変わるのは，太陽が動いて
いるからだと分かりました。
では，太陽は１日の間で，ど

のように動いていると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。 自然や生活との関係

▲ 朝，太陽がどの方向にあるのか，
確認したことがある。

▲ 太陽は，いつも少しずつ動いる。
▲ 太陽が少しずつ動くから，影の向
きも少しずつ変る。

■ 早く起きた時に見たことがあるの
で，太陽は低い所から上がってくる
だろう。

■ 昼休みに遊んでいる時に見たこと
があるので，太陽はお昼には高い所
に上るだろう。

■ 家に帰る時に見たことがあるので，
太陽は夕方に沈むだろう。

◎ 太陽は１日の間で，どのよう
に動いているのかを調べる方法
を考えましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 工夫点５ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 観察する時に，注意すること
は何ですか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

１ 太陽は１日の間で，どのように動
いているのかを調べる。

２ 太陽がどのように動いたのかを調
べるために，棒などの細い物の影の
位置を記録して調べる。

２ 太陽がどの向きに動いたのかを調
べるために，方位磁針を使って調べ
る。

２ 太陽の高さを調べるために，遮光
プレート使って観察する。

２ 太陽の１日の間の動きを調べるた
めに，午前，正午，午後の３回，観
察する。

▲ 社会科で方位について学習した。

３ 棒の影の位置や方位，太陽の高さ
がどのように変わったのかを見る。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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▼ どうやって調べたことを記録しよ 例にあるように，紐の長さを
う。 測らせることも考えられる。)

・ 太陽の動き方の規則性
→ ２時間ごとに観察

□ (②について)予想を基に，考え
させる。記録時刻は午前10時頃か
ら午後２時ごろまで，２時間ごと
に記録する（３～４回程度記録）。

□ (②④について)観察，実験の準
備物などは，教師が提示してもよ
い。 →ポイント集2011 P22

（観察，実験を行う）
● 観察器具を組
み立てる。

○ 考えさせた観察方法を基に，器
具を組み立てさせる。

● 観察の仕方を
確認する。

○ 観察方法を確認させ，正確に観
察させる。

● １日の間の太
陽の動きを調べ
る。

○ １日の間の太陽の動きを調べさせ
る。

□ （補足事項）影の長さの変化も
記録すると，５・６学年や中学校
での学習につながる。

（結果を整理する）
● 観察の結果を
まとめ，確認す
る。 （補足事項）

▼ 影が，西から南の方に動くときは， ○ 結果を分かりやすく，明確にま
だんだん短くなった。 とめさせる。

▼ 影が，南から東の方に動くときは， □ （補足事項）影が「西→南→東」
だんだん長くなった。 と動くことだけではなく，影の長

さの変化にも気付かせたい。

（考察し，結論を得る） ▼ 影が西から東に動いているから，
● 結果から気付 太陽はどのように動いているんだろ
くことをノート う。
に記入し，グル
ープで話し合
う。

○ 影の向き（方位）の変化と太陽
の動きを関係付け，１日の間の太
陽の動きについて考えさせる。

□ 「太陽が動くから，太陽とは反
対側にできる影は太陽と反対向き

（補足事項） に動く」ことを理解させる。
▼ 太陽が少しずつ東から西の方へ高 □ 教科書P70の写真を利用して説
さを変えながら動くので，影の向き 明し，観察よりも長時間の太陽の
や長さも変わる。 動きを理解させる。

４ 棒の影の位置や方位，太陽の高さ
をビニールシートに記録する。

５ 太陽を直接見つめないようにする。
そのために，遮光プレートを使って，
観察する。

◎ 物の影を記録して，太陽がど
のように動いているのか，観察
しましょう。 自然や生活との関係

◎ １日の間の太陽の動きを調べ
る器具を組み立てましょう。

■ 太陽は，東から出て，南の高いと
ころを通り，西に沈む。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 影は西の方から，東の方に動いて
いた。

■ 影とは反対向きに，太陽は東の方
から，南の高いところを通り，西の
方に動く。

◎ 観察する場所と，観察の仕方
を確認しましょう。

■ 棒の影の位置を正確に記録する。
■ 太陽の向きを正確に記録する。
■ 太陽を直接見ないように気を付け
る。

■ 記録の仕方を確認する。
■ 方位磁針の使い方を確認する。
■ 遮光プレートの使い方を確認する。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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第３学年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」

東京書籍「新しい理科３」P70 ９月中旬～10月上旬 本時７／７

《本時のねらい》

１日の影の向きの変化と太陽の動きについてまとめ，ものづくりを通して理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ 太陽の動きが規則的であることに気付かせ，日時計のものづくりを通して，その規則

性を生活の中でどのように生かすことができるのかを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 時間が経つと，いつも太陽は東か

● 前時の学習活 ら西の方に動くよ。

動を振り返る。

○ 前時の学習を振り返らせ，１日の

間の太陽の動きについて考えさせ

る。

□ 机間指導をしながら，「太陽や影

はいつも同じように動くのか？」とい

う考えが出るように児童と話し合う。

● 学ぶ過程で見

付けた規則性を

かかわり生活と

のの中で見直

す。

○ 身の回りの物で，太陽の動きのよ

うに規則正しく動く物を考えさせ

る。

□ 太陽が時間と共に動き，それに

伴って影も規則的に動くことは，

児童にとって大きな発見である。

この規則性は生活の中でどのよう

に生かすことができるのかを考え

させる。

□ 前時に２時間ごとに観察させた

結果から，影が等間隔に動いてい

ることに気付かせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の観察で，感じたことや
不思議に思ったことをノートに
書いてまとめましょう。

自然や生活との関係■ 太陽はいつも，同じように動くの
だろうか。

■ 影はいつも，同じように動くのだ
ろうか。

◎ 太陽は決まった時間の内に，
決まった分だけ，少しずつ動い
ていきます。皆さんの周りで決
まった時間の内に，決まった分
だけ，少しずつ動いていく物は
ありますか。 自然や生活との関係

■ 時計は，決まった時間の内に，決
まった分だけ，少しずつ動いていく。

■ 太陽と影の動きを使って，時計は
作れないか。

■ 前回の方法で，１時間ごとに印を
付けていけば，時計になるかもしれ
ない。

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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● 学んだことを ▼ 太陽の動きで時計が作れるなんて

生かしたものづ すごい。

くりを行う。 ▼ 方位をしっかり調べよう。

▼ 忘れないように，１時間ごとに印

を付けよう。

○ 学んだ知識や技能を生かして，

ものづくりを行わせる。

□ 児童の発想を大切にし，できる

だけ身の回りにある簡単な材料

(ストローや画用紙)で作らせる。

→ポイント集2011 P22

□ 作製した次の日に，１時間ごと

に印を付けて，日時計を完成させ

る。

◎ 工夫点６ 前回の観察と同じ
ような方法で，太陽と影の動き
を生かした時計（日時計）を作
ってみましょう。

自然や生活との関係

３年「４ 太陽とかげの動きを調べよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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《単元名》

第３学年「５ 太陽の光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P72～83 10月中旬～11月上旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「かがみではね返した日光が
当たったところは，あたた
かくなるだろうか」
鏡で跳ね返した日光が当た

った所は，明るく，温かくな
る。
跳ね返した日光を重ねるほ

ど，日光が当たった所は，温
かくなる。

【４学年「電気のはたらき」】

３学年「太陽の光を調べよう」（本単元）

生活体験

日光が窓から差し込んでいたことを見た経験

【中１学年「身のまわりの現象」】

３学年「太陽とかげの動きを調べよう」

「日なたと日かげでは，地面
のあたたかさ（温度）は，
どれぐらいちがうのだろう
か」
日なたの地面は温かく，日

陰の地面は冷たくて，湿った
感じがする。
日なたの地面の温度は，日

陰の地面の温度よりも高くな
る。これは，日なたの地面が，
日光で温められる。

○ 光の世界
・ 光の反射・屈折
・ 凸レンズの働き

「虫めがねで集めた日光で，
紙をこがすことができるだ
ろうか」
虫眼鏡を使うと日光を集め

ることができる。
日光を集めた所を小さくす

るほど，日光が当たった所は，
明るく，温かく（熱く）なる。

影は，日光（太陽の光）を遮る物があると，太陽の反対側にできる。

【中２学年「天気とその変化」】

【中３学年「地球と宇宙」】 【中３学年「自然と人間」】

【４学年「天気のようすと気温」】

晴れの日の気温は，朝夕が低く，昼過
ぎに高くなり，１日の変わり方が大きい。
曇りや雨の日の気温は，あまり変わら

ない。

４学年「水のすがたとゆくえ」

水は，温められると，早く
蒸発する。

【５学年「天気を予想しよう」】

【６学年「太陽と月の形」】

光電池に当たる光が強くな
ると，光電池の電気を起こす
働きが大きくなり，回路に流
れる電流も強くなる。

月は，自ら光を出さないが，太
陽の光が当たっている所が，反射
して，明るく光って見える。

【中３学年「科学技術と人間」】

○ 気象の観測
・ 気象観測

○ 雲のでき方と水蒸気
・ 霧や雲の発生

○ 前線のまわりの天気の変化
・ 前線の通過と天気の変化

○ 大気の動きと日本の天気
・ 日本の天気の特徴
・ 大気の動きと海洋の影響

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

日光の温かさや進み方に興味をもち，日光が当たっている地面と当たっていない地面を比較しながら調
べたり，日光の進み方や，光を集めたときの明るさや温度を比較しながら調べたりして，日光の性質につ
いての考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い
ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 日なたと日かげをくらべよう ３時間
・ 日なたと日陰 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
の地面の温かさ 差異点を見いだす。 工夫点１
の違いに興味を ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
もつ。 ら，問題を見いだす。

予想や仮説をもつ ・ 日なたと日陰の地面の温かさの違い
について考える。 ポイントを明確

観察，実験の方法を考える ・ 日なたと日陰の地面の温かさの違い にして話し合う

を調べる方法を考える。 工夫点２
・ 日なたと日陰 ２ 観察，実験を行う ・ 温度計の使い方と地面の温度の測り
の地面の温かさ 方を確認する。
の違いを調べ， ・ 日なたと日陰の地面の温かさの違い
温度の違いをま を調べる。
とめ，理解する。 結果を整理する ・ 観察の結果をまとめ，確認する。

・ 観察の結果を棒グラフに表し，整理
する。

考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
入し，グループで話し合う。

２ 日かげに日光を当てよう ５時間
・ 鏡を使って跳 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
ね返した日光が 差異点を見いだす。 工夫点３
当たった所の温 ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
かさに興味をも ら，問題を見いだす。
つ。 予想や仮説をもつ ・ 鏡を使って跳ね返した日光が当たっ

た所の温度について考える。
観察，実験の方法を考える ・ 鏡を使って跳ね返した日光が当たっ ポイントを明確

た所の温度を調べる方法を考える。 にして話し合う
工夫点４

・ 鏡を使って跳 ２ 観察，実験を行う ・ 鏡を使って跳ね返した日光が当たっ
ね返した日光が た所の温度を調べるための実験装置を
当たった所の温 作る。
かさをまとめ， ・ 鏡を使って跳ね返した日光が当たっ
理解する。 た所の温度を調べる。

結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
る。
・ 観察，実験の結果を棒グラフに表し，
整理する。

考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
入し，グループで話し合う。

・ 鏡などを使っ ２ 振り返り，広げる ・ 学んだことを生かしたものづくりを 学んだことを生
て跳ね返した日 行う。 かしたものづく
光が物を温める ・ ソーラークッカーの仕組みを考える。 り
性質を利用した ・ 作ったソーラークッカーを使って， 環境に目を向け
ものづくりを行 水を温める。 させる
い，理解を深め ・ 結果を棒グラフに表し，整理する。 工夫点５
る。 ・ ものづくりを通して，考えたことや

感じたことをまとめる。
・ 太陽光エネルギーの利用について考
える。

３ 虫めがねで日光を集めよう １時間
・ 虫眼鏡を使っ １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
て日光を集め， 差異点を見いだす。 工夫点６
紙が焦げるかど ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
うかを調べ，ま ら，問題を見いだす。
とめ，理解する。 予想や仮説をもつ ・ 虫眼鏡を使って日光を集め，紙が焦

げるかどうかを考える。
観察，実験の方法を考える ・ 虫眼鏡を使って日光を集め，紙が焦 ポイントを明確

げるかどうかを調べる方法を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 虫眼鏡を使って日光を集め，紙が焦 工夫点７

げるかを調べる。
結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す

る。
考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記入

し，グループで話し合う。

３年「５ 太陽の光を調べよう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P72～75（P136） 10月中旬～11月上旬 本時１／９

《本時のねらい》

日なたと日陰の地面の温かさの違いに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 常に日なたにある校庭の土と，常に日陰にある校庭の土を容器に入れたものと，土を
採ってきた場所の写真を提示し，比較させる。その共通点と差異点に気付かせ，これま
での生活体験などから，明るさや温かさ，土の湿り気に違いが生じた要因を考えさせる。

〈事象Ａ〉常に日なたにある校庭の土と 〈事象Ｂ〉常に日陰にある校庭の土と
採取した場所の写真 採取した場所の写真

写真 校舎

乾いた土 湿った土
校庭 影

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

地面の温かさや湿り気の違いに着目させ，地面の温かさや湿り気は日光に関係しているのでは
ないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 日なたと日陰の地面の温かさの違いを調べる方法を，児童と話し合いながらポイント
を確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。 ▼ どんな場所の土だろう。

▼ 学校の校庭の写真だ。

○ 異なる場所から採取した土と，
土を採取した場所の写真を比較さ
せ，明るさや温かさ，湿り気に気
付かせる。

□ できるだけ，常に日なた，日陰
となってい場所から土を採る。

□ 「明るさ」は写真から，「温か
さ」はこれまでの生活体験から，
「土の湿り気」は土を触った感じ
から気付かせる。

● 事象の違いが ▼ 同じ土なのに，どうして明るさや
生じた要因を考 温かさ，湿り気が違うんだろう。
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「地面の温かさ」に視点を揃え

させ，話合いを通して，児童の意
見を整理する。

問題 日なたと日かげでは，地面のあたたかさは，どれぐらいちがうのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 日光を物で遮ると，影ができる。
▲ 影踏み遊びなどをして，日なたと
日陰で過ごしたことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂの土を触
らせ，写真を見せて)Ａ，Ｂは校
庭の違う場所から採ってきた土
です。写真は土を採ってきた場
所です。２つの土と写真を比べ
て，何が同じで，何が違います
か。気付いたことをノートに書
きましょう。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

おなじところ ・ 地面の写真

・ おなじような土

ちがう
明るさ 明るい 暗い

ところ
あたたかさ あたたかそう つめたそう
しめりけ かわいている しめっている

■ 土の温かさや湿り気は，日光が関
係していると思う。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程１／９】
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予想や仮説をもつ ▼ 日なたと日陰では，地面の温かさ
● 日なたと日陰 はどれぐらい違うんだろう。
の地面の温かさ ▼ 日なたは日光が当たっているの
の違いについて で，明るくて，温かいと思うよ。
考える。

○ これまでの生活体験や学習活動，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 日なたと日陰
の地面の温かさ
の違いを調べる ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
方法を考える。 ▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ どんな場所で，温度を測ろう。

▼ 何時頃に，地面の温度を測ろう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ １回だけではいけないのかな。 るよう，教師がポイントを把握し，
▼ ２回測って，比べてみよう。 実験方法を考えさせる。

□ (②について)温かさを科学的
（定量的）にとらえるためには，
温度を測ることを考えさせる。
また，温度を測ることは，本単

▼ どうやって，調べたことを記録し 元が初めてとなるため，教師から
よう。 提示してもよい。

□ (④について)温度を測る時間
で，「日なた」「日陰」という条
件が変わらないように留意する。

□ (⑤について)日なたの地面の温
度変化や，日なたと日陰の温度差
を確かめるために，午前10時と正
午に観察するとよい。

□ (⑥について)調べた結果を表に
記録させる。
結果を整理する段階では，結果

を棒グラフに表す。
□ (⑦について)温度計を理科の授
業で初めて扱う。このため，

(1) 温度計の使い方 【教科書P136】

(2) 地面の温度の測り方【教科書P75】
▼ 観察をする時に，気を付けること →ポイント集2011 P24
があるんだ。

の２点に焦点を当てて，指導する。

■ 日なたの地面は，日光で温められ
るので，日なたの地面の方が日陰よ
りも温かいだろう。

１ 日なたと日陰の地面の温かさの違
いを調べる。

◎ 日なたと日陰では，地面の温
かさは，どれぐらい違うと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 日なたと日陰の地面の温かさ
の違いを調べる方法を考えまし
ょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのような場所の地面の温度
を測りますか。

⑤ 地面の温度は何時頃に測りま
すか。１回だけでよいですか。

⑥ どのように記録しますか。
⑦ 温度計の使い方と，地面の温
度の測り方には注意点がありま
す。 主体的な問題解決

２ 地面の温かさは，温度を測って調
べる。

２ 温度計を使って，温度を調べる。

３ 日なたと日陰の地面の温度の違い
を見る。

◎ 次の時間は，日なたと日陰の
地面の温かさの違いを調べまし
ょう。

６ 温度計の目盛りを読んで，表に記
録する（温度計の絵に表す）。

７ 硬い物に当てて，温度計を折らな
いように，温度計を使おう。

７ 地面の温度の測り方には，覆いを
するなど，工夫が必要だ。

日なた 日かげ

午前10時

正 午

４ いつも日なたの地面や，いつも日
陰の地面の温度を測る。

５ 日なたと日陰の地面の温度を，午
前10時と正午に測る。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程１／９】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P74～75（P136～137） 10月中旬～11月上旬 本時２・３／９

《本時のねらい》

日なたと日陰の地面の温かさの違いを調べ，温度の違いをまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 日なたと日かげでは，地面のあたたかさは，どれぐらいちがうのだろうか。

観察，実験を行う

● 温度計の使い
方と地面の温度
の測り方を確認
する。

○ 児童に観察をさせる前に，温度
計の使い方と地面の温度の測り方
を理解させる。

□ 温度計を理科の授業で初めて扱
う。このため，教科書等を参考に
しながら，十分に指導する。

(1) 温度計の使い方 【教科書P136】

(2) 地面の温度の測り方【教科書P75】
→ポイント集2011 P24

● 日なたと日陰 ▼ 温度計の使い方と地面の温度の測
の地面の温かさ り方に注意して，観察しよう。
の違いを調べ
る。

○ 特にポイント⑥に注意させなが
ら，日なたと日陰の地面の温度を
調べさせ，結果を表に記入させる
（温度計の絵に色を塗らせる）。

□ 地面を触った感じ（温かいや冷
たい，乾燥しているや湿ってい
る）なども記録させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 日なたと日陰の温度を調べて，分
かりやすく表に記録する（温度計の
絵に表す）。

◎ 日なたと日陰の地面の温かさ
の違いを調べるために，温度計
の使い方と地面の温度の測り方
を確認しましょう。具体的な体験

◎ 日なたと日陰の地面の温かさ
の違いを温度を測って調べまし
ょう。調べた結果は表にまとめ
ましょう。観察をして，気付い
たことも書きましょう。

主体的な問題解決

日なた 日かげ

午前10時 １９℃ １４℃

正 午 ２６℃ １６℃

■ 温度計の使い方をしっかり身に付
ける。

■ 地面の温度の測り方をしっかり身
に付ける。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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結果を整理する ▼ しっかり記録できた。
● 観察の結果を
まとめ，確認す
る。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

● 観察の結果を ▼ 表よりも棒グラフで表した方が，
より，比較しや 比べ易いんだ。
すくするため ▼ どうやって棒グラフはかくんだろ
に，棒グラフに う。
表し，整理する。

○ 場所や時刻による温度の違いを
より分かりやすくするために，観
察の結果を棒グラフに表し，整理
させる。

□ 棒グラフで結果を整理するの
は，本単元が初めてとなる。算数
科での学習内容を想起させなが
ら，教科書P137などを参考に，棒
グラフのかき方を指導する。

考察し， ▼ 棒グラフを比べると，どんなこと
結論を得る が分かるかな。
● 結果から気付 ▼ 地面を触った感じは，どうだった
いたことをノー かな。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「日なたには日光が当たってい

る」ことが，違いを生じさせてい
る要因であることに視点を向けさ
せながら，日なたと日陰の温度の
違いについて考えさせる。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどのようなことが分
かりますか。自分の考えをノー
トに記入してから，グループで
話し合い，発表しましょう。

主体的な問題解決■ 日なたの地面は温かく，日陰の地
面は冷たく，湿った感じがする。

■ 日なたの地面の温度は，日陰の地
面の温度よりも高い。これは，日な
たの地面が，日光で温められるから
だ。

◎ 場所や時刻による温度の違い
を表よりも分かりやすくするた
めに，観察の結果を棒グラフに
整理しましょう。

主体的な問題解決

地面の温度

0

5

10

15

20

25

30

午前１０時 正午 午前１０時 正午

（℃）

温　度　      １９℃           ２６℃            １４℃            １６℃

時こく　　  午前１０時       正午      　 午前１０時         正午

日なた 日かげ

■ 日なたの方が日陰よりも温度が高
いよ。

■ 棒グラフのかき方をしっかり身に
付ける。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P77～79，136～137 10月中旬～11月上旬 本時４／９

《本時のねらい》

鏡を使って跳ね返した日光が当たった所の温かさに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 日陰の写真と日陰に鏡を使って跳ね返した日光を当てている写真を提示し，比較させ
る。その共通点と差異点に気付かせ，これまでの生活体験や学習経験から，明るさや温
かさに違いが生じた要因を考えさせる。

〈事象Ａ〉日陰の写真 〈事象Ｂ〉日陰に鏡を使って跳ね返した日光を
当てている写真

校 舎

※ 鏡は２～３枚使用して，日光を１か所に重ねる。
日陰となっている場所 ※ 日光を区別するために，○△□の形をくり抜い

た紙を鏡に貼る。 →ポイント集2011 P24
※ 反射させた日光の内１つは，地面をはわせ，
反射光の通った所が見えるようにする。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

鏡で跳ね返した日光が当たっている所の温かさに着目させ，地面の明るさや温かさは鏡で跳ね
返した日光に関係しているのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 鏡を使って跳ね返した日光が当たった所の温度を調べる方法を，児童と話し合いなが
らポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ 鏡は日光を跳ね返すんだ。
▼ 鏡で跳ね返した日光は，真っ直ぐ
進んでいるよ。

○ 日陰の写真と，日陰に鏡を使っ
て日光を当てている写真を比較さ
せ，明るさ，温かさの違いに気付
かせる。

□ 鏡を２～３枚使用して，日光を
１か所に集める。また，日光を地
面にはわせるようにするなど，反
射光線が見えるように工夫する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 日光が窓から差し込んでいたこと
を見たことがある。

▲ 日光を物で遮ると，影ができる。
▲ 影踏み遊び等をして，日なたと日
陰で過ごしたことがある。

▲ 日光が当たっている日なたの地面
は，日陰よりも温度は高い。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点３(事象Ａ,Ｂを見せて)
日光が当たっている日なたの

地面は日陰よりも温かく，温度
が高いことが分かりましたね。
鏡を使って日陰に日光を当て

るとどうなるでしょう。２つの
写真を比べて，何が同じで，何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

Ａ Ｂ

おなじところ ・ どちらも日かげ

かがみ 使ってない 使っている

ちがう
日光が当たって

ところ
明るさ 暗い いるところだけ

明るい

あたたかさ つめたそう あたたかそう

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程４／９】
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● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「日光が当たっている所の温か

さ」に視点を揃えさせ，話合いを
通して，児童の意見を整理する。

問題 かがみではね返した日光が当たったところは，あたたかくなるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 鏡で跳ね返した日光だけで，温か
● 鏡を使っては くなる。
ね返した日光が
当たった所の温
かさについて考
える。 ○ これまでの生活体験や学習経験，

提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 鏡を使っては
ね返した日光が
当たった所の温
かさを調べる方 ▼ どうやって調べよう。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
法を考える。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ １枚だけでは，いけないのかな。
▼ 先生がＡとＢを見せてくれた時
は，３枚使っていたよ。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②③について)前時までの学習
▼ どんな場所に日光を当てて，温度 内容を基に考えさせる。
を測ろう。 □ (④について)日光による温まり

方の違いを調べさせるため，０～
３枚の鏡を用いて実験をする。

□ (⑤について)温度計は日陰に置
いて温度を調べる。
また，日陰は段ボール箱などを

用いて作るなど，教師から提示し，
作らせる。

→ポイント集2011 P25
□ (⑥について)調べた結果を表に
記録させる。
結果を整理する段階では，結果

を棒グラフに表す。
□ (⑦について)鏡の使い方は教科
書P77，温度計の使い方は教科書P
136等を参考に，十分に指導する。▼ 鏡の使い方に気を付けることがあ

るんだ。
▼ 地面の温度を測った時のことを思
い出して実験をしよう。

■ 日なたの地面は日光が当たって，
日陰よりも温かくなったので，鏡で
跳ね返した日光が当たった所も，明
るく，温かくなるだろう。

◎ 鏡で跳ね返した日光が当たっ
た所は，温かくなると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 鏡を使って跳ね返した日光が
当たった所の温かさを調べる方
法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 鏡は何枚使って調べますか。
１枚だけでよいですか。

⑤ どのような場所に鏡を使って
日光を当て，温度を測りますか。

⑥ どのように記録しますか。
⑦ 鏡と温度計の使い方には注意
点があります。 主体的な問題解決

４ 鏡がないとき，１枚のとき，３枚
のときの温度を測ればよいと思う。

◎ 次の時間は，日なたと日陰の
地面の温かさの違いを調べまし
ょう。

６ 温度計の目盛りを読んで，表に記
録する。

かがみの
な し １まい ３まい

まい数

明るさ

温 度

５ 日陰となっている所に，温度計を
置いて，日光を当てて温度を測る。

１ 鏡で跳ね返した日光が当たってい
る所の温かさを調べる。

２ 鏡で跳ね返した日光が当たってい
る所の温かさは，温度を測って調べ
る。

２ 温度計を使って，温度を調べる。

３ 鏡で跳ね返した日光が当たってい
る所の温度が，どのように変わるの
かを見る。

７ 注意して，鏡と温度計を使う。

■ 日光が当たっている所は，日なた
と同じように，温かくなると思う。

■ 日光がたくさん重なると，もっと
温かくなると思う。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程４／９】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P77～80（P136～137） 10月中旬～11月上旬 本時５・６／９

《本時のねらい》

鏡を使って跳ね返した日光が当たった所の温かさをまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 かがみではね返した日光が当たったところは，あたたかくなるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかり，実験装置を作ろう。
● 鏡を使って跳
ね返した日光が
当たった所の温
かさを調べるた
めの実験装置を ○ 実験装置を教科書等を参考に作
作る。 らせる。 →ポイント集2011 P25

● 鏡を使って跳 ▼ 温度計の使い方に注意して，実験
ね返した日光が しよう。
当たった所の温
かさを調べる。

○ 特にポイント⑤と⑦に注意させな
がら，鏡を使って跳ね返した日光が
当たった所の温度を調べさせ，結果
を表に記入させる。

□ 児童に観察をさせる前に，温度
計の使い方や実験装置の置き方を
再度十分に指導する。

□ 日光が当たった所を触った感じ
（「温かい」「冷たい」）なども記
録させる。

結果を整理する ▼ しっかり記録できた。
● 観察，実験の
結果をまとめ，
確認する。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

● 観察，実験の
結果をより比較
しやすくするた
めに，棒グラフ
に表し，整理す

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 鏡で跳ね返した日光が当たった所
の温度を調べて，分かりやすく表に
記録する。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 鏡を使って跳ね返した日光が
当たった所の温かさを調べるた
めに，実験装置を作りましょう。

具体的な体験

◎ 鏡を使って跳ね返した日光が
当たった所の温かさを温度を測
って調べましょう。調べた結果
は表にまとめましょう。観察を
して，気付いたことも書きまし
ょう。 主体的な問題解決

◎ 鏡の枚数の違いを表よりも分
かりやすくするために，実験の
結果を棒グラフに整理しましょ
う。 主体的な問題解決

かがみの
な し １まい ３まいまい数

明るさ 暗い 明るい １まいよ

り明るい

温 度 １６℃ ２６℃ ４８℃

■ 鏡で跳ね返した日光を，たくさん
当てると温度が高くなった。

■ 表の数字を棒グラフにしっかり表
す。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／９】
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る。 ○ 鏡の枚数による温度の違いをよ
り分かりやすくするために，観察
の結果を棒グラフに表し，整理さ
せる。

□ 教科書P137などを参考に，棒グ
ラフの書き方を再度指導する。

考察し， ▼ 棒グラフを比べると，違いがはっ
結論を得る きり分かるよ。
● 結果から気付 ▼ 日光が当たった所を触った感じ
いたことをノー は，温かくなっていたよ。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「日光が当たっている所の明る

さや温かさ」に視点を向けさせな
がら，鏡を使って跳ね返した日光
が当たった所の温度の違いについ
て考えさせる。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決■ 鏡で跳ね返した日光が当たった所
は，明るく，温かくなる。

■ 跳ね返した日光を重ねるほど，日
光が当たった所は明るく，温かくな
る。

はね返した日光と温度

0
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午前１０時 正午 午前１０時

（℃）

 温　度　      　　１６℃  　　          ２６℃     　　　      ４８℃

かがみの

 まい数
０まい          　　　１まい　　　　　　　　３まい

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／９】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P80 10月中旬～11月上旬 本時７・８／９

《本時のねらい》

鏡などを使って跳ね返した日光が物を温める性質を利用したものづくりを行い，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 鏡などを使って跳ね返した日光が物を温める性質を活用したものづくりを行わせ，実
感を伴った理解につなげ，環境教育の一環として太陽光エネルギーについても考えさせ
る。

ソーラークッカーを作ろう 所要時間10～15分 →ポイント集2011 P26～27

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（ものづくりを行う）
● 学んだことを
生かしたものづ
くりを行う。

▼ 鏡で調理器具が作れるんだ。
▼ どんな調理器具だろう。
▼ うまく作ろう。 ○ 鏡などを使って跳ね返した日光

が物を温める性質を活用したもの
づくりを行わせ，実感を伴った理
解をさせり。

→ポイント集2011 P26～27
□ 作り方をプリントなどにして，
配付する。

● これまでの学 ▼ 日光を跳ね返しているのは何だろ
習経験を基に， う。
ソーラークッカ
ーの仕組みを考
える。

○ ソーラークッカーの仕組みを考
えさせる。

□ ソーラークッカーは，アルミホ
イルを貼った段ボール箱が鏡の役
割を果たす。空き缶の周りをパラ
ボラアンテナ状に囲むことで，太
陽光を焦点となる空き缶に集めて
いる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 鏡で跳ね返した日光が当たった所
は，明るく，温かくなる。

▲ 跳ね返した日光を重ねるほど，日
光が当たった所ろは明るく，温かく
なる。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点５ 鏡を使って跳ね返
した日光が当たった所は明るく，
温かくなることが分かりました。
この性質を利用して，調理す

る（お湯を沸かす）器具を作り
ましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ ソーラークッカーは上手にで
きましたか。
ソーラークッカーで，鏡と同

じ役割をしているのは何でしょ
うか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 鏡と同じように，アルミホイルが
日光を跳ね返している。

～実験の様子～
１月14日に室内で実験

した。12:00までは快晴
で日射量は十分。空き缶
内の水温は最高69℃まで
上がった！

黒く塗った500mlの空き
缶。ペットボトルの下を
切り，ゴム栓に温度計を
装着して覆いをかぶせる。

室内の窓際で実験した様子

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程７・８／９】
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● ソーラークッ ▼ なぜ空き缶を黒く塗ったんだろ
カーの仕組みを う。
考える。 ▼ 空き缶は日光で温められる所だ

よ。

○ ソーラークッカーの仕組みを考
えさせる。

□ 黒色は他の色と比べて，太陽光
エネルギーを吸収しやすい。
例として，夏の暑い日に帽子を

かぶるのは，黒い頭髪が日光によ
り急激に温められ，熱中症などに
なることを防ぐためであることな
どを想起させる。

（観察，実験を行う） ▼ 日光をうまく調整しよう。
● 作ったソーラ ▼ 水の温度をしっかり測って，記録
ークッカーを使 しよう。
って，水を温め
る。

○ ソーラークッカーで水を温め，
水温の変化を表に記録させる。

□ 晴れた日であれば３時間程度
で，水温は70℃近くまで上昇する。

□ 空き缶の周りや水は熱くなるの
で，注意して実験に取り組ませる。

（結果を整理する） ▼ 表の温度を棒グラフにしっかり表
● 観察，実験の そう。
結果をより，比
較しやすくする
ために，棒グラ
フに表し，整理 ○ 時刻による温度の違いをより分
する。 かりやすくするために，観察の結

果を棒グラフに表し，整理させる。

（考察し，結論を得る） ▼ 日光を集めると，水がとても熱く
● ものづくりを なって，驚いた。
通して考えたこ ▼ 空き缶を黒く塗ると，日光で温め
とや感じたこと やすくなることが分かった。
をまとめる。

● 太陽光エネル ▼ ガスや電気ポットで，水を温めま
ギーの利用につ す。
いて考える。

▼ どんな所だろう 。
▼ どんな場合だろう。
▼ ガスや電気がない所です。
▼ ガスや電気が使えない場合です。
▼ ソーラークッカー以外に，どんな
所に日光は利用されているんだろ
う。

□ 教科書P82に掲載されている温
室や太陽熱温水器などが考えられ
る。

◎ お家では，水を温める時に何
を使いますか。自然や生活との関係

◎ 完成したソーラークッカーで，
水を温めてみましょう。水の温
度は30分ごとに温度計で測り，
表に記録しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ ソーラークッカーを作る時に
なぜ，空き缶を黒く塗ったので
しょうか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ ソーラークッカーを作り，水
を温めてみて，考えたことや感
じたことをノートに書きましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 時刻による温度の変化を分か
りやすくするために，実験の結
果を棒グラフに整理しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 工夫点５ 日光を利用するこ
とで，ガスや電気を使わないで，
いろいろなことができます。生
活の中で，どのような所に日光
が利用されているでしょう。

自然や生活との関係

■ 空き缶を黒く塗り，日光により空
き缶が温まりやすくしている。

実験結果の例（ポイント集2011 P26～27）

時間 9時 9時30分 10時 10時30分 11時 11時30分 12時

温度 ７℃ ２０℃ ３２℃ ４８℃ ５８℃ ６５℃ ６９℃

◎ 工夫点５ ソーラークッカー
はどのような所や場合に使える
と思いますか。自然や生活との関係

■ 温室や太陽熱温水器などで利用さ
れている。

水の温度
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70（℃）

温　度　   7℃      20℃   32℃    48℃     58℃    65℃    69℃

時こく　　   9時       9時30分     10時      10時30分     11時      11時30分      12時

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程７・８／９】
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第３学年「５ 太陽を光を調べよう」
東京書籍「新しい理科３」P81～83 10月中旬～11月上旬 本時９／９

《本時のねらい》

虫眼鏡を使って日光を集め，紙が焦げるかどうかを調べ，まとめ，理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点６ ２～３枚の鏡を使って跳ね返した日光を黒い紙に当てた様子の写真と，虫眼鏡を使っ
て日光を黒い紙に集めた様子の写真を提示し，比較させる。その共通点と差異点に気付
かせ，これまでの生活体験や学習経験から，明るさや温かさに違いが生じた要因を考え
させる。

〈事象Ａ〉２～３枚の鏡を使って跳ね返した 〈事象Ｂ〉虫眼鏡を使って
日光を黒い紙に当てた様子の写真 日光を黒い紙に集めた様子の写真

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

虫眼鏡で集めた日光が当たっている所の温かさ（熱さ）に着目させ，虫眼鏡で日光を集めると
紙を焦がすことができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点７ 虫眼鏡を使って日光を集め，紙が焦げるかどうかを調べる方法を，児童と話し合いな
がらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 鏡を使って日光を跳ね返してい
▼ Ａは鏡，Ｂは虫眼鏡を使っている る様子の写真と，虫眼鏡を使って
よ。 日光を集めている様子の写真を比

較させ，明るさ，温かさ（熱さ）
の違いに気付かせる

□ 日光が当たっていることが分か
りやすいように，黒い紙を準備す
る。

● 事象の違いが ▼ Ｂはとても明るいよ。
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「明るさの違い」「虫眼鏡は日

光を集める働きがあること」に視
点を揃えさせ，話合いを通して，
児童の意見を整理する。

問題 虫めがねで集めた日光で，紙をこがすことはできるだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 鏡を使って跳ね返した日光を重ね
るほど，日光が当たった所は明るく，
温かくなる。

▲ 黒く塗ると，日光により温まりや
すくなる。

▲ 昆虫を観察した時に，虫眼鏡を使
ったことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点６（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つの写真を比べて，何が同じ
で，何が違いますか。気付いた
ことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

・ 黒い紙に日光を当ててい

おなじところ る

・ おなじ紙

使った物 かがみ 虫めがね
ちがう

明るさ 明るい
とても

ところ 明るい

光の大きさ 大きい 小さい

■ Ｂはとても明るいから，日光が当
たっている所は，すごく熱くなると
思う。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程９／９】
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予想や仮説をもつ
● 虫眼鏡を使っ
て日光を集め，
紙が焦げるかど
うかを考える。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 虫眼鏡を使っ
て日光を集め，
紙が焦げるかど
うかを調べる方 ▼ どうやって調べよう。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
法を考える。 ▼ 先生がＢで使った物を使おう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ どうやって，調べたことを記録し るよう，教師がポイントを把握し，
よう。 実験方法を考えさせる。

□ （②について）提示した複数事
象を基に想起させる。

□ （④について）虫眼鏡で集めた
光の大きさや紙を焦げている様子

▼ 実験をする時に，気を付けること をスケッチさせる。
があるんだ。 □ （⑤について）大きなけがにつ

ながるので，指導を徹底する。

観察，実験を行う ▼ しっかり記録できたよ。
● 虫眼鏡を使っ
て日光を集め，
紙が焦げるか調
べる。

○ 特にポイント③と⑤に注意させ
ながら，観察，実験をさせる。

結果を整理する ▼ 虫眼鏡で日光を集めると，紙が焦
● 観察，実験の げたよ。
結果をまとめ， ▼ 虫眼鏡で集めた日光の大きさを小
確認する。 さくすると，明るくなって，紙が焦 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

げやすくなったよ。 とめさせる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「日光を集めた所の大きさ」と

「明るさ，温かさ」の関係に視点
を向けさせながら考えさせる。

■ 鏡で跳ね返した日光を集めるほど，
温かくなったので，虫眼鏡で日光を
集めると紙を焦がすことができるだ
ろう。

■ ソーラークッカーを作った時，日
光で水を温めることができたので，
虫眼鏡で日光を集めると紙を焦がす
ことができるだろう。

２ 虫眼鏡で日光を集める。
２ 集めた日光を，黒っぽい紙に当て
てる。

◎ 虫眼鏡で集めた日光で，紙を
焦がすことができると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 虫眼鏡で集めた日光で，紙を
焦がすことができるかを調べる
方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点７ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 実験をする時に，注意するこ
とがあります。 主体的な問題解決

４ 絵にかいて，記録する。

５ 目を痛めるので，絶対に虫眼鏡で
太陽を見ないように注意して実験す
る。

５ 虫眼鏡で集めた日光を人の体や服
に当てないように注意して実験する。

５ 長い時間，日光が集まっている所
を見ないように注意して実験する。

５ むやみに，物を焦がさないように
注意して，実験する。

◎ 虫眼鏡で集めた日光で，紙が
焦げるか調べ，結果を絵にかい
て記録しましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 虫眼鏡を使うと日光を集めること
ができる。

■ 日光を集めた所を小さくするほど，
日光が当たった所は，明るく，温か
く（熱く）なる。

１ 虫眼鏡で集めた日光で，紙を焦が
すことができるかどうかを調べる。

３ 虫眼鏡で集めた日光を黒っぽい紙
に当てて，焦げて煙が出るかどうか
を見る。

３年「５ 太陽の光を調べよう」
【本時のねらいと学習過程９／９】



３年 ６ - 1 -

《単元名》

第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P84～85 11月上旬～11月下旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「ゴムののばし方をかえると，物の動き方は，
どのようにかわるのだろうか」
ゴムには，物を動かす働きがある。
物を動かす働きは，ゴムを長く伸ばすほど，

大きくなる。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】（本単元）

【中３学年「運動とエネルギー」】

【５学年「ふりこのきまり」】

【６学年「てこのはたらき」】

【１・２学年生活科】 生活体験

おもちゃを作って，風やゴムで遊んだ経験

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中２学年「電気の世界」】

「風の強さをかえると，物の動き方は，どの
ようにかわるのだろうか」
風には，物を動かす働きがある。
物を動かす働きは，風が強くなるほど，大

きくなる。

【３学年「明かりをつけよう」】

○ いろいろな力の世界
・ 力の働き（力とばねの伸び）
・ 圧力

○ 力の規則性
・ 力のつり合い
・ 力と運動

○ エネルギーと仕事
・ 仕事とエネルギー
・ 力学的エネルギーの保存

６学年「人と環境」

【４学年「動物のからだのつくりと運動」】

人の体は，全身にある筋肉が縮んだり
緩んだりすることによって動く。

石油などを燃やすことなく,風の力
で発電機を回し，電気をつくる。

５学年「台風と天気の変化」

台風が近付くと,強い風が吹き，大量の雨を
もたらすなど，天気の様子が大きく変わる。

○ 物体のいろいろな運動
・ 運動の速さと向き

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【単元の系統図】



３年 ６ - 2 -

《単元の目標》

生活科などでの体験を基に，風やゴムの力について，力の強さと物の動き方との関係に興味をもち，実
験を通して，風の強さやゴムの引き方を変えたときの物の動く様子を比較し，風やゴムの物を動かす働き
についての考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 風で動かそう ４時間

・ 風で動くおも １ 問題を見いだす ・ 風で動くおもちゃを作る。
ちゃを作りや遊 ・ 風で動くおもちゃで遊ぶ。
びを通して，風 ・ 風で動くおもちゃで遊んだ感想や，
の力を体感し， 遊びを通して気付いたことを話し合う。
風の力について
話し合い，興味
をもつ。

・ 風の強さを変 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
えると，物の動 差異点を見だす。 工夫点１
きはどのように ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
変わるのかに疑 ら，問題を見いだす。
問をもち，風の 予想や仮説をもつ ・ 風の強さによる物の動きの変化につ
物を動かす働き いて考える。 ポイントを明確

に興味をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ 風の強さによる物の動きの変化を調 にして話し合う

べる方法を考える。 工夫点２
・ 風の強さを変 ２ 観察，実験を行う ・ 風で動く車を作製する。
えると，物の動 ・ 風の強さによる物の動きの変化を調
きはどのように べる。
変わるのかを調 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
べ，その性質を る。
まとめ，理解を 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
深める。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ 風の強さを変えずに，風で動く車を 学んだことを生
遠くまで進める方法を考える。 かしたものづく

・ 車を動かし，確かめる。 り 工夫点３
・ 工夫したことをまとめ，発表する。

２ ゴムで動かそう ５時間

・ ゴムの伸ばし １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
方を変えると， 差異点を見だす。 工夫点４
物の動きはどの ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
ように変わるの ら，問題を見いだす。
かに疑問をも 予想や仮説をもつ ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変
ち，ゴムの物を 化について考える。 ポイントを明確

動かす働きに興 観察，実験の方法を考える ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変 にして話し合う

味をもつ。 化を調べる方法を考える。 工夫点５

・ ゴムの伸ばし ２ 観察，実験を行う ・ ゴムで動く車を作成する。
方を変えると， ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変
物の動きはどの 化を調べる。
ように変わるの 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
かを調べ，その る。
性質をまとめ， 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
理解を深める。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ ゴムの伸ばし方を変えずに，ゴムで 学んだことを生
動く車を遠くまで進める方法を考える。 かしたものづく

・ 車を動かし，確かめる。 り 工夫点６
・ 工夫したことをまとめ，発表する。

・ ゴールインゲ １ 振り返り，広げる ・ 狙った所に風やゴムで動く車を止め
ームを行い,風 る方法を考える。
やゴムの物を動 ・ ゴールインゲームを行う。
かす働きについ ・ 工夫したことをまとめ，発表する。
て理解する。

・ 風やゴムの物 １ 振り返り，広げる ・ 風の物を動かす働きを利用している
を動かす働き 身近な物について考える。
や，ゴムの元の ・ ゴムの物を動かす働きは，ゴムの元
形に戻ろうとす の形に戻ろうとする性質であることを
る性質を利用し 考える。
ている物につい ・ ゴムの物を動かす働きや，ゴムの元
て考え，理解を の形に戻ろうとする性質を利用してい
深める。 る身近な物について考える。

３年「６ 風やゴムで動かそう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P84～85 11月上旬～11月下旬 本時１／９

《本時のねらい》

風で動くおもちゃを作りや遊びを通して，風の力を体感し，風の力について話し合い，興味を
もつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

風で動くおもちゃ「この指とまる風車」を作らせ，風の力を体感させる。
→ポイント集2011 P28

この指とまる風車を作ろう 所要時間10～15分
〈準備物〉
・ ケント紙などのやや丈夫な紙（画用紙でも可）
・ 両面テープ
・ 定規
・ カッターナイフ，もしくは，はさみ

※ 詳しい作り方は宮城県教育研修センター 科学巡回訪問のページ
http://midori.edu-c.pref.miyagi.jp/science/rikaCD/junkaikyouzai/kazaguruma.pdf

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 風で動くおも
ちゃを作る。

▼ おもしろそうだな。 ○ 風で動くおもちゃづくりを行わ
▼ 上手に作れるように，頑張ろう。 せ，興味をもたせる。

□ 「この指とまる風車」を作成す
る。 →ポイント集2011 P28

● 風で動くおも ▼ どうやったら，おもちゃを上手く
ちゃで遊ぶ。 動かせるかな。

▼ 風が吹いてくる方におもちゃを向
けると，くるくる回ったよ。

▼ 走って風を作ると，おもちゃがく
るくる回ったよ。

○ 風で動くおもちゃで遊ばせ，風
の力を体感させる。

□ 「この指とまる風車」は，風が
ある時は走らなくても，風の力で
動く。風がない時は，自分が走り
風を作ることで，風の力で動かす
ことができることに気付かせる。

● 風で動くおも ▼ どんなことがあったかな。
ちゃで遊んだ感
想や，遊びを通
して気付いたこ
とを話し合う。

○ 風で動くおもちゃで遊んだこと
を通して気付いたことや不思議に
感じたことを話し合わせ，風で物
が動くことに気付かせる。

□ 「風の力でおもちゃはどのよう
に動いたか」に視点を揃え，感想
や気付いたことを話し合わせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ おもちゃを作って，風で遊んだこ
とがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 風で動くおもちゃを作って，
遊びましょう。 具体的な体験

◎ おもちゃが出来たら，遊びま
しょう。
どうやったら，おもちゃがう

まく動くのか，いろいろと工夫
しましょう。 具体的な体験

■ 風が吹いている時は，動かなくて
も風の力で，おもちゃはくるくる回
る。

■ 風が吹いていない時は，自分が走
って風をつくると，風の力で，おも
ちゃはくるくる回る。

■ 風が強く吹いている時や速く走っ
た時は，おもちゃが早く回った。

◎ 風で動くおもちゃで遊んで，
どうでしたか。感想や気付いた
ことを話し合いましょう。

主体的な問題解決

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程１／９】
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風力
風速

天気予報用語 陸上の様子
（m/s）

０ 0.3未満 静穏 静穏，煙は真っ直ぐ昇る。

0.3以上
風向きは煙がなびくので分

１ ～
かるが，風見には感じない。

1.6未満
1.6以上

顔に風を感じる。木の葉が
２ ～

動く。風見も動き出す。
3.4未満
3.4以上

木の葉や細かい小枝が絶え
３ ～

ず動く。軽い旗が開く。
5.5未満
5.5以上

砂ぼこりが立ち，紙片が舞
４ ～

い上がる。小枝が動く。
8.0未満
8.0以上

葉のある潅木が揺れ始める。
５ ～

池や沼の水面に波頭が立つ。
10.8未満 やや強い風 10m/s～15m/s
10.8以上

大枝が動く。電線が鳴る。
６ ～ 風に向かって歩きにくく

傘はさしにくい。
13.9未満 なる。傘がさせない。
13.9以上

樹木全体が揺れる。風に向
７ ～ 強い風 15m/s～20m/s

かっては歩きにくい。
17.2未満 台風の区分

17.2以上 風に向かって歩けない。
小枝が折れる。風に向かっ

８ ～ 転倒する人もでる。
ては歩けない。

20.8未満
20.8以上

人家にわずかな損害が起こ
９ ～ 非常に強い風 20m/s～30m/s

る。
24.5未満
24.5以上 しっかりと身体を確保し

樹木が根こそぎになる。人
１０ ～ ないと転倒する。

家に大損害が起こる。
台風

28.5未満

28.5以上 猛烈な風 30m/s以上
めったに起こらない。

１１ ～
広い範囲の破壊を伴う。

32.7未満 立っていられない。屋外
での行動は危険になる。

32.7m/s～強い台風
１２ 32.7以上 被害が更に甚大になる。 43.8m/s～非常に強い台風

54.1m/s～猛烈な台風

「風速」とは，空気が風として移動するときの速さのことをいいます。ですから，単位は通常
「秒速ｍ/ｓ」で表されます。これらは風速計を使って，簡単に測定することができます。
一方，「風力」は ，風が物体に与える力を０～１２の１３段階に分類したものです。
下の表は，風速と風力の目安などを表したものです。

一般的なサーキュレーターの風速や風力は，弱で風速：約１～２m/s（風力１～２），
中で風速：約２～３m/s（風力２），強で風速：約３～４m/s（風力２～３）となります。
いかに，台風の風が強いのかが分かります。
平地での日本国内の最大瞬間風速は85.3m/s（宮古島），世界では最大瞬間風速

105.5m/s（グアム）が記録されています！
ちなみに他の惑星では，どうなっているでしょうか。木星では風速120m/sの風が

吹き，きれいな縞模様を作っています（大赤斑では180m/s！）。
移住計画のある火星では，春先に風速約110m/sの砂嵐が吹き荒れます！！

  風の強さは，一般的に「風力」や「風速」で表されます。 

これらは，天気予報などでも，よく用いられるものです。 

 では，「風力」や「風速」とはいったい，どのようなものでしょうか。 

風の強さの目安って？！
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～87 11月上旬～11月下旬 本時２／９

《本時のねらい》

風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかに疑問をもち，風の物を動かす働きに
興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 強さの異なる風を受けて動いた車を提示し，走る距離を比較させる。その共通点と差
異点に気付かせ，走る距離に違いが生じた要因を考えさせる。提示する際には，①車が
スタートする所 ②風を受ける所の大きさ ③風を当てる時間，の３点を揃える。

〈事象Ａ〉弱い風を受けて動いた車 〈事象Ｂ〉強い風を受けて動いた車

※ 提示する車は児童が実験で用いる物を使用する。（キット化された教材を使用してもよい）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

風の強さと，車が動いた距離の違いに着目させ，風の強さにより，風の物を動かす働きが変わ
ることを考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べる方法を，児童と話し
合いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共 ▼ どちらも風の力で動いたよ。
通点と差異点を ▼ 動いた距離が違うよ。
見いだす。

○ 風で動く車の走る距離を比較さ
せ，強さの異なる風を受けて動い
たことを考えさせる。

□ 提示する際には，
① 車がスタートする所
② 風を受ける所の大きさ
③ 風を当てる時間
の３点を揃えることを，児童に説
明しながら提示する。これらの実
験の条件は，児童が実験をする場
合も重要な観点である。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ▼ どうして，動いた距離が違うんだ ○ 「当てた風の強さ」に視点を揃

ろう。 えさせ，話合いを通して，児童の
▼ タイヤや風を受けるところが違う 意見を整理する。
からじゃないかな。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 風の力で物は動く。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１（事象Ａ,Ｂを見せて）
Ａ，Ｂの車に風を当てます。

２つを比べて，何が同じで，何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

表１

Ａ Ｂ

･ 風の力で動いてる

･ スタートするところ

おなじところ ･ 車の大きさ

･ 風を受けるところの大きさ

･ 風を当てている時間

ちがう
動 い た あまり

遠くまで動いた

ところ
きょり 動かなかった

音 小さい 大きい

▲ 風の力が変わると，動き方が変わ
る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程２／９】
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問題 風の強さをかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 風の強さを変えると，どんなふう
● 風の強さによ に動きは変わるんだろう。
る物の動きの変 ▼ 「この指とまる風車」で遊んだと
化について考え きには･･･
る。 ▼ ＡとＢを観察したことから･･･

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べればいいだろう。
方法を考える
● 風の強さによ
る物の動きの変
化を調べる方法
を考える。 ▼ 何を使って調べよう。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ

▼ ＡとＢで使われている物を使えば とによって，必要感をもたせ，意
いいよ。 欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ 何を同じにすればいいんだろう。
▼ ＡとＢを先生が見せてくれた時
に，同じにしていたことがあったよ。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (①について)複数事象を観察し
た経験を基に考えさせる。

□ (②について)複数事象の提示の
際に使用した車を使用する。送風

▼ どうやって，調べたことを記録し 機はサーキュレーターなど，風の
よう。 強さを３～５段階程度変えられる

物を使用する。
作成する車は「じしゃくにつけ

よう」「つくってあそぼう」でも
使用することが考えられる。

□ (④について)実験の条件は，教
師が意図的に制御し，揃える。表
１を用いて，複数事象を提示した
際の条件を基に考えさせる。

□ (⑤について)これまでの学習経
験（「太陽の光を調べよう」など）
を基に，記録する方法を考えさせ

▼ 実験をする時に，気を付けること る。
があるんだ。 □ (⑥について)大きなけがにもつ

ながるため，徹底させる。

■ 風の強さを弱くすると，物はあま
り動かないだろう。

■ 風の強さを強くすると，物は遠く
まで動くだろう。

２ ＡとＢで使った車と送風機を使う。
２ 車の動いた距離は物差しを使って
調べる。

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わると思いま
すか。理由も考えてノートに書
きましょう。 主体的な問題解決

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 風の強さを変えて，車が動い
た距離を正しく調べるために，
同じにすることがあります。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 送風機の中に，指や物を入れ
ないようにしましょう。

主体的な問題解決

１ 風の強さを変えると，物の動きが
どのように変わるのかを調べる。

４ 車が動いた距離を正しく調べるた
めに
・ 車がスタートする所
・ 車の風を受ける所の大きさ
・ 風を当てる時間
を同じにする。

◎ 次の時間は，風の働きを調べ
ましょう。

■ 風の強さが違うから，動いた距離
に違いがでたと思う。

５ 実験の結果を表に記録する。

６ けがをしないように，送風機の中
に，指や物を入れないように気を付
けて実験する。

風の強さ 動いたきょり

弱

中

強

３ 風の強さと車の動いた距離を見る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程２／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～89 11月上旬～11月下旬 本時３・４／９

《本時のねらい》

風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べ，その性質をまとめ，理解を深
める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点３ 風の強さを変えずに，風の物を動かす働きを大きくする方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 風の強さをかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかり風を受けて走るように，
● 風で動く車を 作ろう。
作製する。

○ 風を受けるところの向きや真っ
直ぐに走らせることなどを考えさ
せがら，「風で動く車」を作る意
欲をもたせる。

□ キット化された教材を用いると
作製しやすい。
また，作製する車は「じしゃく

につけよう」「つくってあそぼう」
でも使用することが考えられる。

● 風の強さによ ▼ スタートするところや風を当てる
る物の動きの変 時間を同じにして，実験しよう。
化を調べる。

○ 特にポイント③と⑤に注意させ
ながら，風の強さと車が動いた距
離を調べさせ，結果を表に記入さ
せる。

□ 児童に実験をさせる前に，車や
送風機の操作の仕方を十分に指導
する。

結果を整理する ▼ しっかり記録できたよ。
● 観察，実験の ▼ 当てる風が強いと，車の速さも速
結果をまとめ， くなったよ。
確認する。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 車が動いた距離をしっかり調べて，
分かりやすく表に記録する。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べるために，「風で動く車」を作
りましょう。 具体的な体験

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べましょう。調べた結果は表に
まとめましょう。実験をして，
気付いたことも書きましょう。

主体的な問題解決

風の強さ 動いたきょり

弱 ３ｍ１０ｃｍ

中 ４ｍ３５ｃｍ

強 ５ｍ２４ｃｍ

■ 風を受ける所の向きを気を付けて
作る。

■ 車が真っすぐに走るように作る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程３・４／９】
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考察し， ▼ 当てる風が強いと，車は勢いよく
結論を得る 動き出したよ。
● 結果から気付 ▼ 当てる風を強くするほど，車は遠
いたことをノー くまで進んだよ。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「車が動いた距離」が，「風の

物を動かす働きの大きさ」と対応
していることを気付かせ，風の働
きについて考えさせる。

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● 風の強さを変
えずに，風の力
で動く車を遠く
まで進める方法
を考える。

○ これまで実験で利用してきた車
を用いて，より効率よく風の力を
受ける方法を考えさせる。

□ 工夫する点としては
① 車の風を受ける所を大きく
する

② 車に風を当てる時間を長く
する

などが考えられる。児童に様々な
試行錯誤や創意工夫をさせる。

● 車を動かし， ▼ ちゃんと遠くまで動くかな。
確かめる。 ▼ いろいろ工夫してみよう。

▼ さっき実験した距離と比べてみよ
う。

○ 考えた方法で車を動かし，より
遠くまで動くか確かめさせる。

□ 工夫したことにより，どのくら
い動く距離が変化したのかを見る
ために，送風機の風の強さを固定
し，実験させる。
また，動いた距離を工夫する前

の距離と比較させる。

● 工夫したこと
をまとめ，発表
する。

○ グループごとで工夫したことを
まとめ，発表し，クラス全体で共
有させる。

□ 改良した車は，教室内に掲示し，
自由に見ることができるようにす
るとよい。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決
■ 風には，物を動かす働きがある。
■ 物を動かす働きは，風が強くなる
ほど，大きくなる。

◎ 実際に車を動かして，遠くま
で動くか確かめてみましょう。
送風機の風の強さは「中」にし
ましょう。
上手くいかなければ，いろい

ろと工夫してみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点３ 風が物を動かす働
きは，風が強くなるほど，大き
くなることが分かりました。
風の強さを変えずに，風で動

く車を遠くまで動かすにはどの
ような工夫をすればよいか，考
えましょう。 自然や生活との関係

■ 車の風を受ける所を大きくすれば
よいと思う。

■ 車に風を当てる時間を長くすれば
よいと思う。

◎ どのよな工夫をしましたか。
グループでまとめて，発表しま
しょう。 自然や生活との関係

■ 車の風を受ける所を大きくすると，
風の物を動かすはらきは大きくなる。

■ 車に風を当てる時間を長くすると，
風の物を動かす働きは大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程３・４／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P90～92 11月上旬～11月下旬 本時５／９

《本時のねらい》

ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかに疑問をもち，ゴムの物を動か
す働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点４ ゴムで動く車をゴムの伸ばし方を変えて提示し，走る距離を比較させる。その共通点
と差異点に気付かせ，走る距離に違いが生じた要因を考えさせる。提示する際には，車
がスタートする所を揃え，ゴムを引っ張っている定規が見えるようにする。

〈事象Ａ〉少しだけ定規を押した車 〈事象Ｂ〉たくさん定規を押した車

※提示する車は児童が実験で用いる物を使用する。（キット化された教材を使用しても良い）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

ゴムの伸ばし方と，車が動いた距離の違いに着目させ，ゴムの伸ばし方により，ゴムの物を動
かす働きが変わることを考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点５ ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べる方法を，児童
と話し合いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を ▼ どちらもゴムを伸ばしていたよ。
見だす。 ▼ どちらもゴムの力で動いたよ。

▼ 動いた距離が違うよ。
▼ どうして，動いた距離が違うんだ
ろう。 ○ ゴムで動く車をゴムの伸ばし方

を変えて提示し，走る距離を比較
させ，距離に違いが生じた要因を
風の物を動かす働きを想起させな
がら，考えさせる。

□ 提示する際には，
① 車がスタートする所
を揃えることを，児童に説明しな
がら提示する。この実験の条件は，
児童が実験をする場合も重要な観
点である。
このため，台車を固定し，定規

を押してゴムを伸ばす必要があ
る。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ▼ どうして，動いた距離が違うんだ ○ 風の物を動かす働きと比較させ

ろう。 ながら，「ゴムの伸ばし方」に視

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点４（事象Ａ,Ｂを見せて）
今度はＡ，Ｂの車をゴムで動

かします。２つを比べて，何が
同じで，何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から、問題を整
理しましょう。

表２

Ａ Ｂ

･ ゴムの力で動いてる

･ スタートするところ

おなじところ ･ 車の大きさ

･ じょうぎを引いて，ゴムを

のばしている

動 い た あまり 遠くまで動いた

ちがう
きょり 動かなかった

ところ
定 規 を

押 し た 短い 長い

長さ

▲ おもちゃを作って，ゴムで遊んだ
ことがある。

▲ 風の物を動かす働きは，風が強く
なるほど，大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程５／９】
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▼ 風の物を動かす働きは，どうだっ 点を揃えさせ，話合いを通して，
たかな。 児童の意見を整理する。

問題 ゴムののばし方をかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ ゴムの伸ばし方を変えると，どん
● ゴムの伸ばし なふうに動きは変わるんだろう。
方による物の動 ▼ 風の物を動かす働きと，比べると
きの変化につい ▼ ＡとＢを観察したことから･･･
て考える。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

□ 風の物を動かす働きと比較させ
ながら考えさせる。

観察，実験の
方法を考える
● ゴムの伸ばし
方による物の動 ▼ 何を調べればいいだろう。
きの変化を調べ
る方法を考え ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
る。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。
□ 風の物を動かす働きを調べた学

▼ 何を使って調べよう。 習経験を基に考えさせる。
▼ ＡとＢで使われている物を使えば
いいよ。

▼ 何を見ればいいかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 何を同じにすればいいんだろう。 るよう，教師がポイントを把握し，
▼ ＡとＢを先生が見せてくれた時 実験方法を考えさせる。
に，同じにしていたことがあったよ。 □ (①について)複数事象を観察し

た経験を基に考えさせる。
□ (②について)複数事象の提示の
際に使用した車を使用する。
作成する車は「じしゃくにつけ

よう」「つくってあそぼう」でも
▼ どうやって，調べたことを記録し 使用することが考えられる。
よう。 □ (④について)実験の条件は，教

師が意図的に制御し，揃える。表
２を用いて，これまでの学習経験
や複数事象を提示した際の条件を
基に考えさせる。

□ (⑤について)これまでの学習経
験を基に，記録する方法を考えさ
せる。

■ ゴムをあまり伸さないと，物はあ
まり動かないだろう。

■ ゴムを長く伸ばすと，物は遠くま
で動くだろう。

２ ＡとＢで使った車と長い定規，ゴ
ムを使う。

２ 車の動いた距離を物差しを使って
調べる。

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わると
思いますか。理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点５ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ ゴムの伸ばし方を変えて，車
が動いた距離を正しく調べるた
めには，同じにすることがあり
ます。

⑤ どのように記録しますか。
主体的な問題解決

１ ゴムの伸ばし方を変えると，物の
動きがどのように変わるのかを調べ
る。

４ 車が動いた距離を正しく調べるた
めに，車がスタートする所を同じに
する。

◎ 次の時間は，ゴムの働きを調
べましょう。

■ ゴムの伸ばし方を変えると，ゴム
の力が変わってくるから，動いた距
離に違いがでたと思う。

５ 実験の結果を表に記録する。

ゴムののばし方 動いたきょり

▲ 風の物を動かす働きを実験で調べ
た。

３ ゴムの伸ばし方と車の動いた距離
を見る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程５／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P90～94 11月上旬～11月下旬 本時６・７／９

《本時のねらい》

ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べ，その性質をまとめ，理
解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ ゴムの伸ばし方を変えずに，ゴムの物を動かす働きを大きくする方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ゴムののばし方をかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかりゴムが引っかかるよう
● ゴムで動く車 に，作ろう。
を作製する。

○ フックの向きや真っすぐに走ら
せることなどを考えさせがら，「ゴ
ムで動く車」を作成させる。

□ 「風で動く車」で用いたキット
化された教材を用いると作製しや
すい。
また，作製する車は「じしゃく

につけよう」「つくってあそぼう」
でも使用することが考えられる。

● ゴムの伸ばし ▼ スタートする所を同じにして，実
方による物の動 験をしよう。
きの変化を調べ
る。

○ 特にポイント③に注意させなが
ら，ゴムの伸ばし方に応じて車が
動いた距離を調べさせ，結果を表
に記入させる。

□ 児童に実験をさせる前に，車の
操作の仕方を十分に指導する。

結果を整理する ▼ しっかり記録できた。
● 観察，実験の ▼ ゴムの伸ばし方を長くすると，車
結果をまとめ， の速さも速くなったよ。
確認する。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 車が動いた距離をしっかり調べて，
分かりやすく表に記録する。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べるために，「ゴムで動く
車」を作りましょう。

具体的な体験

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べましょう。調べた結果
は表にまとめましょう。実験を
して，気付いたことも書きまし
ょう。 主体的な問題解決

ゴムののばし方 動いたきょり

１０ｃｍ １ｍ２５ｃｍ

１５ｃｍ ２ｍ７３ｃｍ

２０ｃｍ ５ｍ４０ｃｍ

■ フックの向きを気を付けて作る。
■ 車が真っすぐに走るように作る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程６・７／９】
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考察し， ▼ ゴムの伸ばし方を長くすると，車
結論を得る は勢いよく動き出したよ。
● 結果から気付 ▼ ゴムの伸ばし方を長くするほど，
いたことをノー 車は遠くまで進んだよ。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「車が動いた距離」が，「ゴム

の物を動かす働きの大きさ」と対
応していることを気付かせ，ゴム
の働きについて考えさせる。

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● ゴムの伸ばし ▼ 風で動く車の時は，風を受けると
方を変えずに， ころを大きくしたり，風を車に当て
ゴムで動く車を る時間を長くしたよ。
遠くまで進める
方法を考える。

▼ １つのゴムを真ん中でひねって， ○ これまで実験で利用してきた車
二重にすればいいと思う。 を用いて，より効率よくゴムの力

▼ ゴムをねじってから，伸せばいい を伝える方法を考えさせる。
と思う。 □ 工夫する点として，教科書P90

などを参考に
① ２つのゴムで二重にする
② １つのゴムを真ん中でひね
って，二重にする

③ ゴムをねじってから，伸ば
す

④ ２つのゴムをつなげる
などが考えられる。児童に様々な
試行錯誤や創意工夫をさせる。
これらの中で④に関してはゴム

を直列につなぐことになり，ゴム
の物を動かす働きは小さくなる。

● 車を動かし， ▼ ちゃんと遠くまで動くかな。
確かめる。 ▼ いろいろ工夫してみよう。

▼ さっき実験した距離と比べてみよ
う。

○ 考えた方法で車を動かし，より
遠くまで動くか確かめさせる。

□ 工夫したことにより，どのくら
い動く距離が変化したのかを見る
ために，ゴムの伸ばし方を固定し，
実験をさせる。
また，動いた距離を，工夫する

前の距離と比較させる。

● 工夫したこと
をまとめ，発表
する。

○ グループごとで工夫したことを
▼ １つのゴムを真ん中でひねって， まとめ，発表し，クラス全体で共
二重にすると，ゴムの物を動かすは 有させる。
らきは大きくなった。 □ ゴムの物を動かす働きが小さく

▼ ゴムをねじってから，伸ばすと， なった場合も，まとめさせ，発表
ゴムの物を動かすはらきは少し大き させる
くなった。 □ 改良した車は，教室内に掲示し，

自由に見ることができるようにす
ると良い。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分で考えてノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ ゴムには，物を動かす働きがある。
■ 物を動かす働きは，ゴムを長く伸
ばすほどなるほど，大きくなる。

◎ 実際に車を動かして，遠くま
で動くか確かめてみましょう。
ゴムの伸ばし方は「１５ｃｍ」
にしましょう。
上手くいかなければ，いろい

ろと工夫してみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点６ ゴムが物を動かす
働きは，ゴムを長く伸ばすほど，
大きくなることが分かりました。
ゴムの伸ばし方を変えずに，

ゴムで動く車を遠くまで動かす
にはどのような工夫をすればよ
いか，考えましょう。

自然や生活との関係

■ ２つのゴムを横に並べればよいと
思う。

■ ２つのゴムを縦につなげればよい
と思う。

◎ どんな工夫をしましたか。グ
ループでまとめて，発表しまし
ょう。 自然や生活との関係

■ ２つのゴムを横に並べると，ゴム
の物を動かす働きは大きくなる。

■ ２つのゴムを縦につなぐと，ゴム
の物を動かす働きは小さくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程６・７／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～94 11月上旬～11月下旬 本時８／９

《本時のねらい》

ゴールインゲームを行い,風やゴムの物を動かす働きについて理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

風やゴムの物を動かす働きを利用して，ゴールインゲームを行わせる。調節することとして
－風で動く車に加える工夫－ －ゴムで動く車に加える工夫－
① 風の強さ ④ ゴムの伸ばし方
② 風を受ける所の大きさ ⑤ ２つのゴムを横に並べたり，
③ 風を当てる時間 ゴムをつないだり，ねじったりする

こと
などが考えられる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● 狙った所にゴ
ムで動く車を止
める方法を考え
る。 ▼ ゴムの伸ばし方を工夫してみよう。

▼ ２つのゴムを横に並べたり，ゴ
ムをつないだり，ねじったりしてみ
よう。

○ これまでの学習経験を基に，狙
った所に車を止める工夫を考えさ
せる。

□ 狙った所に車を止めるために調
節する点としては
・ ゴムの伸ばし方
・ ２つのゴムを横に並べたり，
ゴムをつないだり，ねじったり
すること

が考えられる。

● ゴールインゲ ▼ 狙った所に車を止められるよう
ームを行う。 に，頑張ろう。

▼ 失敗したら，やり方を変えて，も
う一回やろう。

○ 学んだこと生かして，ゴールイ
ンゲームを行わせる。

□ ３～５回ゲームを行わせ，狙っ
た所に車を止められるように，そ
の都度，試行錯誤させる。

● 狙った所に風 ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
で動く車を止め
る方法を考え
る。

▼ 風の強さを工夫してみよう。
▼ 風を受ける所の大きさを工夫して

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 次に，風で動く車でゲームを
します。どんな工夫をすれば，
狙った所に車を止められるのか，
グループごとに考えましょう。

自然や生活との関係

◎ これまで実験を通して，風や
ゴムの物を動かす働きについて
調べてきました。
今日はこれまでの実験から分

かったことを生かして，ゴール
インゲームを行いましょう。
まず，ゴムで動く車でゲーム

をします。どんな工夫をすれば，
狙った所に車を止められるのか，
グループごとに考えましょう。

自然や生活との関係

■ これまでの実験でやってきたこと
を，いろいろ工夫して試す。

◎ ゴールインゲームをしましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ これまでの実験でやってきたこと
を，いろいろ工夫して試す。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程８／９】
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みよう。 ○ これまでの学習経験を基に，狙
▼ 風を当てる時間を工夫してみよ った所に車を止める方法を工夫さ
う。 せる。

□ 狙った所に車を止めるために調
節する点としては
・ 風の強さ
・ 風を受ける所の大きさ
・ 風を当てる時間
が考えられる。

● ゴールインゲ ▼ 狙った所に車を止められるよう
ームを行う。 に，頑張ろう。

▼ 失敗したら，やり方を変えて，も
う一回やろう。

○ 学んだこと生かして，ゴールイ
ンゲームを行わせる。

□ ３～５回ゲームを行わせ，狙っ
た所に車を止められるように，そ
の都度，試行錯誤させる。

● 工夫したこと ▼ ○○○を工夫したら，狙った所に
をまとめ，発表 車を止めることができたよ。
する。

○ 「風やゴムは条件を調整するこ
とで，物を動かす働きを変えるこ
とができる」ことに視点を揃えさ
せ，グループごとで工夫したこと
をまとめ，発表し，クラス全体で
共有させる。

◎ どんな工夫をしましたか。グ
ループでまとめて，発表しまし
ょう。 自然や生活との関係■ 風の強さやゴムの伸ばし方などを

いろいろと調整することで，車を自
由に動かすことができる。

■ 風やゴムは使い方を工夫すると，
いろいろなことに使える。

◎ ゴールインゲームをしましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程８／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～95 11月上旬～11月下旬 本時９／９

《本時のねらい》

風やゴムの物を動かす働きや，ゴムの元の形に戻ろうとする性質を利用している物について考
え，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

風やゴムの物を動かす働きや，ゴムの元に戻ろうとする性質を利用している物を探させ，生活
の中で風やゴムが利用されていることを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 風の物を動か
す働きを利用し
ている身近な物
について考え
る。

▼ どんなところに風の物を動かす働
きは利用されているだろう。

▼ いろいろ考えてみよう。

○ 風の物を動かす働きを利用して
いる身近な物を探し，生活の中で
風の力が利用されていることを考
えさせる。

□ 身近な物の例として，凧，風鈴，
風見鶏，風車などが挙げられる。
特にオランダにある（本県では

伊豆沼の湖畔にある）風車は，風
の力を利用して，石臼を動かし，
小麦などの穀物を挽くことに利用
している。これらを資料として提
示してもよい。

● ゴムの物を動
かす働きは，ゴ
ムの元の形に戻
ろうとする性質 ▼ どうやって，ゴムは物を動かして
であることを考 いるんだろう。
える。 ▼ ゴムを伸ばしたら，車は動いたよ。

▼ 車が動いた後，ゴムは元の長さに
戻っていたよ。

○ 「ゴムの物を動かす働き」は，
「ゴムの元に戻ろうとする性質」
にあることを考えさせる。

□ 「ゴムの元の形に戻ろうとする
性質（弾性）」による力は，一般
的に「復元力（弾性力）」と呼ば
れる。これに似た性質をもつ物に
は，ばね，筋肉などがある。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでの学習実験を通して，
風やゴムの物を動かす働きにつ
いて考えてきました。
今日は風やゴムの物を動かす

働きを利用している物にはどん
な物があるのか考えましょう。
まず，風の物を動かす働きを

利用している物には，どんな物
があるのか考えましょう。

自然や生活との関係

▲ 風やゴムには物を動かす働きがあ
る。

▲ 風の強さやゴムの伸ばし方などを
調整することで，物の動かし方を変
えることができる。

◎ そうですね。いろいろな物に
利用されていますね。
次に，ゴムの物を動かす働き

について考えましょう。なぜ，
ゴムを伸ばして,手を離すと物は
動くのでしょうか。

自然や生活との関係

■ ゴムの元の形に戻ろうとする性質
によって，ゴムは物を動かす。

▲ 物を動かす働きは，ゴムを長く伸
ばすほど，大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程９／９】



３年 ６ - 16 -

● ゴムの物を動
かす働きや，ゴ
ムの元の形に戻
ろうとする性質
を利用している ▼ 自転車のゴムタイヤは，人が乗っ
身近な物につい ても，元の形に戻るよ。
て考える。 ▼ ゴム手袋は，引っ張っても元の形 ○ ゴムの物を動かす働きやゴムの

に戻るよ。 元の形に戻ろうとする性質を利用
▼ ボールは，押しても元の形に戻る している身近な物を探し，生活の
よ。 中でゴムの性質が利用されている

ことを考えさせる。
□ 身近な物の例として，ゴムタイ
ヤやゴム手袋，ボールなどが挙げ
られる。

◎ ゴムの物を動かす働きや,ゴム
の元に戻ろうとする性質を利用
している物には，どんな物があ
るのか考えましょう。

自然や生活との関係

■ どんなところにゴムの物を動かす
働きや,ゴムの元の形に戻ろうとする
性質は利用されているだろう。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程９／９】
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《単元名》

第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P96～105 12月上旬～12月下旬 ７時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「どんな物が，電気を通すのだろうか」
鉄やアルミニウムなどの，金属は，電気

を通す。
紙，ガラス，プラスチックなどは，電気

を通さない。

磁石は，鉄でできた物を引き付ける。
紙やガラス，プラスチック，アルミニウム

などの鉄以外の金属は，磁石に付かない。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】

【３学年「明かりをつけよう」】（本単元）

【中３学年「運動とエネルギー」】

【５学年「ふりこのきまり」】

【６学年「てこのはたらき」】

生活体験

生活の中で明かりを利用した経験

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

電気は，発電機などでつくることができる。
電気は，光，音，運動などに変えて，使うことができる。

「豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，
明かりがつくのだろうか」
乾電池の＋極,豆電球，乾電池の－極が，

１つの輪のように，導線でつながっていると
き，電気が通って，豆電球に明かりがつく。
電気の通り道のことを回路という。

乾電池を直列につなぐと，回路を流れる電気が強く
なり，電気の働きが大きくなる。
乾電池を並列につないでも，電流の強さや電気の働

きの大きさは，乾電池１個のときとほとんど変わらな
い。

光電池に当たる光が
強くなると，光電池の
電気を起こす働きが大
きくなり，回路に流れ
る電流も強くなる。

乾電池の向きを変える
と，回路に流れる電流の
向きが変わり，モーター
の回る向きが変わる。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

【中２学年「電気の世界」】

【中３学年「科学と人間生活」】 【中３学年「自然と人間」】

３年「７ 明かりをつけよう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

身の回りの明かりに興味をもち，豆電球，乾電池，導線をどのようにつなぐと明かりがつくかを比較し
ながら調べ，回路（電気の通り道）ができると電気が流れ，明かりがつくことをとらえることができるよ
うにする。次に，身の回りのいろいろな材質の物を回路につないで明かりがつくかを比較しながら調べ，
電気を通す物と通さない物を判別し，物には電気を通す物と通さない物があることをとらえることができ
るようにする。

《単元の流れ》 ７時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点
１ 豆電球の明かりをつけよう ３時間
・ 豆電球と乾電 １ 問題を見いだす ・ 生活の中で明かりを利用している物
池の利用につい を考え，豆電球や乾電池が利用されて
て知り，豆電球 いることを知る。
の明かりがつく ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
つなぎ方に興味 差異点を見いだす。 工夫点１
をもつ。 ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが

ら，問題を見いだす。 ポイントを明確
予想や仮説をもつ ・ 明かりがつく回路のつなぎ方を考え にして話し合う

る。 工夫点２
観察，実験の方法を考える ・ 明かりがつく回路のつなぎ方を調べ

る方法を考える。
・ 豆電球の明か １ 観察，実験を行う ・ 導線のつなぎ方を確認する。
りがつくつなぎ ・ 豆電球の明かりがつくつなぎ方を調
方を調べ，電気 べる。
の通り道につい 結果を整理する ・ 調べたつなぎ方を，グループで分類
てまとめ，理解 する。
する。 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記

入し，グループで話し合い，まとめる。
・ フィラメント １ 振り返り，広げる ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
が切れた豆電球 差異点を見いだす。 要因の考察
を詳しく観察 ・ 豆電球を虫眼鏡などを用いて観察す 工夫点３
し，豆電球の構 る。
造を含めた回路 ・ 結果から気付いたことを発表し，ま
について考え， とめる。
理解を深める。 ・ ＬＥＤ電球についての説明を聞く。

２ 電気を通す物をさがそう ４時間
・ 回路にいろい １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂ，事象Ｃを比較し， 複数事象の提示
ろな物をつない 共通点と差異点を見いだす。 工夫点４
で，電気を通す ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
物と通さない物 ら，問題を見いだす。
との違いに興味 予想や仮説をもつ ・ 電気を通す物の性質を考える。
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ どんな物が電気を通すのかを調べる ポイントを明確

方法を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ どんな物を調べるのか，結果を予想し 工夫点５

ながら考える。
・ 回路にいろい ２ 観察，実験を行う ・ 「電気を通す物発見器」を作製する。
ろな物をつない ・ どんな物が電気を通すのかを調べる。
で，電気を通す 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
物を探し，その る。
性質をまとめ， ・ 電気を通した物と通さなかった物を，
理解する。 グループで分類させる。

考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
入し，グループで話し合い，まとめる。

振り返り，広げる ・ 導線を観察し，電気を通す物と通さ
ない物の利用について考える。
・ 電気を通す物と通さない物を利用し
ている物を探す。

・ 金属の表面に １ 振り返り，広げる ・ 電気を通す折り紙と通さない折り紙 複数事象の提示
付いている物を を比較し，違いが生じた要因をこれま 要因の考察
剥がし，電気が での学習経験を基に考える。 工夫点６
通ることを調べ ・ 金色紙が電気を通さないことを調べ
ることで，金属 る方法を考える。
が生活の中の様 ・ 金色紙の表面を剥がし，電気を通す
々な物に利用さ かを調べる。
れていることを ・ 実験の結果をまとめ，結果から気付
知り，理解を深 いたことをノートに記入し，グループ
める。 で話し合う。

・ 考察を基に，金色紙表面と同様の処
理が施されている物を探す。

３年「７ 明かりをつけよう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P96～98 12月上旬～12月下旬 本時１／７

《本時のねらい》

豆電球と乾電池の利用について知り，豆電球の明かりがつくつなぎ方に興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ ①乾電池の向きが反対，②豆電球の位置が反対，③導線の長さが異なる，④導線の先
が付いている場所が異なる２つの事象を提示し，比較させる。その共通点や差異点から，
豆電球に明かりがつかない要因について考えさせる。

〈事象Ａ〉① ＋極が左向き ② 豆電球が上側 〈事象Ｂ〉① ＋極が右向き ② 豆電球が下側
③ 導線の長さが短い ③ 導線の長さが長い
④ 導線の先がどちらも＋極 ④ 導線の先の片方は＋極，

他端は乾電池の真ん中

※事象Ａ，Ｂともに電球には明かりはつかない

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

豆電球に明かりがついていないことと，回路の違いに着目させ，豆電球に明かりがつく乾電池
とのつなぎ方を考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 豆電球に明かりがつく回路のつなぎ方を調べる方法を，児童と話し合いながらポイン
トを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 生活の中で明
かりを利用して
いる物を考え， ▼ クリスマスツリーの明かりがある
豆電球や乾電池 よ。
が利用されてい ▼ 部屋の電灯もあるよ。
ることを知る。 ○ これまでの生活体験から，明か

りを利用した物を想起させる。

▼ 何が明るく光ってるんだろう。
▼ 中に光っている電球があるよ。

○ 豆電球が光っていることに気付
かせる。

○ 懐中電灯の中から豆電球や乾電
池を取り出し，明かりをつけてい
る物がどんなものか，確認させる。

□ 実物投影機などで拡大し，提示
する。また乾電池に「＋極」「－
極」があることも併せて説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 懐中電灯などの電球が光っている
ことを見たことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ （懐中電灯を見せながら）こ
の懐中電灯のように，皆さんの
生活の中で明かりを利用してい
る物はありますか。

自然や生活との関係

◎ （懐中電灯を見せながら）懐
中電灯に明かりがつくのは，中
に豆電球と乾電池が入っている
からです。 自然や生活との関係

◎ 懐中電灯のどこが明るく光っ
ていますか。 自然や生活との関係

■ 中に入っているのは，豆電球だ。
■ 豆電球と乾電池をつなぐと，明か
りがつく。

■ 乾電池には＋極と－極がある。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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● 事象Ａと事象 ▼ どちらも明かりがついていない
Ｂを比較し，共 よ。
通点と差異点を ▼ どうしてだろう。
見いだす。

○ 豆電球に明かりがつかない共通
点から，明かりがつく回路のつな
ぎ方に興味をもたせる。

□ 児童が思い付くと予想される回
路をいくつか組み合わせ，複数事
象として提示することで，予想の
根拠とさせる。

▼ 豆電球に明かりをつけたいな。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「明かりをつける」ことと「回

路の違い」に視点を揃えさせ，話
合いを通して，児童の意見を整理
する。

問題 豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，明かりがつくのだろうか。

予想や仮説をもつ
● 明かりがつく
回路のつなぎ方
を考える。

○ 提示した複数事象を基に考えさ
せる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 明かりがつく
回路のつなぎ方
を調べる方法を ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
考える。 ▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ どうやって，調べたことを記録し
よう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)複数事象を提示し
た際に使用した物を使用する。

□ (④について)明かりがついた時
だけではなく，明かりがつかなっ
た時のつなぎ方も，記録させる。

□ (⑤について)乾電池の取り扱い
は，乾電池の発熱や液漏れなどの
恐れがあるため，十分に指導する。

■ 乾電池の向きを変えれば，明かり
がつくだろう。

■ 導線の長さを変えれば，明かりが
つくだろう。

２ 豆電球と乾電池に，つなぎ方や長
さを変えた導線をつないで調べる。

◎ 工夫点１（事象Ａ,Ｂを見せて）
Ａ，Ｂは，それぞれ乾電池に豆
電球をつなげています。２つの
を比べて，何が同じで，何が違
いますか。気付いたことをノー
トに書きましょう。具体的な体験

◎ どのように豆電球と乾電池を
つなぐと，明かりがつくと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 豆電球の明かりがつくつなぎ
方を調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

○ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 工夫点２（話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点があります。

主体的な問題解決

４ 明かりがついた時，つかなかった
時のつなぎ方を，絵にかいて，記録
する。

５ 乾電池をつなぐのは，調べる時だ
けにする。

５ 乾電池と導線だけをつなぐと熱く
なるので，豆電球も必ずつなぐ。

◎ 次の時間は，明かりがつくつ
なぎ方を調べましょう。

Ａ Ｂ

・ 豆電球に明かりがついてい

おなじところ
ない

・ 同じ乾電池，どう線，豆電

球をつかっている

きょく 左向き 右向き
豆電球 上向き 下向き

ちがう ど う 線
短い 長い

ところ の長さ

ど う 線 どちらも ＋きょくと

の先 ＋きょく かん電池の真ん中

■ どうやったら，豆電球に明かりが
つくのと思う。

１ 豆電球と乾電池をどのようにつな
ぐと，明かりがつくのかを調べる。

３ 豆電球に明かりがつくのかどうか
を見る。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P99～100 12月上旬～12月下旬 本時２／７

《本時のねらい》

豆電球の明かりがつくつなぎ方を調べ，電気の通り道についてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，明かりがつくのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかり導線をつなごう。
● 導線のつなぎ
方を確認する。

○ 導線のつなぎ方を確認し，スム
ーズに実験を進められるようにさ
せる。

□ 教科書P48にある導線のつなぎ
方は身に付けさせたい技能であ
る。教科書を参考に確実に確認さ
せる。

● 豆電球の明か
りがつくつなぎ
方を調べる。

○ ポイント⑤に注意させながら，
豆電球の明かりがつくつなぎ方を
調べさせ，結果を記録させる。

結果を整理する ▼ いろいろなつなぎ方があるな。
● 調べたつなぎ ▼ 豆電球の明かりがついたつなぎ方
方を，グループ には，どんなものがあるだろう。
で分類する。

○ 調べた結果をグループ内で確認
させる。

□ 模造紙などに表を書き，記録し
た絵を貼り，結果をまとめる。

考察し， ▼ 明かりがついたつなぎ方で，同じ
結論を得る ところはどんな所だろう。
● 結果から気付 ▼ 明かりがつくつなぎ方と明かりが
いたことをノー つかないつなぎ方の違いはどんな所
トに記入し，グ だろう。
ループで話し合

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 調べたつなぎ方を，明かりが
つくものと，つかないものに仲
間分けし，表を使ってまとめま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 結果を比べて，どんなことが
分かりますか。自分の考えをノ
ートに記入してから，グループ
で話し合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 実験をはじめる前に，導線の
つなぎ方を確認しましょう。

具体的な体験

■ 乾電池の向きを変えればよい。
■ 豆電球の向きを変えればよい。
■ 導線の長さを変えればよい。
■ 導線の先が付いているところを変
えればよい。

■ 明かりがついた時のつなぎ方を絵
にかいて記録する。

◎ 豆電球の明かりがつくつなぎ
方を調べましょう。調べたつな
ぎ方を絵に描いて記録しましょ
う。 主体的な問題解決

明かりがついたつなぎ方 明かりがつかないつなぎ方

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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い，まとめる。 ○ 豆電球の明かりがつくつなぎ方
と明かりがつかないつなぎ方の違
いを比較させ，回路の違いに気付
かせる。

□ 「豆電球から出ている導線を乾
電池の＋極と－極につなぐと明か
りがつく」ことに視点をもたせな
がら，考えさせる。

○ 明かりがついた回路を手でなぞ
らせ，途中で１つの輪になってい
ることを確かめさせる。

■ 乾電池の＋極，豆電球，乾電池の
－極が，１つの輪のように，導線が
つながっている時，電気が通って，
豆電球に明かりがつく。

■ 電気の通り道のことを回路という。

◎ 明かりがついた回路を手でな
ぞって，１つの輪になっている
のか，確認しましょう。

主体的な問題解決

■ 明かりがついた回路は，つながっ
て，１つの輪になっている。

■ 明かりがつかない回路は，途中で
切れて，１つの輪になっていない。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P101 12月上旬～12月下旬 本時３／７

《本時のねらい》

フィラメントが切れた豆電球を詳しく観察し，豆電球の構造を含めた回路について考え，理解
を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点３ 途中で導線が切れている回路と，フィラメントが切れた豆電球を含む回路を比較させ，
豆電球の構造を含めた回路を考えさせる。

〈事象Ａ〉途中で導線が切れている回路 〈事象Ｂ〉フィラメントが切れた豆電球を
含む回路

豆電球の
フィラメント
が切れている。

回路が
切れている。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 豆電球に明かりがついていない
共通点を基に，どちらも回路がど
こかで切れていることに気付かせ
る。

（学習課題の確認） ▼ Ｂの回路はどこも切れていない
● 本時の学習課 よ。
題を確認する。 ▼ なぜ，Ｂの豆電球は明かりがつか

ないんだろう。 ○ 「回路が切れている」ことに視
点を揃えさせ，話合いを通して，
児童の意見を整理する。

問題 豆電球の明かりがつかない理由を考えよう。

（観察，実験を行う） ▼ ＡとＢの豆電球にどんな違いがあ
● 豆電球を虫眼 るんだろう。
鏡などを用いて ▼ 豆電球はどんな仕組みになってい
観察する。 るんだろう。

○ ＡとＢの豆電球を観察させ，Ｂ

■ 児童にもたせたい意識

▲ 豆電球からの導線を乾電池の＋極
と－極につなぐと明かりがつく。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つを比べて，何が同じで，

何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ これからＡとＢの豆電球を各
グループに配ります。いろいろ
調べて，違いを見付けましょう。
見付けた違いは，ノートに記録
しましょう。 主体的な問題解決■ Ｂの豆電球は，中の明るく光ると

ころの線が切れている。

Ａ Ｂ

おなじところ ・ 明かりがつかない

ちがう
回路の１か 回路はどこも

ところ
回路 所切れてい 切れていない

る

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ Ａの豆電球の明かりがつかな
い原因は何でしょう。

主体的な問題解決
■ 回路の途中が切れているから，豆
電球の明かりがつかない。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】
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の豆電球の明かりがつかない要因
を調べさせる。

□ 虫眼鏡やルーペ等を準備し，豆
電球の構造を詳しく観察させる。

（考察し, 結論を得る）

● 結果から気付
いたことを発表
し，まとめる。

○ 「回路が切れている」ことに視
点を揃えさせ，豆電球の明かりが
つかなかった要因を，回路の絵を
かかせ，手でなぞらせながら考え
させる。

□ 豆電球の明かりがつかない原因
として，他にソケットにきちんと
収まっていない場合もあることを
触れておくとよい

● ＬＥＤ電球に
ついての説明を
聞く。

○ 「フィラメント」を説明し，電
球を交換することがあることも説
明し，理解させる。

▼ 「ＬＥＤ電球」という物を聞いた
ことがあるよ。

▼ ＬＥＤ電球はフィラメントがなく
ても光るんだ。不思議だな。

○ 「ＬＥＤ電球」について説明す
る。

□ ＬＥＤ電球は６学年で学習する
教材である。フィラメントがなく
ても光る電球があることを，ＬＥ
Ｄ懐中電灯を提示しながら，紹介
する。

◎ 豆電球の中の光るところの線
は「フィラメント」と言います。
このフィラメントが切れると，
電球を交換しなければいけませ
ん。 自然や生活との関係

◎ 結果から，豆電球の明かりが
つかなかった理由を，回路の絵
を描いて考えましょう。

主体的な問題解決

■ 豆電球の中の明るく光るところの
線が切れていて，回路が切れて電気
が通らなかったので，明かりがつか
なかった。

◎ フィラメントが切れると困る
ので，今はフィラメントがなく
ても明るく光る電球があります。
それを「ＬＥＤ電球」と言いま
す。 自然や生活との関係

■ 明るく光るところは「フィラメン
ト」と言う。

■ フィラメントは切れることがある。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P102～104 12月上旬～12月下旬 本時４／７

《本時のねらい》

回路にいろいろな物をつないで，電気を通す物と通さない物との違い興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点４ 非金属と材質の異なる金属を提示し，回路につながさせ，比較させる。色（金属光沢）
や形，硬さのなどの共通点や差異点から，電気を通す物にはどのような性質があるのか
考えさせる。

〈事象Ａ〉非金属 〈事象Ｂ〉金属（鉄） 〈事象Ｃ〉金属（アルミニウム）
プラスチックのスプーン 鉄製のスプーン アルミ製の器

※ ＡとＢは形が同じだが，金属光沢はＡにはなく，電気を通さない。
※ ＢとＣはどちらも金属光沢はあり，どちらも電気を通すが，形や硬さが違う。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

色（金属光沢）や形，硬さなどの差異点に着目させ，銀色の物や硬い物などが電気を通すので
はないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点５ 電気を通す物を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しを
もたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂ，事象Ｃを比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

▼ どれも見たことがあるよ。

※ 各グループにＡ，Ｂ，Ｃを配付し，
自由に回路につながさせ，体験させ ○ 非金属Ａと，材質が異なる金属
る。 Ｂ，Ｃを比較させ，電気を通す物

の性質を考えさせる。
□ 提示する金属は，金属光沢が観
察できる物を用意し，電気を通す
物と通さない物の性質が分かりや
すいように留意する（空き缶など
は塗装がしてあり，金属光沢が分
かりにくい ）。

● 事象の違いが ▼ 電気を通す物はどんな物かな。
生じた要因を考 ▼ 形が関係しているのかな。
えながら，問題 ▼ 色が関係しているのかな。
を見いだす。 ▼ 硬さが関係しているのかな。 ○ 「電気を通す物と通さない物の

性質」に視点を揃えさえ，話合い
を通して，児童の意見を整理する。

問題 どんな物が，電気を通すのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 電気を通す物と通さない物がある
んだ。

■ Ａだけ電気を通さない。
■ ＢとＣは，色が銀色だ。
■ ＢとＣは，Ａよりも硬い。
■ ＡとＢは，形が同じだ。

▲ 豆電球を回路につなぐと，明かり
がついた。

▲ 導線は電気を通す。
▲ 豆電球のフィラメントは電気を通
す。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点４(事象Ａ,Ｂ,Ｃを見せ
て)Ａ，Ｂ，Ｃの３つの物は，生
活の中でよく使う物です。それ
ぞれを回路につないでみましょ
う。３つの物を比べて，何が同
じで，何が違いますか。気付い
たことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】
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予想や仮説をもつ ▼ 銀色の物が電気を通すよ。
● 電気を通す物 ▼ 鉄やアルミニウム，導線みたいに
の性質を考え キラキラした物や硬い物が電気を通
る。 すよ。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● どんな物が電
気を通すのかを
調べる方法を考 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
える。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ どうやって調べよう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 何を見ればいいかな。 るよう，教師がポイントを把握し，

実験方法を考えさせる。
□ (②について)身近な物で，形や
色，硬さをイメージさせながら考
えさせる。その際に単に「はさみ」
と考えさせるのではなく，「刃の
部分」「持ちの手の部分」など，
その材質に視点を向けさせる。

□ (③について)前時の学習経験を
生かし，電気を通す物発見器（テ
スター）を作製させる。

→ポイント集2011 P31
□ (④について)前単元「風やゴム
で動かそう」で活用した表を基に
分類，整理方法を考えさせる。

□ (⑤について)乾電池をコンセン
トにつなぐと液漏れや発火，感電
の恐れがある。また定格電圧の小
さい豆電球をつなぐと破裂や発火
の恐れがある。適切な取り扱いを
指導する。

観察，実験を行う ▼ どんな物が電気を通すのかな。
● どんな物を調 電気を通す： ○ 調べた物で

べるのか，結果 調べる物 通さない： × きづいたこと

を予想しながら よそう けっか （色やかたさ）

考える。 クリップ ○ ○ 結果を予想しながら調べる物を
はさみの

○
考えさせ，見通しをもたせる。

切るところ □ 単に「はさみ」ではなく，「刃
はさみの

○
の部分」「持ち手の部分」など，

もつところ 物の材質に視点を向けさせる。

紙のコップ ×

■ ＡとＢとＣを比べた時に，キラキ
ラした物が電気を通したので、キラ
キラした物は電気を通すだろう。

１ 電気を通す物には，どんな物があ
るのかを調べる。

◎ どんな物が電気を通すと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べる方法が決まりました。
では,次の時間にどんな物で調べ
るのか，結果を予想しながら考
えましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点５ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点があります。

主体的な問題解決

５ 危険なので，作った「電気を通す
物発見器」をコンセントつながない
ようにする。

▲ 風とゴムの働きを調べた時に,表で
表すと分かりやすかった。

４ 表を使って，電気を通す物と通さ
ない物を分けながらまとめる。

◎ 次の時間は，どんな物が電気
を通すのか調べましょう。

▲ 豆電球を回路につなぐと，明かり
がついた。

２ 調べたい物を回路につないで，豆
電球がの明かりがつくかどうかを調
べる。

２ クリップなど，銀色の物を調べる。
２ はさみの刃の部分など，硬い物を
調べる。

３ 調べる物を回路につないで，豆電
球の明かりがつくかどうかを見る。

電気を通す： ○ 調べた物で

調べる物 通さない： × きづいたこと

よそう けっか （色やかたさ）

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P102～104 12月上旬～12月下旬 本時５・６／７

《本時のねらい》

回路にいろいろな物をつないで，電気を通す物を探し，その性質をまとめ，理解する。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

電気を通す物と通さない物が組み合わされ，生活に利用されていることを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 どんな物が，電気を通すのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 豆電球，乾電池，導線をしっかり
● 「電気を通す つなごう。
物発見器」を作 ▼ 回路の１か所を切って，そこに調
製する。 べたい物をつなごう。

○ 回路を考えがら，豆電球，乾電
池，導線をつなぎ，「電気を通す
物発見器」（テスター）をさ作製
せる。 →ポイント集2011 P31

□ 「電気を通す物発見器」（テス
ター）は回路の一部を切り，そこ
に調べる物をつなぐことで電気が
通ることを確かめる機器である。
実験をさせる前に，使い方を十分
に指導する。

● どんな物が電 ▼ ○○○は電気を通すよ。
気を通すのかを ▼ ○○○は電気を通すと思ったけ
調べる。 ど，通さなかったよ。

○ ポイント②と⑤に注意させなが
ら，電気を通す物を調べさせ，結
果を表に記入させる。

結果を整理する
● 観察，実験の
結果をまとめ， 電気を通す： ○ 調べた物で

確認する。 調べる物 通さない： × きづいたこと

よそう けっか （色やかたさ） ○ 結果を分かりやすく，明確にま

クリップ ○ ○
ぎん色で とめさせる。
かたい

はさみの
○ ○

ぎん色で
切るところ かたい
はさみの

○ ×
青色で

もつところ かたい

紙のコップ × × 白くて
やわらかい

▼ 銀色で固い物が電気を通すみたい
だな。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 分かりやすく表にまとめる。 ◎ 調べたことを表にまとめ，グ
ループで確認しましょう。

主体的な問題解決

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べるために，「電気を通す物発
見器」を作りましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 色や硬さとか，気付いたことも記
録する。

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べましょう。調べた結果は表
にまとめましょう。調べた物で
色や硬さなどで気付いたことも
書きましょう。 主体的な問題解決

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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● 電気を通した 電気を通した物 電気を通さなかった物

物と通さなかっ クリップ 紙のコップ
た物を，グルー スプーン（銀色） ガラスのコップ
プで分類させ はさみの切るところ はさみのもつところ
る。 ドライバーの ドライバーのもつところ ○ 調べた結果をグループ内で確認

まわすところ させる。
▼ わたしの結果と同じだよ。 □ 模造紙などに表を書き，実物や

付箋紙に記入した物をて貼らせ，
結果をまとめる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
い，まとめる。 ○ 電気を通す物と通さない物の性

質の違いを比較させ，材質の違い
に気付かせる。

○ 「金属」について説明し，理解
させる。

□ 「金属」という言葉を使用する
のは，本単元で初めてである。鉄
やアルミニウムは金属であること
を説明する。

□ 金属光沢をもつ物（ピカピカし
た物）の多くは，電気を通す。
例：金・白金・銀・銅

振り返り，広げる ▼ 中にピカピカした線が入ってる
● 導線を観察 よ。
し，電気を通す ▼ 銀色じゃないけど，電気を通すよ。
物と通さない物 ▼ 線の周りはビニルが巻かれている
の利用について よ。
考える。 ▼ ビニルは電気を通さないよ。

○ これまでの実験で利用してきた導
線を改めて詳しく観察させ，導体と
不導体がうまく組み合わされ，利用
されていることに気付かせる。

□ 作製した「電気を通す物発見器」
を使い，導線のどの部分が電気を
通しているのか，観察させる。

□ 導線の多くは金属部分に銅が用
いられている。

▼ どうしてだろう。
▼ 電気が通る金属の部分を触らない
ようにしてるのかな。

▼ 他の所にも電気が通ってしまうの
が嫌だからかな。 ○ 電気を通す物と通さない物の利

用について考えさせる。
□ 「感電」や「漏電」を防ぎ，電
気を安全に利用するために導体と
不導体が組み合わされている。

● 電気を通す物 ▼ どんなところに使われてるかな。
と通さない物を ▼ いろいろ探してみよう。
利用している物
を探す。

○ 生活の中でどのように利用され
ているのか知る。

□ 電気機器のコード類，エナメル
線（５学年で用いる）などがある。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べた結果をグループで仲間
分けし，表を使ってまとめまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 銀色の物は電気を通す。

■ 鉄やアルミニウムなどの，金属は，
電気を通す。

■ 紙やガラス，プラスチックなどは，
電気を通さない。

◎ 電気を通す物と通さない物を
上手く組み合わせている物を探
してみましょう。

自然や生活との関係

◎ 金属は電気を通し，プラスチ
ックなどは電気を通さないこと
が分かりました。電気を通す物
発見器」を作る時に使った「導
線」は，どのようなつくりにな
っていますか。自然や生活との関係

■ 中に入っている線は，電気を通す
から金属だ。

■ 線を巻いているのは電気を通さな
い物だ。

◎ なぜ，「導線」は，電気を通す
金属の周りに，電気を通さない
物が巻かれてるのでしょか。考
えてみましょう。

自然や生活との関係

■ 電気が通るところを手で触って，
感電しないようにするため。

■ 回路だけに，電気を通すため。

■ 延長コードなどがある。

■ 鉄やアルミニウムなどの，ピカピ
カした物は，金属と言う。

◎ 鉄やアルミニウムのような物
を金属と言います。

主体的な問題解決

■ 銀色みたいにピカピカした物は電
気を通した。

■ 硬くても，柔らかくてもピカピカ
した物は電気を通した。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P104 12月上旬～12月下旬 本時７／７

《本時のねらい》

金属の表面に付いている物を剥がし，電気が通ることを調べることで，金属が生活の中の様々
な物に利用されていることを知り，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ 折り紙の銀色紙と金色紙を回路につなぎ，折り紙の表面の材質を考えさせる。
〈事象Ａ〉銀色紙を回路につなぐ 〈事象Ｂ〉金色紙を回路につなぐ

→明かりがつく →明かりがつかない

※ 金色紙は銀色紙の表面にラッカーが塗られたり，絶縁性のメッキがされたりしてている。こ
のため，金色紙の表面を紙やすりで擦ると，導電性の銀色紙を見ることができる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ 折り紙でいろいろな形を折ったこ
とがあるよ。

▼ どちらの折り紙もピカピカ光っ ○ 銀色紙と金色紙を「電気を通す
て，金属みたいだ。 物発見器」で調べさせ，その違い

Ａ Ｂ を比較させ，同じような金属光沢

おなじところ
・どちらも折り紙 をもってもいても金色紙は電気を
・どちらもピカピカしてる 通さないことに気付かせる。

ちがう 色 銀色 金色
ところ 電気 通す 通さない

（学習課題の確認）
● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，本時 ○ 「ＡとＢの折り紙の表面の材質の
の学習課題を確 違い」に視点を揃え，話合いを通し
認する。 て，児童の意見を整理する。

問題 なぜ，金色紙は電気を通さないのだろうか。

（予想や仮説をもつ） ▼ 金色紙には電気を通さない物が塗
● 事象の違いが られていると思うよ。
生じた要因をこ ▼ 導線も中の線は電気を通したけ
れまでの学習経 ど，外のビニルは電気を通さなかっ
験を基に考え たよ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 折り紙で遊んだことがある
▲ ピカピカ光る物は金属。
▲ 鉄やアルミニウムなどの金属は，
電気を通す。

▲ 紙，ガラス，プラスチックなどは，
電気を通さない。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点６(事象Ａ,Ｂを提示し
て)Ａ，Ｂの折り紙を「電気を通
す物発見器」で調べてみましょ
う。２つの折り紙を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，なぜ金色
紙は電気を通さないのかを考え
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から問題を整理
しましょう。

■ なぜ，電気を通さないのだろう。
■ 色はどちらも金属のような色をし
ているのに，どうして金色紙だけ電
気を通さないのだろう。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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る。 ○ これまでの学習経験を基に，金
色紙が電気を通さない要因を考え
させる。

□ 前時に学習した「導線の構造」
を基に考えさせながら，表面の材
質の違いに視点を向けさせる。

(観察，実験の方法を考える)

● 金色紙が電気
を通さないこと
を調べる方法を
考える。

○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
とによって，必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

▼ どんな方法があるだろう。 □ 慣れ親しんだ折り紙に導電性の
違いがあることは，児童にとって
は大きな驚きである。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)様々な方法を考え
ることが予想されるが，「金色紙
表面の電気を通さない物」を取り
除くことに考える視点を向かわせ
る。

□ (③について)「紙やすり」につ
いては，教師から与え，使用法を
説明する。

（観察，実験を行う） ▼ 何もしないと，金色紙は電気を通
● 金色紙の表面 さないよ。
を剥がし，電気 ▼ 金色紙の表面に付いている物を剥
を通すかを調べ がすと，銀色の物が見えたよ。
る。 ▼ 金色紙の表面に付いている物を剥

がすと，電気を通したよ。
○ 予想と比較しながら，実験を行
う。

（結果を整理する） ▼ 金色紙の表面についている物を剥
（考察し，結論を得る） がしたら，電気を通すことができた
● 実験の結果を よ。
まとめ，結果か ▼ 銀色紙の表面や，金色紙の表面に
ら気付いたこと ついている物を剥がしたら出てきた
をノートに記入 物は金属だよ。
し，グループで ○ 結果をまとめさせ，金色紙が電
話し合う。 気を通さなかった要因を考えさせ

る。

● 考察を基に， ▼ どんな物があるかな。
金色紙表面と同 ▼ ○○○でも調べてみよう。
様の処理が施さ ▼ 外から見ると分からないけど，○
れている物を探 ○○にも金属が使われていたよ。
す。

○ 金属が生活のどのような物に利
用されているのか，気付かせる。

□ 腐食等を防ぐため，空き缶や乾
電池の表面には塗料が塗られてい
る。

■ 銀色紙は紙に金属が貼ってあるの
で，電気を通すだろう。

■ 金色紙は導線と同じように，外側
が電気を通さない物で作られていて，
内側に銀色紙と同じような金属があ
るだろう。

２ 「導線」と同じように，電気を通
さない物が貼ってあるから，それを
剥がす。

２ 「電気を通す物発見器」を使って，
電気を通すかどうかを調べる。

◎ なぜ，金色紙は電気を通さな
いのか，調べましょう。調べた
結果はノートに記録しましょう。

自然や生活との関係
具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 金色紙の他に，金属の表面に
電気を通さない物が貼られてい
る物には，どのような物がある
か考えて，確かめてみましょう。

自然や生活との関係

◎ なぜ金色紙は電気を通さない
のかを，調べる方法を考えまし
ょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 表面の物を剥がすために，紙
やすりを使って，優しくこすり
ましょう。 主体的な問題解決

３ 金色紙の表面を剥がしたところに
「電気を通す物発見器」をつないで，
明かりがつくかどうかを見る。

▲ 導線は電気を通す金属の線の周り
に，電気を通さないビニルが巻かれ
ていた。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 金属の表面についている物を剥が
すと，金属がでてきて電気を通す。

１ 金色紙が電気を通さない原因を調
べる。

４ 紙やすりを使って，表面を優しく
こすり，電気を通さない物を剥がす。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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《単元名》

第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P106～117 １月上旬～１月下旬 ８時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「どんな物が，じしゃくにつ
くのだろうか」
磁石は，鉄でできた物を引

き付ける。
紙やガラス，プラスチック，

アルミニウムなどの鉄以外の
金属は，磁石に付かない。

「じしゃくのきょくには，ど
んなせいしつがあるのだろ
うか」
２つの磁石を近付けた時，

違う印の極同士は引き合い，
同じ印の極同士は退け合う。

「鉄は，じしゃくにつける
と，じしゃくになるのだ
ろうか」
磁石に付けた鉄は，鉄で

できた物を引き付け，Ｎ極
やＳ極があり，磁石になる。

鉄やアルミニウムなどの金属は，電気を通す。
紙，ガラス，プラスチックなどは，電気を通さない。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「明かりをつけよう」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】（本単元）

【中３学年「運動とエネルギー」】

【５学年「ふりこのきまり」】

【６学年「てこのはたらき」】

１・２学年生活科 生活体験

磁石を用いている物を使用した体験

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

電磁石は，電流が流れている間，磁石と同じ働きをもつ。
電磁石には，磁石と同じように，Ｎ極とＳ極がある。
電流の向きが反対になると，極が反対になる。

電気は，発電機などでつくることができる。
電気は，光，音，運動などに変えて，使うことができる。

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

３年「８ じしゃくにつけよう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

磁石に付く物に興味をもち，いろいろな物に磁石を近付けて，磁石に付く物と付かない物を判別し，実
験の結果から，磁石が鉄を引き付けることをとらえることができるようにする。また，磁石は，磁石に付
かない物が間にあっても鉄を引き付けることを，電気と比較してとらえることができるようにする。また，
異極同士は引き合い，同極同士は退け合うこと，鉄は磁石に付けると磁石の働きをもつようになることを
調べ，磁石の性質についての考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ８時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ じしゃくにつく物をさがそう ２時間

・ いろいろな物 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂ，事象Ｃを比較し， 複数事象の提示
に磁石を近付け 共通点と差異点を見いだす。 工夫点１
て，磁石に付く ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
物と付かない物 ら，問題を見いだす。
との違いに興味 予想や仮説をもつ ・ 磁石に付く物の性質について考える。
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ どんな物が磁石に付くのかを調べる

方法を考える。 ポイントを明確
観察，実験を行う ・ どんな物が磁石に付くのか，結果を にして話し合う

予想する。 工夫点２

・ いろいろな物 １ 観察，実験を行う ・ どんな物が磁石に付くのかを調べる。
に磁石を近付け 結果を整理する ・ 実験の結果をまとめ，確認する。
て，磁石に付く ・ 磁石に付いた物と付かなかった物を，
物を探し，その グループで分類する。
性質をまとめ， 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
理解を深める。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ 磁石と鉄が付く性質を確認し，性質
を利用している物を探す。

２ きょくのせいしつを調べよう ２時間

・ 磁石の極につ １ 問題を見いだす ・ 簡単な実験を通して磁石の極を実感
いて知り，極の し，極の説明を聞く。
性質に興味をも ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
つ。 差異点を見いだす。 工夫点３

・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
ら，問題を見いだす。 ポイントを明確

予想や仮説をもつ ・ 磁石の極の性質について考える。 にして話し合う
観察，実験の方法を考える ・ 磁石の性質を調べる方法を考える。 工夫点４

・ 磁石の極の性 １ 観察，実験を行う ・ 磁石の極の性質を調べる。
質を調べ，まと 結果を整理する ・ 実験の結果をまとめ，確認する。
め，理解を深め 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
る。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ 方位磁針の性質を知り，その性質が
関係している現象や物について考える。

３ じしゃくにつけた鉄を調べよう ４時間

・ これまでの学 ２ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
習経験を生か 差異点を見いだす。 工夫点５
し，磁石に付け ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
た鉄が，磁石に ら，問題を見いだす。
なっていること 予想や仮説をもつ ・ 鉄が磁化する性質について考える。
を調べ，まとめ， 観察，実験の方法を考える ・ 鉄が磁化することを調べる方法を考 ポイントを明確
理解する。 える。 にして話し合う

観察，実験を行う ・ 鉄が磁化することを調べる。 工夫点６
結果を整理する ・ 実験の結果をまとめ，確認する。
考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記

入し，グループで話し合う。

・ 磁石の性質を ２ 振り返り，広げる ・ スチール缶とアルミニウム缶に磁石 複数事象の提示
利用したものづ を近付け，その違いを比較し，スチー 要因の考察
くりを行い，磁 ル缶は鉄製であることを考える。 工夫点７
石の利用につい ・ スチール缶の材質の性質を利用して， 環境に目を向け
て理解を深め アルミニウム缶と分別する方法を考え させる工夫点８
る。 る。

・ 学んだことを生かしたものづくりを 学んだことを生

行い，考えたことや感じたことをまと かしたものづく

める。 り 工夫点９

３年「８ じしゃくにつけよう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P108～109 １月上旬～１月下旬 本時１／８

《本時のねらい》

いろいろな物に磁石を近付けて，磁石に付く物と付かない物との違いに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 非金属と磁石に付く金属，磁石に付かない金属を提示し，それぞれに磁石を近付けさ
せ，比較させる。色（金属光沢）や形，硬さなどの共通点と差異点から，磁石に付く物
にはどのような性質があるのか考えさせる。

〈事象Ａ〉非金属 〈事象Ｂ〉磁石に付く金属 〈事象Ｃ〉磁石に付かない金属
プラスチックのスプーン 鉄製のスプーン アルミ製の器

※ ＡとＢは形が同じだが，金属光沢はＡにはなく，磁石に付かない。
※ ＢとＣはどちらも金属光沢はあるが，形が違い，Ｃは磁石に付かない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

色（金属光沢）や形，硬さなどの差異点に着目させ，銀色の物や硬い物などが磁石に付くので
はないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 磁石に付くの物を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通し
をもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 棒磁石に触
れ，これまでの
生活体験を考え
る。 ▼ 物をくっつけたりしたよ。

▼ 砂場で砂鉄を集めたりしたよ。 ○ 棒磁石に触れさせ，これまでの
生活体験を想起させる。

● 事象Ａと事象 ▼ どれも見たことがあるよ。
Ｂ，事象Ｃを比
較し，共通点と ※ 各グループにＡ，Ｂ，Ｃを配付し，
差異点を見いだ 自由に磁石を近付けさせ，体験させ
す。 る。

○ 非金属Ａと磁石に付く金属Ｂ，
磁石に付かない金属Ｃに磁石を近
付けさせ，磁石に付く物の性質に
気付かせる。

□ 提示する金属は，表面を塗装し
ている物は避け，金属光沢観察で
きる物を用意し，磁石に付く物と
付かない物の性質が分かりやすい
ように留意する（空き缶などは塗
装がしてあり，金属光沢が分かり
にくい）。

■ 児童にもたせたい意識

■ 磁石に付く物と付かない物がある
んだ。

■ Ｂだけ磁石に付いた。
■ ＢとＣは，色が銀色だ。
■ ＢとＣは，Ａよりも硬い。
■ ＡとＢは，形が同じだ。

▲ ランドセルや筆箱など，磁石を利
用している物を使用したことがある。

▲ 金属のスプーンは電流を流す。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂ，Ｃを提
示して)Ａ，Ｂ，Ｃの３つの物は，
生活の中でよく使う物です。そ
れぞれに磁石を近付けてみまし
ょう。３つの物を比べて，何が
同じで，何が違いますか。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ （棒磁石に,触らせながらなが
ら）磁石で遊んだりしたことは
ありますか。どんな遊びをしま
したか。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／８】
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● 事象の違いが ▼ 磁石に付く物はどんな物かな。
生じた要因を考 ▼ 形が関係しているのかな。
えながら，問題 ▼ 色が関係しているのかな。
を見いだす。 ▼ 硬さが関係しているのかな。 ○ 「磁石に付く物と付かない物」

の性質に視点を揃えさせ，話合い
を通して，児童の意見を整理する。

問題 どんな物が，じしゃくにつくのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ どんな物が磁石に付くだろう。
● 磁石に付く物
の性質について
考える。

○ これまでの生活体験や提示した
複数事象を基に考えさせる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● どんな物が磁
石に付くのかを
調べる方法を考 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
える。 ▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)身近な物で，形や
色，硬さをイメージさせながら考

じしゃくにつく： ○ 調べた物で えさせる。その際に単に「はさみ」
調べる物 つかない： × きづいたこと と考えさせるのではなく，「刃の

よそう けっか （色やかたさ） 部分」「持ち手の部分」など，そ
の材質に視点を向けさせる。

□ (④について)前単元「明かりを
つけよう」で活用した表による分
類，整理方法を考えさせる。

□ (⑤について)時計やパソコン，
ＣＤなど，磁気の影響を受けやす
い物に磁石を近付けないように，
磁石の取り扱いを指導する。

観察，実験を行う ▼ どんな物が磁石に付くのかな。
● どんな物を調 じしゃくにつく： ○ 調べた物で

べるのか，結果 調べる物 つかない： × きづいたこと

を予想しながら よそう けっか （色やかたさ）

考える。 クリップ ○ ○ 結果を予想しながら調べる物を
はさみの ○ 考えさせ，見通しをもたせる。
切るところ □ 単に「はさみ」ではなく，「刃
はさみの

○
の部分」「持ち手の部分」など，

もつところ 物の材質に視点を向けさせる。

紙のコップ ×

■ 磁石に銀色のスプーンを近付けた
ときに磁石に付いたので，銀色の物
が磁石に付くだろう。

■ 磁石に硬いスプーンを近付けたと
きに磁石に付いたので，硬い物が磁
石に付くだろう。

１ 磁石にはどんな物が引き付けられ
るのかを調べる。

◎ どんな物が磁石に付くと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ どんな物が磁石に付くのかを
調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べる方法が決まりました。
どんな物で調べるのか，結果を
予想しながら考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 磁石を近付けてはいけない物
があります。ＣＤ，時計，パソ
コンに磁石を近付けると，壊れ
てしまいます。 主体的な問題解決

２ 磁石に調べたい物を近付ける。
２ クリップなど，銀色の物を調べる。
２ はさみの刃の部分など，硬い物を
調べる。

４ 電気を通す物を調べた時と同じよ
うに，表に記録する。

◎ 次の時間は，磁石に付く物を
調べましょう。

▲ 電気を通す物を調べた時に，表を
利用して記録した。

３ 磁石に引き付けられるのかどうか
を見る。

５ ＣＤ，時計，パソコンには磁石を
近付けないようにする。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／８】
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P106～110 １月上旬～１月下旬 本時２／８

《本時のねらい》

いろいろな物に磁石を近付けて，磁石に付く物を探し，その性質をまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

磁石が鉄を引き付ける性質を利用している身近な物を探させ，生活の中で磁石が利用されてい
ることを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 どんな物が，じしゃくにつくのだろうか。

観察，実験を行う ▼ ○○○は磁石に付くよ。
● どんな物が磁 ▼ ○○○は磁石に付くと思ったけ
石に付くのかを ど，付かなかったよ。
調べる。

○ ポイント②と⑤に注意させなが
ら，磁石に付く物を調べさせ，結
果を表に記入させる。

結果を整理する

● 観察，実験の
結果をまとめ， じしゃくにつく： ○ 調べた物で

確認する。 調べる物 つかない： × きづいたこと

よそう けっか （色やかたさ） ○ 結果を分かりやすく，明確にま

クリップ ○ ○ ぎん色で とめさせる。
かたい □ 磁石を近付けた物が，磁石に付

はさみの
○ ○

ぎん色で く，付かない以外にも，見て，触
切るところ かたい って気付いたことも表に整理させ
はさみの

○ ×
青色で るとよい。

もつところ かたい

紙のコップ × × 白くて
やわらかい

▼ 銀色で硬い物が磁石に付くみたい
だな。

▼ やわらかいものは，磁石に付かな
かったよ。

● 磁石に付いた じしゃくについた物 じしゃくにつかなかった物

物と付かなかっ クリップ 紙のコップ
た物を，グルー ぎん色のスプーン ガラスのコップ
プで分類する。 はさみの切るところ はさみのもつところ

ドライバーの ドライバーのもつところ ○ 調べた結果をグループ内で確認
まわすところ させる。

▼ わたしの結果と同じだよ。 □ 模造紙などに表を書き，実物を
掲示したり，付箋紙に記入して貼
らせ，結果をまとめる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 色や硬さなど，気付いたことも記
録する。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 分かりやすく表にまとめる。 ◎ 調べたことを表にまとめ，グ
ループで確認し，発表しましょ
う。 主体的な問題解決

◎ どんな物が磁石に付くのかを
調べましょう。調べた結果は表
にまとめましょう。調べた物の
色や硬さなどで，気付いたこと
も書きましょう。主体的な問題解決

◎ 調べた結果をグループで仲間
分けし，表を使ってまとめまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 銀色で硬い物は磁石に付く。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／８】
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考察し， ▼ 銀色で硬い物が磁石に付くよ。
結論を得る ▼ 硬くても，銀色でないと磁石に付
● 結果から気付 かない物もあるよ。
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 磁石に付く物と付かない物の性

質の違いを比較させ，材質の違い
に気付かせ，磁石は鉄でできた物
を引き付けることに気付かせる。

振り返り，広げる

● 磁石は鉄に直 ▼ 何でだろう。
接触れなくて ▼ 黒板は鉄の色はしてないよ。
も，鉄を引き付
けることを確か
める。

○ 黒板や塗装されている物（空き
缶など）など，一見，鉄とは分か
らない物も，材料に鉄が使われて
いることを考えさせる。

▼ どんな物を間に挟もう。

（実験例をした場合）
▼ クリップが宙に浮いたよ。
▼ 磁石を近付けると，クリップが浮 ○ 磁石と鉄の間に，紙やアルミ箔
いたよ。 を入れ，磁石に付かない物が間に

あっても鉄を引き付けることを確
認させる。

□ 実験をさせる際には，「磁石に
付く物と付かない物」を，明確に
させる。
（実験例）磁石に引き付けられ，

クリップが宙に浮く様
子を観察させる。

※準備物 磁石，クリップ，糸，
セロハンテープ

● 磁石と鉄が付 ▼ どんなところに磁石は使われてる
く性質を利用し かな。
ている物を探 ▼ いろいろ探してみよう。
す。

○ 磁石が鉄を引き付ける性質を利
用している身近な物を探させ，生
活の中で磁石が利用されているこ
とを理解させる。

□ 身近な物の例として，ランドセ
ルの留め具，筆箱の留め具，黒板
に付ける磁石などが考えられる。
またスピーカーなど，外からは

見えないところにも，磁石は利用
されている。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決
■ 磁石は，鉄でできた物を引き付け
る。

■ 紙やガラス，プラスチックなどは，
磁石に付かない。

■ アルミニウムなどの，鉄以外の金
属も磁石に付かない。

◎ 磁石が鉄を引き付けることを
利用している物は，みなさんの
回りにもありますか。探してみ
ましょう。 自然や生活との関係

◎ 磁石は，鉄を引き付けること
が分かりました。
磁石はなぜ，黒板にも付くの

でしょうか。考えてみましょう。
自然や生活との関係

■ 黒板の裏に,鉄が使われてるから
だ。

◎ 磁石は，磁石に付かない物が
間にあっても鉄を引き付けるこ
とが出来ます。実際に確かめて
みましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 磁石に付く物は，鉄でできたクリ
ップだ。

■ 磁石に付かない物は，空気だ。

■ ランドセルにも磁石が使われてい
るよ。

■ 筆箱にも磁石が使われているよ。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／８】

糸セロハンテープ

クリップ

磁 石
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P111～112 １月上旬～１月下旬 本時３／８

《本時のねらい》

磁石の極について知り，極の性質に興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

磁石の極を実感させるために，クリップを多く入れた箱の中に磁石を入れ，磁石の極にクリッ
プがたくさん付いていることを観察させる。 →ポイント集2011 P33
① クリップを箱の中に広げ，磁石を置く。 ② ゆっくりと持ち上げると，極を確認できる。

工夫点３ 磁石を取り付けた車に磁石を近付け，同極同士は退け合い，異極同士は引き付け合う
ことを提示し，比較させる。その共通点と差異点から，磁石の極の性質について考えさ
せる。なお，提示する車は「風やゴムで動かそう」で使用した物を利用するとよい。

〈事象Ａ〉Ｎ極をＮ極（車）に近付ける 〈事象Ｂ〉Ｓ極をＮ極（車）に近付ける

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

車に近付けた磁石の極の差異に着目させ，磁石の極の性質により，車の進む向きに違いができ
たのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 磁石の性質を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しをも
たせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 磁石の両極に
クリップが付く
簡単な実験を通 ▼ たくさん付いたよ。
して磁石の極を
実感し，極の説
明を聞く。

○ クリップがたくさん付いている
磁石を観察させ，極を実感させる。

→ポイント集2011 P33
□ クリップをたくさん入れた箱を
用意する。箱に磁石を入れ，鉄が
極に強く引き付けられることを実
感させる。

▼ クリップは極にたくさん付いてい
るんだ。

■ 児童にもたせたい意識

■ クリップは磁石の真ん中には付か
ないで，磁石の両方の端にたくさん
付いている。

▲ 磁石は，鉄でできた物を引き付け
る。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎（児童に実験させる）
前回，磁石は鉄を引き付ける

ことを調べました。箱の中に磁
石を入れると，クリップは磁石
のどこに，たくさん付いていま
すか。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ クリップがたくさん付いて，
鉄を強く引き付けている部分を
極と言います。極にはＮ極とＳ
極があります。■ 極にはＮ極とＳ極がある。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／８】
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● 事象Ａと事象 ▼ Ａは手に持っている磁石から，逃
Ｂを比較し，共 げているみたい。
通点と差異点を ▼ Ｂは手に持っている磁石に，近付
見いだす。 いているみたい。

Ａ Ｂ

おなじところ
・ 同じ向きに磁石を車に向
けている ○ 車の進む向きの違いから，車に

ちが
進む向き にげる 近づく 近付けた磁石の極に違いがあるこ

うと
とを考えさせる。

ころ

近づけた
Ｎきょく Ｓきょく □ 「風やゴムで動かそう」の単元

きょく で使用した車を利用し，児童が十
分慣れ親しんだ物を活用する。

● 事象の違いが ▼ 車に近付けた磁石の極が違うから
生じた要因を考 かな。
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「車に近付けた磁石の極」に視

点を揃えさせ，話合いを通して，
児童の意見を整理する。

問題 じしゃくのきょくには，どんなせいしつがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 磁石同士を近付けると，どうなる
● 磁石の極の性 んだろう。
質について考え
る。

○ これまでの生活体験や提示した
複数事象を基に考えさせる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 磁石の性質を
調べる方法を考 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
える。 とによって，必要感をもたせ，意

▼ どうやって調べよう。 欲的に取り組ませる。
▼ 動かす磁石と近付ける磁石が必要
だよ。

▼ 磁石が動くようにすればいいよ。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (①について)３つ以上の磁石を
用いると，極の働きをとらえにく
くなる。

▼ どうやって調べたことをまとめよ □ (②について)事象Ａ，Ｂの提示
う。 で用いた車を用いた実験方法が考

▼ 前回は表を使ってまとめたよ。 えられる。糸につるす方法はさら
に磁石の自由度が増し，方位磁針
の実験につながる方法である。

→ポイント集2011 P34

■ Ｎ極を近付けると車は逃げて，Ｓ
極を近付けると車は近付いたので，
磁石の極には，引き付け合ったり，
退け合ったりする性質があるだろう。

３ 磁石を近付けた時に，どの極同士
だと引き付け合い，退け合うのかを
見る。

◎ 磁石の極には，どんな性質が
あると思いますか。理由も考え
てノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 磁石の極の性質を調べる方法
を考えましょう。主体的な問題解決

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
→ポイント集2011 P34

主体的な問題解決

２ 動かす磁石を車に付けて，磁石を
近付ける。

もしくは
２ 動かす磁石を糸でつるして，磁石
を近付ける。

◎ 工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
この２つの車には磁石を付け

ています。２つの車を比べて，
何が同じで，何が違いますか。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 具体的な体験

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ 近付けた磁石の極の向きによって，
車の進む向きが違うと思う。

◎ 次の時間は，磁石の極の性質
を調べましょう。

１ ２つの磁石の極を近付けて，磁石
がどのように動くのかを調べる。

４ 表を使って極の性質をまとめる。

きょくの近づけかた よそう けっか
ＮきょくをＳきょくに
ＮきょくをＮきょくに
ＳきょくをＳきょくに
ＳきょくをＮきょくに

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／８】
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P111～112 １月上旬～１月下旬 本時４／８

《本時のねらい》

磁石の極の性質を調べ，まとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

磁石が方位磁針として利用されていることを知る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 じしゃくのきょくには，どんなせいしつがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● 磁石の極の性 きょくの近づけかた よそう けっか
質考え，実験の ＮきょくをＳきょくに くっつく

予想をする。 ＮきょくをＮきょくに くっつく

ＳきょくをＳきょくに はなれる ○ これまでの生活体験や提示した
ＳきょくをＮきょくに はなれる 複数事象を基に，実験の予想をさ

せ，見通しをもたせる。

● 磁石の極の性 ▼ Ｎ極とＮ極を近付けたらどうなる
質を調べる。 だろう。

▼ しっかり記録をしよう。

○ 考えた予想と比較させながら，
実験を行わせる。

□ 車を使用して実験する際には，
提示した複数事象と同様の「磁石
の極の性質で動く車」を作らせる
と，ものづくりも併せて行うこと
ができる。

□ 磁石の極の向きと，どのような
※ 「風やゴムで動かそう」で用いた 状態が「引き合う」「退け合う」
車を利用し，磁石の極の性質で動く なのかを明確にさせる。
車を作らせ，実験することも考えら
れる。

結果を整理する
● 観察，実験の
結果をまとめ， きょくの近づけかた よそう けっか
確認する。 ＮきょくをＳきょくに くっつく くっついた

ＮきょくをＮきょくに くっつく はなれた ○ 結果を正確にまとめさせる。
ＳきょくをＳきょくに はなれる はなれた

ＳきょくをＮきょくに はなれる くっついた

▼ 磁石がくっついたり，離れたりし
たよ。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 近付けた磁石の極に注目させ，

結果から極の性質を考えさせる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 磁石は物を引き付けるだけではな
く，退かせる性質もある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 分かりやすく表にまとめる。 ◎ 調べたことを表にまとめ，グ
ループで確認し，発表しましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 磁石の極の性質を調べ，気付
いたことも書きましょう。

主体的な問題解決

■ ２つの磁石を近付けた時，磁石は，
違う極同士は引き合い，同じ極同士
は退け合う。

◎ 磁石の極の性質を考え，実験
の予想をしましょう。

主体的な問題解決

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／８】
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振り返り，広げる
● 磁石の極の性
質（異極同士が
引き合う性質）
から，方位磁針
の性質を考え ▼ どうなるんだろう。
る。

○ 磁石の極の異極同士が引き合う
性質の活用法を説明し，方位磁針
の性質を考えさせる。

□ 実際の方位磁針と比較させなが
ら，観察させる。

□ 地球は核の運動により，大きな
磁石となっている。Ｎ極が北を，
Ｓ極が南を向くことから，地球は
「北極側＝Ｓ極」「南極側＝Ｎ極」
となっている。

● 磁石の極の性
質（同極同士が
退け合う性質）
を利用している
物を考える。

○ 磁石の極の同極同士が退け合う
性質を利用した，簡単な実験を見
せ，極の性質を考えさせる。

□ 準備物
・リング型フェライト磁石：

▼ どうなるんだろう。 ２～４つ
▼ 磁石が浮いた。 ・割り箸：１本

・割り箸を固定する台（粘土など）
▼ どういう順番だろう。

▼ すごいな。
▼ 乗ってみたいな。
▼ 乗り物にも，磁石は利用されてい
るんだ。

○ 磁石の極の同極同士が退け合う
性質の活用法を理解させる。

□ リニアモーターカーの写真や模
型などを提示する。リニアモータ
ーカーの駆動原理は，電磁石で駆
動しているが，ここでは磁石の極
の退け合う性質を利用しているこ
とだけを伝える。

◎ 磁石の極の性質には，引き合
う場合と退け合う場合があるこ
とが分かりました。
磁石の極の性質を利用した物

がみなさんの周りにもたくさん
あります。磁石を糸で静かに吊
してみましょう。

→ポイント集2011 P34
自然や生活との関係 具体的な体験

■ どの磁石も同じ方向を向いている。

◎ 磁石を自由に動くようにして
おくと，Ｎ極は北，Ｓ極は南の
方位を指します。これは地球が，
北極がＳ極，南極がＮ極となっ
ている大きな磁石になっていて，
違う極同士が引き合っているか
らです。この性質を利用した物
が方位磁針です。

自然や生活との関係

▲ 方位磁針で方位を調べたことがあ
る。

◎ リング型の磁石を宙に浮かせ
たいと思います。

（２～４つのリング型磁石が宙に
浮く様子を見せる）
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 磁石の極の順番がどうなって
いると，このように磁石は浮く
のでしょうか。自然や生活との関係

■ Ｓ極，Ｓ極，Ｎ極，Ｎ極･･･の順番
になっている。

◎ このように磁石の極を退け合
うように並べると磁石は浮きま
す。この性質を利用している物
がリニアモーターカーです。

自然や生活との関係

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／８】
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P113～116 １月上旬～１月下旬 本時５・６／８

《本時のねらい》

これまでの学習経験を生かし，磁石に付けた鉄が，磁石になっていることを調べ，まとめ，理
解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 磁化していない釘と磁化した釘に，それぞれ釘を近付け，磁化した釘に別の釘が引き
付けられることを提示し，比較させる。その共通点と差異点から，鉄は磁化するのかを
考えさせる。

〈事象Ａ〉磁化していない釘 〈事象Ｂ〉磁化した釘
① 棒磁石で，釘を磁化する ② 磁化した釘に，
ところを提示する。 別の釘を付ける。

釘と釘は付かない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

釘同士が引き付け合っていることに着目させ，釘が磁化したことにより，釘同士が引き付け合
ったのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 鉄が磁化することを調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通
しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。 ▼ 釘とクリップがくっついているよ。

○ 磁化していない釘と磁化した釘
を比較させ，鉄は磁化することを

Ａ Ｂ 考えさせる。

おなじところ ・ 同じくぎを使っている □ 事象Ｂを提示する際は，釘を磁
石に付け，磁化させているところ

ちが
じしゃく

くぎにつけてい はじめにくぎに も提示する。
うと ない つけた

ころ くぎ くっついてない くっついている

● 事象の違いが ▼ 釘は鉄で磁石ではないから，他の
生じた要因を考 釘は付かないはずだよ。
えながら，問題 ▼ 磁石に付けなかった釘には，他の
を見いだす。 釘は付かなかったよ。 ○ 「釘に磁石と同じ性質が生じた」

ことに視点を向けさせ，話合いを
通して，児童の意見を整理する。

問題 鉄は，じしゃくにつけると，じしゃくになるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 釘が磁石のようになっているよ。

▲ 磁石は，鉄を引き付ける。
▲ ２つの磁石を近付けた時，違う極
同士は引き合う。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つの釘を比べて，何が同じ

で，何が違いますか。気付いた
ことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ 鉄は，磁石に付けると，磁石にな
ると思う。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／８】
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予想や仮説をもつ
● 鉄が磁化する
性質について考
える。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

▼ 鉄は本当に磁石になるのかな。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 鉄が磁化する
ことを調べる方
法を考える。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ

▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意
▼ 磁石にはどんな性質があったか 欲的に取り組ませる。
な。

▼ 磁石に付けた釘を糸でつるして，
方位磁針と同じ方向を向くか，確認 □ これまでの学習経験から，以下
する。 の磁石の性質を利用し，実験をす

ることが考えられる。
▼ 何を見ればいいかな。 ・ 「磁石は鉄を引き付ける」

→ 事象Ｂで提示したくぎ以外
の鉄製品に付ける。

・ 「磁石の極は異極同士を近付
けると引き合い，同極同士は退
け合う」
→ 磁化した釘を糸でつるし，
磁石を近付け，釘の動きを観
察する。

・ 糸でつるすなど，磁石を自由
に動くようにしておくと，方位
磁針と同じ働きをする。

観察，実験を行う ▼ 正確に実験を行おう。
● 鉄が磁化する ▼ しっかり記録をとろう。
ことを調べる。

○ 考えた予想と比較させながら，
実験を行わせる。

□ 考えた実験方法の内，最低２種
類の実験を行う必要がある。

結果を整理する
● 観察，実験の
結果をまとめ，
確認する。

○ ２種類以上の実験の結果を，正
確にまとめさせる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ これまでの学習した磁石の性質

と，磁化させた釘の特徴を比較さ
せ，結果から鉄が磁化することを
考えさせる。

■ 釘にクリップがたくさん付いてい
たので，鉄は，磁石に付けると，磁
石になるだろう。

◎ 鉄に磁石を付けると，磁石に
なると思いますか。理由も考え
てノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 鉄は磁石になるのかを調べる
方法を考えましょう。

主体的な問題解決

工夫点６ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

３ 磁石に付けた釘に，鉄を近付け，
引き付けるかを見る。

３ 磁石に付けた釘に，磁石を近付け
て，引き合ったり，退け合ったりす
るかを見る。

▲ 極の性質を調べた時に，釘同士が
引き付け合い，たくさん付いた。

■ 磁石に付けた釘に，鉄の物が付い
た。

■ 磁石に付けた釘に，磁石を近付け
ると，引き合ったり，退け合ったり
した。

■ 磁石に付けた釘を，糸でつるすと
方位磁針と同じ方向を向いた。

◎ 調べたことを表にまとめ，グ
ループで確認し，発表しましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 鉄は磁石になるのかを調べま
しょう。 主体的な問題解決

■ 磁石に付けた鉄は，鉄でできた物
を引き付ける。

■ 磁石に付けた鉄は，Ｎ極とＳ極が
ある。

■ ２つの結果から，鉄は磁石に付け
ると，磁石になる。

２ 磁石に釘を付ける。
２ 磁石に付けた釘に，鉄を近付ける。
２ 磁石に付けた釘に，磁石を近付け
る。

１ 鉄を磁石に付けると，磁石になる
のかを調べる。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／８】
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第３学年「８ じしゃくにつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P115 １月上旬～１月下旬 本時７・８／８

《本時のねらい》

磁石の性質を利用したものづくりを行い，磁石の利用について理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点７ スチール缶とアルミニウム缶に磁石を近付けさせ，スチール缶の材質を考えさせる。
〈事象Ａ〉スチール缶に磁石を近付ける 〈事象Ｂ〉アルミニウム缶に磁石を近付ける

磁石に引き付けられない磁石に引き付けられる

工夫点８ スチール缶とアルミニウム缶の材質の違いを利用した，空き缶の分別方法について考
えさせる。

工夫点９ 磁石の性質を活用したものづくりを行わせ，理解を深めさせると共に，環境教育の一
環としてゴミの分別についても考えさせる。

空き缶分別装置の作成
〈準備物〉
・ はさみ ・ セロハンテープ ・ 牛乳パック ４～６個 ・ 空き缶を入れるかご ２個
・ 強い磁石 ２個（100円ショップで購入できる，黒板にプリント貼り付ける時に使用する物）
・ 分別装置を固定する紐やガムテープ ・ 分別装置を設置する椅子

〈作り方〉所要時間15～25分
① 牛乳パックの底を切 ② 牛乳パックの底側を ③ 下から13～15cm ④ 磁石をセロハン ⑤ 穴が斜め下を向くよ

り取る。注ぎ口から４ 注ぎ口で包むように の位置に，アルミ テープで穴の上部 うに，装置を椅子に

箇所に切れ目を入れる。 つなぎ，４～６個を ニウム缶を落とす に，両端からそれ 固定し，穴と切り取

連結し，固定する。 穴（15～17cm）を ぞれ４～５cmの位 った底の下の２カ所
開ける。 置に貼り付ける。 にかごを設置する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ 見たことがある缶だよ。 ○ スチール缶とアルミニウム缶を
Ａ Ｂ 観察し，比較させ，硬さやマーク

・ どちらも缶 などの違いに気付かせる。

おなじところ
・ 大きさが同じくらい □ 磁石はまだ使用させず，触った
・ 「リサイクル」と書いて 感触などを確かめさせる。身近に
ある ある物を改めて詳しく観察する，

ちがう
マーク スチール アルミ よい機会になると思われる。

ところ
かたさ かたい やわらかい
じしゃく ひきつける ひきつけない

○ スチール缶とアルミニウム缶に

■ 児童にもたせたい意識

▲ 磁石は，鉄でできた物を引き付け
る。

▲ アルミニウムは磁石に引き付けら
れない。

▲ スチール缶とアルミニウム缶は，
分別しなければならない。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点７(事象Ａ,Ｂを児童に
配付して)Ａ，Ｂの空き缶を比べ
て，何が同じで，何が違います
か。気付いたことをノートに書
きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点７ 次に，Ａ，Ｂの空
き缶に磁石を近付けて，比べて
みましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程７・８／８】
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磁石を近付けさせ，その違いを比
較させ，スチール缶が磁石に付く
ことに気付かせる。

（予想や仮説をもつ） ▼ 何でできているんだろう。
● 事象の違いが
生じた要因をこ
れまでの学習経
験を基に考え， ○ スチール缶が磁石に引き付けら
缶の材質につい れたことを基に，鉄製であること
て考える。 を考えさせる。

● 空き缶を分別 ▼ 空き缶を洗ってから，ゴミに出す。
することに触
れ，本時の学習
課題を確認す
る。

○ これまでの生活体験から，空き
缶を種類別に分別してゴミに出す
ことを気付かせる。

問題 スチールかんとアルミニウムかんを分ける方法を考えよう。

(観察，実験の方法を考える) ▼ どんな方法があるだろう。
● 鉄の性質を利 ▼ たくさんあるから，一つ一つマー
用して，スチー クを見ながら分けるのは大変だな。
ル缶とアルミニ
ウム缶と分別す
る方法を考え
る。

○ スチール缶が磁石に引き付けら
れる性質を利用して，分別する方
法を考えさせる。

□ 大量の缶が集積されている写真
などを提示する。

（ものづくりを行う） ▼ スチール缶とアルミニウム缶を分
● 学んだことを ける装置を作れるなんて，すごい。
生かしたものづ ▼ しっかり作ろう。
くりを行う。

○ 磁石の性質を活用したものづく
りを行わせ，実感を伴った理解を
させる。

□ 作り方をプリントなどにして，
配付する。

● 作った空き缶 ▼ ちゃんと分けられるかな。
分別装置を使っ
て，空き缶を分
別する。

（考察し，結論を得る）

● ものづくりを ▼ うまく作れて良かった。
通して考えたこ ▼ 角度や穴の大きさを調整すること
とや感じたこと が難しかった。
をまとめる。

◎ 工夫点７ 今までの意見から，
スチール缶は何でできているか，
考えましょう。自然や生活との関係

■ スチール缶同士は付かないので,磁
石ではないだろう。

■ 磁石に引き付けられたので，鉄で
できているだろう。

◎ 工夫点８ スチール缶は鉄で
できています。スチール缶とア
ルミニウム缶をゴミに出す時に，
気を付けなければいけないこと
は，どのようなことでしょう。

自然や生活との関係

◎ 工夫点８ リサイクルセンタ
ーのように，缶をたくさん分け
なければいけない場合，スチー
ル缶が鉄でできていることを利
用して，アルミニウム缶と分け
る方法には，どのような方法が
あるでしょう。自然や生活との関係

■ スチール缶は磁石に引き付けられ
たので，磁石を使えばアルミニウム
缶と分けられると思う。

◎ 工夫点９(分別装置を提示して)
磁石を利用して，スチール缶

とアルミニウム缶を分ける空き
缶分別装置を作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 完成した空き缶分別装置で，
空き缶を分けてみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 空き缶分別装置を作り，空き
缶を種類ごとに分けてみて，考
えたことや感じたことをノート
に書きましょう。

◎ 空き缶に限らず，ゴミをきち
んと分別することは，とても大
切なことです。どれも大切な資
源としてリサイクルされていま
す。普段の生活でも気を付けま
しょう。 自然や生活との関係

■ きちんと分別をして，ゴミを捨て
る。

■ リサイクルやエコについて調べる。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ スチール缶とアルミニウム缶を分
けて，ゴミに出す。

■ 分別して，リサイクルする。

■ うまく分けられなかったら，装置
の角度や穴の大きさを変える。

３年「８ じしゃくにつけよう」
【本時のねらいと学習過程７・８／８】
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本時のねらいと学習過程 
『複数事象の提示』をはじめとして， 

児童が主体的に問題解決を行うことと， 

自然や生活との関係を認識することとを重視した， 

学習過程や教師の働き掛けの例を掲載しました。 

単元の目標と流れ 
単元の目標や単位時間ごとのねらい， 

学習活動の流れを一覧表にまとめました。 

単元の系統図 
本単元とかかわりのある単元の学習内容を， 

つながりを明確にした系統図にまとめました。 

第４学年 

小学校４年「新しい理科４」（東京書籍）準拠 
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授業案の構成

【単元の系統図】

【単元の目標と流れ】

【本時のねらいと学習過程】

本単元の学習内容

本単元とかかわりのある単元の学習内容
（中学校の内容も含む）

学年，単元名，教科書のページ，時期，時数

単元の目標

ねらい
時数
段階
学習活動
工夫点

問題解決の七段階
問題解決の過程を効果的に配置

工夫点
各段階の教師の働き掛けで特に工夫した点

本時の学習過程
段階，学習活動

児童の意識，教師の働き掛け

学年，単元名，教科書のページ，時期
本時／単元の時数，本時のねらい

「問題を見いだす」
「予想や仮説をもつ」

「観察，実験の方法を考える」
「振り返り・広げる」

本研究で重視する四つの段階における
教師の働き掛け

あらかじめもっている児童の意識

予想される児童の意識

児童にもたせたい意識

教師の働き掛け

働き掛けの意図

指導上の留意点
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授業案の活用

本研究における問題解決の過程

問題を見いだす

予想や仮説をもつ

観察，実験の方法を考える

観察，実験を行う

結果を整理する

考察し，結論を得る

振り返り，広げる

授業案の活用例

１ 単元の系統を把握する
単元の学習を考える前に，これまでの生活体験や学習経験が，単元の学習にどのようにつながり，

今後の学習にどのようにつながっていくかを把握する。

そのために，【単元の系統】を参考にする。

児童の意識の流れや教師の働き掛けが考えやすくなる。

２ 単元全体の流れを考える
単元の目標や単元全体の学習の流れを考え，単位時間ごとのねらいや大まかな学習活動を考えて，

問題解決の過程をどのように構成するかを吟味する。

そのために，【単元の目標と流れ】を参考にする。

単元全体や授業の流れが考えやすくなる。

３ 本時の学習過程を考える
本時のねらいを達成するために，児童にもたせたい意識を設定し，あらかじめもっている児童の意

識を，児童にもたせたい意識に変容させるための教師の働き掛けを具体的に考える。その際，児童が
主体的に問題解決を行うことや，理科で学んだことと自然や生活との関係を認識することを重視して
授業を構想する。

そのために，【本時のねらいと学習過程】を参考にする。

実感を伴った理解を図る理科授業につながる。
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問題解決の過程における 

「児童にもたせたい意識」「教師の働き掛けと意図」 

 
■ 児童にもたせたい意識 ◎ 教師の働き掛け   ○ 働き掛けの意図 

段階 問題を見いだす 

全学年 

■ なぜだろう。おかしいな。 

■ どうして……になるのだろう。 

■ 調べてみたい。 

■ 同じところは……だろう。 

■ 違うところは……だろう。 

■ ……は……が原因なのだろうか。 

◎ 違いが明確な複数事象を提示する。 

○ 疑問をもたせる。 

○ 学習意欲をもたせる。 

○ 共通点と差異点を整理させる。 

○ 問題を見いだす視点をもたせる。 

○ 違うところは何が関係しているのかを考えさせる。 

（４年生以上） 

◎ 児童の意見を整理し，問題を見いださせる。 

○ 視点を明確にするとともに，見いだした問題を確実に把握させる。 

 

４年生以上 
■ ……と……の違いは……と関係しているのだろうか。 

段階 予想や仮説をもつ 

３～５年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

【根拠をもった予想や仮説】 

◎ 問題に関係する，これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象

などを振り返らせるような発問をする。 

○ 学習の見通しをもたせる。 

○ 事象を引き起こす要因を考えさせる。 

○ これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象を根拠とした予

想や仮説をもたせる。 

 

６年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

■ もし……ならば，……だろう。 

【要因や規則性，関係を推論して得た仮説】 

段階 観察，実験の方法を考える 

全学年 
■ ……を調べるために，……を使って……と……を比較す

ればよい。 

◎ 問題について調べるポイントを事前に確認し，児童と話し合いなが

ら，児童が自ら考えるように促す。 

○ 観察，実験の必要感をもたせる。 

○ 問題解決に意欲的に取り組ませる。 

○ 問題について調べるための，観察，実験の方法を児童自ら考えさせ

る。 

○ 教師が中心となり，制御する条件について確認させる。(３・４年) 

○  制御する条件について，児童自ら考えさせる。(５・６年) 

４年生以上 
■ ……を調べるために，……を使えば……と……の関係を

見いだすことができる。 

５年生以上 
■ ……を調べるために，……を使って……の条件を制御し

ながら観察，実験を行えばよい。 

６年生 
■ ……を調べるために，……を使って……を推論しながら

観察，実験を行えばよい。 

段階 観察，実験を行う 

全学年 

■ ……なので……となるだろう。 

■ ……の違いに注目して観察，実験を行おう。 

■ ……は確実に記録しよう。 

◎ 観察，実験の結果を予想する場面を設定する。 

○ 観察，実験の結果を予想させ，問題に正対させる。 

◎ 観察，実験の注意点や視点，記録の方法等を再確認する。 

○ 安全に留意し，問題について調べるための視点を明確にして，観察，

実験に取り組ませる。 

○ 結果を適切に記録させる。 

４年生以上 ■ ……の変化に注目して観察，実験を行おう。 

５年生以上 ■ ……に注目し，条件を制御して観察，実験を行おう。 

６年生 ■ ……に注目し，推論しながら観察，実験を行おう。 

段階 結果を整理する 

全学年 ■ ……を見やすくするために, 表や棒グラフに表そう。 ◎ 記録の整理の仕方を確認するように促す。 

○ 結果を分かりやすく明確に表すために，表やグラフなどにしてまと

めさせる。 
４年生以上 

■ ……の変化を見やすくするために, 表や棒グラフ，折れ線

グラフに表そう。 

段階 考察し，結論を得る 

全学年 

■ ……は……と同じで，……とは違う。 

■ 予想どおりなので，……と言える。 

■ 予想と違ったので，……なのではないか。 

■ 他の班と同じ結果なので，やはり……と言える。 

◎ 結果から分かったことをノートにまとめ，グループで話し合い，発表

するように促す。 

○ 予想や仮説と観察，実験の結果を比較し，予想どおりなら，それら

がそのまま結論になり，異なっていたら，どこに間違いがあったのか

を考え，結論を見いださせる。 

○ クラス全体で結論を共有し，自ら出した結論を確かなものにさせる。 

４年生以上 ■ ……（の変化）は……と関係がある。 

５年生以上 ■ ……という条件では，……は……である。 

６年生 
■ ……は……だったことから，……では……であると言え

る。 

段階 振り返り，広げる 

 

 

全学年 

■ ……は自然の中でも成り立っている。 

■ ……は生活の中でも役立てられている。 

■ ……の場合はどうなるのだろう。 

■ ……は……で活用されている。 

■ 実際にものづくりで確認しよう。 

◎ 結論と自然や生活との関係について，考えさせるような働き掛けをす

る。 

○ 学習したことの有用性を実感させる。 

○ 知識を定着させ，理解を深めさせる。 
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《単元名》

第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P14～21 ５月上旬～５月中旬 ７時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

日なた地面は温かく，日陰の地面は冷たくて，湿った感じがす
る。
日なたの地面の温度は，日陰の地面の温度よりも高くなる。こ

れは，日なたの地面が，日光で温められる。

「１日の気温はどのように変わるか」
晴れの日の気温は，朝夕が低く，昼過ぎに高くなり１日の変り方が大きい。
曇りや雨の日の気温は，あまり変わらない。

○ 気象の観測
・ 気象観測

○ 前線とまわりの天気の
変化
・ 前線の通過と天気の変化

【６学年「大地のつくりと変化」】

【４学年「天気のようすと気温」】（本単元）

【中１学年「大地の変化」】

中２学年「気象の観測」

【６学年「太陽と月の形」】

５学年「天気の変化」

雲の形や量は，時
刻によって変わる。
雲の様子が変わる

と，天気が変わるこ
とがある。

このごろ(春の頃)の日本付近で
は，西から東へ動くことが多い。
天気も，雲の動きにつれて，

西の方から変わってくることが
多い。

５学年「台風と天気の変化」

【中３学年「地球と宇宙」】

４学年「あたたかくなると」

３学年「太陽の光を調べよう」

空気の温度〈気温）の測り方
① 温度計に，日光が直接当たらないようにして測る。
② 温度計を地面から１m20㎝～１m50㎝の高さにして測る。
③ 建物から離れた風通しの良い所で測る。

３学年「太陽とかげの動きを調べよう」

４学年「水のすがたとゆくえ」

台風は，日本の南の方で発生し，初めは西の
方へ動き，やがて北や東の方へ動くことが多い。
台風が近付くと，強い風が吹き，大量の雨を

もたらすなど，天気の様子が大きく変わる。

【４学年「夜空を見上げよう」】

○ 大気の動きと日本の
天気
・ 日本の天気の特徴
・ 大気の動きと海洋の
影響

○ 雲のでき方と水蒸気
・ 霧や雲の発生

【５学年「流れる水のはたらき」】

【中３学年「自然と人間」】

日なたと日陰の蒸発の違い

【中３学年「科学技術と人間」】

４年「２ 天気のようすと気温」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

１日の天気と気温の変化に興味をもち，実際に，晴れの日と曇りや雨の日に１日の気温の変化を調べる

ことによって，天気と１日の気温の変化とを関係付けて考え，天気によって，１日の気温の変化の仕方に

違いがあることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 ７時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ １日の気温はどのように変わるか ７時間

天気と気温との １ 問題を見いだす ・ Ａ，Ｂ，Ｃの３枚の写真を比べて， 複数事象の提示

関係について話し 同じところと違うところを，見付ける。 工夫点１
合い，１日の気温 ・ 朝，昼，夕方の気温の変化を予想し，

の変化について考 折れ線グラフに表す。

える。 予想や仮説をもつ ・ １日の気温の変化についての予想を ポイントを明確

考える。 にして話し合う

観察，実験の方法を考える ・ １日の気温を調べるための方法を考 工夫点２
える。

晴れた日の１日 ２ 観察，実験を行う ・ １日の気温の変化を調べる。

の気温の変化を調 結果を整理する ・ １日の気温の変化の結果をグラフに

べて，グラフにま まとめる。

とめ，１日の気温 考察し，結論を得る ・ 結果から分かったことをノートに記

の変化について理 入する。

解する。

曇りや雨の日の １ 問題を見いだす ・ 晴れの日と曇りや雨の日を比べて 複数事象の提示

１日の気温の変化 同じところと違うところを見付ける。 工夫点３
について考える。 予想や仮説をもつ ・ 曇りや雨の日の気温の変化について，

予想を考える。

観察，実験の方法を考える ・ 曇りや雨の日の気温の変化を調べる

ための方法を考える。

曇りや雨の日の ２ 観察，実験を行う ・ 曇りや雨の日の気温の変化の結果を

１日の気温の変化 予想する。

を調べ，グラフに ・ 曇りや雨の日の気温の変化を調べる。

まとめ，天気によ 結果を整理する ・ 曇りや雨の日の気温の変化の結果を

る１日の気温の変 グラフにまとめる。

化の違いについて 考察し，結論を得る ・ 結果から分かったことをノートに記

理解する。 入する。

学習したことが １ 振り返り，広げる ・ 学習したことが，他の地域でも成り

他の地域でも成り 立つかどうか調べる。

立つかどうかを調

べ，理解を深める。

４年「２ 天気のようすと気温」

【単元の目標と流れ】
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第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P14～21(P159） ５月上旬～５月中旬 本時１／７

《本時のねらい》

天気と気温との関係について話し合い，１日の気温の変化について考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 朝と昼と夕方の３枚の写真を提示し，時刻による気温の変化について考えさせる。

〈事象Ａ〉昼の写真 〈事象Ｂ〉夕方の写真 〈事象Ｃ〉朝の写真

※ 同じ場所の時刻が違う（朝，昼，夕方）写真を提示する。 方位も示し，意識させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

時刻による気温の違いという視点を与え，これまでの生活体験や学習経験を基に考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ １日の気温を調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● Ａ，Ｂ，Ｃの
３枚の写真を比
べて，同じとこ
ろと違うところ
を，見付ける。

Ａ(昼） Ｂ（夕） Ｃ(朝）

○ 朝，昼，夕方の写真を提示し，

同じところ

・ 明るくなっている 時刻の違いについて考えさせる。
・ 太陽がでている □ ３年生で学習した内容を確認す
・ 晴れている るため，意図的に３枚の写真の順

□ いつ(朝，昼，夕方）の写真か

ちがう
太陽 高い 低い 低い 確認した後に，表に記入し，提示

ところ
した写真を時系列に並べ替える。

位置 南 西 東

▼ 朝と昼では，暖かさが違うぞ。
▼ 夕方になると，涼しく感じるぞ。

○ 時刻の違いによる，暖かさや涼
しさに気付かせる。

問題 １日の気温は，どのように変わるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ １日の中で，朝，昼，夕方で暖か
さや涼しさが違う。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点１(Ａ，Ｂ，Ｃの３枚の
写真を見て)３枚の写真を比べて，
何が同じで，何が違うでしょう。気付
いたことをノートに書きましょう。

主体的な問題解決

▲ 日なたは暖かく，日陰は涼しい。
▲ 太陽は，東から出て南を通り，西
に沈む。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西  西  西 南  南  南  東  東  東 

◎ 朝，昼，夕方の気温はどうな
っているでしょう。

主体的な問題解決

■ 太陽の位置が変わると，気温が変
わるのかな。

４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程１／７】
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予想や仮説をもつ

● 朝，昼，夕方
の気温の変化を
予想し，折れ線 ▼ １日の中で，気温はどのように変

グラフに表す。 わっているのだろうか。
▼ 折れ線グラフで書くと，気温の変 ○ これまでの生活体験から，朝，
わり方が分かりやすいぞ。 昼，夕方の気温の変化を予想させ

折れ線グラフにかかせる。
□ 折れ線グラフのかき方は，初め
ての内容なので，教科書P159を参

折れ線グラフの例 照しながら指導する。
○ 当日の最高気温と最低気温を知
らせ，考えの根拠とさせる。

● 1 日の気温の
変化について，
予想する。

▼ 地面が温められたのと同じで気温
もだんだん温かくなる。

○ これまでの生活体験や学習経験
を根拠に考えさせる。

観察，実験の
方法を考える

● １日の気温を
調べるための方
法を考える。

○月○日の天気と気温

時こく 午前９時 午前 10時 午前 11時

天気

気温（℃）

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

▲ 朝の方が,寒い感じがするぞ。
▲ 日なたの地面は,日光で温められて
いるぞ。

◎ １日の気温は，どのように変
わるのでしょうか。予想しまし
ょう。 主体的な問題解決

■ いつも，朝や夕方の方が涼しく感
じるから，１日の気温は，朝低く，
昼高く夕方低くなるのではないか。

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，

何を見ればよいですか。
④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

１ １日の気温の変化について調べる。

２ 温度計で時刻ごとの気温を測って
調べる。

３ 時刻ごとの気温の変化を見る。

４ 時刻ごとに，表にまとめる。
４ 折れ線グラフで表せばいい。

５ 日光が温度計に直接当たらないよ
うにして，測る。

５ 同じ場所で測る。
５ 地面から１m20㎝の所で測る。

◎ 次の時間に，１日の気温の変
化を調べましょう。

主体的な問題解決

◎ それぞれ写真の時の気温はど
うでしょうか。予想し，折れ線
グラフで表しましょう。

主体的な問題解決

▲ ３年生で，日なたと日陰を学習し
た時，棒グラフで書いた。

■ １日の中で，気温は変化している。

■ いつも，昼の気温が高く感じるか
ら，１日の気温は，正午が一番高く
なるのではないか。

晴れの日の気温の予想

0
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朝 昼 夕方

１日の気温の変わり方　○月○日
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４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程１／７】
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第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P16～17 ５月上旬～５月中旬 本時２・３／７

《本時のねらい》

晴れた日の１日の気温の変化を調べて，グラフにまとめ，１日の気温の変化について理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 １日の気温は，どのように変わるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 測定する時刻を決めて，気温を測

● １日の気温の ろう。

変化を調べる。 ▼ 同じ場所で測らないと比べられな
いぞ。 ○ 話合いのポイントで確認したこ

▼ 気温を測ったら，表にまとめよう。 とを想起させながら，観察に取り
▼ 温度計は，日光に直接当たらない 組ませる。
ようにしよう。 □ グループの中で，測定係，記録

▼ 地面から１m20cm のところで測 係を分担する。
ろう。 □ 時刻と気温の関係に気付かせる

ために， 時刻，天気，気温を表に
まとめさせるよう指示する。

□ ここでは，１日の気温の変化の観察
は，晴れの日のみ観察させる。曇りや
雨の日の観察は，その後に観察させ，
晴れの日と比較させながら行う。

結果を整理する

● １日の気温の
変化の結果をグ
ラフにまとめる。 ▼ 朝と夕方は，気温が下がっている

▼ 昼２時ごろが一番気温が高くなっ ○ 調べた結果を，変化が分かりや
ている。 すいようにグラフにかかせる。

○月○日の天気と気温の例 □ 気温のように，変化するものを
調べるときは，折れ線グラフにま

時こく 午前９時 午前 10時 午前 11時 とめるとよいことを確認する。

天気 晴れ 晴れ 晴れ

気温(℃） 20 21 22

折れ線グラフの例

考察し， ▼ 結果から，気温は，朝低く，昼に
結論を得る 上がり，夕方下がることが分かった。

● 結果から分か ▼ 結果から，昼過ぎに気温が一番高
ったことをノー いことが分かった。
トに記入する。 ○ 予想と比べながら，結論を導き

出させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ １日の気温の変化を調べまし
ょう。 主体的な問題解決

▲ 気温の変化は，折れ線グラフに表
わすとよい。

１日の気温の変わり方　○月○日（晴れの日）

0

5

10

15

20

25

30

9 10 11 正午 1 2 3

◎ １日の気温の変化の結果を折
れ線グラフにまとめましょう。

主体的な問題解決

■ （晴れの日の）１日の気温は，朝
夕が低く，昼過ぎに高くなる。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分の考えをノート
に書きましょう。主体的な問題解決

４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程２・３／７】
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 みやぎ理科指導ポイント集 2011 では，４年「天気のよ

うすと気温」の単元で活用できる教具を紹介しています。 

手作り百葉箱  手作り百葉箱を作り，温度を調べる意欲を高め

させるとともに，気温についての正確な理解を定

着させたい。 

気温を測る条件 

 ・ 温度計に日光が直接当たらないようにして測る。 

 ・ 温度計の高さが地面から 1.2～1.5ｍぐらいのところで測る。 

 ・ 建物から離れた風通しのよいところで測る。 

  

 百葉箱代わりに，牛乳パックの

底に両面テープを貼って固定して

使う。固定しなければ，移動して

測ることもできる。 
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第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P18～21 ５月上旬～５月中旬 本時４／７

《本時のねらい》

曇りや雨の日の１日の気温の変化について考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 晴れの日，曇りの日，雨の日を比較させ，天気の違いによる１日の気温の変化の違い
を考えさせる。

〈事象Ａ〉 晴れの日 〈事象Ｂ〉 曇りの日 〈事象Ｃ〉 雨の日

※ 撮った場所による違いにならないよう，同じ場所で撮った写真を用意する。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

天気による１日の気温の変化という視点を与え，これまでの生活体験や学習経験を基に考えさ
せる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

曇りや雨の日の，１日の気温の変化を調べる方法を，晴れの日を調べた方法を基に，確認させ
る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 晴れの日，く
もりの日，雨の
日を比べて，同
じところと違う
ところを見付け
る。

○ 晴れの日，曇りの日，雨の日を
比較させ，天気による 1日の気温
の変化の違いを考えさせる。

○ 晴れの日の 1日の気温の結論を
基に，天気の違いによる気温の変
化について考えさせる。

問題 曇りや雨の日の気温は，どのように変わるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 晴れの日と，曇りや雨の日では，１
日の気温の変化が違うかもしれない。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点３(晴れの日，曇りの日，
雨の日の写真を見せて)三枚の写
真を比べて，何が同じで，何が
違うでしょう。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

▲ 晴れの日の方が，気温が高い。
▲ 太陽が出ていないと，涼しく感じ
るよ。

▲ 晴れの日の気温は，朝夕は低く，
昼に高くなる。

Ａ Ｂ Ｃ

同じ ・ 写真をとった場所

ところ

天気 晴れ くもり 雨

ちがう 太陽 でている でていない でていない

ところ
雲の量 少ない 多い 多い

気温の
あたたかい すずしい すずしい

感じ方

◎ 晴れの日と比べて，曇りの日
や雨の日の気温はどうでしょう
か。 主体的な問題解決

４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程４／７】
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予想や仮説をもつ

● 曇りや雨の日
の気温の変化に
ついて予想する

▼ 雨の日は，太陽が出ていないぞ。
▼ 曇りや雨の日は，雲がたくさんあ ○ これまでの生活体験や学習経験
るぞ。 から根拠を考えさせる。

観察，実験の
方法を考える

● 曇りや雨の日
の気温の変化を
調べるための方
法を考える。

○ 晴れの日の気温の調べ方を基に
自分たちで確認させる。

□ 晴れの日の観察と比較させるた
め，気温を測る条件を揃えるよう
にする。

◎ 問題について調べる方法を考
えましょう。 主体的な問題解決

▲ 晴れの日の気温は，朝夕は低く，
昼に高くなったぞ。

■ 曇りや雨の日は，太陽が出ていな
いから，1日の気温の変化はあまりな
いのではないか。

◎ 晴れの日の気温の変化を調べ
た時は，どのように調べました
か。

① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

【確認ポイント】
■ 温度計を使って，気温を調べた。
■ 時刻を決めて測ったぞ。晴れの日
と同じ時刻で調べよう。

■ 比べるために，晴れの日と同じ場
所で測ろう。

■ 結果は，分かりやすいように表に
まとめておこう。

■ 晴れの日を調べた時と同じように，
折れ線グラフにかいて，比べよう。

◎ 曇りや雨の日の気温の変化に
ついて，予想しましょう。

主体的な問題解決

◎ 曇りの日と雨の日に，１日の
気温の変化を調べましょう。

主体的な問題解決

■ 曇りや雨の日は，雲が多いから，
１日の気温の変化はあまりないので
はないか。

４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程４／７】
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第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P17 ５月上旬～５月中旬 本時５・６／７

《本時のねらい》

曇りや雨の日の，１日の気温の変化を調べ，グラフにまとめ，天気による１日の気温の違いに
ついて理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 くもりや雨の日の気温は，どのように変わるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 晴れの日と比べるために，同じ時

● 曇りや雨の日 刻に，気温を記録しよう。

の１日の気温の ▼ 晴れの日に調べた場所と，同じと

変化について調 ころで測らなければならない。 ○ 晴れの日の気温を調べた方法を

べる。 ▼ 気温を測ったら，表にまとめよう。 想起させながら，実験に取り組ま
▼ 温度計は，日光に直接当たらない せる。
ようにしよう。 □ グループの中で，測定係，記録

▼ 地面から１m20cmのところで測ろ 係を分担する。
う。

結果を整理する

● 曇りや雨の日
の気温の変化の
結果をグラフに
まとめる。 ○ 調べた結果を，変化が分かりや

すいように折れ線グラフにかかせ
る。

表の例 □ 気温のように，変化する物を調
べるときは，折れ線グラフにま

と めるとよいことを知らせる。

折れ線グラフの例

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 曇りや雨の日の気温の変化を
調べましょう。 主体的な問題解決

▲ 晴れの日を調べた時，折れ線グラ
フに表して，分かりやすかった。

■ 気温などを調べるときは，折れ線
グラフに表すとよかった。

◎ 曇りや雨の日の気温の変化の
結果をグラフにまとめましょう。

主体的な問題解決

１日の気温の変わり方　○月○日（くもりの日）
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４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程５・６／７】

時こく 午前 9時 午前 10時 午前 11時

天気 くもり くもり くもり

気温（℃） 14 15 15



４年 ２ - 10 -

考察し， ▼ 気温は，朝，昼，夕方 の気温が
結論を得る 変わらない。

● 結果から分か ▼ 晴れの日と違い，気温の変化があ

ったことをノー まりない。 ○ 予想と比較して，結論を導き出

トに記入する。 させる。
■ くもりや雨の日の気温は，１日の
変化があまりない。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分の考えをノート
に書きましょう。主体的な問題解決

１日の気温の変わり方　○月○日（雨の日）
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４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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第４学年「２ 天気のようすと気温」
東京書籍「新しい理科４」P18～21 ５月上旬～５月中旬 本時７／７

《本時のねらい》

学習したことが，他の地域でも成り立つかどうかを調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

学習したことが，他の地域でも成り立つかを，インターネットや新聞で調べさせる。
※参考例：仙台市科学館ホームページ「お天気アイ」

気象庁ホームページ「過去の気象データ」

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 他の地域の天
気の様子につい
て考える。

○ 学習してきたことが，他の地域
でも成り立つかどうかを考えさせ

▼ 自分の住んでいるところと違うか 天気と気温との関係に興味をもた
もしれない。 せる。

▼ １日の気温の変化は，どの地域でも
同じようになっているのではないか。

● 他の地域の最 ▲ 日本の中でも，最高気温が40℃を

高気温，最低気 超えた地域があるんだ。

温を知る。 ▲ 日本の中でも，最低気温が－40℃
以下になることもあるんだ。

○ 他の地域の最高気温，最低気温
について知らせ，自分の地域との
違いに気付かせる。

□ 教科書P20の「理科のひろば」
を参照しながら，確認させる。

▲ やっぱり，晴れた日は，朝夕の気
温が低く，昼過ぎに高くなって，１
日の変わり方が大きいんだ。

○ 気温の変化をグラフで確認する
ことで，これまで学習してきたこ
とが，他の地域でも成り立つかを
考えさせる。

□ 気象庁ホームページ｢過去の気
象データ｣より，調べたい地域の
特定の日の気温の変化と天気を調
べることができる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 晴れの日の気温は，朝夕が低く，
昼過ぎに高くなり，１日の変わり方
が大きい。

▲ 曇りや雨の日の気温は，あまり変
わらない。

◎ 他の地域の天気の様子はどう
なっているのでしょうか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 地域によって気温には差があ
ります。日本で観測された中で
の最高気温の記録は，埼玉県熊
谷市と岐阜県多治見市の40.9℃
です。最低気温の記録は，北海
道の旭川市の－41℃です。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎(気温の変化のグラフを見せなが
ら)最高気温を記録した埼玉県熊
谷市の１日の気温と，最低気温
を記録した北海道旭川市の１日
の気温の変化は，グラフのどお
りです。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 1日の気温の変化はどうなっている
のだろうか。

2007年8月16日　埼玉県熊谷市の1日の気温の変化
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４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程７／７】
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▲ 最低気温の記録を出した時の北海
道旭川市の天気は，晴れだったんだ。
すごく寒いけど，晴れていたので，
朝気温が低くて，昼過ぎに高くなっ
ているぞ。夕方から天気はくもりに
変わったので，気温の変化があまり
なくなったぞ。

□ 教科書に載っている,北海道旭
川市の最低気温の記録した日は,
1902年と古いのでデータがない。
そこで,データのある中で一番の
最低気温を記録した 1977 年 1 月
29 日の北海道旭川市の気温の変
化を表示している。

□ グラフから，1977 年１月 29 日
の北海道旭川市の天気は，昼過ぎ
まで晴れていたが，その後曇りや
雨となり気温の変化がなくなった

▼ １日の中で天気が変わったらどう ことが分かる。これまでの問題解
なるのだろう。 決で得た結論からも，グラフから

天気のことも考えさせたい。

● 他の地域でも ▼ 季節によって違いはあるのだろう

学習したことが か。

成り立つかどうか ▼ 地域によって違いはあるのだろう

調べ，発表する か。

る。

○ 学習したことが，他の地域でも
成り立っているかどうかを，別の
地域の晴れ，曇り，雨の日の気温
をインターネットや 新聞で調べ
させ，確認させる。

□ 気象庁ホームページ「過去の気
象データ」や仙台市科学館ホーム
ページ「お天気アイ」などから，
調べたい地域の 1日の気温の変化
と天気を調べ，折れ線グラフに表
させる。

◎ 他の地域でも，天気による気
温の変化が成り立つのか調べて
みましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ やはり，１日の気温は，天気や時
刻によって変化していた。

1977年1月29日の北海道旭川市の1日の気温の変化
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■ 他の地域の天気と気温の関係を調
べてみたい。

４年「２ 天気のようすと気温」

【本時のねらいと学習過程７／７】
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《単元名》

第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P22～39 ５月中旬～６月下旬 12時間扱い

本単元との直接的なつながり 間接的なつながり《単元の系統図》

乾電池の＋極，豆電球，－極
が，１つの輪のように，導線で
つながっているとき，電気が通
って豆電球に，明かりがつく。
電気の通り道のことを回路

という。

「電気のはたらきでモーター
を回そう」
乾電池の向きを変えると，

回路に流れる電流の向きが変
わり，モーターの回る向きが
変わる。

「自動車を速く走らせるた
めにはどうすればよいか」
乾電池を直列につなぐと，

回路に流れる電流が強くな
り，電気の働きが大きくな
る。
乾電池を並列につないで

も，電流の強さや電気の働
きの大きさは，乾電池１個
のときと，ほとんど変わら
ない。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのｴﾈﾙｷﾞｰ

乾電池を使った電卓を使ったり，ゲーム機で遊んだりした経験

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

【３学年「明かりをつけよう」】

生活体験

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【４学年「電気のはたらき」】（本単元）

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中２学年「電気の世界」】

【６学年「てこのはたらき」】

【 ５学年「電流がうみ出す力」】

電磁石は，電流
が流れている間，
磁石と同じ働きを
もつ。

電流を強くすると，電
磁石の働きが大きくな
る。
導線の巻数を多くする

と，電磁石の働きが大き
くなる。

鉄やアルミニウムなどの，
金属は，電気を通す。
紙，ガラス，プラスチック

などは，電気を通さない。

「光電池にはど
んなはたらき
があるか」
光電池に当た

る光が強くなる
と，光電池の電
気を起こす働き
が大きくなり，
回路に流れる電
流も強くなる。

【３学年「風やゴムで動かそう」】

３学年「太陽の光を調べよう」

【３学年「じしゃくにつけよう」】

【 ５学年「ふりこのきまり」】

【中３学年「運動とｴﾈﾙｷﾞｰ」】 【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

鏡で跳ね返した日光が当た
ったところは，明るく，暖か
くなる。跳ね返した日光を重
ねるほど，日光が当たったと
ころは暖かくなる。

光電池
を利用し
たおもち
ゃを作る。

電磁石を利用し
た道具やおもちゃ
を作る。

電気は，モーターを回すと作るこ
とができる。

電気を利用した
おもちゃを作る。

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

電磁石には，磁石と同じ
ように，Ｎ極とＳ極がある。
また，電流の向きが反対に
なると，極が反対になる。

４年「３ 電気のはたらき」
【単元の系統図】
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 みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，4 年「電気のは

たらき」の実験のポイントを紹介しています。こんなふうに

実験をするとやりやすいですよ。 

クリップを使ったつなぎ方 

光電池について 

＋極同士，－極同士をまとめてつないだ例 

光電池の起電力は，日光の当たる角度や光の強さによって変化するので，実験

する際は，日光が光電池全面に直角に当たるようにする。また，日光の強い時期

や時間を選んで実験するとよい。 

 また，光電池は，２個を直列につなげば電圧は２倍になるが，電流の大きさは

同じである。したがって，モーターの回転数は変化しない。逆に，光電池を２個

並列につなぐと，電流の大きさは２倍になり，モーターは速く回る。乾電池の直

列つなぎ，並列つなぎと逆の現象が起こるので，光電池の直列・並列つなぎの活

動を行うと児童には混乱を招く恐れがある。 

 モーターによっても，違ってくるので注意が必要である。 

 

 また，光電池について参考になることを，次のように紹

介しています。 

導線にクリップを付

け，クリップ同士を

つなぐようにする。
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《単元の目標》

乾電池にモーターなどをつなぎ，モーターを回したり，モーターで動く自動車を走らせたりする中で，モーターの

回る向きや速さに関心をもち，乾電池の数やつなぎ方と，電流の向きや強さとの関係を意欲的に調べ，電流の向

きを変えると，モーターの回転する向きが変わることや，乾電池の数やつなぎ方を変えると，電流の強さが変わ

り，豆電球の明るさやモーターの回る速さが変わることなどをとらえられるようにする。また，光電池を使ってモー

ターを回すことなどができることを知り，光電池を使ったおもちゃをつくることができるようにする。

《単元の流れ》 12時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 電気のはたらきでモーターを回そう ４時間

・ 自動車を製作 １ 問題を見いだす ・ 身の回りの電気の利用について考える 学習に生かす

して走らせ，モ ・ モーターを知る。 ものづくり

ーターの回る向 ・ 自動車を製作し，自動車を走らせる。 工夫点１

きに興味をもつ。 ・ 気付いたことをノートにまとめ，発

表する。

・ モーターの回 １ 問題を見いだす ・ Ａ，Ｂ２つの自動車を比べて，違い 複数事象の提示

る向きは，何に を見付ける。 工夫点２
よって変わるの 予想や仮説をもつ ・ モーターの回る向きは何によって変
かを考える。 わるのかを考える。 ポイントを明確

観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 にして話し合う

工夫点３

・ 電流とモーター １ 観察，実験を行う ・ 問題について調べる実験を行う。

が回る向きとの関 結果を整理する ・ 実験の結果を整理する。
係について調べ， 考察し，結論を得る ・ 電流とモーターの回る向きとの関係
電流には流れる

について考える。
向きがあることを

理解する。

・ 乾電池の向き 問題を見いだす ・ Ａ，Ｂ，Ｃ３つの自動車を比べて， 複数事象の提示

や導線のつなぎ １ 電気の流れについて考える 工夫点４
方を変えたとき 予想や仮説をもつ ・ 乾電池の向きなど変えると，電流の

の電気の流れる 向きが変わるかについて考える。 学んだことを生

向きを調べ，電 観察，実験の方法を考える ・ 電流の向きを調べる方法を考える。 かしたものづく

流について理解 観察，実験を行う ・ 電流の向きとモーターの回る向きを り 工夫点３

する。 調べる。
結果を整理する ・ 実験結果を整理する。

考察し，結論を得る ・ 電流の向きとモーターの回る向きと

の関係について考え，理解する。

２ 自動車を速く走らせるにはどうすればよいか ４時間

・ 自動車を走ら １ 問題を見いだす ・ ２つの自動車を比べ，違いについて 複数事象の提示

せ,モーターの回 考える。 工夫点５
る速さと，乾電 予想や仮説をもつ ・ 乾電池２個とモーターのつなぎ方に

池の数や導線の ついて考える。 ポイントを明確

つなぎ方との関 ・ 乾電池２個の時の導線のつなぎ方に にして話し合う

係について考え ついて考える。 工夫点６
る。 観察，実験の方法を考える ・ 実験の方法を考える。

４年「３ 電気のはたらき」

【単元の目標と流れ】
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・ モーターの回 １ 観察，実験を行う ・ 問題を調べるための実験を行う。

る速さは，乾電池 ・ 実験結果をノートにまとめる。
の数や導線のつ

結果を整理する

なぎ方に関係が 考察し，結論を得る ・ 実験結果を発表する。

あるかどうかを調

べ，理解する。

・ 乾電池の数や １ 問題を見いだす ・ Ａ，Ｂ，Ｃ３つの自動車の走る速さ 複数事象の提示

導線のつなぎ方 を比較する。
工夫点７

を変えると，電 予想や仮説をもつ ・ 乾電池の数やつなぎ方と電気の働き

気の働きはどの について考える。 ポイントを明確

ように変わるの 観察，実験の方法を考える ・ 乾電池の数やつなぎ方を変えた時の にして話し合う

かを考える。 電気の働きを調べる方法を考える。 工夫点８

・ 乾電池の数や １ 観察，実験を行う ・ 問題を調べるための実験を行う。

導線のつなぎ方 結果を整理する ・ 実験結果をノートに整理する。

を変えると，電 考察し，結論を得る ・ 実験結果を発表する。

気の働きはどの

ように変わるの

かを調べ，理解

する。

３ 光電池にはどんなはたらきがあるか ４時間

・ 光電池に当て １ 問題を見いだす ・ 光電池の角度を変えた２つの自動車 複数事象の提示

る光の強さと， に光を当てて走らせ，比較する。 工夫点９
光電池の働きの 予想や仮説をもつ ・ 光電池の働きについて考える。

関係について調 ポイントを明確

べる方法を考え 観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 にして話し合う

る。 工夫点10

・ 光電池に当て １ 観察，実験を行う ・ 問題について調べる実験をする。

る光の強さと， 結果を整理する ・ 実験の結果を整理する。
光電池の働きと

考察し，結論を得る ・ 光の強さと電流の強さ，電気の働き
の関係を調べ，

の大きさとの関係について考える。
理解する。

・ 光電池の学習 ２ 振り返り，広げる ・ 光電池を使ったおもちゃを作る。 環境に目を向け

を振り返りなが ・ 光電池と乾電池を比べ，それぞれの させる

ら，自然環境に よさに気付く。 工夫点11

ついて考える。 ・ 光電池の利用について考える。

４年「３ 電気のはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P22～24 ５月中旬～６月中旬 本時１／12

《本時のねらい》

自動車を製作して走らせ，モーターの回る向きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 自動車を製作し走らせ，モーターの回る向きに興味をもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 身の回りの電
気の利用につい
て考える。

○ これまでの生活体験や学習経験
▼ 電灯 から，電気の利用について想起さ
▼ 電気自動車 せ，電気の働きについて興味をも
▼ 扇風機 たせる。
▼ 新幹線

● モーターにつ ▼ 明かりがついた。
いて知る。 ▼ 一つの輪になると明かりがついた。

○ ３年生の学習を想起させる。
▼ モーターが回っているよ。
▼ モーターの軸が回っているよ。

○ ３年生では，電気を光に変える
ことを学習している。４年生では，
モーターを学習し，電気は動力に
変えることもできることを意識さ
せる。

□ 一人一人，モーターと乾電池を
つなぎ，モーターが回ることを確
認させる。

● 自動車を製作
する。

▼ 乾電池とモーターをしっかりつな
ごう。 ○ 自動車を製作する中で，既習事

▼ モーターが回るとタイヤも回るよ 項を確認させる。

※ モーターの回る向きによっ
て，前に進んだり，後ろへ進ん
だりすることを実際に動かしな
がら確認する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りで電気を利用したも
のには，どんなものがあります
か。 主体的な問題解決

▲ 電池を使った電卓やゲーム機を使
ったことがある。

▲ 乾電池に豆電球をつないだら，明
かりがついた。

■ 電気は，いろいろなところに利用
されているんだ。

◎ 工夫点１ モーターを使って，
自動車を作りましょう。

具体的な体験

◎ ３年生の時に，乾電池と豆電
球をつなぐと，どうなるでしょ
う。 主体的な問題解決

■ 電気は，豆電球の明かりを付ける
だけでなく，モーターを回すことも
できるんだ。

◎ ４年生では，モーターを使い
ます。モーターを乾電池につな
ぐと回ります。 主体的な問題解決

▲ 回路に１ヶ所でも切れたところが
あると，電気は通らない。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／12】
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うにしないといけない。 □ 一つの輪につながないと，電気
が通らないことを確認する。

● 自動車を走ら ▼ 僕のは前に進んだのに，友達のは
せる。 後ろに進んだぞ。

▼ 僕の車と友達の車は，何が違うの
だろう。 ○ 走り方や走る向きなどの視点を

与えて，製作した自動車を走らせ
る。

□ 自分の自動車と友達の自動車の
走り方を比較させ，導線のつなぎ
方と車の走る向きとの関係に気付
かせる。

□ 自動車がまっすぐ走るように，
タイヤの位置を確認するよう指示
する。

● 気付いたこと ▼ 回路がつながらないと，モーター
をノートにまと が回らなかった。
め，発表する。 ▼ 同じようにつないだのに，前に進

んだり後ろに進んだりした。
○ 自動車を走らせたときに気付い
たことをまとめさせることで，問
題を見いださせる。

■ どうして，前に進んだり，後ろに
進んだりするのかな。

■ 乾電池とモーターをしっかりつな
がないと回らないぞ。

◎ 工夫点１ 自動車を走らせまし
ょう。 具体的な体験

◎ 自動車を走らせて気付いたこ
とをノートにまとめて，発表し
ましょう。 主体的な問題解決

■ 同じモーターを使っても，前に進
む自動車と後ろに進む自動車がある。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／12】
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P24～25 ５月中旬～６月中旬 本時２／12

《本時のねらい》

モーターの回る向きは，何によって変わるのかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点２ 反対方向に進む二つの自動車を提示し，モーターの回る向きに違いがあることに気付
かせる。

〈事象Ａ〉前向きに進む自動車 〈事象Ｂ〉 後ろ向きに進む自動車

※ 事象Ｂの導線は，絡めた状態で事象 Aとは逆向きにつなぎ，提示する。
※ 同じモーター，同じ乾電池 ，同じ導線を使っていることを確認する。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

モーターの回る向きの違いに視点を当て，その要因を考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ モータの回る向きを調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● Ａ，Ｂ２つの
自動車を比べ
て，違いを見付
ける。 ▼ AとＢの進む方向が違うぞ。

▼ 同じようにつないでいるのに，ど
うしてだろう。 ○ 同じモーター，同じ乾電池，同

じ導線を使った２つの自動車を提
示し，モーターの回りの違いに気
付かせる。

● モータの回る
向きについて考 ▼ タイヤの回る向きが違うんだ。
える。 ▼ モーターの回る向きが違うのかな。

○ タイヤとモーターの回る向きを
関連付けさせる。

問題 モーターの回る向きは，何によって変わるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 自動車の進む向きが違う。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 自動車の進む向きが違うとい
うことは，何の向きが違うのか
な。 主体的な問題解決

■ 自動車の進む向きが違うというこ
とは，モーターの回り方が違うんだ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (事象Ａ，Ｂを見せて)
２つの自動車を比べて，何が

同じで，何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。 具体的な体験

▲ 同じようにつないだのに前に進ん
だり，後ろに進んだりする自動車が
あった。

■ 導線のつなぎ方が違う。

  

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／12】
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予想や仮説をもつ
● モーターの回
る向きの変化に
ついて考える。

○ これまでの生活体験や学習経験
提示した複数事象を根拠に考えさ
せる。

□ 提示した複数事象を根拠に，「乾
電池を逆にしたのではないか」と
いう意見ができることも考えられ
る。

▼ 導線がぐちゃぐちゃだから。
▼ つなぎ方が逆だから。

観察，実験の
方法を考える

● モーターの回
る向きを調べる
ための方法を考
える。

○ 自分たちで考えた予想を確かめ
させるために，実験方法を考えさ
せる。

□ 乾電池と導線だけをつなぐと熱
くなるので，絶対につなげないよ
うにさせる。（ショート回路）

□ 【予想１】を確かめる【実験１】
を行う際は，導線の絡まりが要因
であるかを確かめさせるため，電
池の向き等の条件を揃えて実験さ
せるようにする。

どう線ぐ 電池 どう線の

ちゃぐちゃ の向き つなぎ方

モーターの

回る向き

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

▲ 片方がぐちゃぐちゃになっている。
▲ 同じモーター，同じ導線，同じ乾
電池をつないでいる。

◎ モーターの回る向きは，何を
どうすれば反対に回るのでしょ
うか。 主体的な問題解決

■ ○○が関係して，モーターの回り
方が反対になったんだ。

◎ 工夫点３(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

同じ導線，同じモーター，同じ乾
電池をつないで，導線のつなぎ方や
乾電池の向きを変えながら，モータ
ーの回る向きを調べる。

２ 導線をぐちゃぐちゃにつないだもの
と，そうでないものを比べる。

【予想１】→【実験１】
２ 電池の向き（＋と－）を変えたも
ので比べる。【予想２】→【実験２】

２ 導線と乾電池のつなぎ方（＋と－）
を変えたもので比べる。

【予想３】→【実験３】

３ タイヤの回る向きや車の進む方向
を見れば，モーターの回る向きが分
かる。

■ 導線をぐちゃぐちゃにすれば，モ
ーターの回る向きは反対になるので
はないか。 【予想１】

■ 乾電池の向きを逆にすればモータ
ーの回る向きは反対になるのではな
いか。 【予想２】

■ 乾電池と導線のつなぎ方を変える
と，モーターの回る向きは反対にな
るのではないか。 【予想３】

◎ 次の時間に，みんなの考えた
方法で実験をしましょう。

主体的な問題解決

１ モーターの回る向きと，導線のつ
なぎ方や乾電池の向きとの関係につ
いて調べる。

４ 導線のつなぎ方や乾電池の向きと
モーターの回る向きとの関係を表に
まとめて記録する。

５ 熱くなって危険なので，乾電池と
導線だけではつながないようにしよ
う。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／12】
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P25 ５月中旬～６月中旬 本時３／12

《本時のねらい》

電流とモーターの回る向きとの関係について調べ，電気には流れる向きがあることを理解す
る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 モーターの回る向きは，何によって変わるのだろうか。

観察・実験を行う

● 問題について
調べるための実
験をする。

【実験１】 導線をぐちゃぐちゃにす ○ 問題について調べるためには，
れば，モーターの回り方は 何がどのようになればよいかを考
反対になるのではなにか。 えさせながら実験をさせる。

▼ 何度か実験して確かめる。

○ 話合いのポイントを確認しなが
【実験２】 乾電池の向きを逆にすれ ら，実験を行わせる。

ば，モーターの回る向きは
反対になるのではないか。

▼ 乾電池の向きに気を付けて実験を
する。

【実験３】 つなぎ方を変えると，モ
ーターの回る向きは反対に
なるのではないか。

▼ 導線のつなぎ方に気を付けて実験
をする。

結果を整理する どう線ぐち かん電池 どう線の

● 実験の結果を ゃぐちゃ の向き つなぎ方

整理する。 モーターの 反 対 反 対 反 対

回る向き に 回 る に 回 る に回る

と き と ○ 実験１，２，３についての結果
回 ら な を整理させ，比較させる。
い と き

がある

○ それぞれの予想を基にして実験
の結果をまとめながら整理させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題について調べる実験をし
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 何に気を付けて実験を行えば
よいですか。 主体的な問題解決

■ 反対に回るときと，そうでないと
きがあるぞ。

■ 乾電池の向きを変えると，モータ
ーの回る向きが変わった。

■ つなぎ方を変えると，モーターの
回る向きが変わった。

◎ それぞれの実験の結果を発表
しましょう。 主体的な問題解決

▲ 導線がぐちゃぐちゃになると，モ
ーターが反対に回る。

▲ 乾電池の向きを変えると，モータ
ーが反対に回る。

▲ 導線のつなぎ方を変えると，モー
ターが反対に回る。

■ 導線をぐちゃぐちゃにすれば反対
に回るわけではない。 【実験１】

■ 乾電池の向きを変えると，モータ
ーの回る向きが変わる。 【実験２】

◎ 実験の結果を比べてみましょ
う。同じところはないですか。

主体的な問題解決

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／12】
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▼ つなぎ方を変えるということは，乾電
池の向きを変えることと同じだ。

▼ ぐちゃぐちゃにしたとき反対に回
るときと，そうでないときがあった
んだ。

考察し，
結論を得る

● 電流の向きと
モーターの回る ▼ 電気の流れが変わるのかもしれな

向きの関係を考 い。

える。 ○ 乾電池の向きを変えると，流れ
る電気の向きが変わることに気付
かせる。

□ この時点では，「電流」という
言葉は使わず，電流には向きがあ
ることは，次時に検流計を使って
確かめさせる。

■ つなぎ方を変えると，モーターの
回る向きが変わる。 【実験３】

◎ 乾電池の向きを変えると，何
が変わるのだろうか。

主体的な問題解決

■ 乾電池の向きを変えることと，導
線のつなぎ方を変えることは同じこ
となんだ。

■ 乾電池の向きを変えると電気の流
れが変わるのだろうか。

▲ 乾電池の向きを変えると，モータ
ーの回る向きが変わった。

■ 本当に電気の流れる向きが変わっ
たのだろうか。

◎ 次の時間に確かめてみましょ
う。 主体的な問題解決

■ 電気の流れにも向きがあるのかも
しれない。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／12】
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P26 ５月中旬～６月中旬 本時４／12

《本時のねらい》

乾電池の向きや導線のつなぎ方を変えたときの電気の流れる向きを調べ，電流について理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点４ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を変えた自動車を提示し，モーターの回る向きの違い
を確認し，電気に流れる向きの違いについて考えさせる。

〈事象Ａ〉前向きに進む自動車 〈事象Ｂ〉Ａと乾電池の向きが逆 〈事象Ｃ〉つなぎ方が逆

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの学習経験や提示した複数事象から，乾電池の向きや導線のつなぎ方を変えると，電
気の流れる向きが変化するのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

乾電池の向きや導線のつなぎ方を変えると，電気の流れは向きが変わるかどうかを調べるため
には，検流計を使って測定させる方法を知らせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● Ａ，Ｂ，Ｃ３
つの自動車を比
べて，電気の流 ▼ 自動車の走る向きが違うぞ。
れについて考え ▼ 乾電池の向きが違うぞ。走る向き
る。 と関係しているのかな。

▼ 導線のつなぎ方が違うぞ。走る向 ○ 前時での児童の疑問を確認しな
きと関係しているのかな。 がら，乾電池の向きを変えると，

▼ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を 電気の流れる向きが変わるかもし
変えると，何が変わるのだろう。 れないことを考えさせる。

▼ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えると，電気の流れが変わるのか
もしれない。

問題 乾電池の向きやどう線のつなぎ方を変えると，電気の流れる向きは変わるのだろうか。

▼ 乾電池の向きを変えたら，モータ
予想や仮説をもつ ーの回る向きが変わったので…
● 乾電池の向き ▼ 導線のつなぎ方を変えたら，モー
や導線のつなぎ ターの回る向きが変わったので…
方を変えると，
電気の流れる向 ○ これまでの学習経験や提示した
きが変わるかに 複数事象を根拠に考えさせる。
ついて考える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ モーターの回る向きは，何を
どうすれば反対に回るのでしょ
うか。 主体的な問題解決

■ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えると，電気の流れる向きが変わ
るのだろう。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４ (事象Ａ，Ｂ，Ｃを見
せて)３つの自動車を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 具体的な体験

▲ 電気には，流れの向きがあるのか
もしれない。

   

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／12】
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観察，実験の ▼ 電気の流れる向きや大きさを調べ
方法を考える るには，検流計というものがあるん

● 電気の流れる だ。

向きを調べる方
法を考える。

○ 電気の流れる向きを，検流計の
▼ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を 針の振れの向きで確認させる。
変えたとき，モーターの回る向きが
変わった。

観察，実験を行う

● 電気の流れる
向きとモーター
の回る向きとの
関係を調べる。 ▼ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を ○ 前時に行った実験を検流計をつ

変えると，検流計の針の振れる向き ないで確かめることで，電気の流
が変わった。 れる向きとモーターの回る向きと

の関係付けをさせる。

結果を整理する

● 実験結果を整
理する。

○ 自分たちの結果を整理し，電気
の流れる向きとモーターの回る向
きとの関係をつかませる。

□ 乾電池の向きを変えることと，
導線のつなぎ方の向きを変えるこ
とは，同じことであることに気付
かせる。

考察し，
結論を得る

● 電流の向きと
モーターの回る
向きの関係を考
える。

○ 電流の向きとモーターの回る向
きとの関係付けをさせる。

□ 「電流」という言葉を教え，電
流と言う言葉で説明できるように
させる。

◎ 検流計の使い方
① 乾電池，モーター（豆電球)，
検流計，スイッチが，一つの回
路になるようにつなぐ。

② 検流計についている切り替え
スイッチを「モーターor豆電球」
の方にする。

③ スイッチを入れて，針の振れ
る向きと，針の指す目盛りを読
み取る。

◎ 電気の流れる向きを調べるに
は，「検流計」というものがあり
ます。 主体的な問題解決

■ モーターの回る向きと，検流計の
針の振れる向きを調べよう。

■ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えて確かめてみよう。

▲ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えると，モーターの回る向きが変
わった。

◎ 検流計を使って，電気の流れ
る向きとモーターの回る向きを
調べましょう。 主体的な問題解決

■ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えると，検流計の針の振れ方が変
わったので，電気の流れる向きも変
わった。

◎ グループごとに，結果を整理
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 電気の流れを，電流と言いま
す。
電流の向きとモーターの回る

向きとの関係を考えましょう。
主体的な問題解決

■ 乾電池の向きや導線のつなぎ方を
変えると，回路に流れる電流の向き
が変わり，モーターの回る向きが変
わる。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／12】
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P27～28 ５月中旬～６月中旬 本時５／12

《本時のねらい》

自動車を走らせ，モーターの回る速さと乾電池の数やつなぎ方との関係について考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 乾電池２個をつないだ２つの自動車を提示し，つなぎ方によって走る速さに違いが
あることを気付かせる。

〈事象Ａ〉直列つなぎ 〈事象Ｂ〉 並列つなぎ

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

提示した複数事象を根拠に，モーターの回る速さと乾電池の数やつなぎ方との関係を考えさせ
る。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 乾電池２個のつなぎ方と自動車の走る速さとの関係について調べる方法を，ポイント
を確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● ２つの自動車
を比べて，共通 ▼ 走る速さが違うぞ。

点と差異点を考
える。

○ モーターの回る速さと，乾電池
の数や導線のつなぎ方との関係
について考えさせる。

▼ もっと，速く走らせたい。

問題 乾電池２個をどのようにつなぐと，速く走るようになるだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 同じ乾電池２個をつないでも，速

● 乾電池２個と さが違ったぞ。

とモーターのつ
なぎ方について
考える。

■ 児童にもたせたい意識

■ もっと速く走らせるためには，何
をどうしたらいいんだ？

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて）。
２つの自動車を比べて，何が

同じで，何が違いますか。気付
いことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

▲ 乾電池２個のつなぎ方を工夫すれ
ば，速く走るのだろう。

◎ 自動車をもっと速く走らせる
ためには，乾電池とモーターを
どのようにつなげばよいか考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ
・ かん電池の数（２こ）

ところ ・ モーター，どう線，タイヤ

・ どちらも走っている

速さ 速い おそい
ちがう つな

1本でつなが とちゅうで分
ところ ぎ方

っている かれている

▲ 電気の流れには，向きがある。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／12】
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○ 速さという視点を与え，乾電池
のつなぎ方に着目させる。

○ これまでの学習経験や提示した
複数事象を根拠に理由を明確にし
て書かせる。

例

○ 考察するときに直列つなぎと並
列つなぎで分類するため，思いつ
くつなぎ方を考えさせる。

□ 実態に応じてP29の電気用図記
号を教え，回路図を書かせる。

観察，実験の
方法を考える

● 乾電池の数を
増やしたときの
実験の方法を考
える。

○ 実験の大切な点を押さえた話合
いになるよう，教師がポイントを
把握し，実験方法を考えさせる。

□ 実験は，条件を揃えるため，新
しい乾電池で行うようにする。

■ 速く走るつなぎ方を確かめたい。

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 乾電池の＋極と－極を正しく
つながないと，電池が破裂した
り，熱くなったりするので注意
しましょう。

主体的な問題解決

１ 乾電池２個をつないだときのモー
ターの回る速さを調べる。

２ 自分たちの考えたつなぎ方で調べ
る。

３ 乾電池１個と乾電池２個をつない
だときのモーターの回る速さを比べ
て見る。

◎ 次の時間に，みんなの考えた
つなぎ方で実験をしましょう。

主体的な問題解決

◎ 速く走る乾電池２個のつなぎ
方を考えましょう。考えたつな
ぎ方をノートに書きましょう。

主体的な問題解決

４ 乾電池が破裂したり，熱くなった
りしないように，乾電池を正しくつ
なぐ。

■ 事象Ａとつなぎ方が似ているから
速く走るだろう。

■ 事象Ｂとつなぎ方が似ているから
遅いだろう。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／12】



４年 ３ - 15 -

第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P31～33 ５月中旬～６月中旬 本時６／12

《本時のねらい》

モーターの回る速さは，乾電池の数や導線のつなぎ方に関係があるかどうかを調べ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 乾電池２個をどのようにつなぐと，速く走るようになるだろうか。

観察，実験を行う
● 問題について
調べる実験を行
う。

○ 問題について調べる実験をする
意識をしっかりともたせ，話
合いのポイントで確認したことを
振り返りながら実験させる。

□ モーターの回る速さを比べると
いう視点を確認する。

結果を整理する （速く走ったつなぎ方）
● 実験結果をノ
ートに整理する。

○ 速いものと遅かったもののつな
ぎ方の，同じところと違うところ
を見付けながら，実験の結果を整
理させる。

（遅かったつなぎ方）

考察し， ▼ １つの輪になったつなぎ方の方が
結論を得る 速く走った。
● 実験結果を発 ▼ 乾電池を２個つないでも，乾電池１
表する。 個と変わらない速さのものもあった。 ○ 自分の意見と友達の意見を比べ

るようにさせる。

● 「直列つなぎ」 ▼ 回路が途中で分かれていないもの
「並列つなぎ」 が直列つなぎなんだ。
を理解する。 ▼ 回路が途中で分かれているものが

並列つなぎなんだ。

● 「直列つなぎ」
「並列つなぎ」
という言葉を使
って説明する。

○ 「直列つなぎ」「並列つなぎ」
という言葉を教え，「直列つなぎ」
「並列つなぎ」という言葉を使っ
て結論を説明させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 確認したポイントに注意しな
がら，問題について調べる実験
をしましょう。 主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。 主体的な問題解決

■ 乾電池２個のつなぎ方によって，
自動車の走る速さが変わった。

▲ 乾電池１個をつないだ自動車と，
乾電池２個をつないだときの自動車
の速さを比べよう。

▲ 乾電池が破裂したり，熱くなった
りしないように，乾電池を正しくつ
なごう。

◎ 乾電池の＋極と，別の乾電池の
－極をつなぐつなぎ方を，乾電池
の直列つなぎと言います。 ＋極
同士，－極同士をまとめてつなぐ
つなぎ方を，乾電池の並列つなぎ
と言います。 主体的な問題解決

■ 直列つなぎにすると，走る速さは
乾電池１個の時より速くなる。

■ 並列つなぎにすると，走る速さは
乾電池１個の時と変わらない。

◎ 「直列つなぎ」「並列つなぎ」
という言葉を使って，結論を説
明しましょう。 主体的な問題解決

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／12】
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 みやぎ理科指導ポイント集の４年「電気のはたら

き」で掲載している「手作り扇風機」を紹介します。 

手作り扇風機 

 

 電気の働きで動く｢手作り扇風機｣は，乾電池

とモーター，ペットボトル，画用紙などの身近

な材料で簡単に製作することができる。また，

その後の電流の向きとモーターの回る向きとの

関係を調べる実験や，乾電池のつなぎ方による

電気の働きの大きさを調べる実験にも利用する

ことができる。 

 

モーター 

 

乾電池 

ボックス 

ペットボトル 

画用紙 

モーターをペ

ットボトルのふ

たにセロハンテ

ープで固定す

る。 

乾電池ボック

スをペットボト

ルに輪ゴムで固

定する。 

 クリップを導線に付け，乾電池と

乾電池ボックスの間に挟んだり，抜

いたりする（スイッチ）。 

 画用紙で

作ったはね

をモーター

の軸にセロ

ハンテープ

で 固 定 す

る。 

 はさみで

切り込みを

入れ，折り

曲げる。 
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第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P31～33 ５月中旬～６月中旬 本時７／12

《本時のねらい》

乾電池の数や導線のつなぎ方を変えると，電気の働きは，どのように変わるのかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点７ 乾電池の数やつなぎ方を変えた自動車を比べさせ，回路に流れる電流の強さについ
て考えさせる。

〈事象Ａ〉乾電池１個 〈事象Ｂ〉乾電池２個 〈事象Ｃ〉乾電池２個
直列つなぎ 並列つなぎ

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

電流の強さという概念がないので，乾電池の数やつなぎ方を変えた時の電気の働き(モーター
の回る速さ，豆電球の明るさ）について考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点８ 乾電池の数やつなぎ方を変えた時の電気の働き(モーターの回る速さ，豆電球の明るさ）
を調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ Ａが速い。理由は，直列つなぎだ

● Ａ，Ｂ，Ｃ３ から。

つの自動車の走 ▼ Ｂの方が遅い。理由は，並列つな

る速さを比較す ぎだから。

る。

○ 乾電池のつなぎ方の違いに気付
かせ，その違いによるモーターの
回る速さの違いを想起させる。

● つなぎ方を変 ▼ モーターの回る速さが変わる。
えると何が変わ ▼ 自動車の走る速さが変わる。
るのか考える。

□ モーターの回る速さや豆電球の
明るさなどを，電気の働きという
ことを知らせる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 乾電池を直列につないだ自動車の
方が，並列つないだ自動車よりも速
く走る。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 乾電池の数やつなぎ方を変え
ると，何が変わるのでしょうか。

主体的な問題解決

◎ 工夫点７(事象Ａ，Ｂ，Ｃを見
せて)３つの自動車を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 乾電池の数やつなぎ方を変えると，
電気の働き（モーターの回る速さ）
に違いが出るのではないか。

Ａ Ｂ Ｃ

同じところ
・ 同じ車

・ 同じモーター

速さ おそい 速い おそい

ちがう 電池
１こ ２こ １こ

ところ の数

つなぎ方 － 直列 へい列
つなぎ つなぎ

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／12】
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▼ 電気には流れがあった。電気には，
強さもあるのかもしれない。

問題 乾電池の数やつなぎ方を変えると，電気のはたらきはどのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 乾電池の数や
つなぎ方と電気
の働きについて
を考える。 ○ 乾電池の数やつなぎ方を変えた

時のモーターの回る速さの違いか
ら，電気の働きについて考えさせ
る。

観察，実験の
方法を考える

● 乾電池の数や
つなぎ方を変え
たときの電気の ○ 自ら実験方法を考えることで，

働きを調べるた 必要感をもたせる。

めの方法を考え
る。

○ 問題について調べる方法をポイ
ントを確認しながら，考えさせる。

□ 前時までにモーターの回る速さ
については学習しているため，こ
こでは豆電球の明るさで確かめさ
せる。（豆電球の明るさのほうが，
違いが分かりやすい）

□ 電流の強さを調べるものとして，
以前学習した検流計が使えることを
確認する。

（表の例）

かん電池の数とつなぎ方 豆電球の明るさ 針のふれ方

１こ

２こ直列

２こへい列

◎ 工夫点８(話合いのポイント)

① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

◎ 乾電池の数やつなぎ方を変え
ると，電気の働きは変わるでし
ょうか。 主体的な問題解決

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

１ 電気の働き（モーターの回る速さ，
豆電球の明るさ）を調べる。

２ 乾電池１個の時と，２個の直列つ
なぎの時を比較する。 【実験１】

２ 乾電池１個の時と，２個の並列つ
なぎの時を比較する。 【実験２】

２ 乾電池２個で直列つなぎの時と，
並列つなぎの時を比較する。【実験３】

４ 表にしてまとめたほうが分かりや
すい。

■ 並列つなぎの方は，車の走りが遅か
ったから，電気の働きは弱いだろう。

■ 乾電池がどちらも２個だから，電
気の働きは変わらないだろう。

■ 直列つなぎの方が，車が速く走っ
たから，電気の働きは強いだろう。

◎ 次の時間に，みんなの考えた
方法で実験をしましょう。

主体的な問題解決

５ ＋極と－極を正しくつながないと
熱くなって危ない。（ショート回路）

３ 電気の働きを調べるために，豆電
球の明るさの違いを見る。

３ 検流計の針の振れ方を見る。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／12】



４年 ３ - 19 -

第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P31～33 ５月中旬～６月中旬 本時８／12

《本時のねらい》

乾電池の数や導線のつなぎ方を変えると，電気の働きはどのように変わるのかを調べ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 乾電池の数やつなぎ方を変えると，電気のはたらきはどのように変わるのだろうか。

観察，実験を行う 【実験１】乾電池１個と２個の直列つな
● 問題について ぎの時の電気の働きを比べる。
調べるための実 【実験２】乾電池１個と２個のへい列つ
験を行う。 なぎの時の電気の働きを比べ

る。 ○ 問題について調べる実験をする
【実験３】乾電池２個で直列つなぎと 意識をもたせ，話合いのポイントで

並列つなぎで電気の働きを比 確認したことを振り返りながら実験さ
べる。 せる。

● 実験結果をノ
ートに整理す かん電池の数と 豆電球の 針のふれ

る。 つなぎ方 明るさ 方

○ 予想と比べながら，実験の結果
１こ 変わらない ２ を整理させる。

２こ直列 明るい ３

２こへい列 変わらない ２

▼ 電気の働きが大きければ，電流も
強いことが分かった。

考察し，
結論を得る
● 実験結果を発
表する。 ○ 自分の感じたことと友達が感じ

たことを比べるようにさせる。
○ 実験結果から，乾電池のつなぎ
方と電流の強さとを関係付けながら
電気の働きについてまとめる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 確認したポイントに注意しな
がら，問題について調べる実験
をしましょう。 主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。 主体的な問題解決

【実験１】
■ 乾電池１個の時に比べ，２個の直列
つなぎの方が，豆電球が明るくなった。

■ 検流計の針の振れ方が大きくなっ
た。

■ 乾電池を直列につなぐと，回路に
流れる電流が強くなり，電気の働き
が大きくなる。

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。 主体的な問題解決

【実験３】
■ 乾電池２個の直列つなぎの方が，
並列つなぎに比べると，豆電球が明
るくなった。

■ 検流計の針の振れ方が大きくなった。

■ 乾電池を並列につないでも，電流の
強さや電気の働きの大きさは，乾電池１
個の時とほとんど変わらない。

【実験２】
■ 乾電池１個の時と２個の並列つな
ぎの方では，豆電球の明るさは変わ
りがなかった。

■ 検流計の針の振れ方も変わりはなか
った。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／12】
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 4 年「電気のはたらき」では，乾電池と光電池を扱って

います。ぜひ，それぞれの利点についても考えさせたいで

すね。 

乾電池と光電池の比較 

 

乾電池 

 

光電池 

〈共通したこと〉・ 資源には限りがある。 

 

【良いところ】 

・ すぐに手に入る。 

・ 安く手に入る。 

       など 

【悪いところ】 

・ 使い終わったら，

捨てる。 

・ 捨てると，環境汚 

染の原因になること

もある。 

        など 

【良いところ】 

・ 太陽も光がある限

り，使い続けること

ができる。 

・  環境にやさしい。

（空気を汚さない） 

        など 

【悪いところ】 

・ すぐには手に入ら

ない。 

・ 高価である。 

・ 天気の影響を受け 

やすい。 

・ 発電効率が悪い。 

        など 



４年 ３ - 21 -

第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P34～36 ５月中旬～６月中旬 本時９／12

《本時のねらい》

光電池に当てる光の強さと，光電池の働きとの関係について調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点９ 光電池への電灯の距離を変えて提示し，光の強さと電気の働きの関係を考えさせる。

〈事象Ａ〉 電灯が遠い 〈事象Ｂ〉電灯が近い

※ 電灯は，同じものを使用する。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

光の強さを変えるという視点を与えて，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点10 光電池に当てる光の強さと電気の働きとの関係を調べる方法を，ポイントを確認し
ながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ 太陽電池
● 乾電池以外の ▼ 風力発電
電気について考
える。

○ 身の回りの電気について考えさ
せる。

● 光電池に光を ▼ 光電池に光が当たると，モーター
当てモーターを が回った。
回す。 ▼ 光電池に光が当たると，電気が作

られるんだ。
▼ 光を当てないと，止まる。 ○ 実際に光電池に光を当てて，電

気が起こることを実感させる。

● 光電池の角度 ▼ Ａは速く走るが，Ｂは遅い。
を変えた２つの ▼ Ａは光がたくさん当たっているが，
自動車に光を当 Ｂは光があまり当たっていない。
て走らせ，比較
する。

○ 光電池の角度が鈍角なものと鋭
角なものを提示し，光電池は光の
強さが関係しているのではないか
を考えさせる。

▼ 光電池にあたる光の強さが変わる。
▼ 電気の働きが変わる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 乾電池以外にもいろいろあるんだ。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点９（事象Ａ，Ｂを見せて）
光電池のついたＡ，Ｂ２つの

車を比べて，何が同じで，何が
違いますか。気付いたことをノ
ートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 乾電池の他に電気をおこすも
のはないですか。

自然や生活との関係

Ａ Ｂ

同じ ・ 車・モーター

ところ ・ 光電池がついている

ちがう 速さ おそい 速い

ところ
電とう 遠い 近い

◎（光電池を見せて）これは，光
電池です。光を当てるとどうな
るでしょう。 具体的な体験

◎ 電灯の距離を変えると，何が
変わるのでしょう。

主体的な問題解決

  

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程９／12】



４年 ３ - 22 -

問題 光電池に当てる光の強さを変えると，電気のはたらきはどのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 光電池に当て
る光の強さを変
えたときの，電
気の働きについ ▼ 光は集めるほど暖かくなったので

て考える。 …
▼ 電灯を近付けた方が，速く走った ○ 光の強さを変えるという視点を
ので… 与え，考えさせる。

○ これまでの生活体験や学習経験
提示した複数事象を根拠に理由を
考えさせる。

観察，実験の
方法を考える

● 問題について
調べる方法を考
える。

表の例 ○ 光の強さを変えるという視点を
意識させる。

光の強さ モーターの回 針のふれた □ 光については，複数事象で電灯
る速さ 目もりの数 を使用しているため，日光で実験
（電気の働きの大きさ） （電流の強さ） させるようにする。

□ 豆電球では明かりがつかない可
強 能性があるため，光電池用のモー
（かがみ３枚） ターで実験させる

(普通のモーターでは，起電力が
弱 足りない）
（かがみ１枚））

■ 光の強さに関係しているのだろうか。

◎ 光電池に当てる光の強さと電
気の働きとの関係を調べる方法
をポイントを確認しながら考え
ていきましょう。

主体的な問題解決

▲ 光を当てるとモーターが回る。
▲ 光が当たらないとモーターは回ら
ない。

◎ 光電池に当てる光の強さを変
えると，電気の働きはどのよう
に変わるのでしょうか。

主体的な問題解決

■ 光の強さを強くすれば，電気の働
きは大きくなるだろう。

◎ 工夫点10 (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

１ 光の強さと電気の働きとの関係を
調べる。

３ モーターの回る速さを見る。
３ 豆電球の明るさを見る。
３ 検流計の針の振れ方を見る。

◎ 次の時間に実験をしましょう。
主体的な問題解決

■ 光の強さを強くすれば，電流の強
さも強くなるだろう。

２ 鏡で光を集めて，光の強さを変え
て調べる。（３年生での既習事項）

２ 電灯の数を増やして，調べる。

４ 光の強さと電気の働きを表を使っ
てまとめる。

５ 鏡で光を集める時，人に向けない
ようにする。

５ 集めた光を光電池にきちんと当て
るようにする。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程９／12】



４年 ３ - 23 -

第４学年「３ 電気のはたらき」

東京書籍「新しい理科４」P36 ５月中旬～６月中旬 本時10／12

《本時のねらい》

光電池に当てる光の強さと，光電池の働きの関係を調べ，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 光電池に当てる光の強さを変えると，電気のはたらきはどのように変わるのだろうか。

観察，実験を行う

● 問題を調べる

ための実験をす ○ 問題について調べるためには，

る。 何がどのようになればよいかを考

えさせながら実験をさせる。

▼ 鏡の枚数で，光の強さを変えよう。

▼ 鏡を人に当てないようにしよう。

▼ 鏡で跳ね返した光を光電池にきち

んと当てよう。

結果を整理する

● 実験の結果を 光の強さ モーターの回 針のふれた

整理する。 る速さ 目もりの数 ○ 各グループの意見の同じところ

（電気の働きの大きさ） （電流の強さ） と違うところを確認しながら，結

果を全体で整理していく。

強 速い ３ □ 日光を使って実験をするため，

（かがみ３枚） 光の強さの調節を教科書P35のよ

うに鏡の数で調整させながら実験

弱 おそい ２ させる。

（かがみ１枚））

考察し，

結論を得る

● 光の強さと電

気の働きとの関 ○ 光の強さと電気の働きを関係付

係について考え けさせる。

る。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 直列につなぐと，電流の強さが強
くなるから，電気の働きが大きくな
る。

▲ 光電池は，光を当てると電気を起
こす。

◎ 問題について調べる実験をし
ましょう。 主体的な問題解決

■ 鏡で光を集めると，１枚より３枚
の方が明るくなり，検流計の針が大
きく振れた。

■ 光電池に当たる光が強くなると，
光電池の電気を起こす働きが大きく
なり，回路に流れる電流も強くなる。

◎ 光の強さと電気の働きとの関
係について考え，ノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

◎ グループごとに結果を発表し
ましょう。 主体的な問題解決

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程10／12】



４年 ３ - 24 -

第４学年「３ 電気のはたらき」
東京書籍「新しい理科４」P37～39 ５月中旬～６月中旬 本時11・12／12

《本時のねらい》

光電池の学習を振り返りながら，自然環境について考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点11 光電池と乾電池の両方で動くものづくりをすることで，それぞれのよさを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 光電池を使っ
たおもちゃを作
る。

○ これまで学習した内容を根拠
▼ 光電池を，光がよく当たる向きに に，光電池の仕組みを使ったおも
つけよう。 ちゃを考え，製作させる。

▼ 光電池を向きがすぐ変えられるよ □ 必要な材料を事前に準備させて
うにしよう。 おく。

▼ 光をたくさん当てて，速く回る(走
る）ようにしよう。

電気の働きを光に変えるおもちゃの例
・ 豆電球の電灯
・ 懐中電灯 など
電気の働きを動力に変えるおもちゃの例 ○ 光電池の働きを想起させながら，
・ 風車 作るポイントを考えさせる。
・ 扇風機 など □ ３年生で学習した｢豆電球」，
応用例 ４年生で学習した｢モーター」を
・ LEDチューブライトを使った 活用させる。
学級の標識作り など

● 光電池と乾電 ▼ 光電池は，電気代がかからないね。
池を比べ，それ ▼ でも，光がないと使えないぞ。
ぞれのよさに気 ▼ 乾電池は，いつでも使えるね。
付く。 ▼ 使いたい時に乾電池がないと困る。

○ これまで学習したことを基に，
乾電池と光電池を比較し，それぞ
れのよさについて考えさせる。

▼ 光電池を使うと，石油などと違っ
て空気を汚さない。

● 光電池の利用 ▼ 家の屋根に付いて，電気を作って
について話し合 います。
う。 ▼ 光電池で動く腕時計を見たことが

ある。
▼ 交通標識に使われている。
▼ 宇宙ステーションに活用されてい
る。 ○ 光電池の利点を生かした使い方

を，教科書P37を参照しながら確
認させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 光電池を使うと，光が当たってい
る間は動いて，光が当たっていない
と止まる。

▲ 光を強くすると，光電池の働きが
大きくなった。

◎ 工夫点11 ものづくりでは，光
電池と乾電池を変えて使えるこ
とが分かりました。
光電池と乾電池の良いところと
悪いところを考えましょう。

自然や生活との関係

■ 光電池も乾電池も，それぞれよい
ところがあって，使い方によって使
い分ければいいんだ。

◎ 光電池の働きで動くおもちゃ
を工夫して作りましょう。

自然や生活との関係

◎ 光がよく当たるようにするに
は，どんなことに気を付けて作
ればいいですか。

自然や生活との関係

■ 光電池を使うと，乾電池と違って
ゴミが出ない。

◎ 光電池（太陽電池）は，みな
さんの生活の様々なところに利
用されています。どのように利
用されているでしょうか。

自然や生活との関係

■ 乾電池は，すぐに手に入るが，光
電池はなかなか手に入らない。

４年「３ 電気のはたらき」

【本時のねらいと学習過程11・12／12】



４年 夜 - 1 -

《単元名》

第４学年『夜空を見上げよう』（「夏の星」「６ 月や星の動き」「冬の星」）
東京書籍「新しい理科４」

「夏の星」 P60～63 ７月中旬 １時間扱い
「６ 月や星の動き」P66～77 ９月上旬～９月下旬 ６時間扱い
「冬の星」 P128～129 １月上旬 ２時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「月も太陽と同じ
動き方をしている
のだろうか」
月は，太陽のよう

に東から南を通って
西に，絶えず動いて
いる。
月は，日によって

形が違って見える。

【６学年「大地のつくりと変化」】

【中１学年「大地の変化」】

【中２学年「天気とその変化」】

【６学年「太陽と月の形」】

【５学年「天気を予想しよう」】

【中３学年「地球と宇宙」】

３学年「太陽の光を調べよう」

３学年「太陽とかげの動きを調べよう」

【４学年「天気のようすと気温」】

太陽は，東から出て南の高いところを通り，西に
沈みます。

４学年「夏の星」 ４学年「冬の星」

【５学年「流れる水のはたらき」】

【中３学年「科学技術と人間」】

○ 宇宙の広がり
・ 太陽の様子
・ 惑星と恒星

○ 月と惑星の見え方
・ 月，惑星の運動と見え方

「星も，太陽や月
と同じように，動
いているのだろう
か。また，星の並
び方は，どうなる
のだろうか」
星座は，時間が経

つと，位置は変わる
が，星の並び方は変
わらない。
星には，明るさや

色の違うものがあ
る。

【４学年「夜空を見上げよう」】（本単元）

４学年「月や星の動き」

月の光っている側に太陽がある。
月の形が，日によって変わって見えるのは，太陽

と月の位置関係が少しずつ変わるからである。

○ 地球の運動と天体の動き
・ 日周運動と自転
・ 年周運動と公転

星には，いろいろ
な明るさや色がある。
星の集まりに名前

を付けたものを星座
という。
さそり座，おおぐ

ま座，天の川，夏の
大三角（ベガ・アル
タイル・デネブ），
七夕

星座は，時間が経
つと，位置は変わる
が，星の並び方は変
わらない。
星には，明るさや

色の違う星がある。
オリオン座，プレ

アデス星団，冬の大
三角（プロキオン・
べテルギウス・シリ
ウス）

【中３学年「自然と人間」】

４年『夜空を見上げよう』
【単元の系統図】
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『夜空を見上げよう１「夏の星」』《単元の目標》

夜空に見られる星や月に興味をもち，夏の星や星座を観察して，星にはいろいろな明るさや色があるこ
とや星の集まりに名前を付けたものを星座ということをとらえることができるようにする。また，星の観
察を通して，星に対する豊かな心情を育てるようにする。

《単元の流れ》 １時間扱い
ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

星に興味をもち， １ 問題を見いだす ・ 夏の星座を知る。
星には明るさや色 ・ 星座カードを 使って，星座を見付
の違うものがある け，並び方を確認する。
ことを理解する。 ・ 星に関する話などを聞く。

『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』《単元の目標》

天体の動き方に興味をもち，月や星の動き方を観察して記録し，月や星の動き方を時間と関係付けて，
月は１日のうちでも時刻によって位置が変わることや，星の集まりは，１日のうちでも時刻によって位置
は変わるが，並び方は変わらないことを，とらえられるようにする。また，この活動を通して，月や星に
対する豊かな心情を育てることができるようにする。

《単元の流れ》 ６時間扱い
ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 月はどのように動くのか ３時間

月に興味をもち， １ 問題を見いだす ・ これまでの生活体験や学習経験を振 複数事象の提示
月はどのような動 り返る。 工夫点１
き方をしているの ・ Ａ，Ｂ２枚の写真を比べて，同じと
かについて考える。 ころと違うところを見付ける。 ポイントを明確

予想や仮説をもつ ・ 月の動きについて考える。 にして話し合う
観察，実験の方法を考える ・ 月の動きを調べる方法を考える。 工夫点２

月の動きを観察 １ 観察，実験を行う ・ 月の動きを調べる。
し，月の動き方に ・ 月の動きをまとめる。ついて理解する。 結果を整理する

・ 記録から分かったことを発表する。考察し，結論を得る

月の動きや，月 １ 振り返り，広げる ・ 月のいろいろな形について知る。
は日によって形が ・ 満月の動き方を観察をする。
違って見えること ・ 満月の動き方を確認する。
について，理解を
深める。

２ 星はどのように動くのか ３時間

星に興味をもち， １ 問題を見いだす ・ これまでの生活体験や学習経験を振 複数事象の提示
星の動き方につい り返る。 工夫点３
て考える。 ・ Ａ，Ｂ２枚の写真を比べて，同じと

ころと違うところを見付ける。 ポイントを明確
予想や仮説をもつ ・ 星の動きについて考える。 にして話し合う
観察，実験の方法を考える ・ 星の動きを調べる方法を考える。 工夫点４

星の動きを観察 １ 観察，実験を行う ・ 星の動きを調べる。 （観察は課外）
し，動き方や並び ・ 星の動きと並び方をまとめる。
方について理解す

結果を整理する

・ 記録から分かったことを発表する。る。 考察し，結論を得る

星の動き方や並 振り返り，広げる ・ 各方位の星の動きを確認する。

び方について，理 １ ・ 星座早見盤の使い方を知り，仕組みに

解を深める。 ついて理解する。
・ 他の星座でも学習したことが成り立
つかどうか確かめる。（観察は課外）

『夜空を見上げよう３「冬の星」』《単元の目標》

夜空に見られる星に興味をもち，冬の星や星座を観察して，星の位置を時間と関係付けて考え，位置は
変わるが，星の並び方は変わらないことや，星には明るさや色の違う星があることをとらえることができ
るようにする。さらに，明るい星や形の分かりやすい星座の多い冬の空で，天体に対して興味・関心を広
げ，その美しさや不思議さを感じることができるようにする。

《単元の流れ》 ２時間扱い
ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

冬の星に興味を ２ 振り返り，広げる ・ 冬の星座を知る。
もち，冬の星座につ ・ 冬の星座や冬の星の言い伝えについ
いて調べ，理解を深 て調べ，発表する。
める。 ・ 調べた冬の星座を観察する。

４年『夜空を見上げよう』

【単元の目標と流れ】
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第４学年「夏の星」
東京書籍「新しい理科４」P60～63 ７月中旬 本時１／１

《本時のねらい》

星に興味をもち，星には明るさや色の違うものがあることを理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

夏の星座や星の話などを紹介し，夜空を見上げてみたいという意欲を高めさせる。

夏の星座の例 さそり座 おおぐま座 夏の大三角 天の川

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 夏の星座を知
る。

▼ きれい。
▼ 本当に，星の集まりが動物の形に
見えるぞ。

▼ いろいろな星座があるぞ。 ○ これまでの生活体験を想起させ
ながら，星に興味をもたせる。

□ 教科書P60～62の写真などを見
せながら，夏の代表的な星座「さ
そり座」「こと座」「わし座」「は
くちょう座」（夏の大三角）など
を紹介する。

● 星座カードを ▼ どこに星座があるんだ。
使って，星座を ▼ 明るさの違う星があるぞ。
見付け，並び方 ▼ 目立つ星をつなぐと形になってい
を確認する。 るぞ。

▼ 色の違う星もあるぞ。
○ 見付けた星座を指でなぞらせて
確認した後に，鉛筆でなぞらせて
星座を確認させる。

□ 初めは，分かりやすい「はくち
ょう座」から取り組ませる。その
後，「こと座」「わし座」を確認
させ，最後に「夏の大三角」を確
認させる。

● 星に関する話 ▼ こと座の「ベガ」が，「おりひめ
などを聞く。 星」なんだ。

▼ わし座の「アルタイル」が，「ひ
こ星」なんだ。

▼ 七夕の話は，この星のことだった
んだ。

○ 星空カードを見ながら，児童が
知っている七夕の話を聞かせること
で，星を身近に感じさせる。

・ こと座「ベガ」
（おりひめ星）

・ わし座「アルタイル」
（ひこ星）

・ はくちょう座「デネブ」

さそり座の
「アンタレ
ス」は赤い
星。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎（写真を見せて）
夜になると空に星が見えます。

星には，星の集まりがあります。
これを「星座」といいます。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

▲ 夜になると，星がたくさん見える。
▲ 生年月日で星座が決まっているぞ。

◎（教科書最後のページの星空カ
ードを使って）星空カードを使
って，写真から星座を見付けて
みましょう。 具体的な体験

■ 星には，決まった並び方がある。
■ 星には，明るさや色の違う星があ
る。

■ 星には，決まった並び方がある。
■ 星には，いろいろな星座がある。

◎ 星には，いろいろな言い伝え
があります。夏の大三角の間の
少し明るくなっているところは
何でしょう。「天の川」です。「天
の川」を挟んで，２つ明るい星
があります。 具体的な体験

４年『夜空を見上げよう１「夏の星」』

【本時のねらいと学習過程１／１】
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【星に関する話の例】 □ 他に，図書室の本やインターネ
「さそり座」 狩人のオリオンは腕が良 ットから星に関する話を聞かせ，
く，いつも自慢をしていました。これを 興味をもたせる。
見たゼウスの妻ヘーラは怒り，サソリに
オリオンを殺すように命じました。
サソリはオリオンに忍び寄り，オリオ

ンの足に猛毒の針を突き刺して，オリオ
ンは死んでしまいました。この功績によ
りサソリは星座に上げられたといいます。

「はくちょう座」 大神ゼウスはスパル
タのレーダ王妃に一目惚れし，白鳥に姿
を変えて彼女のもとへ舞い降りました。
レーダはそれがゼウスとは知らずに白鳥
を抱きしめました。
後にレーダは２つの卵を産み，1つの卵

からは双子のカストルとポルックスが，
もう一つの卵からは美女へレネとクリュ
タイムネストラが生まれました。
はくちょう座は，白鳥に姿を変えたゼ

ウスの姿です。

● 観察する時の ▼ 星座カードを使って，観察しよう。
注意点を確認す
る。

○ 学習した星座や，神話などの話
に出てきた星を実際の夜空で確認
させ，興味をもたせる。

▼ 大人と一緒に観察しよう。
▼ 夏の大三角は見付けるかな。
▼ さそり座のアンタレスは，本当に
赤く見えるのかな。

○ 野外での観察となるため，安全
に注意させる。

□ 夏休みなどの課外での観察とな
るので，安全確保のため家庭に連
絡する。

◎ 実際の夜空を観察してみまし
ょう。 具体的な体験

■ 星や星座には，いろいろな言い伝
えがあるんだ。

■ 早く夜空を見てみたい。

◎ 夜空を観察する時には，必ず，
家の人と一緒に見ましょう。

■ 星空カードを使って，夜空を見て
星座を探してみたい。

４年『夜空を見上げよう１「夏の星」』

【本時のねらいと学習過程１／１】
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第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P66～69 ９月上旬～９月下旬 本時１／６

《本時のねらい》

月に興味をもち，月はどのような動き方をしているかについて考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 太陽の動きを想起させ，その後，２枚の時刻の違う月を撮影した写真を比較させ，月
の動きについて考えさせる。

太陽の動き 〈事象Ａ〉午後３時30分の写真 〈事象Ｂ〉午後３時40分の写真

※ 東京書籍「新しい理科３」 ※ 同じ場所で，違う時刻に撮った写真を提示する。
P70の写真，もしくは動画
を見せ，太陽の動きを確認
させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象などから太陽の動きを想起させ，太陽の動
きを根拠に時刻の違いによる月の動き方について考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 月の動き方を調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

● これまでの生
活体験や学習経
験を振り返る。

▼ ３年生の時に習ったぞ。
○ これまでの生活体験や学習経験
を想起させる。

□ ３年生で学習した太陽の動きに
ついて，写真や動画などで確認さ
せる。

問題を見いだす
● 写真を比べて
共通点と差異点 Ａ Ｂ
を見付ける。

同じところ ・ 月が出ている

・ 月の形が同じ

位置 写真の左側 写真の右側 ○ 時刻の違う２枚写真から，時刻

ちがう による月の動きの変化について考

ところ 高さ 低い 高い

時刻 午後 3時 30分 午後 3時 40分

■ 児童にもたせたい意識

■ 月も太陽と同じように，時間とと
もに少しずつ動くのだろうか。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１ 太陽はどのように動
いていたでしょうか。

主体的な問題解決

◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１ （ＡとＢの２枚の写
真を見て）２枚の写真を比べて，
何が同じで，何が違うでしょう。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 主体的な問題解決

▲ 太陽は，東から出て，南の高いと
ころを通り，西に沈む。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 具体的な体験

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程１／６】
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問題 月は，どのような動き方をしているのだろうか。

予想や仮説をもつ
● 月の動き方に
ついて考える。

○ これまでの生活体験や学習経験
▼ 太陽は，そのように動いていたか を根拠に理由も付けて考えさせる。
ら･･･。 □ 理由として，太陽の動きの学習

▼ お月見をしたとき，南にあった月 経験と，月見などの生活体験が考
が，少しずつ西の方に動いていたか えられる。
ら･･･。

観察，実験の
方法を考える

● 月の動き方を
調べる方法を考
える。

○ 自分の予想を確かめさせるため
に，必要なことを考えさせる。

□ 定点観測に必要な技能として，
同じ場所で，同じ方向を，目印を
決めて観察することを確認させる。

□ 方位磁針については，社会科や
３年「太陽とかげの動きを調べよ
う」の学習を振り返らせる。

□ 上弦の月は，学校で昼と帰りに
観察させ，その日の夜にも観察す
るよう声掛けをする。そうするこ
とで，東から南を通り，西に沈む
ことに気付かせる。

※ この活動は，定点観測にはなら
ないが，月も太陽と同じように動
いていることに気付かせるために
方位を確認させて，観察させる。

□ 観察に適した月日については，
「みやぎ理カレンダー」を参考に

みやぎ理カレンダー するとよい。

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

▲ 太陽は，東から出て，南の高いと
ころを通り，西に沈む。

◎ 月はどのように動くでしょう
か。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 月の観察をするときは，家の
人と一緒に行いましょう。

主体的な問題解決

１ 月の動き方を調べる。

２ 時刻を変えて観察し，月の位置の
変化を調べる。

４ 同じ場所から見て記録する。
４ 目印を決めて記録する。
（目印は，真南にくるようにする）

４ 方位磁針で方位を確認し，スケッ
チに方位も記入する。

３ 月がどういう方向に動いたのかを
見る。

◎ 次の時間に，月の動き方を調
べましょう。 主体的な問題解決

■ 月は，太陽と同じように東から出
て，南の高いところを通って，西に
沈むだろう。

 
 

  

５ 暗いので，大人と一緒に観察しよ
う。

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程１／６】

○月○日 午後○時
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第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P69 ９月上旬～９月下旬 本時２／６

《本時のねらい》

月の動きを観察し，月の動き方について理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 月は，どのような動き方をしているのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 観察する時刻を決めて，月の動き

● 月の動き方を を記録しよう。

調べる。 ▼ 同じ場所で見ないと分からなくな

（上弦の月を観 るぞ。 ○ 話合いのポイントで確認したこ

察させる。） ▼ 真南に何か目印を見付けないと分 とを想起させながら，観察に取り
からなくなるぞ。 組ませる。

▼ 今日は，昼間に月が見えているぞ。 ○ 学校内で，昼間に見える月（上
▼ 今日見えている月は，半月だぞ。 弦の月）を観察させ，家でも観察

することで，月も太陽と同じよう
に，東から出て南を通り，西に沈
見えることに気付かせる。

□ スケッチする際は，同じ場所，
同じ方角で，目印を見付けて観察
することを徹底させる。

結果を整理する ▼ 学校で見た半月は，東から南の方

● 月の動き方を に動いていた。夜に家で見たら，半

まとめる。 月は西の方に動いていた。

○ 調べた月の動き方の記録を見な
がら，動き方について考えさせる。

□ 学校で観察したものと，家で観
察したものを合わせることは，定
点観測にはならない。しかし，太
陽と同じような動き方をするとい
う結論に至るため，目標物を真南
にして方位を徹底させ，観察させ
る。

考察し， ▼ 半月は，東から南を通って，西に
結論を得る 動いていた。

● 記録から分か
ったことを発表
し合う。 ○ 予想と比較して，結論を導き出

させる。
□ 月の動きの連続性を確認させる
ために，学校で観察した上弦の月
の昼頃（東の空）と帰り頃（南の
空），家での観察（西の空）を掲
示する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 月の動き方を調べましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 記録した月の動き方から分か
ったことと気付いたことをノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

■ 半月は，東から南を通って西に動
いていた。

◎ 記録した月の動きから分かっ
たことを発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 月は，太陽のように東から南を通
って西に，絶えず動いている。

  

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程２／６】



４年 夜 - 8 -

第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P70～71 ９月上旬～９月下旬 本時３／６

《本時のねらい》

月の動きや，月は日によって形が違って見えることについて，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

月のいろいろな形について知らせ，月に関して興味をもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 月のいろいろ
な形について知 ▼ 夜空に月が見えない「新月」と呼

る。 ばれるものがあるんだ。 ○ 教科書P70の写真を見せながら，
▼ 三日月は，見たことがあるぞ。 月の形について知らせ，興味をも
▼ 半月には，形が反対のものもある たせる。
ぞ。

● 満月の動き方
を観察する。

（観察は課外） ▼ 満月も，東から南を通って，西に ○ 前時までの問題解決で得た結論
に動いていた。 が，他の形の月でも成り立つかを

確かめさせる。
□ 上限の月から，１週間後ぐらい
に満月を観察させる。

□ 満月の観察は，家での夜の観察
となるため，家庭に連絡し，安全
に注意させる。

● 満月の動き方 ▼ 満月も半月と同じように，東から

を確認する。 南を通って，西に動いていた。
▼ 月の形が変わっても，動き方は変 ○ 月は，形が変わっても動き方は
わらないんだ。 変わらないことを確認させる。

▼ いろいろな形の月も調べてみよう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 月は，いろいろな形に見えま
す。 主体的な問題解決

▲ 学校で観察した時は，半月だった。

◎ 満月の動き方を調べましょう。
主体的な問題解決

▲ 月は，太陽のように東から南を通
って西に，絶えず動いている。

◎ 満月の動き方を確認しましょ
う。 主体的な問題解決

■ 月は，太陽と同じように東から南
を通って西に，絶えず動いている。

■ 月は，日によって形が違って見え
る。

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程３／６】



４年 夜 - 9 -

第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P72～73 ９月上旬～９月下旬 本時４／６

《本時のねらい》

星に興味をもち，星の動き方について考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 月の動きを想起させ，２枚の時刻の違う星（夏の大三角）を撮影した写真を比較する
ことで，星の動きについて考えさせる。

月の動き 〈事象Ａ〉午後７時ごろの写真 〈事象Ｂ〉午後９時ごろの写真

※ 教科書P71の月の写真， ※ 同じ場所で違う時刻に撮った写真を提示する。
もしくは，動画を見せ， ※ 写真を撮る際は，目印となるものも一緒に撮る。
月の動きを確認させる。 ※ 夏の大三角形などのすでに学習した星や星座で観察させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象（太陽や月の動き）を根拠に，星の動き方
について考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 星の動き方を調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

● これまでの生
活体験や学習経
験を振り返る。

○ これまでの生活体験や学習経験
を想起させる。

□ 前時までに学習した月の動きに
ついて，写真や動画などで確認さ

▼ 月も太陽と同じように動いていた。 せる。その際，月の形の違いにつ
▼ 月は，日によって形が違っていた。 いても確認させる。

問題を見いだす

● Ａ，Ｂ２枚の Ａ Ｂ
写真を比べて，
同じところと違 同じところ

・ 星がたくさん出ている

うところを，見 ・ 星のならび方

付ける。
位置 写真の左側 写真の右側

ちがう
高さ 低い 高い ○ 時刻の違う２枚の写真から，時

ところ
刻による星の動き方の変化につい

時刻 午後７時ごろ 午後９時ごろ て考えさせる。

○ 太陽や月の動き方と，星の動き
方を関係付けさせて考えさせる。

□ 星の動き方と並び方の２つに視
点を向けさせる。

□ 月の形が変わったことを想起さ
せ，星の並び方も変わるのではな
いかと考えさせる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 星も，太陽や月と同じような動き
方をしているのだろうか。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 月は，どのように動いていた
でしょうか。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３ （ＡとＢの二枚の写
真を見て）２枚の写真を比べて，
何が同じで，何が違うでしょう。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 主体的な問題解決

▲ 太陽は，東から出て，南を通り，
西に沈む。

▲ 月は，太陽のように東から南を通
って西に動いている。

▲ 月は，日によって形が違って見え
る。

■ 月の形は変わったけど，星の並び
方は，どうなるのかな。

 

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程４／６】
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問題 星は，どのように動き，ならび方はどのようになるのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 星の動き方に
ついて考える。

○ これまでの生活体験や学習経験
提示した複数事象を根拠に理由も
付けて考えさせる。

▼ 夏に星を観察した時，南にあった □ 星の動き方の理由として，実際
星座が，少しずつ西の方に動いてい に観察した生活体験と，太陽や月
たから･･･。 の動き方の学習経験，提示した複

▼ 太陽や月は，東から南を通って西 数事象が考えられる。
に動いていたから･･･。 □ 星の並び方の理由として，月の

形の学習経験と，実際に観察した
生活体験が考えられる。

▼ 月は，日によって形が変わってい
たから･･･。

▼ 夏に星を見たとき，見える星座は
いつも同じ並びをしていたので･･･。

観察，実験の
方法を考える

● 星の動き方や
並び方について
調べる方法を考
える。

○ 自分の予想を確かめさせるため
に，必要なものを考えさせる。

□ 太陽や月の動きと比較させるた
めに，南の方位を観察させるよう
にする。

□ 観察する日の星座の位置を確認
星空シートの例 させるために，宮城県教育研修セ

ンターホームページ内の星空シー
トを活用するのもよい。

◎ 問題について調べる方法をポ
イントを確認しながら考えてい
きましょう。 主体的な問題解決

▲ 太陽や月は，東から出て，南を通
り，西に沈んだぞ。

◎ 星はどのように動き，並び方
はどのようになるのでしょうか。

主体的な問題解決

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのように調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

１ 星の動き方と並び方について調べ
る。

２ 時刻を変えて，スケッチをする。

３ 星の位置と並び方の変化を見る。

４ 目印を真南に決めて，同じ場所か
ら見て記録する。

４ 方位磁針で方位を確認して，方位
も記録する。

４ 同じ紙に時刻ごとにスケッチして
記録する。

◎ 次の時間に，星の動き方を調
べましょう。 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ 星は，太陽や月と同じように，東
から出て，南を通って，西に沈むの
ではないか。 【予想１】

▲ さそり座の星の並び方は，変わら
なかったぞ。

■ 星は，日によって並び方が変わる
のではないか。 【予想２】

■ 星は，日によって並び方は変わら
ないのではないか。 【予想３】

５ 観察するときは，暗くて危ないの
で，大人と一緒に観察する。

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程４／６】
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第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P73 ９月上旬～９月下旬 本時５／６

《本時のねらい》

星の動きを観察し，動き方や並び方について理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 星は，どのように動き，ならび方はどのようになるのだろうか。

観察，実験を行う

● 星の動き方や
並び方を調べ
る。 ○ 話合いのポイントで確認したこ

（観察は課外） とを想起させながら，実験に取り
組ませる。

□ 観察する際は，大人と一緒に観
察するようにさせる。

□ できれば，月の学習を生かし，
「新月」の時に観察するようにさ
せる。

□ 星の明るさや色にも視点を当て
て観察させる。

結果を整理する ▼ 南の空に見えていた星は，時間が

● 星の動き方と 経つと西に動いていたぞ。

並び方をまとめ ▼ 北の空を見ていたら，星が回って

る。 いたぞ。
▼ 星の並び方は，時間が経っても変 ○ 調べた星の動きと並び方の記録
わらなかったぞ。 を見ながら，時刻と動き方を関係

付けて考えさせる。

考察し， ▼ 南にあった星が，時間とともに西
結論を得る 側に動いていった。

● 記録から分か ▼ 星の並び方は，いつ見ても同じだ

ったことを発表 った。 ○ 予想と比較して，結論を導き出

し合う。 ▼ 星は，見る方位によって動き方が させる。
違って見える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 星の動き方や並び方を調べよ
う。 主体的な問題解決

■ 観察する時刻を決めて，星の位置
や並び方を記録しよう。

■ 同じ場所で見ないと分からなくな
るぞ。

■ 何か目印を見付けないと分からな
くなるぞ。

■ 今日は，晴れているから星が見え
やすいぞ。

◎ 記録した星の動き方や並び方
から分かったことをノートに書
きましょう。 主体的な問題解決

■ 星座は，時間が経つと，位置は変
わるが，星の並び方は変わらない。

■ 星には，明るさや色の違うものが
ある。

◎ 記録した星の動き方や並び方
から分かったことを発表しまし
ょう。 主体的な問題解決

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程５／６】
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第４学年「６ 月や星の動き」
東京書籍「新しい理科４」P74～75 ９月上旬～９月下旬 本時６／６

《本時のねらい》

星の動き方や並び方について，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

デジタル教材やステラリウム（天体シミュレーションソフト）などを活用することで，各方位
の星の動き方の違いを確認させる。 星座早見盤の仕組みを理解させ，実際の夜空の星の動き方
や並び方を確認させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 各方位の星の
動きを確認する

▼ 南の空の星は，太陽や月と同じよ
うに動いていた。 ○ 写真や動画で各方位の星の動き

▼ 北の空の星は，回っているように を確認させ，自分の観察した結果
見えた。 と比べながら考えさせる。

□ 教科書P74～75の写真や，デジ
タル教材，ステラリウムなどを使
って視覚的に確認させる。

● 星座早見盤の ▼ 星座早見盤という便利なものがあ
使い方を知り， るんだ。
仕組みを考える

▼ 星座早見盤を使うと，観察する時 ○ 星座早見盤の使い方を知らせ，
刻に見える星座がすぐに分かるよ。 観察する時刻の夜空に見える星座

を確認させることで，意欲を高め
させる。

▼ 星座早見盤は，北の空の動かない
星「北極星」を中心にして，作られ
ているんだ。

○ 北の空の動かない星（北極星）
を中心にして，星座早見盤が作ら
れていることを知らせ，実際の夜
空と星座早見盤の動きを関連付け
て考えさせる。

□ ステラリウムなどを使用し，実
際に星座早見盤を動かしながら夜
空の星を確認させてもよい。

● 学習したこと ▼ 早く見てみたい。
が成り立つかど ▼ 今日，晴れればいいな。
うか確かめる。
（観察は課外） ▼ 観察するときは，大人と一緒に観

察しよう。 ○ 学習したことが実際成り立って
▼ 観察する場所は，明るいうちに決 いるかを自分の目で確認させる。
めておこう。 □ 観察する際は，大人と観察する

ようにさせる。
□ 観察する場所は，安全確保のた
め明るいうちに決めておくように
させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 方位によって星の見え方は，どう
なっているのだろうか。

◎ 各方位の星の動きを確認しま
しょう。 自然や生活との関係

■ 東の空の星は南の空の方へ，南の
空の星は西の方へ動いているように
見える。北の空の星は，北極星を中
心に，時計の針と反対向きに回って
いるように見える。

◎ 他の星座でも結論が成り立つ
か確かめましょう。

自然や生活との関係

■ 学習したことが成り立っているか，
早く確かめたい。

◎ 実際の夜空を観察するときに
は，「星座早見盤」を使うと便利
です。 自然や生活との関係

◎ 「星座早見盤」の使い方
① 月日の目盛りと時刻の目盛り
を，観察するときに合わせる。

② 見る方位の文字を下にして見
る。 自然や生活との関係

■ 早く星座早見盤を使って，いろい
ろな星座を見てみたい。

４年『夜空を見上げよう２「６ 月や星の動き」』

【本時のねらいと学習過程６／６】
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第４学年「冬の星」
東京書籍「新しい理科４」P128～129 １月上旬 本時１・２／２

《本時のねらい》

冬の星に興味をもち，冬の星座について調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

冬の星座や冬の星の言い伝えを調べ，夜空を見てみたいという意欲を高める。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 冬の星座を知
る。

▼ 明るい星がたくさんあるぞ。
▼ 色の違う星もあるぞ。 ○ これまでの生活体験や学習経験
▼ 冬にも，大三角があるんだ。 を想起させながら，星に興味をも

たせる。
□ 写真などを提示し，冬の代表的
な星座「オリオン座」，「ベテル
ギウス」「シリウス」「プロキオ
ン」（冬の大三角），「プレアデス
星団」などを紹介する。

▼ 「オリオン座」は，真ん中の３つ
の星が目立って分かりやすいぞ。

▼ シリウスは，星座を形作る星の中
で一番明るいんだ。

▼ 冬の大三角の間にも，「天の川」
があるぞ。 ○ 見付けた星座を指でなぞらせて

確認した後に，鉛筆でなぞらせて
「オリオン座」と「冬の大三角」
を確認させる。

● 冬の星座や冬 ▼ 図書館で調べよう。
の星の言い伝え ▼ インターネットで調べよう。
について調べ，
発表する。

○ 自分で調べることによって，夜
空を見たいという意欲を高めさせ
る。

● 調べた冬の星 ▼ 方位磁針で方位を確認して観察し
座を観察する。 よう。

（観察は課外） ▼ 星座早見盤を使って，観察する星
をしっかり見付けよう。

▼ 見付けた星は，家の人に教えてあ ○ これまで「夜空を見上げよう」
げよう。 の学習のまとめとして，これまで

身に付けた技能を活用して観察で
きるようにさせる。

□ 観察する際は，安全に気を付け，
大人と一緒に観察させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 冬の夜空を観察しよう。気を
付けることは何ですか。

自然や生活との関係

■ 早く，冬の夜空を見てみたい。

▲ 星座は，時間が経つと，位置は変
わるが，星の並び方は変わらない。

▲ 星には，明るさや色の違うものが
ある。

◎（写真を見せて）冬の夜空には，
明るい星がたくさん見られます。
冬の空で一番目立つ星座は，「オ
リオン座」です。オリオン座の
左には，冬の大三角も見られま
す。 具体的な体験

◎（教科書P128・129の写真を使っ
て）「オリオン座」と「冬の大三
角」を見付けてみましょう。

具体的な体験

◎ 冬の星座や，冬の星の言い伝
えを調べて発表しましょう。

自然や生活との関係

オリオン座

■ 他にはどんな星座があるのだろう。

■ 冬の星には，どんな言い伝えがあ
るのだろう。

■ 冬の星にも，いろいろな星座があ
るんだ。

■ 冬の星にも，いろいろな言い伝え
があるんだ。

４年『夜空を見上げよう３「冬の星」』

【本時のねらいと学習過程１・２／２】
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《単元名》

第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～95 10月中旬～10月下旬 ６時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

袋で風を受け止めると，空気
が中に入って膨れる。

「閉じ込めた空気がどのようになると，
遠くへ飛ぶのだろうか」
筒の中に空気を閉じ込めて，圧し棒で

圧すと，玉が飛び出す。

「閉じ込めた空気と水は，圧されると体
積は変わるのだろうか」
空気は，圧されると体積が小さくなる。
空気は，圧されて体積が小さくなるほ

ど，空気の圧し返す力が大きくなる。
水は，空気と違って，圧されても体積

は変わらない。

○ 身のまわりの物質と
その性質

・ 身の回りの物質とそ
の性質

身の回りには，空気を閉じ込めて利
用しているものがたくさんある。

○ 気体の性質
・ 気体の発生と性質

○ 物質の姿と状態変化
・ 状態変化と熱
・ 物質の融点と沸点

【３学年「物の重さをくらべよう」】【３学年「風やゴムで動かそう」】

生活体験

【５学年「物のとけ方」】

４学年「物の体積と力」（本単元）

【中１学年「身のまわりの物質】

【中２学年「化学変化と原子・分子】

【中３学年「化学変化とイオン」】

置き方を変えても，形を変え
ても，物の重さは変わらない。

【６学年「物の燃え方と空気」】 【６学年「水よう液の性質とはたらき」】

○ 水溶液の性質
・ 物質の溶解
・ 溶解度と再結晶

４学年「物の体積と温度」

空気は，温められると，
体積は大きくなる。空気
は，冷やされると，体積
が小さくなる。

水は，温められると，
体積は大きくなる。水は，
冷やされると，体積が小
さくなる。
温度による水の体積の

変わり方は，空気に比べ
て，ずっと小さい。

金属は，熱せられると，体積が
大きくなる。金属は，冷やされる
と，体積が小さくなる。
温度による金属の体積の変わり

方は，空気や水より，ずっと小さ
い。

【４学年「水のすがたとゆくえ」】 【４学年「物のあたたまり方」】

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

４年「８ 物の体積と力」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

閉じ込めた空気や水に力を加えたときの変化に興味をもち，空気鉄砲や注射器に閉じ込めた空気や水の
体積の変化について，空気と水を比較しながら調べ，閉じ込めた空気を圧すと体積は小さくなるが，圧し
返す力は大きくなること，閉じ込めた空気は圧し縮められるが，水は圧し縮められないことなど，力を加
えたときの空気や水の性質について考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ６時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 空気でっぽうで玉を飛ばそう ２時間

・ 空気を入れた １ 問題を見いだす ・ 一輪車のタイヤの中の空気の存在や性 複数事象の提示
袋や入れ物を圧 質について考える。 工夫点１
し，閉じ込めた 予想や仮説をもつ ・ 閉じ込めた空気を触ったときの手ごた
空気の手ごたえ えについて考える。
に興味をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ 空気の手ごたえを調べるための方法を ポイントを明確

考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 空気を袋に閉じ込め，手ごたえを感じ 工夫点２

る。
結果を整理する ・ 実験結果をノートに整理する。
考察し，結論を得る ・ 実験結果から分かったことを発表し合

う。

・ 空気鉄砲と水 １ 問題を見いだす ・ かさ袋ロケットが遠くへ飛んだ理由を 複数事象の提示
鉄砲を圧したと 考える。 工夫点３
きの空気と水の 予想や仮説をもつ ・ 圧したときの空気は，どのようになっ
様子を調べ，ま ているか考える。
とめ，理解を深 観察，実験の方法を考える ・ 圧したときの空気の様子を調べる方法 ポイントを明確
める。 を考える。 にして話し合う

観察，実験を行う ・ 空気鉄砲を使って，圧したときの空気 工夫点４
の様子を観察する。

結果を整理する ・ 実験結果をノートにまとめ，グループ
で確認し合う。

考察し，結論を得る ・ 結果から分かったことを発表し合う。
振り返り，広げる ・ 水鉄砲を使い，空気鉄砲と比較する。

２ 空気や水をおすと体積はどうなるか ４時間

・ 筒の中に閉じ ２ 問題を見いだす ・ 空気と水が入った２本の鉄砲で玉を飛 複数事象の提示
込めた空気や水 ばし，比較する。 工夫点５
を圧して，体積 予想や仮説をもつ ・ 空気と水の体積の変化について考える。
と手ごたえの変 観察，実験の方法を考える ・ 空気と水の体積の変化を調べる方法を
化を調べ，理解 考える。 ポイントを明確
する。 観察，実験を行う ・ 自分たちの決めた方法で実験をする。 にして話し合う

結果を整理する ・ 班ごとに結果を整理し，発表し合う。 工夫点６
考察し，結論を得る ・ 実験結果を基に話し合う。

・ 閉じ込めた空 １ 振り返り，広げる ・ 空気と水の入った２本の筒を圧し，前
気の性質につい 時の学習を振り返る。
て理解を深め ・ 閉じ込めた空気の圧し返す力について
る。 考える。

・ 閉じ込めた空気の圧し返す力を調べる
ための方法を考える。
・ 閉じ込めた空気の圧し返す力を調べる。
・ 実験結果をノートに整理する。
・ 実験結果を発表し合う。
・ 学習したことを根拠に，空気鉄砲を遠
くまで飛ばす。

・ 圧したときの １ 振り返り，広げる ・ 空気と水を，筒の中に半分ずつ入れ圧 学んだことを生
空気や水の性質 して比較する。 かしたものづく
について理解を ・ 浮沈子と出会う。 り 工夫点７
深める。 ・ 浮沈子を作る。

・ 浮沈子の仕組みを考える。

４年「８ 物の体積と力」

【単元の目標と流れ】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～89 10月中旬～10月下旬 本時１／６

《本時のねらい》

空気を入れた袋や入れ物を圧し，閉じ込めた空気の手ごたえに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ タイヤの空気が抜けてしまっている一輪車と，タイヤに空気が十分に入っている一輪
車の乗り心地を比較させ，空気の存在と性質を感じさせる。

〈事象Ａ〉 タイヤの空気が抜けてしまって 〈事象Ｂ〉 タイヤに空気が十分に入っている
いる一輪車 一輪車

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気を閉じ込めたときの手ごたえという視点を与え，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 空気の手ごたえを調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● タイヤの中の
空気の存在や性
質について考え ▼ Ａのタイヤはつぶれていて，Ｂの
る。 タイヤはパンパンに膨れているぞ。

▼ Ａのタイヤは，空気が抜けている
ぞ。 ○ 身のまわりにある空気の性質を

▼ Ｂのタイヤは，空気はパンパンに 利用したものを提示し，空気の存
入っているぞ。 在や性質を感じさせる。

▼ Ａは，乗りにくいよ。Ｂは乗りや □ 自由に，一輪車のタイヤを触ら
すい。 せたり，一輪車に乗せたりしなが

ら，空気の量と乗り心地について
考えさせる。

● 空気の必要性
について考え
る。

▼ 跳ね返るからかな。
▼ クッションになるからかな。 ○ 考えの根拠を明確にさせる。

○ 自分がもった考えを確かめるた
めに空気を閉じ込めて，触らせる。

問題 閉じこめた空気をさわったら，どのような感じがするだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 空気を触ってみたい。

▲ あらかじめもっている児童の意識

▲ ボールも，空気が入っていないと
うまく弾まないよな。

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを触れさ
せて)２つの一輪車を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ どうして，タイヤに空気を入
れると乗りやすいのかな。

主体的な問題解決

■ 乗り心地は，空気の入り具合と関
係しているのではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

▲ タイヤに空気が入っていないと
うまく乗れないな。

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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予想や仮説をもつ

● 閉じ込めた空
気を触ったとき
の手ごたえにつ
いて考える。

▼ ふわふわ。 ○ これまでの生活体験を基に考え
▼ やわらかい。 させる。
▼ かたい。 □ 手ごたえという視点を与える。

観察，実験の
方法を考える

● 空気の手ごた ▼ 空気を袋に閉じ込めて調べるんだ。

えを調べるため ▼ 袋の大きさをいろいろ変えて，手

の 方 法 を 考 え ごたえを比べてみよう。 ○ 自分たちで考えさせることによっ

る。 ▼ 空気の入れる量を変えて，手ごた て，意欲を高めさせる。
えを調べよう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 空気の反発に気付かせるために
大きさの違う袋を数種類用意し，圧
したときの手ごたえを比べさせる。

観察・実験を行う ▼ 空気がいっぱい入っている方が，

● 空気を袋に閉 ふわふわしている。

じ込めて，手ご ▼ 空気があまり入っていないと，つ

たえを感じる。 ぶれてしまう。
▼ 閉じ込めた空気を圧すと，跳ね返 ○ 空気の入れ具合で比較させなが
ってくるぞ。 ら，手ごたえという視点で触れさ

▼ 袋をしっかり閉じないと空気が抜 せる。
けて，しぼんでしまう。

結果を整理する

● 実験結果をノ
ートに整理する。

○ 予想と比べながら，実験の結果
を整理させる。

考察し，
結論を得る

● 実験結果を発
表し合う。 ○ 自分の感じたことと友達が感じ

たことを比べるようにさせる。

◎ 空気の手ごたえを調べる方法
をポイントを確認しながら考え
ていきましょう。主体的な問題解決

◎ 空気の入れ具合を変えながら，
閉じ込めた空気の手ごたえを感
じてみましょう。主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。 主体的な問題解決

▲ 空気が入ったボールは，よく弾む。
▲ 浮き輪は，空気を入れるとふわふ
わしている。

◎ 空気を閉じ込めて，触ったら，
手ごたえはどうでしょうか。

主体的な問題解決

■ 袋に空気がいっぱい入っていると，
圧したとき，跳ね返ってくる。

■ 袋に空気があまり入っていないと
圧したとき，つぶれてしまう。

■ ずっと圧していくと跳ね返ってく
る。

■ 入っている空気の量によって，手
ごたえが違う。

■ 袋の大きさの違いによって，跳ね
返り方が違う。

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。 主体的な問題解決

■ 閉じ込めた空気を触ると，手ごた
えは○○だろう。

◎ 工夫点２(話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのように記録しますか。
③ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 空気の入れ方と手ごたえとの関係
が分かるように記録しよう。

３ 空気を袋に閉じ込めて，手ごたえ
を調べよう。

３ 大きさの違う袋を使って，手ごた
えを比べてよう。

３ 袋に入れる空気の量を変えながら
調べよう。

３ 友達とぶつからないようにしよう。
３ しっかり，袋を閉じなければなら
ない。

１ 空気の手ごたえについて調べる。

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P88～89 10月中旬～10月下旬 本時２／６

《本時のねらい》

空気鉄砲と水鉄砲を圧したときの空気と水の様子を調べ，まとめ，理解を深める。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 二つの圧し方の違う，かさ袋ロケットを提示し，飛び方と袋の中の様子を観察させる。
→ポイント集2011 P59～P60

〈事象Ａ〉棒を弱く圧して飛ばす 〈事象Ｂ〉棒を強く圧して飛ばす

※ 袋の中の空 ※ 袋の中の空気
気は，あまり が縮み，遠くへ
縮まず，遠く 飛ぶ。
に飛ばない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気を圧したときの，閉じ込めた空気の様子に視点を向けさせ，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 圧した時の空気の様子を調べる方法をポイントを確認して，考えさせる。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

空気鉄砲の玉の飛び方を根拠に，水鉄砲の水の飛び方を考え，比較させる。

空気鉄砲 水鉄砲

筒の中には，空気が入っている。 筒の中には，水が入っている。
※空気鉄砲の玉と水鉄砲の水の飛び方を比較させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ 袋の中に空気がパンパンに入った

● かさ袋ロケット ぞ。

を飛ばす。 ▼ ただ投げるより，指や棒を使って
飛ばした方がよく飛ぶぞ。

▼ もっと遠くへ飛ばすにはどうした ○ 前時の閉じ込めた空気の手ごた
らいいんだろう。 えを想起させ，空気を圧した時の

様子を実感させる。

● かさ袋ロケット ▼ Ａはあまり飛ばず，Ｂは遠くへ飛

が遠くに飛んだ んだ。

理由を考える。 ▼ ＡよりＢの方が，棒を圧したとき
中の空気がぱんぱんになっていた。

▼ もっと遠くへ飛ばしたい。

○ 遠くへ飛んだ要因を想起させ，
棒を圧す力を変えると，かさ袋
の何が変わるのかを考えさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つのかさ袋ロケットを比べて，何
が同じで，何が違いますか。気付い
たことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ 飛び方には，棒を圧す力が関係し
ているのではないか。

◎ かさ袋を飛ばして，空気の圧
したときの様子を観察しましょ
う。 主体的な問題解決

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程２／６】
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問題 閉じこめた空気がどのようになると，遠くへ飛ぶのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 圧したときの
閉じ込めた空気 ▼ どうなるんだろう。

は，どのように ▼ 縮んでいる。

なっているか考 ▼ 変わらない。

える。 ○ 空気を圧したときという視点を
与え，閉じ込められた空気につい
て考えさせる。

観察，実験の
方法を考える

● 実験方法を確
認する。

▼ 空気鉄砲で実験をすると，空気の ○ 自分たちで考えさせることによっ
様子を観察しやすいぞ。 て，意欲を高めさせる。

▼ 空気鉄砲の前玉と後玉の間を見れ
ばいいんだ。

▼ やってみたい。
▼ どうやって，飛んでいくのだろう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

観察，実験を行う ▼ 後玉が，前玉に近付いてから飛ん

● 空気鉄砲を使 でいっている。

って，圧した時 ▼ 筒の中のあるところまでいくと，

の空気の様子を 玉が飛んでいく。

観察する。 ▼ だんだん，きつくなった。 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 圧し棒を圧した時の手ごたえも
確認する。

結果を整理する

● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にさせる

□ 実験の結果を正確にノートに記
録し，グループ内で確認し合うよ
うに指示する。

考察し， ▼ 変わらないと思ったけど，空気が
結論を得る 縮んでいることが分かった。

● 結果から分か ▼ あるところまでいくと，空気が前

ったことをノー 玉を跳ね返すことが分かった。

トに記入する。 ○ 予想と比較して考え，結論を導
き出させる。

振り返り，広げる ▼ 空気と水では，手ごたえが違うぞ。

● 水鉄砲を使い ▼ 水は，圧した分だけ飛んで行った。

空気鉄砲と比較 ▼ 空気鉄砲と水鉄砲では，飛び方に

する。 違いがあったのはどうしてだろう。
○ 空気鉄砲の玉の飛び方を根拠に
水鉄砲の水の飛び方を考えさせる。

□ 空気鉄砲の玉の飛び方と違い，
水鉄砲の水が遠くへ飛ぶことを実
感させて，次時につなげる。

▲ 空気には，跳ね返す力があったぞ。

■ 前玉と後玉の間の空気が縮んでか
ら，飛んでいった。

◎ 前玉と後玉の間の圧した空気
はどうなっていますか。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

■ 跳ね返る力が大きくなると遠くま
で飛ぶのではないか。

■ 飛び方の違いは，袋の中の空気の
様子が関係しているのではないか。

◎ 閉じ込めた空気がどのように
なると，遠くへ飛ぶのでしょう
か。 主体的な問題解決

◎ 筒の中に水を入れて飛ばして
みましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 圧したときの空気の様子を調べる
方法をポイントを確認しながら考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何を調べますか。
② どういう入れ物で実験すれば
よいですか。
（空気鉄砲を説明する。）

③ 圧し方の強さは，どのように
したらいいですか。

④ 注意点は，何ですか。
主体的な問題解決

２ 閉じ込められる硬いもの。

３ 同じ強さで圧さないと比べられない。

４ 玉を人や窓に向けないようにしよ
う。

１ 圧したときの空気の様子を調べる。

■ 空気は，ある程度圧さないと玉が
飛ばない。水は，圧すとすぐに出た。

■ 遠くに飛ぶためには，空気が縮ん
で反発して飛ぶ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程２／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P90～92 10月中旬～10月下旬 本時３・４／６

《本時のねらい》

筒の中に閉じ込めた空気と水を圧して，体積の変化と手ごたえの変化を調べ，理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 空気鉄砲の筒の中に空気と水を入れ，玉の飛び方を比較させる。

〈事象Ａ〉空気鉄砲で玉を飛ばす。 〈事象Ｂ〉水鉄砲で玉を飛ばす。

※ 同じ強さで圧し，玉の飛び方を比較させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気と水を圧した時の体積の変化という視点で比較させ，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 空気と水の体積の変化を調べる方法をポイントを確認して，考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 空気と水の入
った２本の鉄砲
の玉の飛び方を
比較する。

○ 空気と水の違いについて意識さ
せ，筒の中の様子を観察させる。

□ 必要に応じて，ビデオなどで撮
影し映像などで筒の中の様子を確
認する。

□ 空気が縮むということは，体積
が小さくなったことであることを
確認する。

問題 閉じこめた空気と水は，おされると体積は変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 空気と水の体
積の違いについ
て考える。

▼ 空気鉄砲で，中の空気が縮んでい
たので，空気は圧し縮むのではない ○ これまでの学習経験，提示した
かな。水鉄砲も，圧すと水が飛び出 複数事象を根拠に考えさせる。
たので圧し縮むのかな。

▼ 水は，玉がそのまま落ちたので，

空気鉄砲の筒の
中に水を入れ，飛
び方を比較する。

■ 空気と水では，玉の飛び方が違う。
何が関係しているのだろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて）
２つの事象を比べて，何が同じ
で，何が違いますか。気付いた
ことをノートに書きましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 閉じ込めた空気と水は，圧し
たとき圧し縮めることができる
かな。理由も教えてください。

主体的な問題解決

■ 空気は，中の空気が縮んで飛んで
いたよ。水は，圧したらそのまま落
ちたよ。

■ 空気と水では，圧したとき違いが
あるぞ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

▲ 空気鉄砲は，中の空気が縮んで飛
んでいたよ。

▲ 水は，圧したらそのまま玉が落ちたよ。

Ａ Ｂ

同じ ・ 入れ物

ところ ・ 玉

ちがう きょり 遠くまで飛んだ すぐ落ちた
ところ

中の ちぢんで飛ん おした分だけ
ようす だ 飛んだ

▲ かさ袋ロケットは，空気をパンパ
ンにした方が遠くへ飛んだ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程３・４／６】
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圧し縮まないのではないかな。

観察，実験の
方法を考える

● 空気と水の体
積の違いを調べ
る方法を考え ○ 自分の考えが正しいか確かめる

る。 ためには，何がどうなったらよい
のかという視点を考えさせる。

□ これまで使ってきた空気鉄砲を
使って実験できるようにする。

▼ どうすれば，確かめられるかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

観察，実験を行う ▼ 空気は，圧すことができるぞ。

● 自分たちの決 ▼ 水は，圧せないぞ。

めた方法で実験 ▼ 空気は，圧せたけど，戻ってきたよ。

をする。
○ 自分の考えを基に，空気と水の
体積の違いという視点で実験する
ことを確認する。

結果を整理する ▼ 空気は圧すことができて小さくな

● 班ごとに結果 ったぞ。
や気付いたこと ▼ 水は，圧せないぞ。
を発表する。 ▼ 空気は，圧せたけど，戻ってきたぞ

○ 結果を分かりやすく明確にまと
めさせる。

□ 教科書 P93のような図を書かせ，
事象をイメージさせる。

考察し，
結論を得る

● 実験結果を基
に，話し合う。

○ 圧したときの手ごたえと体積の
変わり方を関係付けて考えさせる。

■ ○○すれば，自分の考えを確かめ
ることができるぞ。

■ 空気は，縮んで飛んでいったので
○○○。

■ 水は，そのまま落ちたので△△△。

◎ 空気と水の体積の変化を調べ
る方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 自分たちが決めた方法で，空気と
水の体積の違いを調べましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

■ 空気は，圧すことができた。
■ 水は，圧せない。

■ 空気は，圧せたけど，圧せば圧す
ほど，戻る力が大きくなった。

■ 水は，圧せなかった。

◎ 空気は圧し縮めることができ，水
は圧し縮めることができなかったとい
うことは，体積はどうなったでしょう
か。 主体的な問題解決

■ 空気は，圧されると体積が小さく
なる。

■ 水は，空気と違って，圧されても
体積は変わらない。

◎ 工夫点６(話合いのポイント）
① 何と何を比較しますか。
② どういう入れ物に入れればよ
いかな。

③ どうしたら圧した結果を表せ
ますか。

④ 圧したときは，どこを見れば
よいですか。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

１ 空気と水の体積を比べる。

２ 中身を見えるようにしよう。
２ 硬い入れ物でなくてはならない。

３ 目盛りを使って，記録しよう。

４ 筒の中の水と空気の様子を見れば
いいんだ。

５ 圧したときの様子を図に書いて記
録しよう。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで話し合いましょう。

主体的な問題解決

６ 同じ力で圧さないと比べられない
ぞ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程３・４／６】



４年 ８ - 9 -

第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～89 10月中旬～10月下旬 本時５／６

《本時のねらい》

閉じ込めた空気の性質について，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

閉じ込めた空気は圧されるほど，圧し返す力が大きくなるかを調べさせる。
学んだ知識を生かして，空気鉄砲の玉をもっと遠くに飛ばす方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
● 閉じ込めた空
気と水の入った
２本の筒を圧
し，前時の学習
を振り返る。

○ 前時の実験を振り返り，体積の
変わり方と手ごたえを関係付けさ
せる。

問題 閉じこめた空気をおすと，おし返す力はどのようになるのだろうか。

（予想や仮説をもつ） ▼ 空気鉄砲では，だんだん圧し返す
● 閉じ込めた空 力が大きくなっていたぞ。
気の，圧し返す ▼ 閉じ込めた空気は，だんだん圧し
力について考え づらくなったぞ。
る。

○ 圧し返す力と体積変化との関係
に視点を与える。

（観察，実験の方法を考える）

● 閉じ込めた空
気の圧し返す力
を調べるための
方法を考える。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

○ 実験のポイントを話合いで確認
していく。

■ 児童にもたせたい意識

■ 圧す力を変えて，圧し返す力を調
べればいいんだ。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 閉じ込めた空気の圧し返す力
を調べる方法をポイントを確認
しながら考えていきましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 閉じ込めた空気は圧せば圧す
ほど，圧し返す力は大きくなる
でしょうか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 圧せば圧すほど，圧す力は大きく
なるのではないか。

◎(話合いのポイント）
① 何で圧し返す力を調べますか。
② どのように比べますか。
自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

２ １目盛りずつ圧して，比べればい
い。

２ 何段階かに分けてやればいい。

１ 手ごたえで比べよう。
１ 圧し棒の戻ってくる速さを調べれ
ばいいよ。

▲ 閉じ込めた空気は，圧し縮めるこ
とができた。

▲ 閉じ込めた水は，圧し縮めること
ができなかった。

Ａ（空気） Ｂ（水）

同じ ・ 入れ物

ところ ・ 力でおす

ちがう
手ごたえ やわらかい かたい

ところ
ピストン もどってくる もどってこない

体積 小さくなる 変わらない

■ 空気は，ずっと圧せるわけではな
い。

■ 空気は，圧すと圧し棒が戻ってく
る。

◎ 前の時間の実験を振り返りま
しょう。 閉じ込めた空気と水で
は，何が同じで，何が違います
か。気付いたことをノートに書
きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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（観察，実験を行う） ▼ 力の入れ具合を変えると，手ごた
● 閉じ込めた空 えが違うぞ。
気の圧し返す力 ▼ だんだん圧し返す力が大きくなる
を調べる。 ぞ。

○ 力の入れ具合で比較させながら，
手ごたえと圧し棒の戻りの速さなど
で比べさせる。

（結果を整理する）
● 実験結果をノ
ートに整理す
る。

○ 予想と比べながら，実験の結果
を整理させる。

□ 教科書P93の図のように書かせ
ることで，圧し返すイメージをと
らえさせるようにする。

（考察し，結論を得る）
● 実験結果を発
表し合う。

○ 自分の感じたことと友達が感じ
たことを比べるようにさせる。

● 学習したこと
を根拠に，空気
鉄砲を遠くまで
飛ばす。 ▼ 圧し返す力を使えばいいんだ。 ○ これまで学習経験を根拠に，遠く

▼ ぎりぎりまで圧してみよう。 に飛ばす方法を考え，実感させる。
□ 体積の変化と玉の飛ぶ様子を関
係付けさせながら考えさせるよう
にする。

◎ 圧し具合を変えながら，空気
の圧し返す力を調べよう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決
■ 圧し返す力の変化を見やすくする
ために図に表そう。

■ 空気は，圧されて体積が小さくな
るほど，空気の圧し返す力が大きく
なる。

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

▲ 体積が小さくなると，圧し返す力
は大きくなったぞ。

◎ 空気鉄砲の玉を遠くに飛ばそ
う。 自然や生活との関係

■ 縮める体積を大きくすればするほ
ど，遠くへ飛ぶ。（再確認）

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P93～95 10月中旬～10月下旬 本時６／６

《本時のねらい》

圧した時の空気や水の性質について，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

これまでの学習経験を根拠に，空気と水を，筒に半分ぐらいずつ入れて圧した時を考えさせる。

工夫点７ 空気や水の性質を利用した，ものづくりを行い，学習したことを基に「浮沈子」の仕
組みを自分で説明させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 空気鉄砲の筒
に，空気と水を
半分ぐらいずつ
入れて圧し，そ
の様子を観察す
る。 ▼ 水が入っている分，空気だけの時 ○ これまでの学習経験を根拠に考

より圧せないのではないかな。 えさせる。
▼ 半分にしても，空気のところだけ
圧した分戻ってくる。

● 浮沈子と出会
う。

○ 空気や水の性質を使うという視
点を確認する。

□ 浮沈子を実際に提示する。

▼ どうやって作るんだろう。

圧すと浮
沈子が沈み，
離すと浮か
ぶ。

【ポイント】
ストローの中の
空気の様子をよく
見るようにさせ
る。

■ どうして，ストローが浮いたり，
沈んだりするんだろう。

■ 空気や水の性質を利用していると
いうことは ，体積の変化があるのか
な。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点７ 空気や水の性質を使
って，「浮沈子」を作ります。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 空気は，圧されると体積が小さく
なる。

▲ 水は，圧されても体積は小さくな
らない。

▲ 閉じ込めた空気は，圧し縮めるこ
とができた。

▲ 閉じ込めた水は，圧し縮めること
ができなかった。

▲ 閉じ込めた空気は圧すと反発する。

■ 半分ずつ入れても，空気の体積は
小さくなり，水の体積は変わらない

■ 空気は，ずっと圧せるわけではな
い。

■ 空気は，圧すと戻ってくる。

◎ 空気鉄砲の筒に，空気と水を
半分ずつ入れて圧したら，筒の
中の空気の体積はどうなるでし
ょうか。
自然や生活との関係 具体的な体験

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程６／６】
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● 浮沈子を作 ▼ 圧すと，ストローの中の空気の体
る。 積が小さくなっている。

▼ あっ，そうか。空気は，圧される
と体積が小さくなるんだった。

○ 学んだ知識や技能を生かして，
ものづくりを行わせ，知識や技能
の定着を図る。

● 浮沈子の仕組
みを考える。

○ ストローの中の空気を見るとい
う視点を与える。

□ どうして，空気の体積が小さく
なると，沈んでしまうかについて
疑問を抱いた場合は，個別に説明
する。

■ 勉強したことを使って，おもちゃ
も作れるんだ。

■ 圧すと沈んだよ。
■ 離すと，浮かんだよ。
■ 水は圧すと圧し縮まなくて，空気
は圧し縮むので，ストローの中の空
気が縮んでいるんだ。

◎ ペットボトルを圧したときの，
ストローの中の様子をよく見て，
浮沈子の仕組みを説明しましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ やっぱり，空気は圧されると体積
が小さくなるんだ。

◎ 空気や水の性質を生かして，
浮沈子を作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 水は圧されても体積は変わらない
ので，圧した力がキャップの中の空
気を圧しているんだ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程６／６】
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本時のねらいと学習過程 
『複数事象の提示』をはじめとして， 

児童が主体的に問題解決を行うことと， 

自然や生活との関係を認識することとを重視した， 

学習過程や教師の働き掛けの例を掲載しました。 

単元の目標と流れ 
単元の目標や単位時間ごとのねらい， 

学習活動の流れを一覧表にまとめました。 

単元の系統図 
本単元とかかわりのある単元の学習内容を， 

つながりを明確にした系統図にまとめました。 

第５学年 

小学校５年「新しい理科５」（東京書籍）準拠 
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授業案の構成

【単元の系統図】

【単元の目標と流れ】

【本時のねらいと学習過程】

本単元の学習内容

本単元とかかわりのある単元の学習内容
（中学校の内容も含む）

学年，単元名，教科書のページ，時期，時数

単元の目標

ねらい
時数
段階
学習活動
工夫点

問題解決の七段階
問題解決の過程を効果的に配置

工夫点
各段階の教師の働き掛けで特に工夫した点

本時の学習過程
段階，学習活動

児童の意識，教師の働き掛け

学年，単元名，教科書のページ，時期
本時／単元の時数，本時のねらい

「問題を見いだす」
「予想や仮説をもつ」

「観察，実験の方法を考える」
「振り返り・広げる」

本研究で重視する四つの段階における
教師の働き掛け

あらかじめもっている児童の意識

予想される児童の意識

児童にもたせたい意識

教師の働き掛け

働き掛けの意図

指導上の留意点
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授業案の活用

本研究における問題解決の過程

問題を見いだす

予想や仮説をもつ

観察，実験の方法を考える

観察，実験を行う

結果を整理する

考察し，結論を得る

振り返り，広げる

授業案の活用例

１ 単元の系統を把握する
単元の学習を考える前に，これまでの生活体験や学習経験が，単元の学習にどのようにつながり，

今後の学習にどのようにつながっていくかを把握する。

そのために，【単元の系統】を参考にする。

児童の意識の流れや教師の働き掛けが考えやすくなる。

２ 単元全体の流れを考える
単元の目標や単元全体の学習の流れを考え，単位時間ごとのねらいや大まかな学習活動を考えて，

問題解決の過程をどのように構成するかを吟味する。

そのために，【単元の目標と流れ】を参考にする。

単元全体や授業の流れが考えやすくなる。

３ 本時の学習過程を考える
本時のねらいを達成するために，児童にもたせたい意識を設定し，あらかじめもっている児童の意

識を，児童にもたせたい意識に変容させるための教師の働き掛けを具体的に考える。その際，児童が
主体的に問題解決を行うことや，理科で学んだことと自然や生活との関係を認識することを重視して
授業を構想する。

そのために，【本時のねらいと学習過程】を参考にする。

実感を伴った理解を図る理科授業につながる。
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問題解決の過程における 

「児童にもたせたい意識」「教師の働き掛けと意図」 

 
■ 児童にもたせたい意識 ◎ 教師の働き掛け   ○ 働き掛けの意図 

段階 問題を見いだす 

全学年 

■ なぜだろう。おかしいな。 

■ どうして……になるのだろう。 

■ 調べてみたい。 

■ 同じところは……だろう。 

■ 違うところは……だろう。 

■ ……は……が原因なのだろうか。 

◎ 違いが明確な複数事象を提示する。 

○ 疑問をもたせる。 

○ 学習意欲をもたせる。 

○ 共通点と差異点を整理させる。 

○ 問題を見いだす視点をもたせる。 

○ 違うところは何が関係しているのかを考えさせる。 

（４年生以上） 

◎ 児童の意見を整理し，問題を見いださせる。 

○ 視点を明確にするとともに，見いだした問題を確実に把握させる。 

 

４年生以上 
■ ……と……の違いは……と関係しているのだろうか。 

段階 予想や仮説をもつ 

３～５年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

【根拠をもった予想や仮説】 

◎ 問題に関係する，これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象

などを振り返らせるような発問をする。 

○ 学習の見通しをもたせる。 

○ 事象を引き起こす要因を考えさせる。 

○ これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象を根拠とした予

想や仮説をもたせる。 

 

６年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

■ もし……ならば，……だろう。 

【要因や規則性，関係を推論して得た仮説】 

段階 観察，実験の方法を考える 

全学年 
■ ……を調べるために，……を使って……と……を比較す

ればよい。 

◎ 問題について調べるポイントを事前に確認し，児童と話し合いなが

ら，児童が自ら考えるように促す。 

○ 観察，実験の必要感をもたせる。 

○ 問題解決に意欲的に取り組ませる。 

○ 問題について調べるための，観察，実験の方法を児童自ら考えさせ

る。 

○ 教師が中心となり，制御する条件について確認させる。(３・４年) 

○  制御する条件について，児童自ら考えさせる。(５・６年) 

４年生以上 
■ ……を調べるために，……を使えば……と……の関係を

見いだすことができる。 

５年生以上 
■ ……を調べるために，……を使って……の条件を制御し

ながら観察，実験を行えばよい。 

６年生 
■ ……を調べるために，……を使って……を推論しながら

観察，実験を行えばよい。 

段階 観察，実験を行う 

全学年 

■ ……なので……となるだろう。 

■ ……の違いに注目して観察，実験を行おう。 

■ ……は確実に記録しよう。 

◎ 観察，実験の結果を予想する場面を設定する。 

○ 観察，実験の結果を予想させ，問題に正対させる。 

◎ 観察，実験の注意点や視点，記録の方法等を再確認する。 

○ 安全に留意し，問題について調べるための視点を明確にして，観察，

実験に取り組ませる。 

○ 結果を適切に記録させる。 

４年生以上 ■ ……の変化に注目して観察，実験を行おう。 

５年生以上 ■ ……に注目し，条件を制御して観察，実験を行おう。 

６年生 ■ ……に注目し，推論しながら観察，実験を行おう。 

段階 結果を整理する 

全学年 ■ ……を見やすくするために, 表や棒グラフに表そう。 ◎ 記録の整理の仕方を確認するように促す。 

○ 結果を分かりやすく明確に表すために，表やグラフなどにしてまと

めさせる。 
４年生以上 

■ ……の変化を見やすくするために, 表や棒グラフ，折れ線

グラフに表そう。 

段階 考察し，結論を得る 

全学年 

■ ……は……と同じで，……とは違う。 

■ 予想どおりなので，……と言える。 

■ 予想と違ったので，……なのではないか。 

■ 他の班と同じ結果なので，やはり……と言える。 

◎ 結果から分かったことをノートにまとめ，グループで話し合い，発表

するように促す。 

○ 予想や仮説と観察，実験の結果を比較し，予想どおりなら，それら

がそのまま結論になり，異なっていたら，どこに間違いがあったのか

を考え，結論を見いださせる。 

○ クラス全体で結論を共有し，自ら出した結論を確かなものにさせる。 

４年生以上 ■ ……（の変化）は……と関係がある。 

５年生以上 ■ ……という条件では，……は……である。 

６年生 
■ ……は……だったことから，……では……であると言え

る。 

段階 振り返り，広げる 

 

 

全学年 

■ ……は自然の中でも成り立っている。 

■ ……は生活の中でも役立てられている。 

■ ……の場合はどうなるのだろう。 

■ ……は……で活用されている。 

■ 実際にものづくりで確認しよう。 

◎ 結論と自然や生活との関係について，考えさせるような働き掛けをす

る。 

○ 学習したことの有用性を実感させる。 

○ 知識を定着させ，理解を深めさせる。 
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《単元名》

第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P４～17 ４月中旬～５月上旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

台風は日本の南の方で発生し，初めは西の方へ動
き，やがて北や東の方へ動くことが多い。

【３学年「太陽を調べよう」】

【４学年「天気のようすと気温」】

【中２学年「天気とその変化】

【中３学年「地球と宇宙」】

天気の変化は，様々
な気象情報を基に，予
想することができる。

「１日の間で，雲のようすは，
どのように変わるのだろう
か」
雲の形や量は，時刻によって

変わる。
「雲のようすと天気には，どの
ような関係があるのだろうか」
雲の量や動きは，天気の変化

と関係がある。

「天気の変化のしかたには，き
まりのようなものがあるのだ
ろうか」
この頃（春の頃）の日本付近

では，雲は西から東へ動くこと
が多い。
天気も雲の動きにつれて，西

の方から変わってくることが多
い。

台風が近付くと強い風が吹き，大量の雨をもた
らすなど，天気の様子が大きく変わる。

４学年「あたたかくなると」

【５学年「流れる水のはたらき」】

【６学年「太陽と月の形」】 【６学年「大地のつくりと変化」】

【中１学年「大地の変化」】

４学年「水のすがたとゆくえ」

【４学年「夜空を見上げよう」】

５学年「台風と天気の変化」

晴れの日の気温は，朝夕
が低く，昼すぎに高くなり
１日の変り方が大きい。
曇りや雨の日の気温はあ

まり変わらない。

空気中には，水蒸気が含
まれている。

空気の温度〈気温〉の測
り方
① 温度計に，日光が直接
当たらないようにして測
る。

② 温度計を地面から 1m
20㎝～１m50㎝の高さに
して測る。

③ 建物から離れた風通し
の良い所で測る。

５学年「天気の変化」（本単元）

○ 大気の動きと日本の天気
・ 日本の天気の特徴
・ 大気の動きと海洋の影響

○ 気象の観測
・ 気象観測

○ 前線とまわりの天気の変化
・ 前線の通過と天気の変化

○ 雲のでき方と水蒸気
・ 霧や雲の発生

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

５年「１ 天気の変化」
【単元の系統図】



５年 １ - 2 -

《単元の目標》

天気の変化や雲の様子に興味をもち，１日の雲の形や量，動きについて，実際の空を観察しながら調べ，
雲の量や動きは天気の変化と関係があることをとらえることができるようにする。また，気象情報を基に，
日本付近の天気の変化の仕方の特徴についてとらえ，数日間の観測結果や気象情報を活用して，天気の変
化を予想することができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 雲と天気の変化を調べよう ３時間

・ １日の間で， １ 問題を見いだす ・ ２つの事象Ａ，Ｂを比較し，共通点 複数事象の提示
雲の様子は，ど と差異点を見いだす。 工夫点１
のように変化す 予想や仮説をもつ ・ １日の雲の様子はどのように変化す
るかについて興 るかについて，仮説を考える。 ポイントを明確
味をもち，調べる 観察，実験の方法を考える ・ １日の雲の様子はどのように変化す にして話し合う
方法を考える。 るかについて，調べる方法を考える。 工夫点２

・ １日の間で， １ 観察，実験を行う ・ 調べる手順を確認する。
雲の様子は，ど ・ １日の雲の様子はどのように変化す
のように変化す るか調べる。
るかどうか調べ
る。

・ １日の間で雲 １ 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
の様子が変化す 確認する。
ることと，天気 考察し，結論を得る ・ 調べた結果から分かったことをノー
の変化との関係 トに記入する。
についてまと ・ 調べた結果から分かったことをグル
め，理解を深め ープで話し合い，発表する。
る。 振り返り，広げる ・ 雲の形と天気の関係について調べる。

２ 天気の変化を予想しよう ６時間

・ 天気の変化の １ 問題を見いだす ・ ３地点の３日分の雲の写真を比較し， 複数事象の提示
きまりについて 問題を見いだす。 工夫点３
調べる方法を考 予想や仮説をもつ ・ 天気の変化のきまりについて，仮説 ポイントを明確
える。 観察，実験の方法を考える を考える。 にして話し合う

・ 天気の変化のきまりについて調べる 工夫点４
方法を考える。

・ 気象情報を調 ２ 観察，実験を行う ・ 調べる手順を確認する。
べ，天気の変化 ・ 数日間の気象情報を調べる。
のきまりについ 結果を整理する ・ 調べた結果を表にまとめ，グループ
て，まとめ，理 で確認する。
解する。 考察し，結論を得る ・ 調べた気象情報から，分かったこと

をノートに記入する。
・ 調べた気象情報から，分かったこと
をグループで話し合い，発表する。

・ 天気の変化の ３ 振り返り，広げる ・ 天気予報を視聴し，伝えている内容 環境に目を向け
きまりを基に， を確認する。 させる工夫点５
自分たちで天気 ・ 天気の変化を予想するため，必要な
予報を考えるこ 気象情報を確認する。
とで，理解を深 ・ 調べた気象情報を基に，明日の天気
める。 を予想する。

・ 天気予報をグループごとに考える。
・ 天気予報をグループごとに発表する。
・ グループで考えた天気予報と実際の
天気を比較し，天気の変化について考
える。

・ 「天気の変化」の単元で学習したこ
とを振り返り，まとめる。

５年「１ 天気の変化」
【単元の系統図】
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第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P４～７ ４月中旬～５月上旬 １／９

《本時のねらい》

１日の間で，雲の様子は，どのように変化するかについて興味をもち，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 同じ日の明らかに天気が違う２枚の写真を提示し，１日の間の雲の様子がどのように
変化するかについて考えさせる。

〈事象Ａ〉晴れの写真 〈事象Ｂ〉曇りの写真

５月３日 午後 ０時 ５月３日 午後 ２時

※ 提示する条件として，同じ場所で同じ日に撮影した明らかに天気が違う２枚の写真を用意
する。
上の写真は，宮城県名取市 2002年５月３日に撮影されたものである。
Ａ，Ｂ２枚の写真は，以下のサイトから入手できる。
teiten2000 http://www.teiten2000.jp

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や，提示した複数事象を根拠にして，雲の様子は時間とともに変わってい
るのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるのかを理解させ，必要なことを１つずつ，話し合いながら確認させ，見通
しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● ２つの事象
Ａ，Ｂを比較し，
共通点と差異点
を見いだす。

○ ＡとＢの２枚の写真を比較させ
１日の間の雲の様子の変化につい
て考えさせる。

□ 天気が１日の間で変わった日を
選び，同じ場所で同じ日に撮影し
た，明らかに天気が違う２枚の写
真を用意する。写真には，撮影し
た時間を記入しておく。

○ 話し合いを通して，児童の考え
を整理させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１ (雲写真Ａ，Ｂを見
せて)ＡとＢの２枚の写真は，同
じ日に撮影されたものす。２枚
の写真を見て，何が同じで，何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じところ
・ 同じ場所

・ 雲がある

・ 同じ日

雲の形 ふわふわ かたまり

ちがう
雲の量 少ない 多い

ところ
雲の色 白い 黒っぽい

天気 晴れ くもり

時刻 正午 午後２時

■ １日の間で雲の様子は，時間とと
もに変わっていくのではないか。

▲ 天気は，１日の間でも変化する。
▲ 雲は,動いているように見える。
▲ 雨の時と晴れの時では， 雲の量や
色が違う。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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問題 １日の間で，雲のようすは，どのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ
● １日の雲の様
子の変化につい
て仮説を立て ▼ １日の間でも，朝と夕方では，雲
る。 の様子が違ったので…

▼ Ａ，Ｂの写真を見たら，雲の量と ○ これまでの生活体験や提示した
形が変わっていたので… 複数事象を根拠にして，仮説を立

てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● １日の雲の様
子の変化につい
て，調べる方法 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
を考える。 とで，調べる必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把握
し，調べる方法を考えさせる。

□ (②について)
・ 雲が動いているかどうかを調
べるため，１日に２回観察する
機会を設ける。

□ (④について)
・ 雲の様子について，②で挙げ
られた雲の形，雲の量について，
スケッチさせ，雲の動きについ
ては，文章で説明させる。

・ 雲の形や量と天気の変化との
関係にも気付かせるため，１回
目と２回目の観察の時間を４時
間程度間をあけて観察させると
よい。

□ (⑤について)
・ 第４学年「月や星の動き」で
定点観測した学習経験を想起さ
せる。
・ 危険箇所をあらかじめ把握
し，近寄らないように指導する。

□ 雲の形や量と天気の変化との関
係に気付かせるようにするため，
天気の移り変わりのある日を選
び，観察させる。

○次の時間の見通しをもたせる。

◎ １日の間で，雲の様子は，ど
のように変わるでしょうか。理
由も考えて，仮説をノートに書
きましょう。 主体的な問題解決

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見たらよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

１ １日の間で，雲の様子はどのよう
に変化するかについて調べる。

２ 時刻を変えて，１日２回観察し，
雲の様子を調べる。

５ ２回の観察とも同じ場所から見た
同じ方位の空を調べる。

５ 調べる方位と目印となる景色を決
めて，見晴らしの良い場所で調べる。

５ 安全な場所で，観察する。

４ 午前10時と午後２時の雲の形や量
を，表に記録し，まとめる。

■ 時刻によって，雲の形が少しずつ
変わるのだろう。

３ 時刻とともに，雲の様子が変化し
ているかどうかを見る。

３ 雲の様子については，雲の形，雲
の量，雲の動きを見る。

◎ 次の時間に，雲の様子の変化
を調べましょう。

▲ 雨の時と晴れている時では， 雲の
色が違う。

▲ 月や星の動きを調べる時に，調べ
る方位と目印となる景色を決めて，
見晴らしの良い場所で調べた。

▲ 時間を変えて，同じ場所で調べた。

雲のようすと天気 雲のようすと天気

〈雲の形と量〉 午前 10時 〈雲の形と量〉 午後 ２時

〈雲の動き〉 〈雲の動き〉

〈天 気〉 〈天 気〉

■ 時刻によって，雲の量が増えたり，
減ったりするのだろう。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P７～８ ４月中旬～５月上旬 ２／９

《本時のねらい》

１日の間で，雲の様子は，どのように変化するかどうかを調べる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 １日の間で，雲の様子は，どのように変わるのだろうか。

観察，実験を行う

● 調べる手順を ▼ 前の時間に確認したポイントに注

確認する。 意して，調べよう。
（観察１回目） ▼ 午前10時と午後２時に観察しよう。

○ 調べる視点を明確にさせる。
□ １日に２回観察する機会を設け
る。以下の点に留意して観察する
よう指示をする。
・ １回目は，観察する場所を決
め，調べる方位と目印を確認し，
雲の形や量について観察させ，
スケッチさせる。

・ ２回目は，休憩時間や放課後
の時間に観察させ，時刻が変わ
ると，雲の形や量がどう変わっ
たのかを観察させる。

・ １回目と２回目の観察の時間
を４時間程度間をあけて観察さ
せるとよい。

□ 次の点に注意して確認させる。
・ ２回の観察とも，同じ所から
見て同じ方位の空を観察する。

・ 調べる方位と目印(目標物)を
決めて記録する。

・ 危険箇所には，近付かないよう
指導を徹底する。

□ 方位磁針の扱い方を，教師と一
緒に確認する。

□ 気付いたことをメモするよう指
示する。

● １日の雲の様
子の変化につい
て調べる。

（観察１回目）
（観察２回目） ○ 仮説と比較させながら，観察を

行わせる。

▼ だんだんと雲が増えてきて，曇り
になった。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前の時間に考えた調べる方法
を確認しましょう。

主体的な問題解決

◎ １日の間で，雲の様子は，ど
のように変わるのかを調べまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 時刻とともに，雲の形や量が変化
しているかどうかを見る。

■ ２回の観察とも，同じ場所から見
て同じ方位の空を観察する。

■ 調べる方位と目印となる景色を決
めて，観察する。

■ ○○付近には，近付かない。

■ 午前10時と午後２時に観察し，雲
の形や量をスケッチをする。

■ 時刻によって，雲の形や量が少し
ずつ変わっている。

■ 雲は少しずつ，動いている。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程２／９】
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こんなやり方もありますよ！

表 10種類の雲形の名称とよく現れる高さ

発現する高さ 名 称 記号 よく現れる高さと説明

巻雲 Ci 極 地 方：３～８㎞

上 層 巻積雲 Cc 温帯地方：５～13㎞

巻層雲 Cs 熱帯地方：６～18㎞

高積雲 Ac 極 地 方：３～８㎞

中 層 高層雲 As 温帯地方：５～13㎞

乱層雲 Ns 熱帯地方：６～18㎞

下 層
層積雲 Sc 極地方・温帯地方・熱帯地方とも

層雲 St 地面から２㎞付近

鉛直方向に 積雲 Cu 雲底は普通下層にあるが，

広 が る 雲 積乱雲 Cb 雲頂は中・下層まで達していることが多い。

５年「天気の変化」の単元で，雲の様子について観察します。児童は雲

の形にも興味をもつでしょう。ここでは，「雲の形と天気の移り変わりとの

関係」について紹介します。

気象庁はれるんランド http：//www.jma.go.jp/jma/kids/faq/a2_14.html

雲は形や高さなどから下の表のように十種類に分けられます。

・ 「巻雲」は，まっすぐに広がっている場合は天気が崩れることがおおく，乱れて

広がっていると晴れることがおおいです。

・ 「巻層雲」や「巻積雲」が広がって次第に厚くなってくるようだと次第に天気が

崩れることがおおいです。

・ 「高層雲」は薄い時は太陽や月が透けて見えますが，厚くなると雨や雪を降らす

ことがあります。

・ 「乱層雲」は高層雲が厚くなってできることがおおく，空一面に広がっている時

は雨や雪がしばらく降り続けることがおおいです。

・ 「高積雲」は大きくなってくると次第に天気が崩れ，逆に小さくなってくるよう

だと晴れることがおおいです。

・ 「層積雲」や「積雲」は晴天の時にも見られますが，広がって空一面をおおうよ

うになると雨や雪が降ってくることがあります。

・ 「積乱雲」は積雲が発達した雲で，雷を伴います。特に夏の晴れた日には，昼頃

から積乱雲が発達し，夕立を降らせます。

・ 「層雲」は晴れた日に低い空に見られる霧のような雲ですが，悪天のときにも現

れます。

雲の形と天気の移り変わりとの関係
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第５学年「１ 天気の変化」

東京書籍「新しい理科５」P７～８ ４月中旬～５月上旬 ３／９

《本時のねらい》

１日の間で，雲の様子が変化することと，天気の変化との関係についてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

雲の形や量と，天気の変化との関係について調べさせ，理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 １日の間で，雲の様子は，どのように変わるのだろうか。

結果を整理する

● 観察結果をノ ▼ 雲は少しずつ動いていた。

ートにまとめ， ▼ 午前と比べると，午後は雲の量が

グループで確認 増えた。 ○ 観察した結果を正確にまとめさせ

しする。 ▼ 雲の量が多くなって，曇りになっ る。

た。 □ 観察したことを正確に記録し，

グループ内で確認するように指示

する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 観察した結果をノートにまと
め，グループで確認しましょう。

主体的な問題解決

雲のようすと天気 雲のようすと天気

〈雲の形と量〉 午前 １０時 〈雲の形と量〉 午後 ２時

西 西

わたのような雲がたくさん見られた。西 黒っぽい雲におおわれていた。

の方にたくさん雲があった。

ゆっくり動いていた。 ほとんど動かなかった。〈雲の動き〉 〈雲の動き〉

晴れ くもり〈天 気〉 〈天 気〉

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程３／９】
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考察し， ▼ 雲が同じ方向にゆっくり動いてい

結論を得る た。

● 調べた結果か ▼ 雲の量が増えて，天気が変わって

ら分かったこと いった。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

をノートに記入 を導き出させる。

する。

● 調べた結果か

ら分かったこと

をグループで話

し合い，発表す ▼ １日の間で，雲の量は変わるんだ。 ○ クラス全体で結論を共有させ，

る。 ▼ 雲は，同じような方向に動いてい 自ら出した結論を確かなものにさ

る。 せる。

▼ 雲が少しずつ動いて，量が増えて

晴れから曇りになった。

○ 雲の様子と天気の変化との関係

に気付かせる。

□ 事象Ａ，Ｂを再度，提示して，

雲の様子の変化と天気の変化とを

関係付けさせる。

振り返り，広げる ▼ 雲の形と天気との関係について調

● 雲の形と天気 べよう。

との関係につい ▼ 天気は，雲の量で決められている。

て調べる。 ▼ 雲の形には，どんなものがあるだ

ろう。 ○ 雲の形と天気との関係について

▼ 雲には，いろいろな形の雲がある。 調べさせ，理解を深めさせる。

▼ すじ雲やひつじ雲がある時は，天 □ 雲の量と天気の見分け方に疑問

気が変化して，雨になるんだ。 を感じている児童が多ければ，教

科書P７を参考に説明し，理解さ

せる。

● 雲の形と天気 ▼ 自分たちも調べたところだ。
との関係につい ▼ 自分たちより詳しく説明している。
て発表する。 ▼ 雲には，自分たちが調べた以外に

も，いろいろなものがあるんだ。 ○ 他のグループの発表を聞かせ，

自分たちと同じ点や違うところを

考えさせながら聞かせ，新たな発

見をさせる。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分の考えをノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 考えた結論をグループごとに
話し合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 雲の形や量は，時刻によって変わ
る。

◎ 雲にはいろいろな形があり，
名前も付けられています。雲の
形と天気との関係について，調
べましょう。 自然や生活との関係

◎ 最初に見たＡとＢでは，Ａは
晴れで，Ｂは曇りでした。どの
ようにしてうして，こうなった
のでしょう。 主体的な問題解決

■ 雲が動いて，雲の様子が変わり，
天気が変わることがある。

■ 雲の形は，天気と関係している。

■ 雲が動くことによって，雲の形や
量が変わった。

■ 雲の量が増えて，天気が変わるこ
とがある。

◎ 雲の形と天気との関係につい
て，調べたことを発表しましょ
う。 自然や生活との関係

■ 今度，空の雲の形をよく見てみよ
う。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程３／９】
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第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P９～13 ４月中旬～５月上旬 ４／９

《本時のねらい》

天気の変化のきまりについて調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 日本の東西３地点の３日分の空の写真を提示し，それらを比較させ，天気の変化には，
きまりがあるのではないかと考えさせる。

※ 提示する写真は，2002年５月３日～５日の９枚である。 １日目

２日目

３日目

※ ９枚の空の写真は，次のサイトから入手できる。teiten2000 http://www.teiten2000.jp

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

提示した複数事象を根拠に，雲は西の方から東の方に移動しているのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかを理解させ，必要なことを１つずつ，話し合いながら確認させ見通しを
もたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● ３地点の３日
分の雲の写真を
比較し，問題を
見いだす。

○ ３地点，３日分の空の写真を比
較させ，規則性を見いださせる。

□ 規則性が見付けやすいように，
次の①～③のような順で提示す
る。
① １日目の長崎，富山，宮城の空写真

② ２日目の長崎，富山，宮城の空写真

③ ３日目の長崎，富山，宮城の空写真

長崎→富山→宮城の順に天気が変わ
っていくことに気付かせたい。

□ 各写真には撮影した日時や，そ
の時の天気を記入しておく。

長崎 富山 宮城
５月３日 雨 ５月３日 くもり ５月３日 晴れ

１日目

５月4日 くもり ５月４日 雨 ５月４日 くもり

２日目

５月５日 晴れ ５月５日 くもり ５月５日 雨

３日目

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 雲が動いて形が変わり，天気が変
わる。

◎ 工夫点３ 長崎，富山，宮城
の同じ日の３日間の空の写真で
す。９枚の写真を比べて，気付
いたことをノートに記入し，発
表しましょう。 具体的な体験長崎 富山 宮城

１日目 雨 くもり 晴れ

２日目 くもり 雨 くもり

３日目 晴れ くもり 雨

・ 場所がちがう

・ それぞれ日によって天気がちがう

・ 長崎が雨だと，次の日に富山が雨に

気付いた
なり，その次の日，宮城が雨になって

こと
いる

・ 天気は，長崎→富山→宮城と変わっ

ていく

・ 西の方から天気が変わっていくみた

いだ

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程４／９】
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□ 各地点の場所と方位について，
日本地図を掲示して確認する。

○ 児童の意見や考えを整理し，問
題を見いださせる。

問題 天気の変化のしかたには，きまりのようなものがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 写真を見ると，雨の日が長崎→富

● 天気の変化に 山→宮城と変化していたので…

ついて，仮説を ▼ 写真を見ると，曇りの日も長崎→

考える。 富山と変化していたので…

○ これまでの学習経験や提示した
複数事象を根拠にして仮説を立て
させる。

観察，実験の
方法を考える

● 天気の変化に
ついて調べる方
法を考える。 ○ 自ら考えた方法で調べることに

よって，必要感をもたせ，意欲的
に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把握
し，調べる方法を考えさせる。

□ (②について)以下の３点に留意
して，指導する。
・ 第１次（１・２・３／９）で，
雲の様子と天気の変化との関
係について学習したことを活
用させる。

・ 雨が降っていることを調べる
ために，アメダス雨量情報を
活用するよう指導する。

・ 雲の写真とアメダスの雨量情
報は，インターネットで調べ
ることを指示する。

□ (⑤について)第４学年「天気の
ようすと気温」の学習を想起さ
せ，気象情報を調べる時は，同
じ時間間隔で調べることを確認
する。

□ 今年と過去数年の４月～５月の
天気を調べることを伝え，グルー
プ毎に分担して調べることを指示
する。
(例) 2009年４月19日～21日

※ ４月～５月頃で，温帯低気圧
が日本付近にあり，前線が延び
ている期間を選ぶとよい。

□ アメダスの雨量情報や気象衛星
画像を印刷し，表に貼るよう指示
する。

◎ 天気の変化の仕方には，きま
りのようなものがあるでしょう
か。理由も考えて，仮説をノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

１ 天気の変化の仕方を調べる。

２ 天気がどのように変わっていくの
か，アメダスの雨量情報を使って，
雨が降っている場所を調べる。

２ 気象衛星の雲写真を使って，雲の
動きを調べる

２ 気象衛星の雲写真とアメダス情報
は，インターネットで調べる。

３ 天気が西の方から東の方へ変わっ
ていくのかを見る。

４ アメダスの雨量情報と雲写真を比
べながら，気付いたことを表にまと
める。

４ 数日分の雲写真を，表などに順に
貼っていけばよい。

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について，調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

■ 天気は長崎→富山→宮城と変化し
ていくのではないか。

■ 天気は，西の方から東の方へ変わ
っていくのだろう。

５ 気象衛星の雲写真とアメダスの雨
量情報を調べるときは，同じ時間間
隔で調べる。

日 年 年 年

付 月 日 月 日 月 日

雨

量

情

報 時刻 時 時刻 時 時刻 時

雲

写

真

時刻 時 時刻 時 時刻 時

気

づ

い

た

こ

と

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程４／９】
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第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P13～14 ４月中旬～５月上旬 ５・６／９

《本時のねらい》

気象情報を調べ，天気の変化のきまりについてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 天気の変化のしかたには，きまりのようなものがあるのだろうか。

観察，実験を行う

● 調べる手順を
確認する。

○ 調べる視点を明確にさせる。
□ 雲写真や雨量情報を調べて，気

▼ 前の時間に確認したポイントに注 付いたことを記録するように促
意して，調べよう。 す。

□ 気象情報を閲覧するインターネ
ットのページを，教師が提示する。

□ 調べた気象衛星の雲写真やアメ
ダス雨量情報は印刷して，表に貼
るよう指示する。

● 数日間の気象 ▼ 私たちのグループは，2009年４月
情報を調べる。 19日～21日までの天気と気象情報を

調べよう。
▼ 気象衛星の雲写真で，雲の場所を
調べよう。

▼ アメダスの雨量情報で，雨が降っ ○ 仮説と比較させ，気象情報を調
ている場所を調べよう。 べさせる。

▼ ４月19日を調べると，日本のほと
んどを雲が覆っていた。九州では雨
が降っていた。

◎ 前の時間に確認した，調べる
方法を確認しましょう。

主体的な問題解決

◎ 天気の変化の仕方には，きま
りのようなものがあるのかどう
か，調べましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 数日間のアメダスの雨量情報と，
気象情報の雲写真を調べよう。

■ 気付いた点も，しっかり記録しよ
う。

気象衛星の雲写真やアメダスの雨量情報の入手の仕方

① 気象画像を入手できるホームページ

・ 仙台市科学館→お天気アイ→【気象衛星雲写真】
(気象衛星の雲写真を１時間ごとに見ることができる)
http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/otenkiai

・ 仙台市科学館→図鑑・データベース→【衛星雲写真】
(気象衛星の雲写真を１時間ごとに見ることができる)
http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/himawari/

② アメダスの雨量情報を入手できるホームページ

・ アメダス：全国→要素選択で降水量を選択→【アメダス雨量情報】
(過去２日間のアメダス雨量情報を１時間ごとに見ることができる)
http://www.jma.go.jp/jp/amedas/

・ tenki.jp ：天気予報→過去の天気→月日を設定→【アメダス雨雲の動き】
（2008年８月以降の過去のアメダス雨量情報や雨雲の動きを見ることができる。）
http://tenki.jp/past/detail

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程５・６／９】
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結果を整理する
● 結果を表にま
とめ，グループ
で確認する。

○ 調べた結果を表に記入し，正確
にまとめさせる。

考察し，
結論を得る
● 調べた気象情
報から，分かっ
たことをノート
に記入する。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

を導き出させる。

● 調べた結果や ▼ 雲の動きに合わせて，雨が降って
気象情報から， いる地域も，西の方から東の方へ変
分かったことを わっている。
グループで話し
合い，発表する。 ○ クラス全体で結論を共有するこ

とで，自ら出した結論を確かなも
のにさせる。

◎ 調べた気象情報を表にまとめ，
グループで確認しましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 考えた結論をグループごとに
話し合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ この頃（春の頃）の日本付近では，
雲は西から東へ動くことが多い。

■ 天気も，雲の動きにつれて，西の
方から変わってくることが多い。

■ アメダスの雨量情報を見ると，雨
の降っている地域は，西の方から東
の方へ動いている。

日 2009年 2009年 2009年

付 ４月２０日 ４月２１日 ４月２２日

雨

量

情

報

午後３時 午後３時 午後３時

雲

写

真

午後３時 午後３時 午後３時

気 日本の全体を雲がおおっ 日本の東の方に雲のかた 北海道に大きな雲のかた

づ ている。九州で雨が降って まりがあった。雨も日本の まりがあって，北海道で雨
い いる。 東の方で降っていて，宮城 が降っているが，宮城は，

た も雨になった。 晴れだった。

こ

と

■ 気象衛星の雲写真を見ると，雲は
西の方から東の方へ動いている。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程５・６／９】
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第５学年「１ 天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P14～17 ４月中旬～５月上旬 ７・８・９／９

《本時のねらい》

天気の変化のきまりを基に，自分たちで天気予報を考えることで，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 天気の変化のきまりを活用して，天気予報をさせることで，天気の変化について理解
を深めさせる。

・ ３時間扱いとし，学習を連続して行う。
・ ７／９時間目と８／９時間目の前半までに気象情報を調べさせ，８／９時間目の後半に明日
の自分たちが考えた天気予報を発表させる。９／９時間目は，実際の天気をと比較して，自分
たちが考えた天気予報を検証させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（７／９時間目）
● 天気予報をす
るために，必要
な気象情報を確
認する。

○ 天気を予想するために，必要な
気象情報を確認させる。

（７／９時間目）
（８／９時間目）
● 気象情報を調
べる。

○ 気象観測の技能を身に付けさせ
るため，アメダスの雨量情報や気象
衛星の雲写真のほかに，実際の空
の様子と気温についても調べさせる

□ 自分たちが住んでいる地域の天
実際の空の様子を観察させ，実際
の雲と，気象衛星の雲写真やアメダ
スの雨量情報とを関係付けさせる。

（８／９時間目） ▼ 実際の空の様子を見て，気温も測
● 気象情報を基 ろう。
に，明日の天気 ▼ 空を見ると，だんだん雲が増えて
を予想する。 きた。これから，天気はどうなるだ

ろう。
▼ 日本の西の地域の天気は，どうな ○ 集めた気象情報を基に，天気の
っているのだろう。 変化について予想させる。

▼ 昨日と今日の気象衛星の雲写真と □ 調べた結果を教科書P13のよう
アメダスの雨量情報をインターネッ な表に記入し，整理させる。
トで調べよう。 □ ＰＣ室の使用が難しければ，気

▼ 大阪に雲のかたまりがあった。ア 象衛星の雲写真やアメダス雨量情
メダスの雨量情報を確かめたら，大 報を教師が印刷し，準備してもよ

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５ 実際に天気予報をす
るためにどのような情報を調べ
たらよいですか。

自然や生活との関係

▲ この頃（春の頃）の日本付近では，
雲は西から東へ動くことが多く，天
気も西の方から，変わってくること
が多い。

▲ 雲の形や量を調べ，天気と関係す
ることが分かった。

▲ ４年生で温度計を使って，気温を
調べた。

◎ 工夫点５ 実際に気象情報を
調べて，明日の天気がどうなる
かを予想しましょう。

自然や生活との関係

■ 雲の動きを調べるために，気象衛
星の雲写真を見ればよい

■ 天気をアメダスの雨量情報を見れ
ばよい。

◎ 工夫点５ 気象情報を調べま
しょう。また，自分たちが住ん
でいる空の様子と気温も一緒に
調べてみましょう。

自然や生活との関係
■ 実際に自分たちの地域の空の様子
と気象情報を比べてみよう。

■ 気温も，測ってみよう。

◎ これまでの学習を基にして，
天気予報をしましょう。

自然や生活との関係

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程７・８・９／９】
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阪で雨が降っていた。この雲は，東 い。
に移動しているので，明日から宮城
でも，雨になるかもしれない。

● 天気予報の原 ▼ 気象衛星から見て，雲がどのよ
稿をグループご うに動いていたかを伝えよう。
とに考える。 ▼ 明日の天気がどのようになるかを

伝えよう。
▼ これからの雲の動きや，雨が降る
場所を日本地図に書いて説明しよ
う。 ○ 「雲の動き方」と「明日の天気

はどのようになるか」というとい
う視点を与え，それに絞った発表
原稿を考えさせる。

□ 雲の動きや雨が降ると考えた地
域を白地図を印刷した摸造紙に記
入させる。

● 天気予報をグ
ループごとに発
表する。

○ 発表する視点を明確にし，グル
ープごとに考えた天気予報を発
表させる。

□ 発表の際には，雲の動きと雨が
降ると考えた地域を記入した摸造
紙を，黒板に掲示し，自分たちの
グループと他のグループのものを
比較させる。

▼ 他のグループは，どのような発表
をするのか聞いてみよう。

○ 次の日に，実際の天気を確認さ
せ，意欲を持続させる。

（９／９時間目） ▼ インターネットで気象衛星の雲写
● グループで考 真を見て，雲の動きを調べてみよう。
えた天気予報と ▼ 雨はアメダスの情報を見れば分か
実際の天気を比 る。
較し，天気の変 ▼ インターネットで雲の動きを調べ
化について考え たら，予報で考えだ雲の動きコース
る。 と，だいたい予想したとおりだった。 ○ 考えた天気予報を実際の気象情

報と比較し，検証し，天気の変化
を考えさせる。

□ 実際の雲の動きと天気を気象衛
星の雲画像とアメダスの雨量情報
で調べさせ，雲の動きや雨が降っ
ている場所を確認させる。

▼ 予想した天気とほぼ同じだった。
▼ 予想したよりも，速く雲が動いて
天気が変化した。

▼ 正確に天気予報をするのは，難し
い。

○ 自分たちが考えた天気予報を実
際の天気と比較させ，天気の変化
のきまりが成り立つかどうかを考
えさせ，理解を深めさせる。

● 「天気の変化」
の単元で学習し
たことを振り返
り，まとめる。 ○ 天気の変化についての既習事項

を確認させ，知識の定着を図り，
理解を深めさせる。

◎ 工夫点５ 各グループごとに，
明日の天気予報を発表しましょ
う。 自然や生活との関係

◎ 工夫点５ 明日の天気予報を，
グループごとに考えましょう。
天気予報で伝えることは，「雲

の動き方」と「明日の天気」に
ついてです。 自然や生活との関係

◎ 考えた天気予報が正しかった
のか，違ったのか。明日の天気
で，確かめましょう。

自然や生活との関係

(発表例)
気象衛星の雲写真を見ると，一昨日に九
州にあった雲のかたまりが，大阪の方に
動いて，今も東から西の方に動いていま
す。
今，大阪や名古屋で雨を降らせている

雨雲が明日の午前には宮城の方にやって
きて，明日の午前から雨になるでしょう。
午前には雨が降らなかったとしても，午
後までには，雨が降る可能性が高いので，
傘をもって登校した方が良いでしょう。

◎ 教科書P16～17を使って，これ
までの学習を振り返りましょう。

■ 雲の様子と天気の変化との関係に
ついて理解できた。

■ 天気の変化きまりを使って，天気
を予想できることが分かった。

◎ 工夫点５ 自分たちの天気予
報と実際の天気を比べ，正しか
ったのかを確かめましょう。何
を見れば確められるでしょうか。

自然や生活との関係

◎ 工夫点５ 天気予報と実際の

天気を比べ 同じところと，違う
ところをノートに書き，発表し
ましょう。 自然や生活との関係

■ 天気の変化のきまりのとおり，実
際の天気も変化した。

５年「１ 天気の変化」

【本時のねらいと学習過程７・８・９／９】



５年 ５ - 1 -

《単元名》

第５学年「５ 台風と天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P58～63 ９月下旬～10月上旬 ３時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「台風の進み方には，きまりがあるのだ
ろうか」
台風は日本の南の方で発生し，初めは

西の方へ動き，やがて北や東の方へ動く
ことが多い。

物を動かす働きは，風が強くなるほど
大きくなる。

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【４学年「天気のようすと気温」】

天気の変化は，
様々な気象情報を
基に，予想するこ
とができる。

雲の形や量は時刻によ
って変わる。
雲の量や動きは，天気

の変化と関係がある。

この頃(春の頃)の
日本付近では，雲は
西から東へ動くこと
が多い。

台風が近付くと強い風が吹き，大量の
雨をもたらすなど，天気の様子が大きく
変わる。

天気も雲の動きに
つれて，西の方から
変わってくることが
多い。

５学年「天気の変化」

４学年「あたたかくなると」

５学年「流れる水のはたらき」

【６学年「太陽と月の形」】 【６学年「大地のつくりと変化」】

【４学年「夜空を見上げよう」】

５学年「台風と天気の変化」（本単元）

雨が降り続いたり，台風などで大雨が降ったりすると，川の水の
量が増えて，流れが速くなり，流れる水の働きが大きくなる。

○ 気象の観測
・ 気象観測

○ 前線とまわりの天気の変化
・ 前線の通過と天気の変化

【中２学年「天気とその変化」】

【中３学年「地球と宇宙」】

【中１学年「大地の変化」】

【中３学年「科学技術と人間」】

○ 大気の動きと日本の天気
・ 日本の天気の特徴
・ 大気の動きと海洋の影響

○ 雲の動き方と水蒸気
・ 霧や雲の発生

【中３学年「自然と人間」】

５年「５ 台風と天気の変化」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

台風による強風や大雨と，それがもたらす災害に興味をもち，台風の進路と天気の変化について，テレ

ビや新聞，インターネットなどの様々な情報や教科書の資料などを活用して調べ，台風は西から東への天

気の変化の仕方とは異なる特有の動きをすることをとらえることができるようにする。また，台風による

災害例などについて，教科書や地域にある資料などを調べ，災害に対する備えや情報活用の重要性に気付

くことができるようにする。

《単元の流れ》

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 台風によって天気はどのように変わるか ３時間

・ 台風の進み方 １ 問題を見いだす ・ 春の頃の雲写真から，春の頃の天気 複数事象の提示

について興味を の変化のきまりについて確認する。 工夫点１

もち，春の天気 ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と

の変化のきまり 差異点を見いだす。

と異なる動きを 予想や仮説をもつ ・ 台風は，どのように進むのか，仮説

することを考え を考える。

る。 観察，実験の方法を考える ・ 台風の進み方について，調べる方法
ポイントを明確

を考える。
にして話し合う

観察，実験を行う ・ 台風の進み方を予想する。
工夫点２

・ 台風の進み方 １ 観察，実験を行う ・ 台風の進み方をインターネットなど

についてまと を利用して調べる。

め，大まかな規 結果を整理する ・ 調べた結果をノートにまとめ，グル

則性をつかみ， 考察し，結論を得る ープで確認する。

日常生活との関 ・ 結果から気付いたことをノートに記

連を考え，理解 入し，話し合う。

を深める。 振り返り，広げる ・ 見付けた台風の進み方の規則性を，

生活とのかかわりの中で考える。

・ 資料を的確に １ 振り返り，広げる ・ 学習してきた台風の進み方のきまり

読み取り，自分 を基に，天気を予報する際のポイント

たちで天気予報 を話し合う。

を考えることを ・ 学習してきた台風の進み方のきまり

通して，台風に を基に天気予報をグループごとに考え

よる天気の変化 る。

について理解を ・ 自分たちで考えた，台風の天気予報

深め，日常生活 を発表する。

との関連を考え ・ グループで考えた天気予報と実際の

る。 天気を比較し，台風による天気の変化

を考える。

５年「５ 台風と天気の変化」
【単元の目標と流れ】
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第５学年「５ 台風と天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P58～63 ９月下旬～10月上旬 本時１／３

《本時のねらい》

台風の進み方について興味をもち，春の天気の変化のきまりと異なる動きをすることを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 春の頃の雲写真(５日分)と台風の雲写真(１日分)を提示し，台風の雲の形の特徴をつ
かませ，春の雲の動きを基にして，台風の動きの規則性について考えさせる。

〈事象Ａ〉2008年４月16日～20日の雲画像 〈事象Ｂ〉2004年８月28日雲画像
12時間毎の写真

教科書P10の写真 教科書P60の写真

雲画像写真の入手の仕方: 気象画像や動画を参照できるホームページ
・仙台市科学館→お天気アイ→【気象衛星画像】 http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/otenkiai/
・仙台市科学館→図鑑・データベース→【衛星雲画】 http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/himawari/
・日本気象協会（2008年以降；2011年９月現在）【過去の天気】 http://tenki/past/

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や，春の頃の天気の変化のきまりなどを根拠にして，台風の進み方の規則
性について考えさせる。

《観察，実験方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 台風の進み方を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しを
もたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 春の頃の雲写
真から，春の頃
の天気の変化の
きまりについて
確認する。

▼ 日本の周りの雲写真だ。
▼ 雲が西から東に動いているよ。 ○ 春の頃の雲写真を見て，既習事

項を想起させる。
□ 画像を見せるときに，方位を確
認させ，雲がどの方位に動くのか
考えさせる。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 事象Ａ，Ｂの雲写真を提示し，
比較させ，Ｂが台風の写真である
ことに気付かせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１（事象Ｂを見せて）
これは違う季節の雲写真です。
ＡとＢを比べて，何が同じで，
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

具体的な体験

▲ 日本付近では，雲が西から東へ動
くことが多い。

▲ 台風は夏休みから９月に，よく日
本に近付く。

▲ 台風が近付くと，学校が休みにな
ったり，早く下校したりする。

▲ 台風が近付くと強風や大雨になる。

◎ 工夫点１（事象Ａを見せて）
これは春の頃の雲写真です。こ
れから半日毎に，撮影したもの
を見てもらいます。これを見て，
どんなことに気付きますか。

具体的な体験

■ 雲が西から東へ動いている。
■ 以前習った春の頃の雲写真だ。

Ａ Ｂ

同 じ ・ 日本のまわりの雲写真

ところ ・ 雲がたくさんある

ちがう うずを巻いている

ところ
雲の形 うすい雲

（台風の雲）

雲の量 少ない 多い

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程１／３】
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▼ 日本に近付くと思うよ。 ○ 春の雲の動きの規則性や生活体
▼ まっすぐ，日本の方に来るよ。 験と対比させ，考えさせる。
▼ 春の雲と同じようにそのまま，東
の方に行くよ。

○ 児童の意見を，話合いを通して，
整理させる。

問題 台風の進み方には，きまりがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ
● 台風は，どの
ように進むの
か，仮説を立て
る。 ○ これまでの生活体験や春の頃の

▼ 渦を巻いているから，ぐるぐる回 天気の変化のきまりを根拠にして，
るかもしれないな。 台風の進み方の規則性について考

▼ 日本に来たり来なかったりする。 えさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 台風の進み方
について調べる
ための方法を考
える。

○ これまでの生活体験や学習経験
を基に，調べる方法を考えさせる。

□ 台風の進み方を記録させるため
に，社会科で使用する日本付近の
白地図を用意する。

□ 台風の目を台風の中心ととらえ
ることができることを指導する。
また，台風の目がはっきりしない
場合は，雲のかたまりの中心を台
風の中心とすることを説明し，理
解させる。

観察，実験を行う
● 台風の進み方
を予想する。

○ 台風の進み方について予想させ
▼ 台風も西から東の方へ，進んでい 見通しをもって調べさせる。
く。 □ 台風の進み方を大まかに予想さ

▼ 台風は日本に近付いてくるから， せ，記録の仕方を確認させる。
まっすぐ北へ進んでいく。

▼ 渦を巻いているから，ぐるぐる回
るかもしれない。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 台風の進み方には，きまりが
あるのかどうか，仮説を立てま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どんな方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには,
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

■ 渦を巻いている雲は，台風の雲だ。

▲ 気象衛星の雲写真やアメダスの雨
量情報を確認すれば，天気の変化を
予想できる。

１ 台風の進み方について調べる。

▲ 日本付近では，雲は西から東へ動
くことが多い。

▲ 台風は夏休みから９月に，よく日
本に近付く。

◎ 次の時間はインターネットを
利用して，台風の進み方を調べ
ましょう。

▲ 日本付近では，雲が西から東へ動
くことが多い。

▲ 台風は夏休みから９月に，よく日
本に近付く。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを整理しながら考えて
いきましょう。主体的な問題解決

■ 台風も春の雲と同じように，西か
ら東の方へ，進んでいく。

■ 台風は日本に近付いてくるから，
まっすぐ北へ進んでいく。

３ 渦を巻いている台風の中心を見て，
台風の位置を見る。

５ １日の雲写真ではなく，数日分の
雲写真を見ればよい。

５ 日本の周りの地図が必要だ。

◎ 台風はどのように進んでいく
のか，白地図に予想する進み方
を書きましょう。

◎ この台風はこの後，どのよう
に進むでしょうか。

主体的な問題解決

２ 気象衛星の雲写真で調べる。
２ インターネットや新聞で雲写真で
調べる。

４ １枚の地図に台風の印を付けて記
録する。

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程１／３】
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第５学年「５ 台風と天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P58～63 ９月下旬～10月上旬 本時２／３

《本時のねらい》

台風の進み方についてまとめ，大まかな規則性をつかみ，日常生活との関連を考え，理解を深
める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点３ 台風の進み方の大まかな規則性をつかませ，天気予報をさせることで，台風による天
気の変化や，自然災害との関係を考えさせる。その際に，あらかじめ調べる台風を抽出
しておく。

台風の資料の入手の仕方： 参考となるホームページは以下の通り。
・ 気象庁→気象統計情報→天気予報・台風→過去の台風資料→【台風経路図】

http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/route_map/index.html

・ 日本気象協会（2008年以降；2011年９月現在）→【過去の天気】 http://tenki/past/

・ 国立情報学研究所→【デジタル台風：台風画像と台風情報】 http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 台風の進み方には，きまりがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● 台風の進み方
をインターネッ
トなどを利用し
て，調べる。 ▼ 台風の進み方はどうなっているだ

ろう。
▼ 台風の中心をしっかり確認して， ○ 台風の進路を正しく記録できる
正しく記録しよう。 ように，調べる視点を明確にさせ

▼ 他の台風はどうなっているのか る。
な。 □ 教科書P60～61にある，2004年

台風16号を調べるように指示す
る。

□ 閲覧するインターネットのペー
ジは教師が指定し，提示する。

例）・ 仙台市科学館
「お天気アイ→気象衛星画像」

http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/otenkiai/

・ 仙台市科学館
「図鑑・データベース

→衛星雲画像」
http://sid4.kagakukan.sendai-c.ed.jp/himawari/

結果を整理する
● 調べた結果を
ノートにまと
め，グループで
確認する。

▼ 台風は春の雲とは違う進み方をし
ているよ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 台風はどのように進んでいま
したか。点と点を結んでみまし
ょう。
調べた結果をノートにまとめ，

グループ内で確認しましょう。
主体的な問題解決

▲ 日本付近では，雲は西から東へ動
くことが多い。

▲ 台風は夏休みから９月に，よく日
本に近付く。

◎ インターネットを利用して，
台風の進み方を調べましょう。
記録は前回，予想を記入した白
地図に書きましょう。

主体的な問題解決

▲ 以前の学習で，インターネットや
新聞で，気象情報を調べたことがあ
る。

■ 台風の位置をしっかり確認して，
正しく記録しよう。

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程２／３】
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○ 白地図に記録した台風の位置を
表す点を結び，台風の動きをグル
ープ内で確認させる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，話 ▼ 他の台風も同じような進み方をす
し合う。 るのかな。 ○ クラス全体で結論を共有させる

ことで，自ら出した結論を確かな
ものにさせる。

振り返り，広げる

● 見付けた台風
の進み方の規則
性を，生活との
かかわりの中で ▼ 天気予報ができると思うよ。

考える。 ▼ やってみたいな。

▼ 台風は天気の様子を大きく変える
ので，いつ頃日本に近付くのか分か
ればよい。

▼ 台風が来ると大量の雨が降るの
で，どんな雨がいつ頃降るのか分か
ればよい。

▼ 台風は強い風を吹かせるので，風 ○ 天気予報に必要なポイントを考
の強さがどうなのかが分かればよ えさせることで，台風による天気
い。 の変化や自然災害との関係につい

▼ 警報や注意報も，天気予報で伝え て気付かせる。
ていた。 □ 「天気の様子」「降水確率」「降

水量」「風速」「注意報・警報」「災
害情報」など，天気予報に必要な
キーワードを，児童と話し合いな
がら，考えていく。

○ 話し合いの中から出た「天気予報
に必要なポイント」に気付かせる。

□ 気象予報士がテレビの天気予報
で，どのようなことを言っている
のか注意しながら，天気予報を見
てくるようにさせる。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。ノートに記入し，グ
ループで話し合い，発表しまし
ょう。 主体的な問題解決

◎ 調べた結果から，台風の進み
方の大まかな規則性が分かりま
した。この規則性を使うと，ど
んなことができるようになりま
すか。 主体的な問題解決

▲ テレビなどで天気予報を見たこと
がある。

▲ 天気予報ができると，便利だ。

◎ 工夫点３台風の天気の予想を
してみましょう。テレビの天気
予報のように，気象予報士にな
って，解説しながら発表してみ
ましょう。 自然や生活との関連

◎ 次の時間に，グループごとに
天気予報をしましょう。

■ 台風は日本の南の方から来る。
■ 台風は初め西の方へ動く。
■ 台風は日本に近付きながら，北や
東の方へ動く。

■ 台風は，日本の南の方で発生し，
初めは西の方へ動き，やがて北や東
の方へ動くことが多い。

◎ 工夫点３台風が近付くと，ど
んな天気になりますか。台風の
天気予報で伝えなければならな
いことはどんなことでしょう。
グループで話し合い，発表しま
しょう。 自然や生活との関連

■ 台風による自然災害についても知
らせる必要がある。

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程２／３】
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第５学年「５ 台風と天気の変化」
東京書籍「新しい理科５」P58～63 ９月下旬～10月上旬 本時３／３

《本時のねらい》

資料を的確に読み取り，自分たちで天気予報を考えることを通して，台風による天気の変化に
ついて理解を深め，日常生活との関連を考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 明日の天気の様子や降水確率，風

● 学習してきた 向きを伝えていたよ。

台風の進み方の ▼ 雲の動きを伝えていたよ。

きまりを基に， ▼ 注意報や警報も伝えていたよ。

天気予報をする ▼ 季節の情報も伝えていたよ。 ○ 前時を振り返り，天気予報で伝え

際のポイントを るポイントを意図的に整理する。ポイ

話し合う。 ントは「天気の様子」「降水確率」「降
水量」「風速」「注意報・警報」「災害
情報」などが考えられる。

● 天気予報をグ
ループごとに考
える。

▼ 台風の進み方は，だいたい初めは
西の方へ動く… ○ 伝えるべき事項（台風の雲の動

▼ この辺で雨が降っているから，明 き方，雨の降りそうなところ，風
日はこの辺で雨が降るだろう。 が強くなりそうなところ）を明確

▼ 風は，この辺りで強く吹いている にし，簡単な発表原稿を考えさせ
だろう。 る。

▼ 台風が近付くと，何を気を付けな □ グループごとに異なる台風の雲
ければいけないだろう。 写真を配付する。

□ 進路が明確な台風をあらかじめ
調べておき，提示する。

(進路が分かりやすい台風の例)
2011年台風２号，６号，９号
2010年台風７号，12号，14号
2009年台風14号，18号，20号
2008年台風５号，13号

□ 台風の動きや雨が降ると考えた
地域を白地図に記入させる。

● 自分たちで考
えた，台風の天
気予報をグルー
プごとに発表す
る。 ○ 発表する視点を明確にさせ，グ

ループごとに考えた天気予報を発
表する。

□ 台風の動きと雨が降ると考えた
地域を記入した摸造紙を黒板に掲
示し，自分たちのグループと他の
グループのものとを比較させる。

▼ 台風は，初めは西の方に進んで，
やがて，北や東に進むんだ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 各グループで台風の天気予報
を発表しましょう。

自然や生活との関係

◎ テレビの天気予報では，どん
なことを伝えていましたか。

自然や生活との関連

◎ 配付した雲写真の台風につい
ての天気予報を，グループごと
に考えましょう。

自然や生活との関連

▲ 台風は，日本の南の方で発生し，
初めは西の方へ動き，やがて北や東
の方へ動くことが多い。

（発表例）
台風６号は，17日には，日本の南

にあって，ここでは暴風雨になって
います。今後，台風は19日には，九
州から四国の方に進み，そのあと，
関西方面に進むでしょう。九州から
四国にかけては，これから大雨にな
り，強い風が吹くでしょう。20日以
降に宮城の方に進んで来ることもあ
るので，今後の台風の進み方につい
て，注意が必要です。

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程３／３】
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▼ 台風の雲がかかっている辺りが大
雨や強い風になっている。

▼ 今後は，この辺りで雨が降り，強
い風が吹くだろう。

● 考えた天気予
報を検証し，実
際どのようなと
ころで雨が降
り，風が強まる ○ 考えた天気予報を実際の気象情
のか確める。 報と比較し，検証し，台風による

▼ 前回のようにインターネットで調 天気の変化を考えさせる。
べればよい。 □ 天気予報の検証をする資料は下

▼ 雨や風はアメダスの情報を見れば 記のHPを参考にするとよい。
分かるよ。 ・日本気象協会（2008年以降）

→【過去の天気】
http://tenki/past/

● グループで考
えた天気予報と
実際の天気を比
較し，台風によ
る天気の変化を ○ 自分たちで考えた天気予報を検
考える。 証することで，台風による天気の

変化について考え，合わせて防災
意識をもたせる。

□ 教科書P62～63の写真を見せ，
台風の災害についても考えさせ，
天気予報を知ることは，災害に対
しての備えになることを補足し，
理解させる。

◎ 天気予報と実際の天気を比較
して，同じところや違うところ，
気付いたところをノートに書き
ましょう。 自然や生活との関係

▲ 気象衛星の雲写真やアメダスで降
雨情報を確認すれば，天気の変化を
予想できる。

▲ 以前の学習で，インターネットや
新聞で，気象情報を調べたことがあ
る。

◎ 考えた天気予報を確かめるた
めには，何を見ればよいでしょ
うか。 自然や生活との関係

■ 台風の周りでは大量の雨が降る。
■ 台風が日本に近付くと，強い風が
吹く。

■ 台風から遠い所でも激しい雨が降
ることもある。

■ 高波などの自然災害に注意しなけ
ればならない。

（発表例）
台風２号は，28日には，沖縄の東

にあって，この付近では暴風雨にな
っています。この後，台風の雲は29
日には，九州に動き30日には，関西
方面に動くでしょう。これから九州
では大雨になり，強い風が吹くでし
ょう。進み方が速くなっています。
宮城の方に進んで来ることもあるの
で，今後の台風の進み方について，
注意が必要です。

５年「５ 台風と天気の変化」
【本時のねらいと学習過程３／３】
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《単元名》

第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P64～85 10月上旬～11月上旬 14時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「流れる水は，地面のようす
をどのように変えるのだろ
うか」
流れる水には，地面を削っ

たり，土や石を運んだり，流
されてきた土や石を積もらせ
る働きがある。それぞれを侵
食，運搬，堆積という。

「川や川岸のようすは，どのようなときに大きく変わるのだろうか」
雨が降り続いたり，台風などで大雨が降ったりすると，川の水の量が増えて，川の流れが速

くなり，流れる水の働きが大きくなる。その結果，土地の様子が大きく変化したり，災害を起
こしたりすることがある。

【４学年「天気のようすと気温」】

【５学年「流れる水のはたらき」】（本単元）

５学年「台風と天気の変化」

【６学年「大地のつくりと変化」】

【中１学年「大地の変化」】

【３学年「太陽を調べよう」】

５学年「天気の変化」

【６学年「太陽と月の形」】

地層の多くは，流れる水の働きによ
って運搬されてきた，礫，砂，泥など
が，海や湖の底で，層になって堆積し
てできる。

【中２学年「天気とその変化】

【４学年「夜空を見上げよう」】

【４学年「水のすがたとゆくえ」】

雨が降って,コンクリートなどに水が溜まった。

○ 大地の変化を読みとる
・ 地層の重なりと過去の様子

【中３学年「地球と宇宙」】 【中３学年「自然と人間」】 ○ 自然の恵みと災害
・ 自然の恵みと災害

地層には，水の働きでできたものと
火山の働きでできた物があり，どちら
も，層になって広がっている。

「土地のかたむきによって，川を流れる水のはたらきは，どう変わるのだろうか」
・ 土地の傾きが大きい所では，水の流れが速く，侵食したり，運搬したりする働きが大きい。
このため，山の中には，深い谷ができやすい。

・ 土地の傾きが小さい所では，水の流れが緩やかで，堆積する働きが大きい。このため，平
地には，土や石などが積もった地形ができやすい。

「水の量を変えると，川を流れる水のはたらきは，どう変わるのだろうか」
・ 水の量が多くなると，侵食したり，運搬したりする働きが大きくなる。

実際の川を観察すると，川の様子や流れる水の働きが分かり，災害を防ぐ工夫が見られる。

台風が近付くと，強い風が吹き，大
量の雨をもたらすなど，天気の様子が
大きく変わる。

台風による災害についてまとめた。

「実際の川でも，流れる水は土地のようすを変えるのだろうか」
・ 土地の傾きが大きい山の中では，水の流れが速く，川幅が
狭い。川原には，角ばった大きな石が多い。

・ 平地へ流れ出た辺りでは，山の中より水の流れが緩やかに
なり，川幅が広くなる。川原には，丸くて小さな石が多くな
る。

・ 平地では，流れが緩やかになり，川幅がさらに広くなる。
流れて来た土や石などが，川原や川底に積もる。

【中３学年「科学技術と人間」】

５年「６ 流れる水のはたらき」
【単元の系統図】
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①宮城県を流れる川の上，中，下流の写真が見れる！「川のようすを調べよう」
みやぎ理科指導ＣＤ2011に収録されています。これは，宮城県内の主な川の写真を

上流，中流，下流ごとに紹介したものです。北上川，迫川，江合川，鳴瀬川，大川，
吉田川，白石川を収録しています。科学巡回訪問ホームページ内のデジタル教材から
も利用できます。
ＵＲＬ：http://midori.edu-c.pref.miyagi.jp/science/rikaCD/kawanoyousu/index.html

②地形の断面図を簡単に作れる！「Path Profiler」
「川が流れている地域の土地の傾きは，どうなっているの？」「地図の等高線から，

土地の傾きを読み取るのは難しい！！」と思う先生方や児童は多いはずです。「Path
Profiler」を利用するとgoogle map上から簡単に，土地の断面図が作成できます。
ＵＲＬ：http://www.heywhatsthat.com/profiler.html

クリックしたポイント

③川の様子を撮影しているライブカメラ映像をみたい！
「○○川の様子を見てみたい！」とき，国土交通省 東北整備局所管の各河川事務所

やダム管理事務所のサイト内にある「ライブカメラ」のページから川の様子を見ること
ができます。
その中でも「川ら版」はライブカメラだけではなく，１時間ごとに更新される雨量情

報や水位情報も閲覧することができます。
ＵＲＬ：http://www2.thr.mlit.go.jp/karyuu/plaza/kawaraban/frameset_internet.html

ＴＯＰページ 各河川の情報

授業づくりに役立つ
サイトを紹介します！！

ＴＯＰページから「川
のようすを見る」をクリ
ックすると，各川が流れ
る流域と上・中・下流の
写真が見ることができま
す。

ＴＯＰページ

～使い方～
１．google map上で，断面

図を作りたい地域を，クリ
ックする（複数可）。

２．ページの右にある「Draw
profile」をクリックする。

３．ページの上部に断面図が作
成される。

４．作成された断面図を右クリ
ックし，「コピー（C）」をク
リックすると，様々なアプリ
ケーションに貼り付けること
ができる。
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《単元の目標》

流れる水は土地の様子を変えることや増水による災害に興味をもち，地面などに水を流して調べる。ま
た，実験結果を基に，川とその周りの土地の様子についての資料や実際の川などを調べて，川の上流と下
流では，川原の石の大きさや形に違いがあり，流れる水には，土地を侵食したり，石や土を運搬したり，
堆積させたりする働きがあること，流れる水の速さや水量が変わると土地の様子が大きく変化する場合が
あることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 14時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 流れる水は地面をどう変えるのか ２時間

・ 水が流れる前 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
後の地面の様子 差異点を見いだす。 工夫点１
を観察し，流れ ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
る水の働きに興 ら，問題を見いだす。
味をもつ。 予想や仮説をもつ ・ 流れる水の働きについて仮説を立て

る。 ポイントを明確
観察，実験の方法を考える ・ 流れる水の働きについて調べる方法 にして話し合う

を考える。 工夫点２

・ 流れる水は， １ 観察，実験を行う ・ 流れる水の働きについて調べる。
地面の様子をど 結果を整理する ・ 調べた結果をまとめ，確認する。
のように変える 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
のかを調べ，流 入し，グループで話し合う。
れる水の働きに ・ 流れる水の働きに関する用語を知り，
ついて考え，ま 観察結果を振り返る。
とめ,理解する。

２ 川の水は土地のようすを変えるのか ４時間

・ 川の上，中， １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂ，事象Ｃを比較し， 複数事象の提示
下流の地形や川 共通点と差異点を見いだす。 工夫点３
岸の様子の違い ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
に疑問をもち， ら，問題を見いだす。
川を流れる水の 予想や仮説をもつ ・ 川を流れる水は，土地の様子をどの
働きに興味をも ように変えているのか，仮説を立てる。 ポイントを明確
つ。 観察，実験の方法を考える ・ 川を流れる水は，土地の様子をどの にして話し合う

ように変えているのかを調べる方法を 工夫点４
考える。

・ 川の上，中， ２ 観察，実験を行う ・ 川を流れる水は，土地の様子をどの
下流の地形や川 ように変えているのかを調べる。
岸の様子の違い 結果を整理する ・ 調べた結果をまとめ，確認する。
と川を流れる水 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
の働きとの関係 入し，グループで話し合う。
を調べ，まとめ， 振り返り，広げる ・ 川の上流と下流とで，石の形や大き 要因の考察
理解する。 さが異なる原因を考える。 工夫点５

・ 石の形状が変化する原因を知り，実
験により確かめる。

・ 実験結果から気付いたことをノート
に記入し，グループで話し合う。

・ 増水した川の １ 振り返り，広げる ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
様子を観察し， 差異点を見いだす。 要因の考察
川を流れる水の ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが 工夫点６
働きで土地の様 ら，問題を見いだす。
子が大きく変化 ・ 事象の違いが生じた要因をこれまで
することについ の学習経験を基に考える。
て理解を深め ・ デジタル教材を活用し，仮説を確か
る。 める。

・ デジタル教材を見て，考えたことや
感じたことをまとめる。

５年「６ 流れる水のはたらき」

【単元の目標と流れ】
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３ 水の流し方を変えて流れる水のはたらきを調べよう ５時間

・ 土地の傾き １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点を 複数事象の提示
や，水の量によ 見いだす。 工夫点７
って，川を流れ ・ 事象の共通点が生じた要因を考えな
る水の働きは， がら，問題を見いだす。
どう変わるのか 予想や仮説をもつ ・ 土地の傾きや，水の量によって，水 ポイントを明確
について疑問を の働きがどう変わるのかを考え，仮説 にして話し合う
もつ。 を立てる。 工夫点８

観察，実験の方法を考える ・ 土地の傾きや，水の量によって，川
を流れる水の働きがどう変わるのかを
調べる方法を考える。

・ 土地の傾き ２ 観察，実験を行う ・ 土地の傾きや，水の量によって，川
や，水の量によ を流れる水の働きがどう変わるのかを
って,川を流れ 予想する。
る水の働きは， ・ 土地の傾きや，水の量によって，川
どう変わるのか を流れる水の働きがどう変わるのかを
を調べ，川を流 調べる。
れる水の働きが
大きくなる条件
について考え
る。

・ 実験結果を基 ２ 結果を整理する ・ 調べた結果をまとめ，確認する。
に，川を流れる 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
水の働きが大き 入し，グループで話し合う。
くなる条件につ 振り返り，広げる ・ インターネットなどを利用して，地
いて考え，まと 域を流れる川を観察する。
める。 ・ 土地の様子の変化と川を流れる水の 要因の考察

・ 実際の川を観 働きとの関係を考える。 工夫点９
察し，土地の傾
きや，水の量に
よって,どのよ
うに土地の様子
が変化したのか
を考え，理解を
深める。

４ 川を観察して水のはたらきを調べよう ３時間

・ 地形模型を作 １ 振り返り，広げる ・ 地図を基に，地域を流れる川の地形 要因の考察
り，これまでの 模型を作る。 工夫点10
学習経験を生か ・ 学んだことを生かし，川を流れる水
してモデル実験 の働きが大きくなる場所を予想する。
を行い，理解を ・ 地形模型に水を流し，川を流れる水
深める。 の働きが大きくなる場所を観察する。

・ 地形模型に水を流し，土地の変化が
見られた場所を確認し，整理する。

・ モデル実験の ２ 振り返り，広げる ・ モデル実験の結果を基に，川を流れ 学んだことを生
結果を基に，地 る水の働きが大きくなる場所で，どの かしたものづく
域の災害ハザー ような災害が予想されるのかを考え， り 工夫点11
ドマップを作製 災害ハザードマップを作る。
し，地域の土地 ・ 災害を防ぎ，安全性を高める工夫に
の特性を知る。 ついて考える。

・ 作成した災害ハザードマップと現行 環境に目を向け
の物とを比較し，安全性を高めるため させる工夫点12
にどのような工夫が行われているのか
知る。

・ 災害を防ぐための工夫について観察
し，まとめる。

５年「６ 流れる水のはたらき」

【単元の目標と流れ】



５年 ６ - 5 -

第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P64～67 10月上旬～11月上旬 本時１／14

《本時のねらい》

水が流れる前後の地面の様子を観察し，流れる水の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 水が流れる前と後の地面の様子を写した写真を提示し，比較させる。その共通点と差
異点から，水が地面を削ってできた筋（跡）に気付かせ，流れる水の働きについて考え
させる。

〈事象Ａ〉水を流す前の地面の様子の写真 〈事象Ｂ〉水を流した後の地面の様子の写真

※水を流す前に，地面を整地し，段差などがな
いようにしておく。 水溜まり 地面にできた筋（水が流れた跡）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

地面にできた水が流れた跡に着目させ，流れる水の働きによって，地面に筋ができたのではな
いかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 流れる水は，地面の様子をどのように変えるのかを調べる方法を，児童と話し合いな
がらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。 ▼ Ｂは水が流れた筋があるよ。

▼ Ｂは水溜りができてる。

○ 土に水を流すと，水が地面を削
り，筋（跡）を作ることに気付か
せる。

□ 事象Ａはできるだけ，整地し，
段差が無いように留意する。

● 事象の違いが ▼ なぜ，水を流すと校庭に筋ができ
生じた要因を考 るんだろう。
えながら，問題 ▼ 水の色は茶色いな。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１（事象Ａ,Ｂを見せて）
Ａ，Ｂは，学校の校庭の写真で
す。２つを比べて，何が同じで，
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じところ
・ 学校の校庭の同じ場所の

地面

地面 かわいている ぬれている

ちがう
すじ ない ある

ところ
水 た

ない ある
ま り

水の色 ない 茶色

▲ 雨が降って，コンクリートや校庭
に水が溜まったことを見たことがあ
る。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程１／14】
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を見いだす。 ○ 「流れる水が地面に筋を作った」
ことに視点を揃えさせ，話合いを
通して，児童の意見を整理させる。

問題 流れる水は，地面のようすをどのように変えるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 校庭に筋ができた理由は何だろ
● 流れる水の働 う。
きについて仮説 ▼ 水の色が茶色いのは，関係してい
を立てる。 るのかな。

○ これまでの生活体験や提示した
複数事象を基に仮説を立てさせる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 流れる水の働
きについて調べ
る方法を考え
る。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ

とによって，必要感をもたせ，意
▼ どのように調べよう。 欲的に取り組ませる。

▼ 何を観察すれば，分かるかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (①③について)複数事象を比較
した際に，児童が気付いた差異点

▼ どのように調べたことを記録した を基に，考えさせる。
ら，分かりやすいかな。 □ (④について)以下の４点を主に

観察させ，記録させる。
・ 土が削られている場所の流れ
の速さ【侵食】

・ 土が削られている場所【侵食】
・ 水に含まれている物【運搬】
・ 土が積もっている場所
（水溜まりなど）【堆積】

■ 水の色が茶色いので，流れる水は
地面を削るだろう。

■ 流れる水は，地面を削るので，地
面に筋を作るだろう。

１ 水が流れて，筋ができたところを
調べる。

１ 水が溜まっているところを調べる。
１ 水の色を調べる。

◎ 流れる水は，地面の様子をど
のように変えると思いますか。
理由も考えてノートに書きまし
ょう。 主体的な問題解決

◎ 流れる水は，地面の様子をど
のように変えるのかを調べる方
法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
主体的な問題解決

２ Ｂと同じように，校庭に水を流し
て調べる。

◎ 次の時間は，流れる水は，地
面の様子をどのように変えるの
かを調べましょう。

■ 校庭の筋は，流れた水が作ったと
思う。

３ 筋ができたところが，削れている
かを見る。

３ 水が溜まったところは，どのよう
になっているのかを見る。

３ 水の色を観察し，含まれている物
を見る。

４ 水を流してできた筋や水溜まりを
スケッチし，どのような特徴がある
のか記録する。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程１／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」

東京書籍「新しい理科５」P67～68 10月上旬～11月上旬 本時２／14

《本時のねらい》

流れる水は，地面の様子をどのように変えるのかを調べ，流れる水の働きについて考え，まと

め，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 流れる水は，地面のようすをどのように変えるのだろうか。

観察，実験を行う

● 流れる水の働

きについて調べ

る。

○ ポイント④に注意させながら，

地面の様子と流れる水の働きの関

係を調べさせ，スケッチさせる。

□ 以下の４点を主に観察させ，記

録させる。

・ 土が削られている場所の流れの

速さ【侵食】

・ 土が削られている場所【侵食】

・ 土が含まれている物【運搬】

▼ 水の流れの違いによって，筋や水 ・ 土が積もっている場所

溜まりの様子が違う。 (水溜まりなど)【堆積】

結果を整理する

● 調べた結果を

まとめ，確認す

る。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

▼ 水が流れている所と，流れていな とめさせる。

い所の様子が違う。

考察し，

結論を得る

● 結果から気付

いたことをノー

トに記入し，グ

ループで話し合 ▼ 私たちのグループの結果と，同じ ○ スケッチを黒板に掲示し，仮説

う。 ような特徴がある。 や他のグループの結果と比較させ

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 流れる水は，地面の様子をど
のように変えるのかを調べまし
ょう。調べた結果はスケッチし
て記録しましょう。

主体的な問題解決

■ 筋ができた所が削られているか観
察する。

■ 水が溜まった所はどのようになっ
ているかを観察する。

■ 水の色を観察し，含まれている物
を観察する。

児童のスケッチの例
※ 水が流れて地面が削られたり，水
が溜まっていたりしている所の様子
を観察させ，スケッチさせる。

◎ 調べたことをグループで確認
し，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 筋ができた所は削られていた。
■ 水が溜まった所は土が積もってい
た。

■ 水の色は茶色で，土を含んでいた。

◎ 自分のグループと他のグルー
プがまとめたことを比べて，ど
のようなことが分かりますか。
グループで話し合い，発表しま
しょう。 主体的な問題解決

■ 流れる水には，地面を削る働きが
ある。

■ 流れる水には，土や石を運ぶ働き
がある。

■ 流れる水には，流されてきた土や
石を積もらせる働きがある。

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／14】
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ながら，地面の様子と流れる水の

働きの特徴について考えさせる。

□ 流れる水の働きを，以下の３点

に焦点を絞りながらまとめる。

・ 地面を削る。【侵食】

・ 土や石を運ぶ。【運搬】

・ 流されてきた土や石を積もらせ

る。【堆積】

● 流れる水の働

きに関する用語

を知り，観察結

果を振り返る。

▼ どのような所で，侵食の働きが大

きくなっているかな。

▼ どのような所で，運搬の働きが大

きくなっているかな。

▼ どのような所で，堆積の働きが大

きくなっているかな。

○ 「侵食」「運搬」「堆積」とい

う言葉を知り，観察結果を振り返

らせる。

□ 観察結果を，再度振り返らせる

ことで，知識の定着を図る。

■ 流れる水の「地面を削る」働きを
「侵食」という。

■ 流れる水の「土や石を運ぶ」働き
を「運搬」という。

■ 流れる水の「流されてきた土や石
を積もらせる」働きを「体積」とい
う。

◎ 観察の結果，流れる水には，
地面を削ったり，土や石を運ん
だり，流されてきた土や石を積
もらせる働きがあることが分か
りました。

◎ 流れる水の「地面を削る」働
きを「侵食」，「土や石を運ぶ」
働きを「運搬」，「流されてきた
土や石を積もらせる」働きを「堆
積」といいます。

◎ スケッチの中のどこで，これ
らの働きは見られますか。グル
ープで話し合い，発表しましょ
う。 主体的な問題解決

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P69～71 10月上旬～11月上旬 本時３／14

《本時のねらい》

川の上，中，下流の地形や川岸の様子の違いに疑問をもち，川を流れる水の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 上，中，下流の川原の様子を写した写真と地形の断面図（準備ができれば，それぞれ
の流域の石も）を提示し，比較させる。その共通点や差異点に気付かせ，川幅や石の大
きさや形に違いが生じた要因を，川を流れる水の働きと関係付けて考えさせる。

→ポイント集2011 P104
〈事象Ａ〉山の中の川の 〈事象Ｂ〉平地へ出た辺りの川 〈事象Ｃ〉平地の川の

様子の写真（上流） の様子の写真（中流） 様子の写真（下流）

地
形
の
断
面
図

※１ みやぎ理科指導ＣＤに収録されているデジタルコンテンツ「川のようすを調べよう」を利
用すると，県内の主な川の写真を手に入れることができる。（例：上の写真は北上川流域）

http://midori.edu-c.pref.miyagi.jp/science/
※２ 地形の断面図を大まかにとらえさせるために，「Path Profiler」サービスを利用すると，

容易に準備できる。 http://www.heywhatsthat.com/profiler.html
※３ 川の上，中，下流で拾ってきた同じ種類の石を提示すると，より比較させやすい。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

川の上，中，下流の地形と，川岸の様子に着目させ，これまでの学習経験や提示した複数事象
を基に，川を流れる水の働きにより土地の様子に違いができたのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 川を流れる水は，土地の様子をどのように変えるのかを調べる方法を，児童と話し合
いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂ，事象Ｃを比
較し，共通点と ▼ どれも川の写真だよ。
差異点を見いだ ▼ 同じ川だけど，写している場所が
す。 違うんだ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 流れる水の働きには，侵食や運搬，
堆積がある。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点３(事象Ａ,Ｂ,Ｃを見せ
て)Ａ，Ｂ，Ｃは，それぞれ○○
川の山の中，平地へ流れ出た辺
り，平地を流れる川の様子を写
した写真です。３つを比べて，
何が同じで，何が違いますか。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程３／14】
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○ 同じ川を，３つの異なる地点で
写した写真を提示し，川幅，川原
の石の大きさや形の違いに気付か
せる。

□ できるだけ，身近にある川の写
真を提示する。用意できない場合
は，みやぎ理科指導ＣＤに収録さ
れている，デジタルコンテンツ「川
のようすを調べよう」を利用する
と便利である。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「川幅や石の大きさ，形の違い

と，川を流れる水の働き」「土地
の傾きと，川を流れる水の速さ」
の関係に視点を揃えさせ，話合い
を通して，児童の意見を整理させ
る。

問題 川を流れる水は，土地のようすをどのように変えているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 侵食や運搬，堆積などの川を流れ
● 川を流れる水 る水の働きが関係しているのかな。
は，土地の様子 ▼ 土地の傾きが違うと，何が変わる
をどのように変 んだろう。
えているのか，
仮説を立てる。 ○ これまでの学習経験や提示した

複数事象を基に仮説を立てさせる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 川を流れる水
は，土地の様子
をどのように変
えているのかを ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
調べる方法を考 とによって，必要感をもたせ，意
える。 欲的に取り組ませる。

▼ どのように調べよう。

▼ 何を見ればいいかな。
○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (①③について)一つの川だけで
はなく，いくつかの川を調べさせ，

▼ どのように調べたことを記録した 結果を比較させることで，土地の
ら，分かりやすいかな。 様子と川を流れる水の働きの関係

を見いださせる。
□ (④について)地図に色分けした
付箋紙を貼り，土地の様子の特徴
（赤色），川を流れる水の働き（青
色）を記録すると分かりやすい。

■ 川の流れる地域によって川を流れ
る水の働きが違うので，川幅や石の
大きさ，形が変わるだろう。

■ 土地の傾きが違うと，川を流れる
水の速さが違うので，川幅や石の大
きさ，形が変わるだろう。

１ いろいろな川の流れる地点と，川
を流れる水の働きの関係について調
べる。

◎ 川を流れる水は，土地の様子
をどのように変えると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 川を流れる水は，土地の様子
をどのように変えるのかを調べ
る方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 工夫点４ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
主体的な問題解決

２ ＡやＢ，Ｃと同じように，山の中，
平地へ流れ出る辺り，平地の地点の
様子をインターネットや地図，本を
利用して調べる。

３ いろいろな川の流れる地域の様子
と，川を流れる水の働きとの関係を
見る。

◎ 次の時間は，川を流れる水は，
土地の様子をどのように変える
のかを調べましょう。

Ａ Ｂ Ｃ

同じところ
･ 同じ川の写真

･ 水が流れている

川幅 せまい 少し広い 広い

石の 大きい 少し小さい 小さい
ちがう 大きさ

ところ 石の形 角がある 少しまるい まるい

土地の
急 ゆるやか 平ら

かたむき

■ なぜ，同じ川なのに，流れる地域
が違うと川幅や石の大きさや形が違
うのだろう。

■ 川を流れる水の働きが関係してい
ると思う。

■ 土地の傾きが違うと，何が変わっ
てくるのだろう。

４ 調べた川の流れる地点と，川を流
れる水の働きの特徴を付箋紙に記録
し，地図に貼る。

▲ インターネットを使って，天気の
変化や台風について調べた。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程３／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P69～74 10月上旬～11月上旬 本時４・５／14

《本時のねらい》

川の上，中，下流の地形や川岸の様子の違いと川を流れる水の働きとの関係を調べ，まとめ，
理解する。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 川原にある石の形状が川の上流と下流とで異なる原因を考えさせ，実験によって確か
めさせる。

〈準備物〉
・ ビニール袋(丈夫なもの)２枚 ・水(適量)
・ 防犯砂利(軽石ではなく，重さがあるもの)※ホームセンターで50ℓ2000円程度で売っている。
〈観察，実験の方法〉 所要時間15分
① 防犯砂利同士を ② ビニール袋に，水と防犯砂利１ ③ 10分程度激しく降り，中の石の
擦りつけて，角を 個を入れたものと，水と防犯砂利 形状を確認する。
付けておく。 ３個以上入れたものを用意する。

上流の石の状態 まだ，どちらの石も角ばっている。 角ばっている。 角がとれている。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 川を流れる水は，土地のようすをどのように変えているのだろうか。

観察，実験を行う
● 川を流れる水
は，土地の様子
をどのように変
えているのかを
調べる。

○ ポイント④に注意させながら，
土地の様子と川を流れる水の働き
の関係を調べさせ，結果を地図に
記録させる。

□ 地図を見ながら，調べる地点を
３カ所(山の中，平地へ流れ出た
辺り，平地)に絞り，調べさせる。

□ 活用するとよい資料は以下のと
おりである。

・ 国土交通省東北地方整備局の河
川監視用ライブカメラ

・ 川ら版
http://www2.thr.mlit.go.jp/karyuu/plaza/

例：白石川白石観測所のライブカメラ kawaraban/frameset_internet.html

結果を整理する ▼ それぞれの地点で，土地の様子や
● 調べた結果を 川を流れる水の働きには，どのよう
まとめ，確認す な特徴があるだろうか。
る。 ▼ どこの川でも，同じような結果な

のだろうか。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま
とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 川を流れる水は，土地の様子
をどのように変えているのかを
調べましょう。調べた結果は地
図に記録しましょう。

主体的な問題解決

■ 土地の傾きや川幅，石の大きさや
形などの土地の様子の特徴を，赤い
付箋紙に記録する。

■ 川を流れる水の速さなどの特徴を，
青い付箋紙に記録する。

◎ 調べたことを付箋紙にまとめ，
グループで確認し，発表しまし
ょう。 主体的な問題解決

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程４・５／14】
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考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合 ○ 付箋紙を貼った地図を黒板に掲
う。 示し，仮説や他のグループの結果

と比較させながら，土地の様子と
川を流れる水の働きとの関係につ
いて考えさせる。

▼ 私たちのグループが調べたことと， □ まとめをする際に，教科書P72，
同じような特徴があるね。 73の写真を見せながら説明すると

▼ 別の川でも，同じような特徴があ よい。
るよ。 □ 「土地の傾き」と「水の流れる

▼ 土地の傾きと川を流れる水の働き 速さ」との関係を明らかにしなが
には，関係がありそうだな。 ら，以下の２点についてまとめる。

・ 水の流れが速い地域
→「侵食・運搬」の働きが大きい

・ 水の流れが緩やかな地域
→「堆積」の働きが大きい

振り返り，広げる ▼ なぜだろう。
● 川の上流と下 ▼ 山の中は角ばった大きな石が多く
流とで，石の形 て，平地では丸くて小さい石が多い
や大きさが異な のだから…
る原因を考え
る。

○ 川を流れる水の働きの一つであ
る「運搬」作用により，石の形や
大きさが変化することに気付かせ
る。

● 石の形状が変
化する原因を知
る。

○ 石の形状が変化する原因を説明
し，理解させる。

● 実験により，
石の形状が変化
することを確か
める。

○ 簡単な実験により，石がぶつか
ることで，丸く，小さくなること
を確かめさせる。

● 実験結果から
気付いたことを
ノートに記入し
グループで話し
合う。

○ 石の形状が川を流れる水の働き
(運搬)によって変化することにつ
いて考えさせる。

■ 土地の傾きが大きいほど，水の流
れは速くなり，川幅が狭くなる。

■ 土地の傾きが大きい地域の川原の
石の方が，大きく，角ばったものが
多い。

◎ 他のグループが調べたものと
比べて，どのようなことが分か
りますか。グループで話し合い，
発表しましょう。主体的な問題解決

■ 土地の傾きが大きい山の中では，
水の流れが速く，川幅が狭い。川原
には，角ばった大きな石が多い。

■ 平地へ流れ出た辺りでは，山の中
より水の流れが緩やかになり，川幅
が広くなる。

■ 平地では，流れが緩やかになり，
川幅がさらに広くなる。流れてきた
土や石などが，川原や川底に積もる。

■ 川を流れる水の働きが関係してい
るだろう。

■ 石が水に流され，転がり，他の石
とぶつかるからだろう。

◎ 調べた結果から，土地の様子
と川を流れる水の働きの関係が
分かりました。

◎ 工夫点５なぜ石の形や大きさ
は，山の中の川原と平地の川原
とで違うのでしょうか。

自然や生活との関係

◎ 工夫点５川を流れる水が，山
から大きな石を平地まで運搬し
てくる途中で，石同士がぶつか
り，だんだんと丸く，小さくな
っていきます。

自然や生活との関係

■ 運搬の働きで，石が山の中から平
地に運ばれる途中で，石同士がぶつ
かり，丸く，小さくなっていく。

◎ 工夫点５実験で確かめてみま
しょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 石が１個のときは，形は変わらな
かった。

■ 石を３個以上入れると，だんだん
石の形が丸く，小さくなった。

■ 川を流れる水によって，石が山の
中から平地まで運搬される途中で，
石同士がぶつかり，形が丸く，大き
さは小さくなる。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。グループで話し合い，
発表しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程４・５／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P74～76 10月上旬～11月上旬 本時６／14

《本時のねらい》

増水した川の様子を観察し，川を流れる水の働きで土地の様子が大きく変化することについて
理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ 通常の川の映像と増水した川の映像を提示し，比較させる。その共通点と差異点から，
水の量，色，速さの違いに気付かせ，川を流れる水の働きについて考えさせる。

→ポイント集2011 P103

〈事象Ａ〉通常の川の映像 〈事象Ｂ〉増水した川の映像

※ 増水していない時の身近な川の様子を撮影 ※ ＮＨＫデジタル教材：「土地をけずる川」
しておく。 http://www.nhk.or.jp/school/kensaku

/ele_rika.html

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ Ａはよく見る川の様子だよ
▼ Ｂはすごい勢いだよ。

○ 通常の川と増水したときの川の
水の量，色，流れの速さの違いに
気付かせる。

● 事象の違いが ▼ 川の水が茶色いのは，土を含んで
生じた要因を考 いるからだよ。
えながら，学習
課題を確認す ○ 「通常の川よりも，増水した川
る。 の方が川岸を侵食している」こと

に視点を揃えさせ，話合いを通し

■ 児童にもたせたい意識

▲ 流れる水には，地面を削ったり，
土や石を運んだり，流されてきた土
や石を積もらせる働きがある。

▲ 台風が近付くと,強い風が吹き，大
量の雨をもたらすなど,天気の様子が
大きく変わる。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点６（事象Ａ,Ｂを見せて）
今から通常の川の映像Ａと，い
つもとは違う川の映像Ｂを見せ
ます。２つの映像を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

Ａ Ｂ

同じところ ･ 川のえいぞう

水の量 少ない 多い
ちがう 流れる水

ゆるやか すごく速い
ところ の速さ

水の色 ふつう 茶色

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ 水の量が多く，色も茶色く，流れ
が速いから，土地をたくさん侵食し
ていると思う。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程６／14】
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て，児童の意見を整理させる。

問題 川や川岸のようすは,どのようなときに大きく変わるのだろうか。

（予想や仮説をもつ） ▼ 台風の時は，どうだったかな。
● 事象の違いが ▼ 梅雨の時も，川の水は増えるかな。
生じた要因をこ
れまでの学習経
験を基に考え
る。

○ これまでの生活体験や学習経験
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

（観察，実験を行う） ▼ どちらも，川の水の量が多いよ。
● デジタル教材 ▼ 川の近くに住んでた人が，困った
を活用し，仮説 顔をしているよ。
を確かめる。

○ デジタル教材を活用し，増水し
た川がどのように川や川岸の様子
を変えたのかを確認させ，仮説を
確かめさせる。

□ ＮＨＫデジタル教材を活用し，
提示するとよい。
・ 長雨に関する映像

「福島県のこう水」など
・ 台風に関する映像

「台風と川の増水
台風15号（2001年）」

http://www.nhk.or.jp/school
/kensaku/ele_rika.html

（考察し，結論を得る）

● デジタル教材
を見て，考えた
ことや感じたこ
とをまとめる。

○ デジタル教材を見させ，考えさ
せたことを，これまでの学習経験
を基にまとめさせる。

□ 「川の水の量が増えた時に，土
地の様子が大きく変わることがあ
る」ことを，川を流れる水の働き
と関係付けて考えさせる。

◎ 川や川岸の様子は，どのよう
な時に大きく変わると思います
か。理由も考えてノートに書き
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 梅雨の時のように，長い時間雨が
降ると，川の水の量が増えて，川や
川岸の様子が大きく変わるだろう。

■ 台風の時のように，大雨が降ると，
川の水の量が増えて，川や川岸の様
子が，大きく変わるだろう。

■ 川の水の量が増えて，流れが速く
なっている。

■ 川の水が茶色で，川岸を大きく侵
食している。

■ 土地の様子が，大きく変わってい
る。

◎ ２つの映像を見て，考えたこ
とや感じたことをノートに書き
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 皆さんが考えたことが本当に
正しいか，これから,長い時間雨
が降った時の川の様子と，台風
の時の川の様子の映像を見て確
認してみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 雨が降り続いたり，台風などで大
雨が降ると
・ 川の水の量が増えて，流れが速
くなる。
・ 川岸が侵食されて，川の水が茶
色でになる。
・ 土地の様子が，大きく変わる。
・ 災害が起きるので，気を付ける
必要がある。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程６／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P77～79 10月上旬～11月上旬 本時７／14

《本時のねらい》

土地の傾きや，水の量によって，川を流れる水の働きは，どう変わるのかについて疑問をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点７ 上流の川と増水した川の映像を提示し，比較させる。その共通点と差異点を基に，流
れる水の働き(侵食と運搬)を大きくする要因が，流れの速さや水の量にあり，川の水の
流れは土地の傾きと水の量に関係することに気付かせ，川を流れる水の働きについて考
えさせる。

〈事象Ａ〉上流の川の映像 〈事象Ｂ〉増水した川の映像

3/14で学習し 6/14で学習し
た，下流よりも た，台風などの
上流の方が川の ときに，川の水
流れが速くなっ の量が増え，流
ていたことを想 れが速くなって
起させる。 いたことを想起

させる。

※ ＮＨＫデジタル教材：「黒部の上流」 ※ ＮＨＫデジタル教材：「土地をけずる川」

ＮＨＫデジタル教材のホームページ http://www.nhk.or.jp/school/kensaku/ele_rika.html

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

川を流れる水の働きを大きくする要因に着目させ，川の水の流れを速くする条件は，土地の傾
きと水の量ではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点８ 土地の傾きや，水の量によって，川を流れる水の働きがどう変わるのかを調べる方法
を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点を見いだ
す。

○ 川を流れる水の働きは，流れの
速さや水の量に起因し，流れの速
さや水の量は，土地の傾きや雨の
量に関係することに気付かせる。

▼ 同じところはなんだろう。

● 事象の共通点
が生じた要因を
考えながら，問
題を見いだす。 ○ 「川を流れる水の働きが流れの

速さ水の量と関係があること」「流

■ 児童にもたせたい意識

▲ 土地の傾きが大きい山の中では，
水の流れが速い。

▲ 雨が降り続いたり，台風などで大
雨が降ったりすると，水の量が増え
て，川の流れが速くなり，川を流れ
る水の働きが大きくなる。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点７（事象Ａ,Ｂを見せて）
これまで，川を流れる水が土

地の様子を変える働きを考えて
きました。
Ａ，Ｂは，川を流れる水の働

きが大きくなる場合を映した映
像です。２つを比べて，何が同
じで，何が違いますか。気付い
たことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

Ａ Ｂ

･ 川の写真

同じところ ･ 水が流れている

･ 水の流れが速い

ちがう
水の量 ふつう 多い

ところ
土地の 大きい 小さい
かたむき

◎ 今までの意見から問題を整理
しましょう。

■ 川を流れる水の働きは，水の流れ
の速さに関係していると思う。

■ 水の流れの速さは，土地の傾きや
水の量に関係していると思う。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程７／14】
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▼ どちらも，川を流れる水の働きは れの速さや水の量が，土地の傾き
大きいと思うよ。 や雨の量に関係があること」に視

点を揃えさせ，話合いを通して，
児童の意見を整理させる。

問題 土地のかたむきや，水の量によって，川を流れる水のはたらきは，どう変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 山の中と平地の川を比べた時は，
● 土地の傾き どうだったかな。
や，水の量によ ▼ 雨が降り続いた時や，台風の時，
って，川を流れ 土地の様子はどう変わったかな。
る水の働きがど
う変わるのかを
考え，仮説を立 ○ これまでの学習経験や提示した
てる。 複数事象を基に仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 土地の傾き
や，水の量によ
って，川を流れ
る水の働きがど ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
う変わるのかを とによって，必要感をもたせ，意
調べる方法を考 欲的に取り組ませる。
える。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把

握 し，実験方法を考えさせる。
□ (②ついて)土を入れる箱はバッ
トや花壇用のプランターを準備
し，れんがなどで角度をつけると
実験しやすい。モデル実験となる
ので，実際の川の様子を考えさせ，
川は蛇行させ，川を流れる水の働
きを観察しやすくする。

→ポイント集2011 P104
□ (③について)これまでの学習経
験を基に，川を流れる水の働きに
よって，どのように土地が変化す
るのかを考えさせる

□ (④について)条件を制御する必
要があることを十分に意識させ，
しっかりと考えさせる。

□ (⑤について)水を流す前，変化
の予想，水を流した後を比較でき
るように記録させる。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

■ 山の中では，水の流れが速いので，
土地の傾きが大きい所では，川を流
れる水の働きが大きくなるだろう。

→【仮説①】
■ 雨が降り続いたり，台風などで大
雨が降ると，水の流れが速くなるの
で，水の量が多くなると，川を流れ
る水の働きが大きくなるだろう。

→【仮説②】

１ 土地の傾きや水の量によって，川
を流れる水の働きは，どう変わるの
かを調べる。

◎ 土地の傾きや，水の量によっ
て，川を流れる水の働きがどう
変わると思いますか。理由も考
えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 土地の傾きや，水の量によっ
て，川を流れる水の働きがどう
変わるのかを調べる方法を考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点８ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる（変える）条件と同じ
にする（変えない）条件は何で
すか。

⑤ どのように記録しますか。
主体的な問題解決４ 川を流れる水の働きを変えるのは，

「土地の傾き」と「水の量」の２つ
なので，どちらかの条件を変えない
で調べる必要がある。

・ 「水の量」は変えないで,「水が流
れる場所の傾き」を変えて調べる。

【仮説①】→【実験①】
・ 「水が流れる場所の傾き」は変え
ないで,「水の量」を変えて調べる。

【仮説②】→【実験②】

５ 水を流す前の川のスケッチしてか
ら，水を流し，どのように川の様子
が変わったのかを記録する。

２ 土に川となる溝を掘って，そこに
水を流して，川を流れる水の働きを
調べる。

２ 水が流れる場所の傾きを変えるた
めに，土を箱に入れて傾きを変える。

２ 水の量を変えるために，じょうろ
（ホース）で水の量を調節する。

３ 土地の傾きや水の量を変えて，ど
のぐらい川の土が侵食，運搬，堆積
されるかをモデルを使って観察すれ
ばよい。

◎ 次の時間に，実験を行いまし
ょう。水を流す前 予 想 水を流した後

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程７／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P78～80 10月上旬～11月上旬 本時８・９／14

《本時のねらい》

土地の傾きや，水の量によって，川を流れる水の働きは，どう変わるのかを調べ，川を流れる
水の働きが大きくなる条件について考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 土地のかたむきや，水の量によって，川を流れる水のはたらきは，どう変わるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 土地の傾きを変えると，川の形は
● 土地の傾き どうなるだろう。
や，水の量によ ▼ 水の量を変えると，川の形はどう
って，川を流れ なるだろう。
る水の働きがど
う変わるのかを
予想する。

○ それぞれの条件に対して，これ
までの学習経験を基に，実験の結
果を予想させる。

予想の例：水が流れる場所の傾きを大きく
した場合【実験①】

● 土地の傾き
や，水の量によ
って，川を流れ
る水の働きがど
う変わるのかを
調べる。

○ ポイント③に注意させながら，土
地の傾きや川を流れる水の量と，水
の働き（水の速さ）の関係を調べさ
せ，結果を記録させる。

□ 以下の２点を主に観察させ，記
録させる。
・ 川岸が侵食される場所
→ 傾きが大きい場所
川が曲がっている所の外側

・ 削られた土が堆積する場所
→ 傾きが小さい場所
川が曲がっている所の内側

実験の例：土地の傾きを変化させる場合【実験①】

→ポイント集2011 P104

■ 児童にもたせたい意識

■ しっかりと条件を整えながら調べ
る。

■ 川のどこが削れているか，観察す
る。

■ どこに土が溜まっているか，観察
する。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 土地の傾きや，水の量によっ
て，川を流れる水の働きがどう
変わるのかを調べましょう。調
べた結果はスケッチして記録し
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 土地の傾きや，水の量を変え
ると，川を流れる水の働きがど
う変わり，どう川の形が変化し
ますか。予想できる川の形の様
子を書きましょう。

主体的な問題解決

水を流す前 予 想 水を流した後

川のはばが

広くなる

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程８・９／14】
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予想の例：水が流れる場所の傾きを大きく
した場合【実験①】

◎ 次の時間は，実験結果を整理
し，どのようなことが分かるの
か，考えましょう。

水を流す前 予 想 水を流した後

川のはばが

広くなる

たくさん

けずれた

土が

積もった

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程８・９／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P80～81 10月上旬～11月上旬 本時10・11／14

《本時のねらい》

・ 実験結果を基に，川を流れる水の働きが大きくなる条件について考え，まとめる。(10/14)
・ 実際の川を観察し，土地の傾きや水の量によって，どのように土地の様子が変化したのかを
考え，理解を深める。(10・11／11)

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点９ インターネットなどを利用して，地域を流れる川の航空写真を観察させ，水の浸食，
運搬，堆積の働きによってできた土地を調べさせ，どのようにつくられたのかを考えさ
せる。

例：白石川

川幅が狭く，侵食により，川の両岸が谷状に 川幅が広く，川の曲がっている場所の内側に，
なっている。 土などが堆積した川原ができている。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 土地のかたむきや，水の量によって，川を流れる水のはたらきは，どう変わるのだろうか。

結果を整理する
● 流れる水の働
きについて調べ
る。

○ 結果を分かりやすく，明確にま
とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回調べたことをグループで
確認し，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 【実験①】について
・ 傾きがが小さいと，流れはあま
り速くなく，あまり川岸が削られ
なかった。

・ 傾きを大きくすると，水の流れ
が速くなり，大きく川岸が削られ
た。

■ 【実験②】について
・ 水の量が少ないと，流れはあま
り速くなく，あまり川岸が削られ
なかった。

・ 水の量を多くすると，水の流れ
が速くなり，川の曲がっている所
の外側が削られた。

・ 水の量を多くすると，川の曲が
っている所の内側に土が積もった。

■ 【実験①・②】について
・ 流れがあまり速くない所では，
土が多く積もった。

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／14】



５年 ６ - 20 -

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 仮説や他のグループの結果，モ

デル実験の予想や結果などを比較
して考えさせながら，土地の傾き
や水の量と川を流れる水の働きと
の関係について考えさせる。

□ 川を流れる水の働きを，以下の
３点に焦点をあてながらまとめる。

・ 「土地の傾き」と「水の流れる
速さ」との関係

・ 「水の量」と「水の流れる速さ」
との関係

・ 「水の流れる速さ」と「流れる
水の働き」との関係

振り返り，広げる ▼ ○○川にも，侵食や運搬の働きで，
● インターネッ 深い谷になっている場所はあるか
トなどを利用し な。
て，地域を流れ ▼ ○○川にも，堆積の働きで，土や
る川を観察す 石などが積もっている場所はあるか
る。 な。

○ インターネットなどを利用して，地
域を流れる川の航空写真やライブカ
メラ映像を観察させ，流れる水の浸
食，運搬，堆積によってつくられた
土地を調べさせる。

□ 川の上流が谷状になっているこ
と(浸食作用)や，川が曲がってい
る場所の内側に河川敷がつくられ
ていること(堆積作用)などに気付
かせたい。

□ 流れる水の働きによってつくら
れたと考えられる場所の航空写真
などを印刷し，気付いたことを付

記録の例：白石川の下流域 箋紙に書いて貼るよう指示する。

● 土地の様子の
変化と，川を流
れる水の働きと
の関係について
考える。

活動例 ○ 調べた土地が，流れる水のどの
流れる水の働きによってつくら 働きによって，どのようにつくら

れたと考えられる土地は，どのよ れたのかを考えさせる。
うな特徴があり，どのような働き □ 発展的な学習活動として，左の
によってつくられたのかを，４コ 活動例ような活動も考えられる。
マ漫画にまとめる。

■ 土地の傾きが大きい所では，川の
水の流れが速く，侵食，運搬の働き
が大きい。このため，山の中には深
い谷ができやすい。

■ 土地の傾きが小さい所では，水の
流れが緩やかで，堆積の働きが大き
い。このため，平地には土や石など
が積もった地形ができやすい。

■ 水の量が多くなると，侵食，運搬
の働きが大きくなる。

◎ 自分のグループと他のグルー
プがまとめたものを比べると，
どのようなことが分かりますか。
グループで話し合い，発表しま
しょう。 主体的な問題解決

■ 水の働きで作られた場所を見付け
たら，航空写真を印刷し，ノートに
貼る。

◎ 土地の傾きや水の量によって，
川を流れる水の働きが変わり，
土地の様子も変わることが分か
りました。

◎ 皆さんにとって身近な川でも，
同じことが当てはまるのか，確
かめたいと思います。

◎ インターネットを利用して，
○○川の航空写真を観察し，川
を流れる水の働きによってつく
られたと思われる土地について
調べましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

川はばが広く，川の曲がっている場所の内側

に，土などがたい積した河原ができている。

◎ 工夫点９調べた土地が，川を
流れる水の働きによって，どの
ようにつくられたのかを考えま
しょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 航空写真で調べた土地は，川を流
れる水の働きによって，どのように
つくられたのかを考える。

５年「６ 流れる水のはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P82～85 10月上旬～11月上旬 本時12／14

《本時のねらい》

地形模型を作り，これまでの学習経験を生かしてモデル実験を行い，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点10 地図などから，地域を流れる川の周囲のおおよその地形模型を校庭の築山などに作ら
せる。実際に水を流してモデル実験を行い，どのような場所で流れる水の働きが大きく
なるのか観察させる。 →ポイント集2011 P103

〈準備物〉
・ 地図（児童分を用意） ・ スコップなどの土を掘る物 ・ 画用紙で作った小学校の模型
・ マッチ棒や竹ひごなど（グループ毎に色分けしておく。）

〈地形模型の作り方〉 所要時間15～25分
① 地図を各グループに配付し，作製する地域を確認させる。
② 山から海までの，おおよその高低差を作る。
※１ この作業は事前に教師が準備してもよい。
※２ おおよその高低差は，「Path Profiler」サービスを利用して作成した断面図を基に

すると，とらえやすい。 http://www.heywhatsthat.com/profiler.html
③ 教師が山から海までの，おおよその川の形を下書きする。
④ 児童に，スコップなどで川となる溝を掘らせる。
⑤ 小学校があると考えられる場所に，画用紙で作った小学校の模型を置き，地形模型の全体
像を把握させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
（予想や仮説をもつ）

● 地図を基に，
地域を流れる川
の地形模型を作
る。

▼ ○○川の模型をがんばってつくろ
う。 ○ 地域を流れる川のおおよその地

▼ ○○川は，こんな風に山から海に 形模型を校庭の築山などに作らせ，

流れているんだ。 川のどの場所で川を流れる水の働
きが大きくな るのか考えさせる。

→ポイント集2011 P103
□ 山の中から海に至るまでの地域
を流れる川のおおよその地形模型
を，校庭の築山などに作らせる。
その際に，留意する点は以下の２
点である。
・ 川の蛇行や川幅，地形の高低
差は，地図を基に大まかにとら
えさせる。

・ 川を上，中，下流に分け，グ
ループごとにそれぞれを分担さ
せ，作らせる

■ 児童にもたせたい意識

▲ 土地の傾きが大きい所では，水の
流れが速く，侵食したり，運搬した
りする働きが大きい。このため，山
の中には，深い谷ができやすい。

▲ 土地の傾きが小さい所では，水の
流れが緩やかで，堆積する働きが大
きい。このため，平地には，土や石
などが積もった地形ができやすい。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ これまでの学習で，川を流れ
る水の働きと土地の様子をまと
めてきました。

◎ 工夫点10 自分が住んでいる
地域に流れる川の模型を校庭に
作って，川のどの場所で川を流
れる水の働きが大きくなってい
るのか，確かめてみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

■ ○○川は，山の中では，川幅が狭
い。

■ ○○川は，平地では蛇のように左
右にジグザグになっている。

■ ○○川は，平地になるとだんだん
川の幅が広くなる。

■ ○○川は，河口の所で一番川の幅
が広い。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程12／14】
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（観察，実験を行う） ▼ どの辺りが，川を流れる水の働き
● 学んだことを が大きくなるかな。
生かし，川を流
れる水の働きが
大きくなる場所
を予想する。

○ これまでの学習経験を基に，川
▼ 川が曲がっている所の外側では， を流れる水の働きが大きくなる場
侵食する働きが大きくなるだろう。 所を考えさせる。

▼ 川が曲がっている所の内側では， □ マッチ棒を刺して，観察する視
堆積する働きが大きくなるだろう。 点を明確にさせる。

● 地形模型に水 ▼ ちゃんと水は流れるかな。
を流し，川を流 ▼ マッチ棒を刺した所は，どうなる
れる水の働きが だろう。
大きくなる場所
を観察する。

○ 作製した地形模型に水を流させ，
川を流れる水の働きが大きくなって
いる場所を観察させる。

□ 流す水の量は初めは少量流し，
次第に多くしていく。川が蛇行し
ているところから，水が溢れ始め
たら，流すのを止める。

□ 水が溢れた場所も記録させ，溢
れた原因を考えさせる。

（結果を整理する） ▼ 川の模型と地図を見比べてみよ
● 地形模型に水 う。
を流し，土地の ▼ 地図のどの場所と同じかな。
変化が見られた
場所を確認し，
整理する。

○ 地図にモデル実験の結果を記入
させ，実際の地形と対比させる。

□ 特に水の働きが大きくなる場所
として，以下の３つが考えられる。
・ 川の上流部
→ 土が侵食される。
（マッチ棒が倒れる）

・ 蛇行する川の外側
→ 土が侵食され，水が溢れ出
す。（マッチ棒が倒れる）

・ 蛇行する川の内側，河口付近
→ 削られた土が運搬され，堆
積する。(マッチ棒が埋もれる)

◎ 工夫点10 水を流す前に，川
を流れる水の働きが大きいと考
えられる川岸に，マッチ棒を刺
しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点10 実際に水を流して，
どこが川を流れる水の働きが大
きいのか，確かめましょう。マ
ッチ棒が倒れる場所や土に埋ま
ってしまう場所をしっかり観察
しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 川の模型に水を流したところ
を観察して，川を流れる水の働
きが大きかったと考えられる場
所を，配付した地図に書きまし
ょう。また，その場所では土地
の様子はどのようになったかも，
書きましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 山の中では，侵食や運搬する働き
が大きくなるだろう。

■ 平地では，堆積する働きが大きく
なるだろう。

マッチ棒

■ 水の色が茶色だ。
■ 土が削れたところがある。
■ 土が積もっているところもある。
■ 流す水の量を多くすると，川が曲
がっているところから，水が溢れ出
した。

■ 山の中（川が曲がっている所の外
側）では，侵食や運搬する働きで，
たくさん土が削れた。

■ 平地（川が曲がっている所の内側）
では，堆積する働きで,土が積もった。

■ 川が曲がっている所の外側から，
水が溢れ出した。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程12／14】
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第５学年「６ 流れる水のはたらき」
東京書籍「新しい理科５」P82～85 10月上旬～11月上旬 本時13・14／14

《本時のねらい》

モデル実験の結果を基に，地域の災害ハザードマップを作製し，地域の土地の特性を知る。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点11 モデル実験の結果を受けて，特に川を流れる水の働きが大きくなっていると予想され
る場所には，どのような災害が予想され，安全性を高める工夫が必要なのか考えさせ，
災害ハザードマップを作らせる。

工夫点12 川の増水による災害を防ぎ，安全性を高める工夫が，実際の川や災害ハザードマップ
ではどのようになっているのか，調べさせる。（実際の川を観察することが困難な場合
は，インターネットを利用し，衛星写真などで確認させる）

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● モデル実験の
結果を基に，川
を流れる水の働
きが大きくなる
場所で，どのよ
うな災害が予想
されるのかを考 ▼ 土がたくさん削れると，どうなる
え，災害ハザー んだろう。
ドマップを作 ▼ 水が溢れ出した所は，大変だよ。
る。

○ モデル実験の結果を基に，川を
流れる水の働きが大きくなる場所
で，どのような災害が予想される
か考えさせる。

□ 特に川を流れる水の働きが大き
くなる２つの場所について考えさ
せる。

▼ 運搬されてきた土が，水田などに ・ 川の上流部（土が侵食される）
堆積すると大変だ。 → 土石流や土砂崩れなど

▼ 大量の土が堆積して，土砂ダムが ・ 蛇行する川の外側
できると危険と聞いたことがある （土が侵食され，水が溢れ出す）
よ。 → 堤防の決壊，洪水など

● 災害を防ぎ，
安全性を高める
工夫について考
える。

▼ どんな工夫があるかな。
▼ 堤防を見たことがあるよ。
▼ 川岸にブロックが埋められていた ○ これまでの生活体験を基に，災
よ。 害を防ぐ工夫を考えさせる。

□ 実際に行われている物には砂防
ダム，堤防，護岸ブロック，貯水
池，遊水池，放水路などがある。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 雨が降り続いたり，台風などで大
雨が降ったりすると，川の水の量が
増えて，川の流れが速くなり，流れ
る水の働きが大きくなる。その結果，
土地の様子が大きく変化したり，災
害を起こしたりすることがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点11 前回，川の模型に
水を流す実験をしました。この
結果から，川を流れる水の働き
が大きくなっていると予想され
る場所には，どのような災害が
予想されますか。
考えられる災害を，地図に書

き,皆さんが考えた災害ハザード
マップを作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

■ 侵食と運搬する働きによって,たく
さん土が削れたので，山の中では，
土砂崩れが起きる。

■ 侵食と運搬する働きによって,たく
さん土が削れ，水が溢れたので，平
地の川が曲がっている所の外側では，
洪水が起きる。

◎ 工夫点11 皆さんが危ないと
考えた場所には,安全に暮らすた
めにどんな工夫が必要だと思い
ますか。地図に書きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 堤防などで遊んだ経験がある。
▲ 堤防や護岸ブロックを見たことが
ある。

■ 堤防やブロックで，川の岸を護れ
ばよいと思う。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程13・14／14】
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● 作成した災害 ▼ 同じように作れたかな。
ハザードマップ ▼ どんなところが違うかな。
と現行の物とを
比較し，安全性
を高めるために
どのような工夫
が行われている ○ 児童が作製した災害ハザードマ
のか知る。 ップと実際の物を比較させ，安全

性を高めるためにどのような工夫
がされているのか理解させる。

□ 災害ハザードマップは各自治体
で作成し，配付されている。実際
の物を児童に見せるよい機会とな
る。県内の洪水ハザードマップな
どは，下記のサイトから閲覧，検
索ができる。

宮城県「洪水ハザードマップ」
http://www.pref.miyagi.jp/kasen/

bousai2.html

洪水ハザードマップの例（涌谷町）

● 災害を防ぐた ▼ 実際の川を見ると，よく分かるよ。
めの工夫につい ▼ いろいろな工夫がされているね。
て観察し，まと ▼ これからも，ハザードマップを注
める。 意して見ていこう。

○ 災害を防ぐ工夫を実際に（イン
ターネットを利用して）観察し，
理解を深めさせる。

□ 実際に観察できない場合は，イ
ンターネットを利用し,航空写真
などで確認させる。

◎ 工夫点12 皆さんが作ったハ
ザードマップと，実際に市(町村)
でつくったハザードマップを比
べてみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点12 川の水による災害
を防ぐための工夫を，実際に観
察しに行きましょう（インター
ネットを利用して,航空写真で確
認しましょう）。
観察して気付いたことや，感

じたことをノートに書きましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 川が曲がっている所の外側には，
堤防やブロックが作られている。

■ 川の流れが速いところは，堤防や
ブロックが作られている。

■ 考えた工夫よりも，いろいろな工
夫がされている。

■ この地域は，川の水による災害を
受けやすい。

５年「６ 流れる水のはたらき」
【本時のねらいと学習過程13・14／14】
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《単元名》

第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P86～95 11月中旬～11月下旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

【４学年「電気のはたらき」】

【６学年「てこのはたらき」】

【３学年「明かりをつけよう」】【３学年「風やゴムで動かそう」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】 【３学年「物の重さをくらべよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

生活体験

ブランコ遊びをした体験
メトロノームを使用した体験
振り子時計を見た体験

【３学年「太陽を調べよう」】

○ エネルギーと仕事
・ 力学的エネルギーの保存

【中２学年「電気の世界」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中３学年「科学技術と人間」】

てこには，支点，力点，作用点がある。

「ふりこの１往復する時間は，何によって変わ
るのだろうか」
振り子の１往復する時間は，振り子の長さに

よって変わり，おもりの重さや，振れ幅によっ
て変わらない。振り子の長さが長いほど，振り
子の１往復の時間は長くなる。

振り子の長さが変わると，振り子の１
往復する時間が変わることを利用したお
もちゃを作る。

【中３学年「運動とエネルギー」】 【中３学年「自然と人間」】

【５学年「ふりこのきまり」】（本単元）

５年「７ ふりこのきまり」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

振り子の簡易実験を行い，振り子の１往復する時間はどうすると変えることができるのかに興味をもち，
計画的に条件を制御しながら，定量的に調べることができるようにする。また，振り子の性質を利用した
ものづくりを行い，振り子のきまりについて考えることができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ ふりこのふれ方にはどんなきまりがあるか ６時間

・ 振り子に興味 １ 問題を見いだす ・ 振り子についての説明を聞く。
をもち，振り子 ・ テンポ振り子を作る。
の長さ，おもり ・ テンポ振り子を，メトロノームのテ
の重さ，振れ幅 ンポに合わせるように工夫する。
は変えられるこ ・ 工夫した点を発表し，振り子の長さ，
とに気付く。 おもりの重さ，振れ幅は変えられるこ

とに気付く。

・ 振り子の１往 ２ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
復する時間は， 差異点を見いだす。 工夫点１
何によって変わ 予想や仮説をもつ ・ 振り子の１往復する時間は，何に
るのかを考える。 よって変わるのかを考え，仮説をノ

・ 振り子の１往 ートに記入する。
復する時間を変 観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 ポイントを明確
える要因を調べ ・ 振り子の１往復する時間の求め方に にして話し合う
る方法を考え， ついて考え，体験し，理解する。 工夫点２
制御すべき条件 ・ 制御すべき条件と記録の仕方につい 体験活動
について考える。 て考える。 工夫点３

・ 条件を制御し ２ 観察，実験を行う ・ 振り子の10往復する時間を計る練習
ながら，振り子 を行う。
の１往復する時 ・ 実験の手順を確認し，実験を行う。
間を調べる実験 結果を整理する ・ 実験結果の平均をとり，振り子の１
を行い，結果を 往復する時間を求める。
記録して，実験 ・ 結果をグラフに整理する。
の技能を身に付 ・ 結果をグループで確認し，自分のノ
ける。 ートにまとめる。

・ 振り子の振れ １ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
方のきまりにつ ・ グループで話し合い，発表する。
いてまとめ，理 ・ 振り子の振れ方のきまりについてま
解する。 とめ，理解する。

２ ふりこのおもちゃをつくろう ３時間

・ 振り子の振れ １ 振り返り，広げる ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
方のきまりを利 差異点を見いだす。 工夫点４
用したものにつ ・ ブランコの１往復する時間が同じに 要因の考察
いて説明するこ なった理由を説明する。 工夫点４
とで，理解を深 ・ メトロノームや振り子時計など，振
める。 り子の振れ方のきまりを利用した物に

ついて考え，説明する。

・ 振り子の振れ ２ 振り返り，広げる ・ 振り子時計は，１往復する時間が同 学んだことを生
方のきまりを利 じになるように作られていることを確 かしたものづく
用したものづく 認する。 り 工夫点５
りを行い，理解 ・ １秒に１往復するおもちゃを作る。
を深める。 ・ １分間ゲームを行う。

・ おもちゃを作った際に工夫したこ
と，気付いたこと等を発表する。

５年「７ ふりこのきまり」

【単元の目標と流れ】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P86～89 11月中旬～11月下旬 本時１／９

《本時のねらい》

振り子に興味をもち，振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅を変えられることに気付く。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

テンポ振り子を作らせ，メトロノームのテンポに合わせて振れるように工夫させ，振り子の長
さ，おもりの重さ，振れ幅の三つを変えられることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 振り子につい
ての説明を聞
く。

▼ ブランコはくさりでつながってい
るけど，左右に揺れていた。 ○ 身の回りで振り子に関係がある

▼ 音楽の時間に使ったメトロノーム 物を考えさせ，振り子に関心をも
も，左右に動いていた。 たせる。

▼ 振り子時計は，時計の下に左右に
揺れるものがあった。

○ 基礎的な用語を理解させ，「ふ
りこ」という言葉を用いて，自分
の考えを，表現できるようにさせ
る。

● テンポ振り子 ▼ テンポ振り子を私も作ってみた
を作る。 い。

▼ どうやって，作るのかな。

○ テンポ振り子を作りながら，振
り子に興味をもたせる。

□ 初めにメトロノームのテンポに
合わせたテンポ振り子を提示し，
興味をもたせる。

□ テンポ振り子は，教科書P86に
あるものを作るように指示する。

□ １分間に60回のテンポで振れる
振り子の長さは，約25㎝である。
これを目安にして，40～50cm程度
の木の棒を用意しておく。

■ 児童にもたせたい意識

▲ ブランコ遊びをした体験
▲ メトロノームを使用した体験
▲ 振り子時計を見た体験

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (テンポ振り子がメトロノーム
と同じテンポで振れている様子
を見せながら）これから，一人
ずつテンポ振り子を作りましょ
う。 具体的な体験

◎ (振り子が振れる様子を見せ
て)糸の先に付いたおもりが左右
に振れています。身の回りで左
右に振れる物を挙げましょう。

■ 糸や棒におもりを付けて左右に振
れるようにしたものを「振り子」と
言う。

◎ このように糸や棒におもりを
付けて，左右に振れるようにし
た物を「振り子」と言います。

棒をはさむ位置

目玉クリップ

木の棒

おもり

輪ゴム

■ ブランコやメトロノームも，振り
子と同じように左右に振れている。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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● テンポ振り子 ▼ 振り子のどこを変えれば，メトロ
を，メトロノー ノームのテンポに合うのかな。
ムのテンポに合 ▼ 二人で協力して，考えよう。
わせるように工
夫する。

▼ クリップと粘土の間の長さを変え ○ 振り子の長さや，おもりの重さ，
たら，テンポが変わった。 振れ幅を変えられることに気付か

▼ おもりの重さを変えても，テンポ せる。
は変わらないな。 □ 振り子の変えられる部分として

▼ 振れる大きさを変えても，テンポ 「振り子の長さ」「おもりの重さ」
は変わらないな。 「振れ幅」の３つがある。これら

のことに気付かない場合は，机間
指導で気付いた児童を把握し，後
で発表させる。

□ 児童同士が考えを出し合って，
振り子の変えられる条件に気付く
ことができるように，二人一組で
取り組むように指示する。

□ １分間に60回のテンポが合わせ
られるようになったら，別のテン
ポに変えて，振り子のどの部分を
変えればよいのかを考えるように
指示する。。

● 工夫した点を
発表し，振り子
の長さ，おもり
の重さ，振れ幅
を変えられるこ ○ 振り子の変えられる条件を全体
とに気付く。 で確認し，共有させる。

□ 振り子の変えられる３つの条件
に関する意見が出ない場合は，意
図的に指名し，意見が出るように
にする。

○ 基礎的な用語を理解させ，「ふ
りこの長さ」などの言葉を用いて，
自分の考えを，表現できるように
させる。

□ 振り子に関する基礎的な用語を
理解させるために，図を用いて説
明する。

□ 「振り子の長さ」は，支点から
おもりの中心までの長さであるこ
とを説明する。

◎ テンポ振り子のどんなところ
を変えましたか。発表しましょ
う。 具体的な体験

◎ テンポ振り子をメトロノーム
のテンポに合わせて，振れるよ
うにしましょう。どこをどのよ
うに変えたらよいでしょう。二
人一組で考えながら，振り子の
テンポを合わせてみましょう。

具体的な体験

■ おもりとクリップの間の長さを変
えた。

■ おもりの重さを変えた。
■ 振れる大きさを変えた。

◎ 振り子には，変えられるもの
が３つありましたね。その中で
も「おもりとクリップの間の長
さ」のことを，「振り子の長さ」
と言います。「振り子が振れる大
きさ」を，「振れ幅」と言います。

◎ 糸や棒が固定されているとこ
ろを，「支点」と言います。

◎ 振り子が振れて，もう一度元
のところに戻ってくることを，
「１往復」と言います。

■ 「おもりとクリップの間の長さ」
のことを「振り子の長さ」というこ
とが分かった。

■ 「振り子が振れる大きさ」を「振
れ幅」ということが分かった。

■ 糸や棒が固定されているところを
「支点」ということが分かった。

■ 振り子が振れて，もう一度元のと
ころに戻ってくることを，「１往復」
ということが分かった。

１往復

ふりこの

長さ

おもり

支点

■ おもりとクリップの間の長さは変
えられる。

■ おもりの重さは変えられる。
■ 振れる大きさは変えられる。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P88～89 11月中旬～11月下旬 本時２・３／９

《本時のねらい》

振り子の１往復する時間は，何によって変わるのかを考える。 (２／９)
振り子の１往復する時間を変える要因を調べる方法を考え，制御すべき条件について考える。

(３／９)

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 振り子の長さが同じで，おもりの重さと振れ幅が違う２つの事象を提示し，比較さ
せる。その共通点や差異点に気付かせ，振り子の１往復の時間は，何によって変わる
のかを考えさせる。

〈事象Ａ〉おもりが重く， 〈事象Ｂ〉おもりが軽く，
振れ幅が大きな振り子 振れ幅が小さな振り子

※ 観察，実験の方法を考える段階で，使用する実験器具を想起できるようにするため，提示す
る振り子には，分度器をコピーしたものを取り付け，振れ幅の違いを明確に示せるようにする。

→ポイント集2011 P106

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

前時の学習経験や提示した複数事象を根拠に考えさせ，振り子の１往復する時間は，振り子の
長さ，おもりの重さ，振れ幅によって変わるのではないかと想起させる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御や振り子の１往復する時間の計り方，実験結果を適
切に処理する方法を明確にし，理解させる。

工夫点３ 振り子の１往復する時間の求め方について，考えさせ，体験させて理解させる。
① ストップウォッチで振り子が１往復する時間を計る体験をさせ，差が出ることに気付かせる。
② 振り子の１往復する時間を３回計り，平均を求めることで，誤差が少なくなり，より正確に
調べることができることを理解させる。

③ 振り子の１往復する時間をより正確に調べるために，10往復する時間を計り，１往復する時
間を計算によって求めることを理解させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１(事象Ａ,Ｂを見せて)
Ａ，Ｂの振り子の様子を比べて，
何が同じで，何が違いますか。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 具体的な体験

▲ 振り子の変えられる部分には，振
り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅
がある。

▲ １往復は，振り子が振れて，もう
一度元のところに戻ってくることだ。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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表１
○ ２つの振り子Ａ，Ｂを比較させ，
振り子の１往復する時間に関係す

Ａ Ｂ ると考えられる，３つの条件に気
付かせる。

同 じ ・ ふりこの長さが同じ □ 最下点での振り子の速さの違い

ところ ・ １往復する時間が同じ に気付く児童がいた場合，「振り
子の速さ」は「振り子の振れ幅」

ちがう
重さ 重い 軽い に比例するので，同一の要因とし
ふれはば 大きい 小さい て考えさせてよい。

ところ
はやさ おそい はやい

○ Ａ，Ｂの共通点と差異点をまと
めた表を使って話合い，児童の考
えを整理させる。

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ テンポ振り子を作って，メトロノ
● 振り子の１往 ームのテンポに合わせたときを思い
復する時間は， 出すと･･･
何によって変わ
るのかを考え， ○ テンポ振り子を作成した学習経
仮説をノートに 験や，提示した複数事象を根拠に，
記入する。 仮説を立てさせる。

□ 表１を利用し，振り子の長さ，
おもりの重さ，振れ幅の３つを想
起させると，仮説を考えやすい。

□ 前時の学習経験から，おもりの
重さ，振れ幅は１往復する時間に
関係しないと考える児童もいる。
その場合も，仮説として考えをも
たせ，実験で確かめさせたい。

観察，実験の
方法を考える

● 問題について
調べる方法を考
える。 ○ 児童に実験の方法を考えさせる

ことで実験の必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ （②について）振れ幅を測る際，
分度器を利用して振れ角を測るこ
とは，教師が提示してもよい。

◎ 振り子の１往復する時間は，
何によって変わるのか，理由も
考えて，仮説をノートに書きま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ おもりの重さや振れ幅が違うのに，
１往復する時間が同じなのはどうし
てだろう。

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わるだろう。

→【仮説１】

■ 振り子の１往復する時間は，おも
りの重さによって変わるだろう。

→【仮説２】

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わるだろう。

→【仮説３】

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

１ 振り子の１往復する時間が振り子
の長さ，おもりの重さ，振れ幅によ
って変わるのかどうかを調べる。

２ Ａ，Ｂと同じ振り子の装置を利用
して，振り子の１往復する時間を調
べる。

２ 振り子が１往復する時間は，スト
ップウォッチを使って，時間を計る。

２ おもりの重さを変える場合は，は
かりを使って，重さを量る。

２ 振れ幅を変える時は，分度器を使
って，振り子が振れる角度を測る。

２ 振り子の長さを変える時は，定規
を使って，支点からおもりの中心ま
での長さを測る。

３ 振り子の長さ，おもりの重さ，振
れ幅の３つを変えて，振り子の１往
復する時間が変わったかどうかを確
認する。

◎ 次の時間も，問題について調
べる方法を考えましょう。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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観察，実験の ▼ １往復する時間を計ると，何秒に
方法を考える なるだろう。
● 振り子の１往 ▼ Ａ君は1.25秒，Ｂ君は1.36秒，Ｃ
復する時間の求 君は1.41秒だったよ。
め方について体
験する。 ○ 同じ振り子の１往復する時間を，

複数の児童に計らせ，差が生じ，同
じ結果にならないことに気付かる。

● 振り子の１往 ▼ 1往復する時間を３回計って，平
復する時間を正 均を求めると，どうなるのかな。
確に調べるため Ａ君(1.26+1.41+1.38)÷3＝1.35
に，実験を複数 Ｂ君(1.41+1.26+1.32)÷3＝1.33
回行い，結果を Ｃ君(1.38+1.46+1.36)÷3＝1.40
処理することを
理解する。

○ 同じ振り子の１往復する時間を，３
回測らせ，平均を求めることで，結
果の差が小さくなることに気付かせ
る。

□ 平均の求め方については，算数
科の学習と関連付けて，適切に処
理できるように指導する。

● 振り子の１往 ▼ ストップウォッチで１往復する時
復する時間を正 間を計ることは難しい。
確に調べるため
の方法を考え，
理解する。

○ 振り子の１往復する時間をより
正確に調べる方法を理解させる。

□ 10往復分の時間を計ることで，
誤差を小さくすることができる。

▼ 振り子の10往復する時間は，１往 ○ 10往復する時間から，１往復する
復する時間の10倍だから･･･

時間を求める方法を考えさせる。

● 振り子の１往
復する時間の求
め方について，
まとめ，理解す
る。 ○ 教科書P90にある，振り子の１

往復する時間を求める式について
説明し，理解させる。

◎ 工夫点３実際に，各グループ
の代表に振り子の１往復する時
間を計ってもらいましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 同じように計ったのに，わず
かな差が出てしまいます。

◎ 工夫点３より正確に調べるた
めに，１往復する時間を３回計
り，平均を求めて，調べます。
実際に３回計って，平均を求め
てみましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 振り子が１往復する時間を求
める方法を，確認しましょう。

主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確に
計ることは難しい。

■ 計り方で，差が出るんだ。

◎ 平均を求めると，差が小さく
なりました。

◎ 工夫点３振り子が振れて１往
復する時間を計ることも大変難
しく，差がでる原因となります。
そこで，振り子の10往復する

時間を計りましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確に
調べるには，10往復する時間を３回
計り，平均を求める。

■ 振り子の１往復する時間の求め方
（１回目＋２回目＋３回目）÷３
＝ 振り子の10往復する平均時間

振り子の10往復する平均時間÷10
＝ 振り子の１往復する平均時間

■ ３回計り，平均を求めると，差が
１回のときよりも小さくなった。

◎ 工夫点３１往復する時間を求
めるには，計った結果を，どの
ように計算すればよいですか。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 10往復する時間を計ればよい。

■ 10往復する時間を，10で割れば１
往復の時間になる。

５年「７ ふりこのきまり」
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● 制御すべき条
件と記録の仕方
につ い て 考 え
る。

○ 児童に実験の方法を考えさせる
ことで実験の必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るように，教師がポイントを把握

▼ １つの値だけ調べても，変化して し，実験方法を考えさせる。
いるかどうか，分からない。 □ (④について）複数の要因があ

る場合，条件を制御しながら実験
をする必要性を十分に意識させ，
じっくり時間をかけて考えるよう
に指示する。

□ (⑤について）条件を変えるこ
とで，振り子の１往復する時間が
変わるのかを明確にするために，
調べる条件は値を３つ以上変え
て，調べることを確認する。

（例）
おもりの重さ：10ｇ, 20ｇ, 30ｇ
振り子の長さ：40㎝, 70㎝, 1m

振れ幅：30°, 60°，90°
□ (⑦について）以下について留
意する。
・ 実験では，伸びない糸を使用
する。

・ 振り子の長さを測る場合は，
振り子の支点からおもりの中心
の長さで計ることを確認する。

・ 糸が弛まないように適切な振
れ幅で実験を行い，振れ幅が極
端に大きくならないようにする。

・ 静かに，おもりから手を離す
ようにする。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ 前の時間に続いて，問題につ
いて調べる方法を，ポイントを
確認しながら考えていきましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ 調べる条件は，値を３つ以上
変えて調べましょう。

⑥ どのように記録しますか。
⑦ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

５ 調べる条件は，値を３つ以上変え
て調べる。

６ 表を使って記録すると，３つの値
が比べやすい。

６ 表をグラフに整理すると，変化し
ているかどうかが分かりやすい。

４ 振り子の長さを変えて，１往復す
る時間を調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
振り子の長さ

〈同じにする（変えない）条件〉
おもりの重さ，振れ幅

【仮説１】→【実験１】
４ おもりの重さを変えて，１往復す
る時間を調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
おもりの重さ

〈同じにする(変えない)条件〉
振り子の長さ，振れ幅

【仮説２】→【実験２】
４ 振れ幅を変えて１往復する時間を
調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
振れ幅

〈同じにする(変えない)条件〉
振り子の長さ，おもりの重さ

【仮説３】→【実験３】

○○○を変えた時の振り子の１往復する時間

１回目 2回目 3回目
1 0往復す １往復する

○○○
（秒） （秒） （秒）

る平均時 平均時間

間 （秒） （秒）

○○○を変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 10 20 30 40

○○○

１
往
復
す
る
平
均
時
間

（秒）

７ 糸が弛まないようにするために，
極端に振れ幅を大きくしない。

７ 振り始めは，勢いを付けずに，お
もりから手を離すだけにする。 ◎ 次の時間に，実験を行いまし

ょう。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P90～92 11月中旬～11月下旬 本時４・５／９

《本時のねらい》

条件を制御しながら，振り子の１往復する時間を調べる実験を行い，結果を記録して，実験の
技能を身に付ける。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

観察，実験を行う
● 振り子の10往
復する時間を計
り，記録をとる
練習を行う。 ○ １往復する時間の計り方に慣れ

させる。
▼ おもりが元のところにきたとき， □ 誤差をできるだけ小さくするた
声に出して，数えよう。 め，振り子が往復する回数を数え

▼ 10往復計ったら，13.3秒だった。 る係と，10往復した時間を計る係
小数第１位で四捨五入すると，13秒 を分担し，練習するように指示す
だ。 る。また，時間を計る係は，毎回，

▼ 10往復する時間の計り方が，分か 同じ児童が行うことを確認する。
った。 □ 小数第１位まで計り，小数第１

位を四捨五入して，記録すること
を具体例を挙げて指導する。

● 実験の手順を ▼ 実験装置を間違いなく，準備しよ
確認し，実験を う。
行う。 ▼ 前の時間に確認したポイントに注

意して，実験しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 条件の制御や，実験結果の処理
の仕方について確認し，実験の手
順を演示し，注意点を確認する。

○ 条件を制御しながら，実験を行
わせ，記録させる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ ストップウォッチで振り子の10
往復する時間を計り，記録をとる
練習をしましょう。具体的な体験

◎ 調べる（変える）条件と同じに
する（変えない）条件に注意しな
がら，振り子の実験を行い，振り
子が１往復する時間を記録しまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と同じにする
(変えない)条件に注意して，実験し
よう。

▲ １往復は，振り子が振れ始めてか
らもう一度元のところに戻ってきた
ときのことだ。

▲ 時間を計るときに，計り方によっ
てわずかな差ができる。

◎ 前の時間に考えた実験方法を確
認しましょう。 主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確
に調べるためには，10往復する時間
を３回計り，記録しよう。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程４・５／９】
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結果を整理する
● 実験結果の平
均をとり，振り
子の１往復する ▼ １往復する平均時間を計算して，
時間を求める。 求めよう。 ○ １往復する時間を求めさせ，表

▼ 平均値の計算は… に記入させる。
(13＋14＋13）÷３＝13.333…≒13
13÷10＝1.3

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

● 実験結果をグ
ラフに整理する。

▼ 振り子の長さが，40㎝の時，振り
子が１往復する平均時間は，1.3秒 ○ 振り子の１往復する平均時間を
だった。グラフに点を描いてみよう。 グラフに正確に記入させる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

○ 次の時間の見通しをもたせる。

■ 結果をグラフにして，整理しよう。

◎ 次の時間に，実験結果の表やグ
ラフをグループで確認し，まとめ
をしましょう。 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，１
往復する時間を求め，表に整理し
ましょう。 主体的な問題解決

■ 表の結果から，振り子の１往復す
る平均時間を計算しよう。

◎ 表の結果を，グラフに整理しま
しょう。 主体的な問題解決

おもりの重さを変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 10 20 30 40
おもりの重さ

１
往
復
す
る

平
均
時
間

（秒）

（g）

ふりこの長さを変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 20 40 60 80 100
ふりこの長さ

１
往

復
す
る
平

均
時
間

（cm）

（秒）

ふれはばをかえたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 30 60 90
ふれはば

１
往
復
す
る
平

均
時
間

（°）

（秒）

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程４・５／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P91～92 11月中旬～11月下旬 本時６／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりについてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

考察し，

結論を得る

● 結果から分か ▼ 実験２と３は，１往復する時間が

ったことを，ノ 少し違う。

ートに記入す ▼ グラフの点が入るように，マーカ ○ ばらつきのある実験結果から，

る。 ーで線を引こう。 大まかな傾向をつかませる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

▼ 実験２と３は，マーカーで横に線 □ 結果にはばらつきがあるため，

を引いたら，線の中に３つの点が入 上のように，グラフ上の点が蛍光

った。 マーカーの線上にすべて入るよう

に線を引き，３つの値がおおよそ

同じ値であることを確認する。

○ グラフから実験結果の大まかな

傾向をつかませ，結果を考察させ

る。

□ 実験結果のわずかな差を違いと

とらえてしまう児童がいる。その

際には，机間指導で計り方によっ

て，わずかな差が生じることを想

起するよう促す。

◎ 結果から，どんなことが言え
るでしょう。自分で考えてノー
トに記入しましょう。

主体的な問題解決

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ グラフの点の上を太いマーカ
ーで横に線を引いてみましょう。
どんなことが分かりますか。

主体的な問題解決

■ 実験２と３で，おもりの重さや振
れ幅を変えたとき，１往復する時間
が少しちがうけど，ほとんど同じに
なった。

■ 実験１で，振り子の長さを変えた
とき，１往復する時間が変わった。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程６／９】
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● 実験結果から ▼ どんなことが言えるだろう。

分かったことを ▼ 他のグループと，実験結果の値は

グループで話し 少し違うけど，同じことが言えそう

合う。 だ。

○ 振り子の１往復する時間は，何

によって変わるのかをグラフを根

拠に，仮説と比較して考えさせる。

□ 発表する際には，より明確にと

らえさせるため，グラフを黒板に

掲示するなどし，自分のグループ

と他のグループのグラフを比較す

ることを指示する。

● 振り子の振れ ▼ みんなの意見に，共通することは

方のきまりにつ 何だろう。

いてまとめ，理

解する。

○ クラス全体で結論を共有させる

ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。

◎ 各グループから出された意見
をまとめると，振り子の振れ方
には，どのようなきまりがある
と言えるでしょうか。

主体的な問題解決

【実験１】の結果から
■ 実験の結果から，振り子の１往復
する時間は，振り子の長さによって
変わり，振り子の長さが長いほど，
振り子の１往復する時間は長くなる
と言える。

【実験３】の結果から
■ 実験の結果から， 振り子の１往復
する時間は，振れ幅によって変わら
ないと言える。

【実験２】の結果から
■ 実験の結果から，振り子の１往復
する時間は，おもりの重さによって
変わらないと言える。

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によっては変わらない。

■ 振り子の長さが長いほど，振り子
の１往復する時間は長くなる。

◎ 結果からどんなことが言える
か，グループで話し合い，分か
ったことを発表しましょう。

主体的な問題解決

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程６／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P94～95 11月中旬～11月下旬 本時７／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりを利用したものについて説明することで，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点４ 大人と子供が乗っているブランコの様子を比較させ，共通点と差異点に気付かせ，ブ

ランコの１往復する時間が同じになった理由について考えさせる。

〈事象Ａ〉大人が乗っている 〈事象Ｂ〉子供が乗っている

※提示する条件

ブランコの長さが同じ。

重さが違う。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 事象Ａと事

象Ｂを比較し，

共通点と差異点

を見いだす。

○ 問題解決の結論から，ブランコ

にも振り子の振れ方のきまりが成

り立つのかを考えさせる。

□ ブランコの長さが同じで，重さ

が明らかに違う大人と子供が乗っ

ているＡ，Ｂのブランコを，同時

に振れさせ，その様子を比較する

よう指示する。

□ 大人と子供が乗っているブラン

コの様子を，１往復する様子が分

かるように横から撮影し，動画で

提示する。

● ブランコの１ ▼ ブランコのくさりの長さが，振り

往復する時間が 子の長さにあたる。

同じになった理 ▼ 人の体重が，おもりの重さにあた

由を説明する。 る。

○ ブランコも振り子であることに

◎ 工夫点４ Ａ，Ｂのブランコ
の１往復する時間が，同じにな
った理由をノートに書いて説明
しましょう。 自然と生活との関係

◎ 工夫点４(事象Ａ,Ｂを見せて)
Ａ，Ｂのブランコの様子を比べて，
何が同じで何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。 自然や生活との関係

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によって変わらない。

▲ 振り子の長さが長いほど，振り子
の１往復する時間は長くなる。

■ ブランコに乗っている人の重さは
違うが，ブランコが１往復する時間
は同じだった。

Ａ Ｂ

同 じ ・ ブランコの長さが同じ。
ところ ・ １往復する時間が同じ

ちがう 重さ 重い 軽い

ところ ふれはば 大きい 小さい

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程７／９】
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気付かせ，ブランコの１往復する

時間が同じになった理由を，問題

解決の結論を生かして考えさせる。

□ 振り子の長さがブランコの鎖の

長さ，おもりの重さが人の体重で

あることを確認する。

● メトロノーム 【メトロノームについて】

や振り子時計な ▼ メトロノームのおもりを上の方に

ど，振り子の振 移動すると，振り子の長さが長くな

れ方のきまりを り，１往復する時間が長くなる(テ

利用したものに ンポが遅くなる)。

ついて考え，説 ▼ メトロノームのおもりを下の方に

明する。 動かすと，振り子の長さが短くなっ

て，１往復する時間が短くなる(テ

ンポが速くなる）。

○ 問題解決の結論と，提示したブ

ランコの様子を根拠に，振り子の

どのような性質を利用しているの

かを考えさせ，説明させる。

□ 身の回りの物で，振り子のきま

▼ だから，メトロノームは，いろい りを利用した物は少ないので，メ

ろなテンポで振れるんだ。 トロノームと振り子時計を教師か

ら提示する。

【振り子時計について】 □ メトロノームは，おもりの位置

▼ どうして，時計は正確に時を刻ん を動かすことで，振り子の長さを

でいるんだろう。 変え，１往復する時間を変えるこ

▼ 振り子の長さを変えないから，い とができるものである。

つも１往復する時間が同じなんだ。 □ 振り子時計は，振り子の長さを

変えないことで，１往復する時間

を一定にし，時を刻むものである。

◎ 身の回りには，振り子の振れ
方のきまりを利用したものがあ
ります。

◎ 例えば，メトロノームと振り
子時計です。

◎ メトロノームと振り子時計は，
振り子のどのような性質を利用
しているものなのでしょうか。
その仕組みを説明しましょう。

自然と生活との関係

■ ブランコも振り子なので，乗って
いる人の重さが違っても，振り子の
長さが同じだから，１往復する時間
は変わらない。

■ メトロノームは，おもりを動かし，
振り子の長さを変えることで，１往
復する時間を自由に変えることがで
きる。

■ 振り子時計は，いつも１往復する
時間が同じというきまりを使って，
時間を正確に刻んでいる。

■ 学習した振り子の振れ方のきまり
を利用したものが，生活に役立てら
れている。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程７／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P93 11月中旬～11月下旬 本時８・９／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりを利用したものづくりを行い，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ １秒に１往復するおもちゃを作らせ，振り子の長さが変わらなければ，振り子の１往

復する時間も変わらないことを実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 振り子時計

は，１往復する

時間が同じにな ▼ 振り子の長さが変わらなければ，

るように作られ １往復する時間は変わらない。

ていることを確 ○ 前時に学習した，振り子時計の

認する。 仕組みを思い出させ，ものづくり

への意欲をもたせる。

● １秒に１往復 ▼ しっかり作れば，時計の代わりに

するおもちゃを なるかもしれない。

作る。 ▼ どのように作ればよいのだろう。

▼ 作ってみたい。

○ １秒間に１往復する振り子を実

際に作らせ，振り子のきまりを実

感させる。

▼ 振り子の長さを調節すればよいの

ではないか。

▼ おもりの重さや振れ幅は，どのよ

うにしてもよいだろう。 ○ 問題解決の結論を生かして，振

▼ 振り子の長さが40cmで実験したと り子の長さをどのぐらいにすれば

き，約１．３秒だったので，１秒に よいか考えさせる。

するためには，40cmより短くすると □ １秒に１往復する振り子の長さ

よいだろう。 は，計算上約25cmになるので，糸

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の授業で，振り子時計の
仕組みについて考えました。振
り子時計は，振り子のどのよう
な性質を利用した道具だったか
思い出しましょう。

自然や生活との関係

▲ 振り子時計は，振り子の１往復す
る時間が変わらないことを利用して
いる。

◎ 工夫点５ 振り子時計と同じ
ように，１秒間で１往復する振
り子を作ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 木の棒，糸，粘土を準備しま
した。これらを使って作ります。

◎ 変えることができる振り子の
条件は３つありました。何をど
のようにすれば，１秒間で１往
復する振り子になるかを考えな
がら作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 振り子が１往復する時間は，振り
子の長さが長いほど長くなる。

▲ 振り子の１往復する時間は，おも
りの重さや振れ幅によっては変わら
ない。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程８・９／９】
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の長さがそれ以上長くなるように

準備する。

□ 学級の実態に応じて，確認する

▼ 糸の長さをいろいろと調節して作 範囲を決めておく。

ろう。 ・ ある程度振り子のきまりが定着し

ている場合 → 何を変えればよい

かを確認しないで作る。

・ 定着度が低い場合 → 振り子の

長さを変えればよいことを確認す

る。

□ 実験のデータを活用して，ある

程度の長さを予想させる。特に，

グラフの変化の様子から，30cm前

後であることは予想させたい。

● １分間ゲーム ▼ 実際の60秒より時間がかかったの

を行う。 で，糸の長さを少し短くしよう。

▼ 実際の60秒よりだいぶ短い時間だ

ったので，糸を長くしよう。

▼ あまり振れ幅を大きくすると，糸

がたるんで正確に振り子が振れな

い。

▼ あまり振れ幅が小さいと60秒間振

れないで止まってしまう。

▼ もう一度挑戦したい。

○ 自分で作った振り子を使ってゲ

ームを行い，楽しみながら振り子

の振れ方のきまりについて理解を

深める。

□ デジタルタイマーがなければ，

教師がストップウォッチで計って

もよい。

● おもちゃを作 ▼ 振り子のきまりを使って，１秒に

った際に，工夫 １往復する振り子を作ることができ

したこと，気付 た。

いたことなどを ○ クラス全体で考えを共有させる

発表する。 とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

▼ １秒にはならなかったけど，予想

して，１秒に近付けることができた。

◎ 振り子のおもちゃを作って，
気が付いたことを発表しよう。

自然や生活との関係

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によっては変わらない
ことを実感した。

■ 実験のグラフを読みとると，振り
子の長さを○○cm(約25cm)ぐらいに
すればよいことが予想できる。

◎ 皆さんが作った振り子は１秒
間に１往復するものになりまし
たか。ゲームで確かめてみまし
ょう。

◎ 正しくできていれば，振り子
が60回往復すると１分間になる
はずです。

◎ 皆さんで一斉に振り子を振り
始めて，60回往復した瞬間に手
を挙げてもらいます。

◎ デジタルタイマーのブザーに
最も近い時間で手を挙げた人が
優勝です。
自然や生活との関係 具体的な体験

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程８・９／９】
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《単元名》

第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P130～143 ２月中旬～３月中旬 11時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

電熱線に電流を
流すと，発熱す
る。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「明かりをつけよう」】

【中３学年「運動とエネルギー」】

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽の光を調べよう」】

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

電気は，発電機などでつくることが
できる。
電気は，光，音，運動などに変えて，

使うことができる。

【中２学年「電気の世界】

磁石につけた鉄は，鉄で
できた物を引き付け，Ｎ極
やＳ極があり，磁石になる。

乾電池を直列につなぐと，回路に流れる
電流が強くなり，電気の働きが大きくなる。
乾電池を並列につないでも，電流の強さ

や電気の働きの大きさは，乾電池１個のと
きとほとんど変わらない。

磁石は，鉄でできた物を引き付ける。
紙やガラス，プラスチック，アルミニ

ウムなどの鉄以外の金属は，磁石に付か
ない。

２つの磁石を近付けたと
き，違う印の極同士は引き
合い，同じ印の極同士は退
け合う。

電磁石の働
きを利用した
道具やおもち
ゃを作る。

「電磁石の働きを大きくするには，
どのようにしたらよいだろうか」
電流を強くすると，電磁石の働き
が大きくなる。導線の巻数を多くす
ると，電磁石の働きが大きくなる。

「コイルに鉄心を入れて電流を流し
たものには，どのような性質とは
たらきがあるのだろうか」
電磁石は，電流が流れている間，

磁石と同じ働きをもつ。
電磁石には，磁石と同じように，
Ｎ極とＳ極がある。また，電流の向
きが反対になると，極が反対になる。

乾電池の向きを変
えると，回路に流れ
る電流の向きが変わ
り，モーターの回る
向きが変わる。

光電池を
利用した
道具やお
もちゃを
作る。

【３学年「じしゃくにつけよう」】

電気を利用し
たおもちゃを作
る。

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

【中３学年「科学技術と人間」】

○ いろいろなエネルギー
・ 様々なエネルギーとその変換

【中３学年「自然と人間」】

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

【５学年「ふりこのきまり」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」 【６学年「てこのはたらき」】

【５学年「電流がうみ出す力」】（本単元）

５年「10 電流がうみ出す力」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

電流を流すと磁石になるおもちゃに興味をもち，電磁石を作って調べ，そのしくみや働きをとらえることが
できるようにする。また，電磁石の働きを大きくすることに興味をもち，電流の強さや導線の巻数などの条件
を制御して電磁石の働きの変化を調べ，電流の働きについてとらえることができるようにする。さらに，身の
回りの電磁石の利用について調べ，電磁石を利用した道具やおもちゃを作ることができるようにする。

《単元の流れ》 11時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 電磁石にはどんな性質があるか。 ４時間

・ 釣り竿のおも １ 問題を見いだす ・ 釣り竿のおもちゃの演示を見る。
ちゃを作り，電 ・ 釣り竿のおもちゃを作る。
磁石の働きに興 ・ 魚釣りゲームを行う。
味をもつ。 ・ 磁石と似ているところと，違うところ，

気付いたことを発表する。

・ 電磁石の性質 １ 問題を見いだす ・ コイルについての説明を聞く。 複数事象の提示
や働きに疑問を ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と差 工夫点１
もち，調べる方 異点から，問題を見いだす。
法を考える。 予想や仮説をもつ ・ コイルに鉄芯を入れ，電流を流した物の ポイントを明確

性質と働きについて，仮説を立てる。 にして話し合う

観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 工夫点２

・ 電磁石の性質 １ 観察，実験を行う ・ 実験の手順を確認する。
と働きについて ・ 問題について調べる実験を行う。
調べ，理解する。 結果を整理する ・ 実験の結果をノートにまとめる。

考察し，結論を得る ・ 実験結果から分かったことをクラス全
体で確認する。

・ 電磁石に流れ １ 振り返り，広げる ・ 電磁石の用語についての説明を聞く。
る電流の向きを ・ 電磁石の電流の向きを反対にした時の
反対にしたとき Ｎ極とＳ極について調べる。
の極の性質につ ・ 電磁石の性質と働きについてまとめる。
いて調べ，電磁 ・ コイルに鉄心以外の物を入れるとどう
石についてまと なるかを調べる。
め，理解を深め ・ コイルに芯を入れなかった場合につい
る。 て調べる。

２ 電磁石の働きを大きくするにはどうしたらよいか。 ５時間

・ 電磁石の働き １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，その共通点 複数事象の提示

を大きくする方 や差異点を基に，問題を見いだす。 工夫点３

法に興味をも 予想や仮説をもつ ・ 電磁石の働きを，大きくする方法につ ポイントを明確
ち，調べる方法 いて，仮説を立てる。 にして話し合う
を考える。 観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 工夫点４

・ 電磁石の働き ２ 観察，実験を行う ・ 問題について調べる実験を行う。
を大きくする方 結果を整理する ・ 実験結果をノートにまとめ，グループ
法を調べ，理解 で確認し合う。
する。 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記入

し，グループで話し合い，発表する。
・ 電磁石の働き １ 振り返り，広げる ・ 強力電磁石の働きの大きさを実感し， 要因の考察
を利用した物に その工夫を知る。 工夫点５
ついて考え，理 ・ 強力な電磁石が利用されている理由を
解を深める。 考える。

・ 釣り竿のおも １ 振り返り，広げる ・ 釣り竿のおもちゃでスチール缶を持ち 学んだことを生
ちゃの改良を行 上げる工夫について考える。 かしたものづく
い，電磁石の働 ・ 竿のおもちゃを改良する。 り 工夫点６
きについての理 ・ 工夫したことや，気付いたことをまと
解を深める。 め，発表する。

３ 電磁石を利用した道具やおもちゃをつくろう。 ２時間

・ 電磁石の働き ２ 振り返り，広げる ・ モーターを分解し，その仕組みに関心 学んだことを生

を利用したもの をもつ。 かしたものづく

づくりを行い， ・ 簡易モーターを作る。 り 工夫点７

理解を深める。 ・ モーターを作って，気付いたこと，工
夫したことを発表する。

５年「10 電流がうみ出す力」

【単元の目標と流れ】
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第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P130～132 ２月中旬～３月中旬 本時１／11

《本時のねらい》

釣り竿のおもちゃを作り，電磁石の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

釣り竿のおもちゃを作らせ，魚釣りゲームを行わせることで，電磁石の働きに興味をもたせる。

【釣り竿のおもちゃの作り方】 スイッチ(アルミニウムはく)

〈材料〉
・ 導線１(エナメル線1.5m～３m)，
・ 導線２(エナメル線25cm程度)
・ 釘 ・ 割り箸 ・乾電池 ・テープ

導線２・ アルミニウムはく 導線１
※１ いろいろな長さの導線を配付する。

いろいろな巻数のもので，引き付けられる物と
引き付けられない物があることを体験させたい。

※２ エナメル線1.5mで直径５mmのストローに100回 乾電池

程度を巻くことができる。

〈製作手順〉
① 導線１・２の両端のエナメ ② 導線２を釘を入れたストロ ③ 導線１・２の片方の端を乾
ル部分を，紙やすりで剥がす。 ーに巻き付ける，両端の25㎝ 電池ホルダーとつなぎ，もう

※ エナメルが剥がれていない は巻かずに残しておく。 片方をスイッチに付けて，テ
と，電流が流れない。 ープで止める。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● おもちゃの釣
り竿の演示を見
る。

▼ スイッチを入れると，魚の人形が
が持ち上げられ，スイッチを切ると， ○ 教師の演示により，磁石ではな
離れた。 いものが鉄を引き付けることに気

▼ 魚の人形の芯の部分は磁石に引き 付かせ，興味をもたせる。
付けられた。 □ 竿のおもちゃのスイッチを入れ

▼ 魚の人形の芯同士を近づけても， ると，魚の人形が引き付けられ，
動かなかった。 スイッチを切ると，魚の人形が離

▼ 魚の芯は鉄でできているんだ。 れることを見せておく。
□ 魚の人形の芯に磁石を近付け
て，引き付けられることと，魚の人形
の芯同士が引き付けられないことを
見せ，魚の人形の芯が鉄でできて

▼ 釣り竿のおもちゃを作ってみたい。 いることを確認しておく。

● おもちゃの釣 ▼ 導線の長さがいろいろとある。
り竿を作る。 ▼ 長い導線は，たくさん巻くことが

できる。
▼ 電池と，導線を巻いた物とがあっ
て，回路になっている。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 磁石は，鉄でできた物を引き付け
る。鉄以外の物は磁石に引き付けら
れない。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (おもちゃの釣り竿が魚を持ち
上げたり，離したりする様子を見
せながら)このようになるのは，
どうしてでしょう。

具体的な体験

◎ 釣り竿のおもちゃを実際に作っ
て，確かめましょう。

◎ 乾電池，導線，アルミニウム箔，
割り箸，ストロー，釘を使って作
りましょう。 具体的な体験

■ 釘に導線を巻いた物は，磁石と同
じ働きをもつのではないか。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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▼ アルミ箔の部分がスイッチになっ ○ 釣り竿のおもちゃを作らせ，電
てるんだ。 磁石に興味を持たせる。

▼ 魚釣りゲームで遊んでみたい。 □ 教科書P130の図にあるような釣
り竿のおもちゃを作るように指示
する。

□ 導線の両端のエナメルが剥がれ
てれていないと，電流が流れない
ことを説明し，エナメル部分をし
っかり剥がすように指示する。

● 魚釣りゲーム ▼ スイッチを切ったら，魚が離れた。
をする。 スイッチを入れたときだけ，引き付

けられる。
▼ 釣れる魚の人形とと釣れない魚の
人形があるぞ。

▼ スイッチを入れても，魚を釣るこ ○ おもちゃの釣り竿を使ったゲー
とができない。この魚の人形の芯は ムを楽しみながら，磁石と電磁石
鉄ではない。 の違いについて，疑問をもたせる。

▼ 軽いおもりの付いたものは，釣り □ 鉄だけが引き付けられることに
上げることができたけど，重い物は， 気付かせるため，魚の人形の芯に
釣り上げることができない。 は，鉄以外の金属も取り付けてお

▼ エナメル線を巻いた数を多くした くようにする。
人は，重いおもりの魚を釣り上げて □ スイッチを操作させ，電流を流
いた。 しているときにだけ，引き付けら

▼ 導線を多く巻いている人の方が， ることを実感させる。
重い物を持ち上げられるようだ。 □ 導線の巻き数の違いによって，

引き付け方が違うことに，視点を
向けさせるよう声掛けをする。

□ 電流を長時間流し続けると，釘
に導線を巻いた線が熱くなること
を指導し，注意させる。

▼ 釘に巻いた導線同士を近付けると
引き合う時と，退け合うときがあっ
た。

▼ 磁石だとすれば，Ｎ極とＳ極があ
るのではないか。

▼ 真ん中に鉄が入っていないもの
は，引き付けない。

● 磁石と似てい ▼ 似ているところは，どんなところ
るところと，違 だろう。
うところ，気付
いたことを発表 ○ 磁石と同じところと，違うとこ
する。 ろにという視点を与えて，発表さ

せる。
▼ 違うところは，どんなところだろ
う。 ※ 第２次(８／11)で，本時で作っ

た 釣り竿のおもちゃを改良して，
スチール缶を釣り上げる活動を行
う。本時で作ったおもちゃを使う
場合は，それまで保存しておくよ

▼ 磁石だとすれは，Ｎ極とＳ極があ うにする。
るのではないか。

▼ 巻数が多いほど，持ち上げられる
ではないか。

■ 磁石はいつも鉄を引き付けている
けど，釘に導線を巻いた物は，電気
を流したときだけ，引き付ける。

◎ みんなで魚釣りゲームをしま
しょう。１分間で，いくつ釣り
上げられるでしょうか。

具体的な体験

◎ 磁石と似ているところと，違
うところ，気付いたことを発表
しましょう。 具体的な体験

■ 釘に導線を巻いた物が引き付ける
魚と，引き付けない魚がある。

■ 釘に導線を巻いた物は，電流を流
したときにだけ，魚を引き付ける。

■ 釘に導線を巻いた物は，磁石にな
っているのではないか。

■ 巻数が違うと，釣り上げられる魚
の重さが違うようだ。

■ 導線を巻いた物の中心に釘を入れ
たものに電流を流すと，鉄を引き付
ける。鉄以外の物を引き付けない。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P130～132 ２月中旬～３月中旬 本時２／11

《本時のねらい》

電磁石の性質や働きに疑問をもち，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 事象Ａ（棒磁石）と事象Ｂ（電磁石）を提示し，比較させる。その共通点や差異点に
気付かせる。

〈事象Ａ〉 棒磁石 〈事象Ｂ〉 電磁石

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

魚釣りゲームの学習経験と提示した複数事象を根拠にし，導線を巻き鉄心を入れて，電流を流
した物は，磁石と同じ働きをもつのではないかと考えさせる。

《観察，実験方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 電磁石の性質と働きを調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見
通しをもたせる。

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ コイルという言葉は，初めて聞い
● コイルについ たぞ。
ての説明を聞く。

○ コイルについての説明をし，基
礎的な知識を理解させる。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
整理して，問題
を見いだす。

○ 棒磁石とコイルに鉄心を入れた
物を比較させ，その性質と働き
について考えさせる。

□ ３学年「磁石につけよう」で学
習した経験や，魚釣りゲームでの
学習経験を想起させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａ，Ｂを比べて，何が同じで，
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書き，発表しましょ
う。 具体的な体験

▲ 磁石は，鉄でできた物を引き付け
る。鉄以外の物は引きつけられない。

▲ コイルに鉄心を入れ，電流を流し
た物は磁石のような働きがある。

◎ 導線を巻いた物を「コイル」
と言います。また，コイルに入
れた鉄のことを「鉄心」と言い
います。■ 導線を巻いた物を「コイル」とい

う。
■ 中に入っていた鉄のことを鉄心と
いう。

Ａ Ｂ

同 じ ・ 鉄を引き付ける
ところ

・ 両端にクリップが付く

じしゃくの
いつもある

電流が流れてい
はたらき る間だけある

ちがう かん電池 ない ある
ところ

コイル ない ある

スイッチ ない ある

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程２／11】
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▼ 鉄を引き付けるのだから，磁石と
同じ性質があるのかな。

▼ Ｎ極とＳ極はあるのかな。
▼ 鉄を付けると，磁石の性質をもつ
ようになるのかな。 ○ 児童の考えを，話合いをとおし

て整理させる。

問題 コイルに鉄心を入れて電流を流した物には，どのような性質とはたらきがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ コイルに鉄の釘を入れ，電流を流
● コイルに鉄心 した物は，電流を流した時，鉄だけ
を入れ，電流を を引き付けたので…
流した物の性質
や働きについ
て，仮説を立て
る。 ○ これまでの学習経験や提示した

学習経験を根拠に，仮説を立てさ
せる。

観察，実験の
方法を考える
● 問題について
調べる方法を考
える。 ○ 児童に自ら実験方法を考えさせ

ることで，必要感をもたせ，意欲
的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを事前に
把握し，実験方法を考えさせる。

□ （②について）違う極同士の磁
石を近付けると引き合い，同じ極
同士を近づけると，退け合うこと
を確認する。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ コイルに鉄心を入れ，電流を
流した物は，どのような性質と
働きがあるでしょうか。仮説を
立て，理由も考えてノートに書
きましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② とのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 注意点は何ですか。
主体的な問題解決

１ コイルに鉄心を入れ，電流を流し
た物の性質と働きを調べる。

４ 長時間電流を流したままにすると，
コイルが熱くなるので，調べるとき
だけ電流を流すようにする。

３ 鉄が引き付けられるかどうかを見
る。

３ 鉄心の両端と棒磁石の極が引き合
うか，退け合うかを見る。

３ 検流計の針が振れて，電流が流れ
ているときに，鉄が引き付けられる
かどうかを見る。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

２ 鉄心にクリップを近付ける。
２ 鉄心の両端に，棒磁石のＮ極とＳ
を近付ける。

２ 回路に検流計をつなぐ。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

■ コイルに鉄心を入れ，電流を流し
た物は，磁石と同じようなものにな
るのだろう。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ コイルに鉄心を入れた物には，ど
のような性質と働きがあるのだろう
か。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程２／11】
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第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P133～134 ２月中旬～３月中旬 本時３／11

《本時のねらい》

電磁石の性質と働きについて調べ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 コイルに鉄芯を入れて電流を流した物には，どんな性質とはたらきがあるのだろうか。

観察，実験を行う

● 実験の手順に
を確認する。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

□ 正しく実験させるために，実験
の手順を演示し，注意点を確認さ

▼ 前の時間に確認したポイントに注 せる。
意して，実験しよう。 □ 教科書P133の実験では，方位磁

針を使用している。ここでは，児
童にとって身近でわかりやすい棒
磁石を使用している。

● 問題について
調べる実験を行
う。

○ 仮説と比較させながら，実験を
行わせ，記録を記入させる。

結果を整理する

● 実験結果をノ
ートにまとめる。

○ 実験の結果を正確にまとめさせ
る。

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
ノートに記入し ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
し，クラス全体 を導き出させる。
で確認する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ コイルに鉄心を入れ，電流を
流した物には，どんな性質と働
きがあるのかを調べましょう。

主体的な問題解決

◎ 前の時間に考えた実験方法を
確認しましょう。主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ 電流を流しているときだけ，磁石
と同じ働きをもつ。

■ コイルに鉄心を入れて電流を流し
た物は，磁石と同じようにＮ極とＳ
極がある。

■ 電流を流したままにすると，コイ
ルが熱くなるので，調べるときだけ
電流を流すようにしよう。

■ 電流を流すと鉄を引き付けた。
■ 鉄心の両端にクリップが付いた。
■ 電流を流すのを止めると，クリッ
プが離れた。

■ 鉄心の両端の一方にＮ極を近付け
たら引き付けられ，Ｓ極を近付けた
ら退け合った。もう一方の端は，Ｎ
極とＳ極の動きが反対になった。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しょう。

■ 鉄心の両端の一方にＮ極を近付け
たら，引き付けられ，Ｓ極を近付け
たら，反発した。もう一方の端は，
動きも反対になった。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程３／11】
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こんなやり方もありますよ！

① エナメル線を単一乾電池に３回ほど巻き

コイルを作る。

② コイルを乾電池からはずして，ほどけない

ように両端をコイルに軽く巻き付け，位置を

固定する。

③ エナメル線の片方は全面を紙やすりなどで

表面のエナメルをはがす。もう片方は，断面

の半分を削り取り，半分はエナメルをはがさ

ないようにする。

※よくはがすことがうまく回すポイント。

④ ゼムクリップを下図のように引き伸ばし，

乾電池の＋極，－極にセロハンテープで固定

し，コイルの軸受けにする。

⑤ 強力磁石を乾電池の中央に設置する。

⑥ コイルを軸受けのゼムクリップに通し，

（ゼムクリップにのせ），軽くコイルを押す

と，回転を始める。

(3) うまく回らない場合の解決策

① エナメルがしっかりはがされていない。→ もう一度紙やすりでエナメルをはがす。

② コイルのバランスが悪い。→ 左右のバランスを整える。

③ 乾電池が消耗している。→ 新しい乾電池と交換する。

(2) 作り方

みやぎ理科指導ポイント集には，５年「電流がうみ出す力」の単元

で，鉄心のないクリップモーター作りを掲載しています。その作り方に

ついて，紹介します。

(1) 準備物

エナメル線（太さ0.4mm，長さ50cm），単一乾電池（１個），ゼムクリップ（２個），

強力磁石（１個 ※ 教材販売店で５個，400円ほどで購入可），紙やすり，セロハンテープ

鉄心のないクリップモーター
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第５学年「10 電流がうみ出す力」

東京書籍「新しい理科５」P132～134 ２月中旬～３月中旬 本時４／11

《本時のねらい》

電磁石に流れる電流の向きを反対にしたときの極の性質について調べ，電磁石の性質について

まとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

前回の実験と同じ器具を使い，実際に行わせることで，電磁石に流れる電流の向きを反対にす

ると，極が反対になることに気付かせる。

コイルに鉄心以外の物を入れたときと，芯を入れないときを調べさせ，電流の流れているコイ

ルは，鉄心を磁化する働きがあることに気付かせる。

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 電磁石という言葉は聞いたことが

● 電磁石の用語 ある。

についての説明

を聞く。
○ 電磁石について理解させる。

● 電磁石の電流 ▼ 電流の向きが変わると，モーター

の向きを反対に の回る向きが変わったから，極も反

したときのＮ極 対なると思う。

とＳ極について ▼ 調べてみよう。

調べる。 ▼ 電流の向きを反対にすると，磁石

の動きが反対になった。

○ 電流の向きを反対にすると，極が

反対になることに気付かせる。

□ 前時までの問題では，児童が電

流の向きを逆にして，極の性質を

調べるという発想をもちにくいた

め，振り返り，広げる段階で扱う

ことにした。

● 電磁石の性質 ▼ 電磁石の性質と働きについてまと

と働きについて めよう。

まとめる。

○ 電磁石の性質についてまとめさ

せ，理解を深めさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 電磁石には，磁石と同じよう
にＮ極とＳ極があることが分か
りました。
ところで，導線の電流の向き

を反対にすると，Ｎ極やＳ極は
どうなるでしょうか。前の時間
と同じ方法で，調べてみましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験■ 電磁石に流れる電流の向きを反対

にすると，Ｎ極とＳ極が反対になる。

◎ 電磁石の性質について，ノー
トにまとめましょう。

■ 電磁石は電流が流れている間，磁
石と同じ性質をもつ。

■ コイルに鉄心入れ，電流を流した
ものを「電磁石」という。

◎ コイルに鉄心を入れたものに電
流を流すと，磁石と同じ性質があ
ることが分かりました。これを「電
磁石」と言います。

■ 電磁石には，磁石と同じようにＮ
極とＳ極がある。また，電流の向き
を反対にすると，極が反対になる。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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● コイルに鉄心

以外の物を入れ

るとどうなるか

を調べる。

▼ 鉄以外の物を芯にしたとき，磁石 ◎ コイルに鉄心以外の物を入れた

になるのか。 とき，磁石の働きがあるのかどう

▼ 鉄心以外のものは，コイルに電流 かを確かめさせる。

を流しても，磁石にならなかった。 □ コイルの中に，鉄以外の金属や

■ 鉄だけが磁石と同じ働きをもつよ 木などを入れ，鉄と同じように磁

うになる。 化するのか，クリップを近付けて

調べさせる。

● コイルに芯を ▼ 芯がないから，クリップは引き付

入れなかった場 けられないだろう。

合について調べ ▼ 芯がないから，方位磁針も振れな

る。 いだろう。 ◎ コイルだけでも方位磁針が振れ

▼ 芯を入れなかったら，グリップは， ることに気付かせる。

付かなかった。 □ 芯を入れずに，クリップや方位

▼ コイルだけで，方位磁針が振れる 磁針を近付けて調べさせる。

ことが分かった。 □ 方位磁針は，小さな磁石である

ことを確認する。

□ コイルに電流を流すと，芯が入

っていなくても，「磁界」が生じ

るため，方位磁針が振れるように

なる。「磁界」については，中学

校２学年の「電流と磁界」で学習

する。

○ コイルに鉄心以外のものを入
れると，どうなるでしょうか。
教科書P134のような方法で確か
めてみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 鉄以外のものは，磁石に引き付け
られない。

▲ 鉄は磁石に引き付けられると，磁
石の性質をもつようになる。

▲ 電磁石は電流が流れている間，磁
石と同じ性質をもつ。

○ コイルに芯を入れなかった場
合は，どうなるでしょうか。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ コイルに鉄心を入れたときだけが
磁石と同じ働きをもつようになる。

■ 鉄心を入れると電磁石は強くなる
が，コイルだけでも弱い磁石にはな
る。（方位磁針が振れたので）

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P135～137 ２月中旬～３月中旬 本時５／11

《本時のねらい》

電磁石の働きを大きくする方法に興味をもち，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 事象Ａ，Ｂの２つの電磁石を提示し，比較させ，その共通点や差異点に気付かせる。
〈事象Ａ〉 乾電池１個，巻数100回 〈事象Ｂ〉 乾電池２個直列，巻数200回

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

魚釣りゲームでの学習経験や提示した複数事象を根拠に考えさせ，電磁石の働きの大きさ（引
きつける力の大きさ）は，導線の巻数や，流れる電流の大きさが関係しているのではないかと考
えさせる。

《観察，実験方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 電磁石の働きを大きくする方法について調べる実験方法を，児童と話し合いながらポ
イントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，そ
の共通点や差異
点から，問題を
見いだす。

○ 事象Ａと事象Ｂを比較させ，電
磁石の働きの大きさ(引き付ける
力の大きさ)に違いが生じた要因
を考えさせる。

○ 児童の考えを，話合いを通して
整理させる。

問題 電磁石のはたらきを大きくするには，どのようにしたらよいだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(事象Ａ,Ｂを見せて)
Ａ，Ｂを比べて，何が同じで，
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 電磁石の働きの大きさは，導線の
巻数や乾電池の数に関係しているの
ではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

▲ 電磁石は，磁石と同じ性質や働き
がある。

▲ 魚釣りゲームを行った時，導線の
巻数が多い方が重い魚を持ち上げる
ことできた。

Ａ Ｂ

同 じ ・ 電磁石
ところ ・ 電流を流すと，磁石の性質

や働きがある

付いたクリ 少ない 多い
ップの数

ちがう
かん電池の数 １個 ２個ところ

導線のまき数 少ない 多い

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程５／11】



５年 10 - 12 -

予想や仮説をもつ ▼ ４年生で学習した時に，乾電池を
● 電磁石の働き ２個を直列につなぐと，電流が強く
を大きくする方 なり，車を速く動かすことができた
法について仮説 ので…
を立てる。 ▼ 魚釣りゲームで，導線を多く巻い

た方が，重いおもりの魚を釣り上げ
られたので… ○ これまでの学習経験や提示した

複数事象を根拠に，仮説を立てさ
せる。

観察，実験の
方法を考える
● 問題について
調べる方法を考
える。 ○ 児童に実験の方法を考えさせる

ことで，実験の必要感をもたせ，
意欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□（②について）
・ 事象Ａ，Ｂで提示した方法を
想起させ，調べるためには何を
使うかを考えさせる。

・ 電磁石の働きの大きさを比べ
る方法として，クリップをつな
げたものを用意し，10個毎にク
リップの色を変えたりして，ク
リップが何個まで釣り上げられ
たかを分かりやすくするとよい。

→教科書P136
□（⑥について）
・ 電流の強さを計るために簡易
電流計や電流計の扱い方を指導
しておく。電流計は検流計より
電流の強さをくわしく測ること
ができる。→教科書P137

・ クリップを釣り上げる時は，
毎回ゆっくり持ち上げるように
指示する。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ 電磁石の働きを大きくするに
は，どのような方法があるでし
ょうか。仮説を立て，理由も考
えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

１ 導線の巻数や電流の強さと電磁石
の働きが大きさの関係について調べ
る。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

４ 電流の強さを変える場合
〈調べる(変える)条件〉
乾電池の数(直列つなぎ)

〈同じにする(変えない)条件〉
導線の巻数，導線の長さ，
電流の向き

【仮説１】→【実験１】
４ 導線の巻数を変えて調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
導線の巻数

〈同じにする(変えない)条件〉
乾電池の数，導線の長さ，
電流の向き

【仮説２】→【実験２】

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるには，何を
見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じに
する(変えない)条件は何ですか。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 問題を確かめる方法を，ポイ
ントを確認しながら考えていき
ましょう。 主体的な問題解決

２ 電流の強さを変えて，釣り上げ
たクリップの数で調べる。

２ 導線の巻数を変えて，釣り上げ
たクリップの数で調べる。

６ 電磁石に電流を流したままにする
と，コイルが熱くなるので，調べる
ときだけ，電流を流すようにする。

６ 電流の強さを検流計で計るので，
検流計を正しく使えるようにする。

６ クリップを釣り上げる時は，ゆっ
くり持ち上げるようにする。

■ 電流を強くすると，電磁石の働き
が大きくなるだろう。 【仮説１】

■ 導線の巻数を増やすと，電磁石
の働きが大きくなるだろう。

【仮説２】

３ 釣り上げたクリップの数を見る。

５ 表を使って，記録すると整理しや
すい。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程５／11】



５年 10 - 13 -

第５学年「10 電流がうみ出す力」

東京書籍「新しい理科５」P135～137 ２月中旬～３月中旬 本時６・７／11

《本時のねらい》

電磁石の働きを大きくする方法を調べ，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 電磁石のはたらきを大きくするには，どのようにしたらよいだろうか。

観察，実験を行う

● 問題について

調べる実験を行 ○ 同じ長さの導線で巻き方を巻

う。 ▼ 100回巻きと200回巻きの電磁石を き幅を同じにして，巻数のみを変

作ろう。 えて，他の条件（長さ，巻き方）

▼ 丁寧に間を詰めて，巻くようにし を同じにしたコイルを作らせる。

よう。 □ 導線の巻き方について，以下の

▼ 導線を同じ長さにして実験するた 点について留意して指導する。

め，余った線は，厚紙に巻き付けて ・ 導線をコイルに巻くときは，

おこう。 間を詰めて，丁寧に巻くように

する。

・ 200回巻きの電磁石を作る際

には，100回巻いて，さらにそ

の上に重ねて100回巻くように

させる。

・ 100回巻き,200回巻きとも，

巻数のみを変えて，どちらも同

じ長さにする。

○ 実験の視点を明確にさせる。

□ 条件や注意点を確認しながら，

▼ 前の時間に確認したポイントに注 実験の手順を演示する。

意して，実験をする。

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすくまとめさせ

し合う。 る。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 電磁石に電流を流したままにする
と，コイルが熱くなるので，調べる
ときだけ，電流を流すようにする。

■ 調べる(変える)条件と同じにする
(変えない)条件に注意して実験を行
う。

■ 手順を間違えないようにする。
■ 表に記入して，記録を整理する。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 100回巻きと200回巻きの電磁
石を作りましょう。具体的な体験

◎ 前の時間に考えた実験方法を
確認しましょう。主体的な問題解決

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程６・７／11】



５年 10 - 14 -

考察し，

結論を得る

● 結果から気付

いたことをノー

トに記入し，グ ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

ループで話し合 を導き出させる。

い，発表する。 ▼ 仮説と同じだった。 ○ クラス全体で結論を共有させる

▼ 電磁石の働きは，電流の強さや導

線の巻数によって変わることが分

かった。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。

■ 【実験１】乾電池の数が１個より
も２個直列につないだ方が，釣り上
げたクリップの数が多い。

■ 【実験２】100回巻きよりも200回
巻きの方が，釣り上げたクリップの
数が多い。

◎ 結果からどのようなことが言
えるでしょうか。自分で考えて
ノートに記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 各グループで話し合い，発表
しましょう。 主体的な問題解決

■ 電流を強くすると，電磁石の働き
は大きくなると言える。

■ 導線の巻き数を増やすと，電磁石
の働きは大きくなると言える。

【実験１】の結果

<同じにする条件> 導線のまき数，導線全部の長さ，電流の向き

かん電池の数 検流計の目盛り つり上げたクリップの数

１個 弱 15 個

２個直列 強 20 個

【実験２】の結果
<同じにする条件> 乾電池の数，導線全部の長さ，電流の向き

導線のまき数 検流計の目盛り つり上げたクリップの数

100回 弱 15 個

200回 弱 22 個

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程６・７／11】



５年 10 - 15 -

第５学年「10 電流がうみ出す力」

東京書籍「新しい理科５」P138～139 ２月中旬～３月中旬 本時８／11

《本時のねらい》

電磁石の働きを利用した物について考え，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 強力電磁石について知り，その仕組みや利用のされ方について考えさせる。

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 強力電磁石の

働きの大きさを

実感し，その工 ▼ 二人で引き合っても，外れない。 ○ 強力電磁石は二人組で引き合っ

夫を知る。 ▼ 確かに，強力電磁石だ。 ても離れないことを体験させ，電

磁石の働きの大きさを実感させる。

→ポイント集2011 P116

□ 強力な電磁石であることに気付

かせるために，電流を流してない

時には装置が簡単に外れ，電流を

流して重い物を釣り下げることを

見せる。

▼ どんな仕組みになっているのかな

▼ 乾電池１個で強力な電磁石になっ

ていた。 ○ 強力電磁石の中のコイルや鉄心

▼ 強力電磁石の中を見ると，導線が の様子を観察させ，電磁石の働き

たくさん巻かれていた。 を大きくする工夫に気付かせる。

□ 導線の巻数が多くすることのほ

かに，鉄心を太くし，太い導線を

使っていること着目させ，電磁石

▼ 中に入っている鉄心も太かった。 の働きを大きくする方法には，鉄

芯を太くすることや，導線を太く

する方法があることを説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 強力電磁石を二人組で引き合っ
てもらいましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 強力電磁石の中の様子を見て
みましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 鉄は磁石に付くと，磁石の性質を
もつようになる。

▲ 電流を強くしたり，導線の巻数を
増やすと，電流の働きが大きくなる。

■ 電流の強さや導線の巻数以外にも
導線を太くしたり，鉄心を太くした
りして，電磁石の働きを大きくする
ことができる。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程８／11】



５年 10 - 16 -

● 強力な電磁石

が利用されてい

る理由を考え

る。

○ 電磁石の働きを利用した機械や

道具の仕組みをしくみについて考え

させ，電磁石の働きについて理解を

深めさせる。

□ 電磁石と磁石の特徴について，

表でまとめさせると考えやすい。

□ ゴミ処理場やリサイクル工場で

では，教科書P139の写真にある強

▼ クレーンで釣り下げている鉄の塊 力な電磁石が使われている。資源

は，とても重そうだ。 の有効利用や地球環境保全に役立

▼ もっと，強力な電磁石があるんだ。 っていることを伝える。

▼ 電磁石についているのは，リサイ

クルされたスチール缶だ。

▼ 理科で学んだことが，私達の生活

の中で役立っているんだ。

◎ リサイクル工場では，強力な
電磁石が利用されています。磁
石ではなく電磁石が利用されて
いる理由を考えてみましょう。

自然や生活との関係

じしゃくと電じしゃくの特徴をまとめた表（例）

磁石 電磁石

・ 鉄を引きつける

同 じ ・ Ｎ極とＳ極がある

ところ ・ 同じ極同士は，しりぞけ合い，

ちがう極どうしは 引きつけ合

う

磁石のはた いつも磁石に 自由に磁石にする

らき なっている ことができる

ちがう
はたらきの いつも同じ

磁石の強さを自由

ところ
大きさ

に変えることがで

きる

Ｎ極とＳ極
いつも決まっ 自由に変えること

ている ができる

■ 電流を流したり，止めたりするこ
とで，鉄を持ち上げたり，離したり
することができる。

■ 巻数や導線の太さ，鉄心の太さ，
電流の強さなどを変えると，強力な
電磁石になる。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程８／11】



５年 10 - 17 -

第５学年「10 電流がうみ出す力」

東京書籍「新しい理科５」P138～139 ２月中旬～３月中旬 本時９／11

《本時のねらい》

釣り竿のおもちゃの改良を行い，電磁石の働きについての理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ 釣り竿のおもちゃでスチール缶を持ち上げる工夫について考えさせ，確かめさせる。

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 釣り竿のおも

ちゃでスチール

缶を持ち上げる

ための工夫につ

いて考える。 ▼ スチール缶を釣り上げる電磁石に

してみたい。 ○ これまでの学習で得た結論や知

▼ 前の魚釣りゲームで，重い魚の人 識を使って，電磁石の働きを大き

形を釣り上げたた人は，電磁石のコ くするための工夫について考えさ

イルの巻数の多い人だった。 せる。

▼ いろいろな方法で，重い物を釣り □ スチール缶は，リサイクル工場

上げられるようになるだろう。 でも集めてられているものであ

る。児童にとっても身近なもので

あり，しかも，クリップや魚のお

もちゃより重いものでもあるため

スチール缶を使う。

□ 児童が考える工夫点として，

① 導線の巻数を変えること

② 乾電池の数を増やすこと

③ 鉄心の大きさを変えること

④ 鉄心の太さを変えること

などが考えられる。児童にいろい

ろな方法で工夫をさせたい。

③④の方法にも対応できるよう

太い釘や太いエナメル線を数種類

用意しておく。

□ 乾電池を３個を直列つなぎにす

ると，強い電流が流れ，熱が発生

するので，注意するよう指導する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点６ 単元の最初の時間
に作った釣り竿のおもちゃで，
釣った魚よりもっと重いスチー
ル缶を釣り上げるには，どのよ
うな工夫をすればよいでしょう
か。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 前に釣り竿のおもちゃを作ったと
きは，導線を１００回巻いた。巻き
数を２００回巻きにしたら，釣り上
げられるのではないか。

■ 乾電池の数を増やしたら，釣り上
げられるのではないか。

■ 太い導線にしたら，釣り上げられ
るのではないか。

■ コイルの中の鉄心の太さを変えた
ら，釣り上げられるのではないか。

▲ 鉄は磁石につくと，磁石の性質を
もつようになる。

▲ 電池１個でも，導線の巻数や，
導線の太さや鉄心を工夫して，強力
な電磁石にすることができる

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程９／11】



５年 10 - 18 -

● 竿のおもちゃ ▼ 自分の考えた方法で，やってみよ

を改良する。 う。

▼ 前に釣り上げることができなかっ

た重いおもりの付いた魚を釣り上げ ○ 自分で考えた方法で，スチール

ることができた。 缶を釣り上げられるか，確かめさ

せる。

□ 釣り上げる物として，以前，持

▼ 自分と違う方法で，スチール缶を ち上げられなかった重いおもりの

釣り上げている人もいる。 付いた魚も用意しておく。

▼ 太いエナメル線を使って，スチー ※ スチール缶のおよその質量

ル缶を釣り上げることができた。 ・ 200ml缶の質量は，約32g。

・ 350ml缶の質量は，約28g。

( ※350ml缶の質量の方が小さい)

□ 時間があれば，別の方法で改良

させたい。

● 工夫したこと ▼ スチール缶を釣り上げる方法はい

や気付いたこと ろいろある。

をまとめ，発表

する。 ○ クラス全体で工夫点を共有させ

ることで，学習を振り返り，考え

を広げさせる。

▼ 前に作った時より，電磁石の働き

を大きくすることができた。

◎ 以前に作った釣り竿のおもち
ゃを改良し，スチール缶を釣り
上げて見ましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫した点や，気付いた点を
グループごとに発表しましょう。

自然や生活との関係

■ 導線の巻き数を増やす方法で，電
磁石の働きを大きくすることができ
る。

■ 導線の巻き数を増やす方法で，電
磁石の働きを大きくすることができ
る。

■ 鉄心を太くする方法で，電磁石の
働きを大きくすることができる。

■ 釣り竿のおもちゃを改良して，ス
チール缶を持ち上げることができた。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程９／11】



５年 10 - 19 -

第５学年「10 電流がうみ出す力」
東京書籍「新しい理科５」P140～141 ２月中旬～３月中旬 本時10・11／11

《本時のねらい》

電磁石の働きを利用したものづくりを行い，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点７ 簡易モーターを作らせることで，電磁石の働きについて，理解を確かなものにさせる。

【モーター作りのポイント】 教科書P141の手順にしたがって作らせる。
① エナメル線を剥がす部分が左右で違うことに注意させる。

（両方を全て磨いてしまうとモーターは回転しない。）
② 乾電池の両極に付けるクリップの高さを同じにして，電磁石が水平に回るようにする。
③ 電磁石と磁石の距離を調節する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● モーターを分
解し，その仕組
みに関心をも
つ。

○ モーターを分解し，磁石と電磁
石が使われていることに気付かせ
る。

□ グループごとにモーターを分解
させ，中にモーターの軸，コイル
鉄心があることを確かめるように
指示する。

▼ 電磁石の横に付いている磁石を取
ってしまうと，電流を流しても，モ
ーターの軸は回転しない。

▼ 磁石と磁石はを近づけると，反発
したり，引き合ったりした。モータ
ーの場合も同じなのかな。

▼ モーターの鉄心とコイルに電流を
流して，磁石を近付けると，モータ ○ モーターは電磁石の極と磁石の
ーの軸が動いた。 極が関係して動いていることに気

付かせる。
□ 安全性の点から，教師が演示し
ながら説明する。

○ モーターが回転する簡単な仕組
みを説明し，理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (モーターを見せて)グループ
ごとにモーターを分解してみま
しょう。どんな部品が入ってい
ますか。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ モーターには，電磁石の性質や働
きが利用されている。

(演示しながら考えさせる)
◎ 中に電磁石と２つの磁石が入
っています。電流を流した状態
で，２つの磁石をはずしたら，
どうなるでしょう。

◎ コイルと鉄心に電流を流し，
磁石を近づけると，どうなるで
しょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ モーターの中には，磁石とコイル
と鉄心がある。

鉄芯
磁石

コイル
軸

磁石

◎ モーターは電磁石と磁石がな
ければ回転しません。
電磁石の極と磁石の極が引き

合ったり，退け合ったりする性
質を利用して，モーターを回転
させています。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 電磁石の極と磁石の極が，引き合
ったり，退け合ったりして，回転し
ている。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】
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□ 児童への説明は，「磁石の極と
電磁石の極が引き合ったり，退け
合ったりすることを利用してい
る」程度にする。

● 簡易モーター
を作る。

▼ 電池の上で回転しているのが，電
磁石だ。鉄のクリップに導線が巻い ○ 簡易モーターを作るには，磁石
てある。 鉄心，コイルが必要であることに

気付かせる。
□ モーターを回転する様子を見せ
た後，簡易モーターに必要な材料
を見せながらつくりを確認する。

▼ 紙やすりで導線の両端を，片方は，
上半分を剥がした。もう片方は，全
部剥がそう。

▼ モーターが回転しなかった。導線
の両端のエナメルを全て削ってしま
ったからだ。

▼ 片方を全部，もう片方を上半分を
削ったら，回転した。

○ 実際に簡易モーターを作らせる
ことで，理解を確かなものにさせ
る。

□ 製作させる簡易モーターは，教
科書P141のものである。

□ 次のことに注意して作らせる
① 両端のエナメル線の剥がし方
② 電磁石と磁石の距離を調節す
る。

③ クリップの高さを同じにして，電
磁石が水平に回るようにする。

● モーターを作 ▼ エナメルを全部削ってしまったの
って，気付いた で，回転しなかった。
こと，工夫した
ことを発表す ▼ 磁石と電磁石で距離を縮めると，
る。 回転し始めた。 ○ クラス全体で考えを共有させる

とで，学習を振り返らせる。

■ 電磁石と磁石を使って，モーター
を作ることができるんだ。

◎ モーターを作って，気付いた
ことや工夫したことを発表しま
しょう。 自然や生活との関係

◎ （簡易モーターが回転してい
る様子を見せて）簡易モーター
を実際に回転させています。
分解したモーターと簡易モー

ターの共通点を見つけましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ モーターは，磁石と電磁石からで
きている。

▲ 電磁石の極と磁石の極が，引き合
ったり，退け合ったりして，回転し
てるんだ。

■ 磁石，鉄心，コイルがある。そし
て，電流が流れている。

◎ 実際に，モーターを作ってみ
ましょう。

◎ 導線，クリップ，磁石，乾電
池を用意しました。これを使っ
て作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ こんな簡単な部品で，モーターが
回転するんだ。

■ モーターを回すには，磁石，鉄心
コイル，電流が必要だ。

■ 簡易モーターも磁石と電磁石から
できている。

５年「10 電流がうみ出す力」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】
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本時のねらいと学習過程 
『複数事象の提示』をはじめとして， 

児童が主体的に問題解決を行うことと， 

自然や生活との関係を認識することとを重視した， 

学習過程や教師の働き掛けの例を掲載しました。 

単元の目標と流れ 
単元の目標や単位時間ごとのねらい， 

学習活動の流れを一覧表にまとめました。 

単元の系統図 
本単元とかかわりのある単元の学習内容を， 

つながりを明確にした系統図にまとめました。 

第６学年 

小学校６年「新しい理科６」（東京書籍）準拠 
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授業案の構成

【単元の系統図】

【単元の目標と流れ】

【本時のねらいと学習過程】

本単元の学習内容

本単元とかかわりのある単元の学習内容
（中学校の内容も含む）

学年，単元名，教科書のページ，時期，時数

単元の目標

ねらい
時数
段階
学習活動
工夫点

問題解決の七段階
問題解決の過程を効果的に配置

工夫点
各段階の教師の働き掛けで特に工夫した点

本時の学習過程
段階，学習活動

児童の意識，教師の働き掛け

学年，単元名，教科書のページ，時期
本時／単元の時数，本時のねらい

「問題を見いだす」
「予想や仮説をもつ」

「観察，実験の方法を考える」
「振り返り・広げる」

本研究で重視する四つの段階における
教師の働き掛け

あらかじめもっている児童の意識

予想される児童の意識

児童にもたせたい意識

教師の働き掛け

働き掛けの意図

指導上の留意点
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授業案の活用

本研究における問題解決の過程

問題を見いだす

予想や仮説をもつ

観察，実験の方法を考える

観察，実験を行う

結果を整理する

考察し，結論を得る

振り返り，広げる

授業案の活用例

１ 単元の系統を把握する
単元の学習を考える前に，これまでの生活体験や学習経験が，単元の学習にどのようにつながり，

今後の学習にどのようにつながっていくかを把握する。

そのために，【単元の系統】を参考にする。

児童の意識の流れや教師の働き掛けが考えやすくなる。

２ 単元全体の流れを考える
単元の目標や単元全体の学習の流れを考え，単位時間ごとのねらいや大まかな学習活動を考えて，

問題解決の過程をどのように構成するかを吟味する。

そのために，【単元の目標と流れ】を参考にする。

単元全体や授業の流れが考えやすくなる。

３ 本時の学習過程を考える
本時のねらいを達成するために，児童にもたせたい意識を設定し，あらかじめもっている児童の意

識を，児童にもたせたい意識に変容させるための教師の働き掛けを具体的に考える。その際，児童が
主体的に問題解決を行うことや，理科で学んだことと自然や生活との関係を認識することを重視して
授業を構想する。

そのために，【本時のねらいと学習過程】を参考にする。

実感を伴った理解を図る理科授業につながる。
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問題解決の過程における 

「児童にもたせたい意識」「教師の働き掛けと意図」 

 
■ 児童にもたせたい意識 ◎ 教師の働き掛け   ○ 働き掛けの意図 

段階 問題を見いだす 

全学年 

■ なぜだろう。おかしいな。 

■ どうして……になるのだろう。 

■ 調べてみたい。 

■ 同じところは……だろう。 

■ 違うところは……だろう。 

■ ……は……が原因なのだろうか。 

◎ 違いが明確な複数事象を提示する。 

○ 疑問をもたせる。 

○ 学習意欲をもたせる。 

○ 共通点と差異点を整理させる。 

○ 問題を見いだす視点をもたせる。 

○ 違うところは何が関係しているのかを考えさせる。 

（４年生以上） 

◎ 児童の意見を整理し，問題を見いださせる。 

○ 視点を明確にするとともに，見いだした問題を確実に把握させる。 

 

４年生以上 
■ ……と……の違いは……と関係しているのだろうか。 

段階 予想や仮説をもつ 

３～５年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

【根拠をもった予想や仮説】 

◎ 問題に関係する，これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象

などを振り返らせるような発問をする。 

○ 学習の見通しをもたせる。 

○ 事象を引き起こす要因を考えさせる。 

○ これまでの生活体験や学習経験，提示した複数事象を根拠とした予

想や仮説をもたせる。 

 

６年生 
■ ……(根拠)なので，……だと思う。 

■ もし……ならば，……だろう。 

【要因や規則性，関係を推論して得た仮説】 

段階 観察，実験の方法を考える 

全学年 
■ ……を調べるために，……を使って……と……を比較す

ればよい。 

◎ 問題について調べるポイントを事前に確認し，児童と話し合いなが

ら，児童が自ら考えるように促す。 

○ 観察，実験の必要感をもたせる。 

○ 問題解決に意欲的に取り組ませる。 

○ 問題について調べるための，観察，実験の方法を児童自ら考えさせ

る。 

○ 教師が中心となり，制御する条件について確認させる。(３・４年) 

○  制御する条件について，児童自ら考えさせる。(５・６年) 

４年生以上 
■ ……を調べるために，……を使えば……と……の関係を

見いだすことができる。 

５年生以上 
■ ……を調べるために，……を使って……の条件を制御し

ながら観察，実験を行えばよい。 

６年生 
■ ……を調べるために，……を使って……を推論しながら

観察，実験を行えばよい。 

段階 観察，実験を行う 

全学年 

■ ……なので……となるだろう。 

■ ……の違いに注目して観察，実験を行おう。 

■ ……は確実に記録しよう。 

◎ 観察，実験の結果を予想する場面を設定する。 

○ 観察，実験の結果を予想させ，問題に正対させる。 

◎ 観察，実験の注意点や視点，記録の方法等を再確認する。 

○ 安全に留意し，問題について調べるための視点を明確にして，観察，

実験に取り組ませる。 

○ 結果を適切に記録させる。 

４年生以上 ■ ……の変化に注目して観察，実験を行おう。 

５年生以上 ■ ……に注目し，条件を制御して観察，実験を行おう。 

６年生 ■ ……に注目し，推論しながら観察，実験を行おう。 

段階 結果を整理する 

全学年 ■ ……を見やすくするために, 表や棒グラフに表そう。 ◎ 記録の整理の仕方を確認するように促す。 

○ 結果を分かりやすく明確に表すために，表やグラフなどにしてまと

めさせる。 
４年生以上 

■ ……の変化を見やすくするために, 表や棒グラフ，折れ線

グラフに表そう。 

段階 考察し，結論を得る 

全学年 

■ ……は……と同じで，……とは違う。 

■ 予想どおりなので，……と言える。 

■ 予想と違ったので，……なのではないか。 

■ 他の班と同じ結果なので，やはり……と言える。 

◎ 結果から分かったことをノートにまとめ，グループで話し合い，発表

するように促す。 

○ 予想や仮説と観察，実験の結果を比較し，予想どおりなら，それら

がそのまま結論になり，異なっていたら，どこに間違いがあったのか

を考え，結論を見いださせる。 

○ クラス全体で結論を共有し，自ら出した結論を確かなものにさせる。 

４年生以上 ■ ……（の変化）は……と関係がある。 

５年生以上 ■ ……という条件では，……は……である。 

６年生 
■ ……は……だったことから，……では……であると言え

る。 

段階 振り返り，広げる 

 

 

全学年 

■ ……は自然の中でも成り立っている。 

■ ……は生活の中でも役立てられている。 

■ ……の場合はどうなるのだろう。 

■ ……は……で活用されている。 

■ 実際にものづくりで確認しよう。 

◎ 結論と自然や生活との関係について，考えさせるような働き掛けをす

る。 

○ 学習したことの有用性を実感させる。 

○ 知識を定着させ，理解を深めさせる。 
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《単元名》

第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～55 ６月中旬～６月下旬 ８時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

植物に日光を当てると
よく育ち，肥料を与える
とよく育つ。

動物は呼吸によって，空気
中の酸素の一部を取り入れ，
二酸化炭素をはき出している。
はき出した空気には水(水蒸
気)が多く含まれている。

種子が発芽するとき，
種子の中のでんぷんが養
分として使われる。

動物が食べた物(でんぷん
など)は，消化管を通る間に
消化され，吸収される。吸
収されなかったものは体外
に出される。

血液は，心臓から送り出
され，血管を通って全身に
運ばれており，酸素や二酸
化炭素，養分などを運ぶ働
きをしている。

「植物の葉に日光が当た
ると，でんぷんができ
るのだろうか」
植物の葉に日光が当た

るとでんぷんができる。

「根からとり入れられた水は，
植物のからだのどこを通って，
全体に運ばれるのだろうか」
植物の根，茎，葉には水の決

まった通り道がある。

「葉まで運ばれた水は，その
後どうなるのだろうか」
根から茎を通ってきた水は，

主に葉にある穴から水蒸気に
なって出ていく。(蒸散)

植物は日光に当たると，二酸化
炭素をとり入れて酸素を出し，他
の生き物と空気を通してかかわり
合って生きている。

すべての生き物は，
水をとり入れないと，
生きていくことがで
きない。

植物は，日光に当たるとでんぷんをつく
り，それを使って成長するが，動物は，自
分で養分をつくることができないので，他
の生き物を食べて，養分をとり入れる。

○ 花のつくりとはたらき
・ 花のつくりと働き

○ 葉・茎・根のつくりとはたらき
・ 葉，茎，根のつくりと働き

○ 植物の分類
・ 種子植物の仲間
・ 種子をつくらない植物の仲間

６学年「動物のからだのはたらき」

【３学年「植物を育てよう」】 【３学年「こん虫を育てよう」】【３学年「春のしぜんにとびだそう」】

【４学年「あたたかさと生き物」】 【４学年「動物のからだのつくりと運動」】

５学年「植物の発芽と成長」 ５学年「魚のたんじょう」

５学年「人のたんじょう」

５学年「花から実へ」

６学年「生き物のくらしと環境」

【中１学年「植物の世界】

【中２学年「動物の生活と生物の変遷】

【中３学年「生命の連続性」】 【中３学年「科学技術と人間」】

６学年「植物のからだのはたらき」（本単元）

【中３学年「自然と人間」】

「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

植物にとって日光はどんな働きをしているか，植物体内での水の行方はどのようになっているかに興味
をもち，調べることで，葉に日光が当たるとでんぷんができることや，根から吸い上げた水は決まった場
所を通って全身に運ばれ，水蒸気として排出されることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 ８時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 植物は日光とどのようにかかわっているか ４時間

・ 植物にとって １ 問題を見いだす ・ 日光に当てた植物と当てない植物を 複数事象の提示
日光はどんな働 比較する。 工夫点１
きをしているか 予想や仮説をもつ ・ 植物の葉に日光が当たると，でんぷ
を考え，調べる んができるかどうかを考える。
方法を考える。 観察，実験の方法を考える ・ 日光に当てた葉と当てない葉を比較 ポイントを明確

する実験を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 葉にアルミホイルで覆いをする。 工夫点２

・ 葉に日光が当 １ 観察，実験の方法を考える ・ 葉を脱色する必要に気付く。 実験方法の演示
たるとでんぷん 観察，実験を行う ・ 実験を行う。 工夫点３
ができるかどう 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
かを調べ，結果 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
を記録し，考察
する。

・ 葉に日光が当 １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
たるとでんぷん 振り返り，広げる ・ 葉に日光が当たるとでんぷんができ
ができることを ることが分かる身近な例を考える。
理解し，日常生 ・ 「ジャガイモ以外の植物もでんぷん 授業以外の観察
活との関連を考 ができるのか」という疑問をもつ。 工夫点４
える。

・ 他の植物の葉 １ 振り返り，広げる ・ 自分で選んだ植物の葉のでんぷんを
も日光が当たる 確認する実験を行い，植物全般で成り
とでんぷんがで 立つことを実感する。
きることを確か
め，理解を深め
る。

２ 水は植物のどこを通るのか ４時間

・ 植物が体内に １ 問題を見いだす ・ 水を与えずしおれた植物と，元気な 複数事象の提示
取り入れた水が 植物を比較する。 工夫点５
どこを通り，ど 予想や仮説をもつ ・ 水は，植物のからだのどこを通って
こを通って全体 全体に運ばれるのかについて考える。 ポイントを明確
に運ばれるのか 観察，実験の方法を考える ・ 色を付けた水を吸い上げさせる実験 にして話し合う
を考え，調べる を考える。 工夫点６
方法を考える。

・ 根や茎，葉に １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
は水の通る決ま 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
った通り道があ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
ることを理解す ープで話し合い，発表する。
る。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 葉まで運ばれた水は，その後どうな
が出ているかど るかを考える。
うかを考え，調 ・ 葉がついた植物と，葉をとった植物
べる方法を考え に透明な袋をかぶせる実験を考える。
る。 ・ 実験の準備を行う。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
が出ていること ・ ノートにまとめ，全体で確認する。
(蒸散)を理解 ・ 蒸散についての説明を聞き，理解す
し，水の通り道 る。
についてまとめ ・ 気孔を顕微鏡で観察し，蒸散につい 授業以外の観察
て，理解を深め て理解を深める。 工夫点７
る。 ・ 単元の学習を振り返る。

６年「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～46 ６月中旬～６月下旬 本時１／８

《本時のねらい》

植物にとって日光はどんな働きをしているかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 日光に当てて育てた植物と当てないで育てた植物の鉢植えを準備し，実物を見せて比
較させる。

〈事象Ａ〉 〈事象Ｂ〉 ・ 「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを提示す
る。

・ ２つのことから，日光と成長，でんぷんと成長の関係に気付かせ，日光とでんぷんに関係が
あることを想起させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの学習経験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の葉に日光が当たると，
葉にでんぷんができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● １週間日光に
当てて育てた植
物と当てないで
育てた植物を比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

○ 植物の成長には，日光や肥料が
必要だということを思い出させる。

□ ５年生の学習を確認し，「Ｂは
日光，肥料のどちらか(もしくは
両方)を与えなかったのではない
か」と考えさせる。

▼ Ｂは日光に当てなかったからあま ○ 植物の成長には日光が必要であ
り成長していないんだ。 ることを思い出させる。

● 植物の発芽に
は，でんぷんが
必要であること
を思い出す。

▼ 発芽前はでんぷんがあったが，発
芽後少なくなった。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 発芽にでんぷんが使われる。
▲ ヨウ素液はでんぷんがあると，青
紫色に変化する。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 日光や肥料があると植物はよく育
つ。

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
同じ植物を１週間違う育て方を
したものです。ＡとＢを比べて，
何が同じで何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物

ところ ・ 同じような鉢に植えてある

色 濃い緑色 黄緑色
違う 葉の数 ９枚(多い) ７枚(少ない)

ところ 大きさ 大きい 小さい
成長 よく育っている あまり育っていない

■ Ｂは日光に当てなかったか，肥料
を入れなかったかのどちらかだろう。 ◎ Ａは１週間日光に当てたもの，

Ｂは当てないで育てたものです。

◎ (「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを見せて)
この実験から分かることは何で
すか。

具体的な体験 主体的な問題解決

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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▼ 発芽にでんぷんが使われるのであ
れば，成長にもでんぷんが使われる
のではないか。 ○ 植物の発芽にはでんぷんが使わ

▼ 日光が当たると成長することから れることを思い出させる。
日光とでんぷんに関係があるのでは ○ 発芽とでんぷん，日光と成長の
ないか。 関係を結び付けて考えさせる。

▼ 日光がよく当たるのは葉だ。 ○ 児童の考えを整理させる。
▼ 調べてみたい。

問題 植物の葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ◎ 発芽にでんぷんが必要で，成長に
● 仮説をノート は日光が必要だったので…
に記入する。

○ 根拠のある仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 植物の葉に日
光が当たると，
葉にでんぷんが ○ 実験の方法を考えさせることで
できるかどうか 実験の必要感をもたせ，意欲的に
を調べる方法を 取り組ませる。
考える。

▼ 日光を当てないとでんぷんはなく
なるだろう。

▼ 日光を当てた方は青紫色になり，
当てない方は変色しないだろう。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把握
し，実験方法を考えさせる。

□ 同じ株の葉をアルミホイルで覆
うと条件が揃うことを助言する。

▼ 間違えないようにしよう。

観察，実験を行う
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。 ○ 予想とその根拠を考えさせる。

● 実験に使うジ ▼ 実験に使う株を選び，箱などを使
ャガイモの株に って覆いをしておこう。
覆いをする。 ▼ 次の授業の朝に覆いをとり，半分

の葉にアルミニウム箔で覆いをしよ □ ジャガイモの株を２株選び，覆
う。 いをするよう指示する。

■ 発芽にでんぷんが使われたんだ。

■ 植物の葉に日光が当たると，でん
ぷんができるだろう。

■ 葉に日光が当たるとでんぷんが作
られると思うので，日光に当てた葉
をヨウ素液に浸すと青紫色に変色し，
当てない葉は変色しないだろう。

１ 葉に日光を当てるとでんぷんがで
きるかどうかを調べる。

◎ ２つのことから，日光が当た
ると植物がよく育つ理由を考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 植物の葉に日光を当てると，
でんぷんができるかどうかの仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２（話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 実験結果の予想をノートに記
入しましょう。 主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

■ 植物に日光が当たると，でんぷん
ができるのではないか。

２ ジャガイモの株を準備し，実験の
前日から覆いをしておく。

２ 覆いをとって日光に当てる。半分
の葉にはアルミニウム箔で覆いをす
る。

２ しばらく日光に当てた後，葉をと
って，ヨウ素液に浸す。

３ ヨウ素液に葉を浸して，色が変化
するかどうかを見る。

４ 葉に日光を当てるか当てないか以
外の条件は同じにする。(株や葉の大
きさ，植えてある土の状態，前日か
ら覆いをすることなど)

６ 日光を当てる葉と当てない葉を区
別するために，切り込みを入れる。

５ 分かりやすく表にして記録する。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時２／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ 脱色していない葉をヨウ素液に浸して，色の変化が分かりにくいことを演示した後，
脱色した葉を準備し，葉を脱色する必要があることに気付かせる。

→ポイント集2011 P131～133

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ジャガイモの葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 実験方法を確
認する。 ▼ 緑色だと分かりにくいんだ。

▼ 葉を脱色するには，あたためたア
ルコールが必要なんだ。

▼ 自分のグループの実験でも，この ○ 葉を脱色する必要性を認識させ
方法でやろう。 意欲的に取り組ませる。

観察，実験を行う ▼ エタノールは熱くなっているの
● 葉にでんぷん で，体に付けたりしないように気を
があるかどうか 付けよう。
を調べる実験を
行う。

○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 実験の手順を演示し，エタノー
ルの扱い方に注意するよう指示す
る。→ポイント集2011 P131～133

結果を整理する ▼ 日光に当てた葉をヨウ素液に浸す
● 実験結果をノ と青紫色になり，当てない葉は黄色
ートにまとめ， いままだった。
グループで確認 ▼ やっぱり，日光に当てるとでんぷ
し合う。 んができるんだ。

○ 結果を分かりやすく明確にさせ
る。

□ 実験の結果を正確にノートに記
録し，グループ内で確認し合うよ
うに指示する。

考察し， ▼ 日光に当てたものにでんぷんがあ
結論を得る り，当てないものにはでんぷんがな
● 結果から分か かったので，日光を当てるとでんぷ
ったことを自分 んができる。
で考え，ノート
に記入する。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

を導き出させる。

▲ 葉を直接ヨウ素液に浸せば，色の
変化が分かる。

■ 日光に当てた葉と当てない葉を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

ヨウ素液 でんぷん

日光有 青紫色 あり

日光無 黄色(変化なし) なし

■ 分かりやすく表にしてまとめよう。

■ 葉を脱色した方が見やすいんだ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(演示して)葉を直接
ヨウ素液に浸しても反応はあま
りよく分かりません。アルコー
ルで色を抜くとヨウ素液の反応
が見やすくなります。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 日光に当てた葉と当てていな
い葉を脱色し，両方をヨウ素液
に浸して変化をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果を表にしてノートに
まとめ，グループで確認し合い
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に各グループで話し
合い，発表してもらいます。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時３／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができることを理解し，日常生活との関連を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 身近なところで葉に日光が当たるとでんぷんができることが分かる例を考えさせる。
・ 他の植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験に進んで取り組ませるために，児童
から「ジャガイモ以外の植物はどうなのか」という疑問を出させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをグル
ープで話し合
い，グループご ○ クラス全体で結論を共有させる
とに発表する。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。
□ 自分やグループの考えと比較し

▼ よく分かった。 て確認させるために，グループご
▼ 私たちと同じ考えだ。 とに発表するように指示する。

振り返り，広げる

● 葉に日光が当
たるとでんぷん
ができることを
実感できる例を
考える。

▼ 日なたと日陰では植物の育ち方が ○ 学習で得た結論が，実際の自然
違う。 の中でも成り立っていることに気

付かせる。

● 新たな疑問を ▼ 日光に当てると，なぜでんぷんが
もつ。 できるのだろう。

▼ でんぷんを作るのに，日光と葉以
外に必要なものはなんだろう。

▼ 葉でできたでんぷんは，その後ど ○ 他の植物でもでんぷんが作られ
うなるのだろう。 ていることを確かめる実験につな

げさせる。
□ 児童から「ジャガイモ以外の…」
という考えが出るように机間指導

▼ ○○で実験してみたい。 などで助言する。

○ 次時の学習を予告し，考えをも
たせる。

■ 日光に当てた葉だけにでんぷんが
あったので，ジャガイモの葉に日光
が当たるとでんぷんができると言え
る。

■ ジャガイモ以外の植物の葉にも，
でんぷんはできるのだろうか。

■ 自然の中でも日当たりの良いとこ
ろでは植物が大きく育っている。

■ ジャガイモのいもやインゲンマメ
の種子のでんぷんは，葉で作られた
ものではないか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前の時間に考えた「分かった
こと」をグループで話し合い，
まとめ，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 身近なところで葉に日光が当
たるとでんぷんができることが
分かる例を挙げてみましょう。

自然や生活との関係

◎ 今回の実験で感じたことや疑
問に思ったこと，調べてみたい
ことをノートにまとめましょう。

◎ 次の時間は，自分で選んだ植
物の葉で，でんぷんができてい
るかどうかを確かめる実験をし
ましょう。 自然や生活との関係

▲ 日光に当てたものにでんぷんがあ
り，当てないものにはでんぷんがな
かった。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時４／８

《本時のねらい》

他の植物の葉も日光が当たるとでんぷんができることを確かめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 自分で選んだ植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験を行わせ，植物全般で成り
立つこと実感させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 前時の学習と
新たな疑問点を
確認する。

□ 事前に調べたい植物の葉をもっ
てくるよう指示しておく。

□ 他の植物でも，葉にでんぷんが
るかどうかを確認するだけでも良

▼ 自分が調べたい植物の葉を選び， いが，日陰にあったものや，光を
もってくる。 遮っておいたものと比較させると

▼ 日陰にあったものと比較してみよ より効果的な学習になる。
う。

▼ 前の日から箱をかぶせておいたも
のと比較してみよう。

● 自分が選んだ ▼ エタノールは熱くなっているの
葉にでんぷんが で，体に付けたりしないように気を
あるかどうかを 付けよう。
調べる実験を行
う。

□ 単子葉類は糖ができ，ヨウ素液
の反応が起こらない可能性がある。
他の植物を準備し，適宜与える。

→ポイント集2011 P131～133

● 実験結果をノ ▼ ヘチマやインゲンマメの葉もヨウ
ートにまとめ， 素液に浸すと青紫色になった。
グループで確認 ▼ 雑草でも青紫色になった。
し合う。 ▼ 色の変化があまりでないのは，日

光に当たっていなかったからだ。 □ グループ内で確認し合うように
▼ 箱をかぶせておいた方は，色の変 指示する。
化がなかった。

● 結果から分か
ったことをグル
ープごとに発表
する。

▼ 納得できた。 ○ 光合成についての理解を深めさ
せる。

■ 前回と同じ実験なので，手順を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

■ やっぱりジャガイモ以外の植物も，
葉に日光が当たるとでんぷんができ
るんだ。

■ ４年生で育てたヘチマで調べてみ
よう。

■ ５年生で育てたインゲンマメで調
べてみよう。

■ 雑草で調べてみよう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に出た「ジャガイ
モ以外の植物の葉にも，でんぷ
んができるのだろうか」という
疑問を解決しましょう。

自然や生活との関係

◎ 葉を脱色し，ヨウ素液に浸し
て変化をノートに記録しましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

自然や生活との関係

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。 自然や生活との関係

▲ ジャガイモの以外の植物の葉には
日光に当たるとでんぷんができるの
だろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／８】
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ホウセンカを育てていない場合や育てていても数が不足する場合などは，白っぽい野菜などの

植物を使うと，着色した水の通り道がより見やすくなる。ここでは身近な「セロリ」を使った観

察法を紹介する。

(1) セロリに着色した水を吸わせる

① セロリはスーパーなどで比較的安価に手に入れる

ことができる。

②食紅または水性インクを水に溶かし，ろ紙でこして

から使う。

※ 食紅を用いるのが一般的だが，最近は市販の花を

染める薬が出回っていて，花びらの先端まで隅々ま

で色がいきわたって見やすい。絵の具を用いると，

吸い上げがうまくいかないことがあるので注意。

③ 切ったペットボトルを二つ合わせて，そこに差し

込むようにすると安定する。

(2) 「赤」と「青」の着色のそれぞれの長所

赤…葉の先まで色水が行き渡るのが分かりやすい。

青… 茎をうすく切ると，肉眼または虫めがねやルー

ペなどでもはっきり見やすい。

こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「植物のからだのはたらき」

の単元で活用できる実験器具の例や，観察の例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

ペットボトル

を切ったもの

セロリ

赤青

青赤

赤

青

茎をうすく輪切りにしたものは，

シリンダールーペで観察すると見

やすい。

セロリを使った水の通り道の観察方法
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P50 ６月中旬～６月下旬 本時５／８

《本時のねらい》

植物が体内に取り入れた水は，どこを通って全体に運ばれるのかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ しばらく水を与えないでしおれた植物と，水を与えて元に戻った植物の鉢植えを準備
し，実物を見せて比較させる。

〈事象Ａ〉水を与えないでしおれた植物 〈事象Ｂ〉水を与えて元に戻った植物 ・ Ａ，Ｂを比較
した後，しおれ
ていたＢの土に
水を与えて(土
以外に水をかけ
ない)，徐々に
元に戻る映像や
写真を提示する
ことで，根から
水を吸収して全
身に運ばれたこ
とを想起させ
る。

土が乾い 土が湿っている
ている

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの生活体験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の茎や葉の中には，水
の通り道があるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● しばらく水を
与えないでしお
れた植物と，水
を与えて元に戻
った植物比較
し，共通点と差
異点を見いだ
す。 ○ しおれた植物と元に戻った植物

を比較させて，水を与えたことで
元に戻ったことを推論させる。

□ 鉢の土が，Ａは乾いており，Ｂ
は湿っていることに気付くように
提示する。

● しおれた植物 ▼ なぜ，Ａはしおれているのだろう。
に水を与えると ▼ 何をして，Ｂのように元に戻った
元に戻る理由を のだろう。
考える。

○ Ｂの土に水を与えたことを知ら
せる。

□ しおれた植物を２鉢用意し，片
▼ やっぱり水をかけたんだ。 方の鉢の根元だけに水を与えてい

る映像や写真を準備すると良い。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 植物の発芽には，水，空気，適当
な温度が必要である。

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａの植物に，あることをしたら
Ｂのようになりました。ＡとＢ
を比べて，何が同じで何が違い
ますか。気付いたことをノート
に書きましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物
ところ ・ 同じような鉢に植えてある

鉢の土 かわいている しめっている

違う 葉 垂れ下がっている ぴんとはっている

ところ くき 曲がっている まっすぐになっている

色 つやがない つやがある

■ Ａの土は乾いていて，Ｂの土は湿
っているので，水をかけたのだろう。

◎ (水をかけたときの映像や写真
を見せて)Ｂの土には水を与えて
いました。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】
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▼ なぜ，土に水を与えると，葉や茎
が元気になるのだろう。

▼ 葉や茎に水が運ばれたのだろう。
▼ 根から水を吸収しているだろう。
▼ 根から吸収した水は，茎の中を通
らなければ葉まではいかない。

▼ 葉の中を通らなければ，葉の先ま ○ 植物の根元に水を与えると，茎
ではいかない。 や葉の先の方まで水が行き届くこ

とに気付かせる。
□ 茎や葉の中を水が通ること想起
させるために，鉢の土だけに水を
与え，葉や茎にかけない。

▼ 調べてみたい。

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 葉の先まで水が行き渡ったから，
● 仮説をノート しおれた葉が元に戻ったのだとする
に記入する。 と…

○ 根拠のある仮説を立てさせる。
▼ 茎の中全体を通っているのではな □ 植物を観察した経験から考えた
いか。 ことを，根拠として挙げさせたい。

観察，実験の
方法を考える
● 水は，植物の
どこを通って全
体に運ばれてい ○ 実験の方法を考えさせることで
るかを調べる方 実験の必要感をもたせ，意欲的に
法を考える。 取り組ませる。

▼ どのようにして水に色をつけるか

▼ 葉や茎を切った断面の予想図を描
こう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 水に色を付ける場合，絵の具や
マジックインキは植物に害があ
り，吸い上げがうまくいかないこ

▼ 水を吸い上げるのに時間がかかる とがある。花を染める薬品が市販
ので，前の日から準備しておこう。 されているのでそれを使うと良

い。

観察，実験を行う ※ 児童の予想図の例
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。

○ 予想とその根拠を考えさせる。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 予想は，次時の実験が始まる前
▼ 茎を切ったときに，真ん中に穴が に行っても良い。
開いていたので… □ 次時の前日から染色液を吸わせ

ておく。

■ 植物の根や茎，葉の中には，水の
通り道があるだろう。

１ 水が，植物のからだのどこを通っ
ているのかを調べる。

◎ 水は，植物のからだのどこを
通って全体に運ばれるのかにつ
いて仮説を立て，理由も考えて
ノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 植物の茎の中は，どのように
染まるでしょうか。予想図をノ
ートに描きましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

２ 植物を根から掘り出して，色の付
いた水を根から吸わせる。

２ 根や茎，葉を切って，ルーペや顕
微鏡で観察する。

３ 根や茎，葉の中が，色の付いた水
で染まっているかどうかを見る。

４ 観察した根や茎，葉の断面のスケ
ッチをする。

５ 植物の根を傷つけないようにする。
５ カッターを使うので，指などを切
らないように注意する。

◎ 土に水を与えると植物が元に
戻るのはどうしてでしょうか。
自分の考えをノートに書きまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 水は植物のからだのどこを通って
全体に運ばれるのだろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時６／８

《本時のねらい》

根や茎，葉には水の通る決まった通り道があることを理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

観察，実験を行う

● 水は，植物の

どこを通って全

体に運ばれてい

るかを調べる実 ○ 実験の視点を明確にさせる。

験を行う。 ▼ ルーペを使って詳しく観察しよう。 □ 根や茎はうすく輪切りにして，

下から光を当てて観察すると見や

すい。(解剖顕微鏡など)

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすく明確にさせ

し合う。 ▼ 根や茎の中に色の付いたところが る。

あって，点が散らばっているように □ 実験の結果をグループ内で確認

見える。 し合うように指示する。

▼ 葉の筋のところに色が付いてい

る。全部ではなく，筋の中半分ぐら

い。

考察し，

結論を得る

● 結果から分か

ったことをノー

トに記入し，ク ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

ラス全体でまと を導き出させる。

める。 ▼ 動物の血管を同じように，管にな □ 児童の意見をまとめて板書し，

っているのではないか。 ノートに記入するよううながす。

■ カッターで手を切らないように気
を付けよう。

■ 根や茎や葉を切って，色が付いて
いるところを観察し，確実にノート
にスケッチしよう。

■ 根や茎の中は，全体ではなく一部
分だけが染まった。

■ 葉の筋の中は，半分ぐらいが染ま
った。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 色の付いた水を吸わせた植物
の，根や茎，葉を切って観察し，
水の通り道をノートに記録しま
しょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決■ 根や茎，葉の中には，水の通る決
まった通り道があり，その道を通っ
て全体に運ばれると言える。

▲ 色が付いたところが，根から取り
入れられた水が通ったところになる。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時７／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ているかどうかを考え，調べる方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 「根から吸収した水が葉まで運ばれた後，その水はどうなるでしょう。」と発問し，葉から
水蒸気になって出て行ったのではないかと考えさせる。

・ 葉から水蒸気が出ているかどうかを調べる実験方法を考えさせ。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 葉まで運ばれ ▼ 植物が成長するのに使われるので
た水が，その後 はないか。
どうなるかを考 ▼ 動物と同じように，外に出す仕組
える。 みがあるのではないか。 ○ 問題解決で得た結論や，これま

での学習経験から，水のゆくえを
推論させる。

□ 動物は，いらなくなったものを
▼ 根まで戻り，根から出しているの 尿にして外に出していたこと思い
ではないか。 出させるために，動物の学習を振

り返るよううながす。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 葉から出てきている水蒸気が外に
● 葉から水蒸気 出て行かないようにすればよい。
が出ているかど
うかを確かめる
実験方法を考え
る。

○ 葉から水蒸気にして外に出して
▼ 袋の中に水がたまっていれば，植 いるかどうかを確かめる方法を考
物が水蒸気を出したと言える。 えさせる。

▼ 葉の付いている方にだけ水がたま □ 児童からは出にくいと思われる
っていれば，葉から水蒸気が出たと ので，ある程度意見を出させたら，
言える。 教科書P51の方法を教師が示して

もよい。

(観察，実験を行う) ▼ 同じぐらいの大きさの植物を選ん
● 葉から水蒸気 で袋をかぶせよう。
が出ているかど ▼ どちらにも根元に水をかけておこ
うかを確かめる う。
実験を行う。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 次時までの間に，葉をとった植
物と葉の付いた植物を準備し，ポ
リエチレンの袋をかぶせさせる。

□ どちらの植物にも，根元の土に
水を与えておく。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 植物に透明な袋をかぶせて，中に
水がたまるかどうか調べる。

■ 葉をとった植物と比べれば，葉か
ら水蒸気が出ているかどうかを確か
められる。

■ 葉まで運ばれた水は，葉から水蒸
気にして出しているのではないか。

◎ 根から吸収した水が葉まで運
ばれた後，その水はどうなるで
しょう。自分の考えをノートに
記入しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉から水蒸気にして外に出し
ているとすると，それを確かめ
るにはどうしたらよいですか。
考えたことを発表し合いましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉をとった植物と，葉の付い
ている植物の両方にポリエチレ
ンの袋をかぶせて，次の時間に
確かめましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

▲ 動物は，いらなくなったものを尿
にして外に出している。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P53～55 ６月中旬～６月下旬 本時８／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ていること(蒸散)を理解し，水の通り道についてまとめて，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 葉から水蒸気が出ていることを確認させ，蒸散について説明する。

工夫点７ 葉の裏側の気孔を顕微鏡で観察させ，蒸散について理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

(観察，実験を行う)

(結果を整理する)

● 葉から水蒸気 ▼ 茎からは水は出ないんだ。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

が出ているかど ▼ たくさん水が出るんだな。 めさせる。

うかを確かめる □ 気付いたことをノートに記録す

実験を行う。 るよう促す。

(考察し，結論を得る)

● 結果から分か

ったことをノー ▼ 葉のどこから水蒸気を出している

トに記入し，ク のだろう。 ○ 結果から言えることを考えさせ

ラス全体でまと 発表させる。

める。

▼ 蒸散は何のために行うのだろうか

○ 蒸散を説明し，理解させる。

● 葉のどこから ▼ 葉に穴が開いているのではない

水蒸気を出して か。

いるかについて ▼ 葉の表面全体から，水が蒸発して

考え，葉の表面 いるのではないか。

穴(気孔)を観察 ▼ 調べてみたい。

する。 ○ 葉の表面の穴(気孔)について説

■ 実験結果から，植物は葉から水蒸
気を出していると言える。

■ 葉の付いた植物にかぶせた袋の中
には水がたまっている。

■ 葉をとった植物にかぶせた袋の中
にはほとんど水がたまっていない。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前時に準備したポリエチレン
の袋をかぶせた植物を観察し，
結果をノートに記入しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 蒸散では葉のどこから水蒸気
を出しているのでしょう。

・ 葉には気孔という穴がたくさ
ん開いていて，そこから水蒸気
を出しています。

自然や生活との関係

◎ 植物のからだの中の水が，葉
から水蒸気になって出て行くこ
とを「蒸散」といいます。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 植物のからだの中の水が，葉から
水蒸気になって出ていくことを「蒸
散」ということを理解できた。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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明させ，理解させる。

○ 気孔を観察させ，蒸散について

の理解を深めさせる。

▼ 唇のようなものがたくさん見え

た。

▼ 他の植物にも穴はあるのだろうか。

▼ 他の植物も観察してみたい。

● 単元の学習を

振り返る。

○ 単元の学習を振り返らせる。

▼ いろいろな植物のからだの働きに

ついて，調べてみたい。

◎ 工夫点７ 気孔は顕微鏡で観
察できます。実際に見てみまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ この単元の学習を振り返り，
まとめましょう。

■ 植物の葉に日光を当てるとでんぷ
んができることや，水の通り道につ
いて理解できた。

■ 蒸散は，葉の表面にある穴(気孔)
から行われていることを理解できた。

トラデスカンチア
肉眼でも赤紫色の中に緑色の小さな

粒(気孔)が見える。 □ トラデスカンチアは，葉をそ
のままステージにのせて観察で
きるので扱いやすい。

→ポイント集2011 P135～136

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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《単元名》

第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P74～87 ９月上旬～９月下旬 ６時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

月は，太陽のよ
うに東から南を通
って西に，絶えず
動いている。

影は，日光を遮る
物があると，太陽の
反対側にできる。

「太陽と月には，どのような違いがあ
るのだろうか」
太陽は，自ら強い光を放っている。
月の表面は岩や砂などで覆われてい

て，自ら光を出さないが太陽の光を反
射して，光っているように見える。
太陽も，月も，球形である。

「月の形が，日によって変わって見えるのは，何が
関係しているのか」
月の光っている側に太陽がある。
月の形が，日によって変わって見えるのは，太陽

と月の位置関係が毎日少しずつ変わっていくため，
太陽の光が当たって明るく見えるところが，少しず
つ変わるからである。

○ 宇宙の広がり
・ 太陽の様子
・ 惑星と恒星

○ 地球の運動と天体の動き
・ 日周運動と自転
・ 年周運動と公転

○ 月と惑星の見え方
・ 月，惑星の運動と見え方

【３学年「太陽の光を調べよう」】【３学年「太陽とかげの動きを調べよう」】

【中１学年「大地の変化】

【中２学年「天気とその変化】

【中３学年「地球と宇宙」】

【中３学年「科学技術と人間」】

月は日によって
形が違って見える。
(新月，三日月，半
月，満月など)

【６学年「大地のつくりと変化」】

太陽は，東から出
て南の高いところを
通り，西に沈む。

太陽がいつも少し
ずつ動いているので，
影の向きが変わる。

鏡で跳ね返した日光はまっす
ぐ進み，日光が当たったところ
は，明るくなる。

【５学年「流れる水のはたらき」】

【５学年「天気を予想しよう」】

【６学年「太陽と月の形」】（本単元）

【４学年「天気のようすと気温」】

【４学年「あたたかくなると」】 【４学年「夜空を見上げよう」】

【中３学年「自然と人間」】

６年「５ 太陽と月の形」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

太陽と月の表面の様子や月の形が日によって変わって見えることに興味をもち，太陽と月の表面の様子
を調べるとともに，月の位置や形を観察して記録し，月の位置と太陽の位置とを関係付けて考え，月の形
の見え方は，太陽と月の位置関係によって変わることを推論することができるようにする。また，これら
の活動を通して，太陽や月に対する豊かな心情をはぐくむことができるようにする。

《単元の流れ》 ６時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 太陽と月はどこがちがうか ３時間

・ 太陽と月の違 １ 問題を見いだす ・ 写真などの資料を見て，太陽と月の 複数事象の提示
いについて考 共通点や差異点について考える。 工夫点１
え，調べる方法 予想や仮説をもつ ・ 太陽と月には，どのような違いがあ
を考える。 るのかを考える。 ポイントを明確

観察，実験の方法を考える ・ 観察の方法を考え，観察の視点や注 にして話し合う
意点を確認する。 工夫点２

・ 太陽と月を観 １ 観察，実験を行う ・ 観察を行い，図書やコンピュータな
察したり，資料 どで調べる。
で調べたりし 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
て，違いや特徴 確認する。
を見いだす。

・ 太陽と月の表 １ 考察し，結論を得る ・ 太陽は自ら光を出しているが，月は
面の様子や見え 光を出していないこと，月は太陽の光
方について，比 を反射して光っているように見えるこ
較しながらまと と，太陽も月も球形であることなどを
め，理解する。 理解する。

振り返り，広げる ・ 太陽や月のことについて調べたこと，
気付いたことなどを発表する。

２ 月の形が変わって見えるのはなぜか ３時間

・ 月の形が日に １ 問題を見いだす ・ 前回の観察から数日たった月や，三 複数事象の提示
よって変わって 日月，上弦の月など様々な月を観察す 工夫点３
見えることに疑 る。
問をもち，理由 予想や仮説をもつ ・ 「太陽の光の当たり方によって月の
を考える。 形が変わって見えるのではないか」と

考える。 ポイントを明確
観察，実験の方法を考える ・ 太陽(光源)と月(ボール)のモデルを にして話し合う

使った実験方法を考える。 工夫点４

・ ボールに光を １ 観察，実験を行う ・ ボールに光を当てる実験を行う。
当てるモデル実 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
験を行い，結果 確認する。
を記録し，考察 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
する。

・ 月の見え方 １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
と，太陽，月の 振り返り，広げる ・ モデル実験から実際の月の見え方と，
位置との関係に 太陽と月の位置関係について推論する。
ついてまとめ， ・ 太陽と月の位置関係と，月の見え方
理解を深める。 の関係について理解する。

６年「５ 太陽と月の形」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P74～77 ９月上旬～９月下旬 本時１／６

《本時のねらい》

太陽と月の違いについて考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 太陽の手前に月が重なる現象である金環日食の動画を提示し，太陽は自ら光を出して
いるが，月は自ら光を出していないことに気付かせる。その後，太陽と満月の写真を提
示し，共通点と差異点についてまとめさせることにより，太陽と月の違いや特徴につい
て考えさせる。

金環日食の写真 〈事象Ａ〉太陽の写真 〈事象Ｂ〉満月の写真

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

３，４学年での学習経験や，提示した複数事象を根拠に考えさせ，太陽は自ら光を出している
が，月は光を出していないのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ 自ら光を出しているかどうかを中心に，太陽と月の違いを調べる。
・ 太陽を観察する際は，遮光プレートを使い，望遠鏡や双眼鏡では絶対に見ない。
・ 月と太陽の見える位置を確認するために，スケッチをする。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 太陽と月を比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

▼ 金環日食で真ん中が黒く見えるの
は，月が光を出していないからでは
ないか。

○ 太陽と月の違いや特徴について
考えさせ，金環日食から，太陽は
自ら光を出しているが，月は光を
出していないので，月に隠れた部
分は黒く見えることに気付かせる。

□ 金環日食の写真や動画はインタ
ーネット等で入手できる。

□ 写真ではなく，デジタル教材な
どを使って提示する方法もある。

□ 最も大きな違いである自ら光を
出すか出さないかに視点を向けさ

▼ 太陽が月のように形が変わって見 せたい。

▲ 太陽，月ともに，いつも少しずつ
動いていて，東から出て南を通って
西に沈む。

▲ 月は日によって形が違って見える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１(金環日食の動画を提
示して)これは金環日食といっ
て，太陽の手前に月が重なる現
象です。

◎ (事象Ａ，Ｂを見せて)また，
Ａは太陽，Ｂは月です。これら
の写真も参考にして，同じとこ
ろと違うところを探してみまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決Ａ Ｂ

・ 丸い形，同じぐらいの大きさ

同じ ・ どちらも明るく光っている

ところ ・ 宇宙にある

・ 東から出て，南を通り，西に沈む

見え方 いつも丸く見える いろいろな形に見える

昼間だけ見える 夜に見える。昼に見

違う える時もある

ところ 表面 まぶしい 模様が見える
暖かさ 暖かい 暖かくない

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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えないのは，自ら光を出しているか □ 金環日食は，2012 年５月 21 日
らではないか。 に日本でも見られる。

▼ 調べてみたい。 ○ 児童の考えを整理させる。

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 金環日食で真ん中が黒く見えたの
● 太陽と月には で…
どのような違い ▼ 月の形は変わるけど，太陽はいつ
があるかを考 も丸く見えるので…
え，仮説をノー ▼ 太陽はまぶしくて直接見られない
トに記入する。 けど，月の表面は模様が見えるので ○ これまでの生活体験や学習経験

… 提示した事象などから考えた事を
根拠として，仮説を立てさせる。

▼ 太陽は大きくて地球から遠いとこ
ろにあり，月は小さくて地球に近い
ところにあるのではないか。

観察，実験の
方法を考える
● 太陽と月には
どのような違い
があるかを調べ ○ 観察や調査の方法を考えさせる
る方法を考え ことで，必要感をもたせ，意欲的
る。 に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，

※ 月と太陽の特徴をまとめる表の例 観察や調査の方法を考えさせる。
□ 児童が考えた方法が適当かどう
かを判断し，安全に観察が行える
ように配慮する。

□ 調べるのに有効な本や，インタ
ーネットサイトの例をいくつか紹
介しておく。

□ 日没後に南から西に見える月を
観察すると太陽との位置が近いの
で，月齢３～８で観察させたい。

□ 観察に適した月齢を調べるには
「みやぎ理カレンダー」が便利で
ある。

▼ 太陽と月の特徴を示している情報
をできるだけ多く集める。

■ 太陽と月には，どのような違いが
あるのだろう。

■ 太陽は自ら光を出しているが，月
は自ら光を出していないだろう。

◎ 太陽と月にはどのような違い
があるか，仮説を立て，理由も
考えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太陽は遮光プレートを使い，月は
望遠鏡や双眼鏡を使って観察する。
(昼間に見えなければ家で観察)

２ 月は形が変わるので，何日か間を
あけて観察する。

２ 図書やインターネットで調べる。

３ 表面の様子を観察したり，図書や
インターネットで調べれば分かる。

１ 太陽と月の違いについて調べる。

４ 月と太陽の特徴を比較してまとめ
るために，表を活用する。

４ 月と太陽の見える位置を確認する
ために，太陽が沈んだ直後の月の位
置や形をスケッチする。

５ 目を痛めるので，太陽を観察する
時は，必ず遮光プレートを使い，双
眼鏡や望遠鏡では絶対に見ない。

５ 暗くなってからの観察は，必ず家
の人と一緒に行う。

５ 月のスケッチは，位置が分かるよ
うにするために，太陽が沈んだ所や，
建物などの目印も記録する。

太陽 月

形

大きさ(直径)

表面のようす

地球からの距離

明るさ

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程１／６】



６年 ５ - 5 -

第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P77 ９月上旬～９月下旬 本時２／６

《本時のねらい》

太陽と月を観察したり，資料で調べたりして，違いや特徴を見いだす。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● 太陽と月には
どのような違い
があるかを調べ
る。 ▼ 同じ大きさに見えるけど，ずいぶ ○ 観察や調査の視点を明確にさせ

ん違うんだ。 る。
▼ 月の表面はよく見えたけど，太陽 □ 太陽と月の特徴を比較し，２つ
の表面はよく見えない。 の違いを明確にしながらまとめさ

▼ 太陽はまぶしくて直接見られない せるために，表を活用する。
けど，月は見られる。

結果を整理する ※ 表にまとめた例
● 調べた結果を
ノートにまと
め，グループで
確認し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
□ 気付いたこともノートに記録す
るように促す。

▼ 太陽の直径は地球の 109倍，月の
直径は 1/4倍になっている。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 太陽は自ら光を出しているが，月
は光を出していない。

■ 太陽も月も球形になっている。
■ 月の表面は岩や砂がある。

◎ 観察や調査の結果をノートに
まとめ，グループで確認し合い
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 太陽と月の観察や調査を行い，
結果をノートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 太陽の観察では，目を痛めないよ
うに気を付けよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

太陽 月

形 丸い(球体) 丸い(球体)

大きさ(直径) 約140万km 約3500km

表面のようす よく見えない 岩石や砂，
黒点がある。 クレーターがある。

表面のスケッチ

地球からの距離 約1億5000万km 約38万km。

明るさ とても明るい 明るい
(自ら光を出している) (自ら光を出していない)

… … …

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程２／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P78～80 ９月上旬～９月下旬 本時３／６

《本時のねらい》

太陽と月の表面の様子や見え方について，比較しながらまとめ，理解する。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

観察や調査で分かったことの中で，全体でまとめたこと以外で，気付いた点などを発表させ，
太陽や月についての理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 太陽と月には，どのような違いがあるのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことを，ク
ラス全体で確認
する。 ○ 太陽と月の違いについて，根拠

を明確にして，結論付けさせる。
□ 多くの意見の中で，確実に理解
させたいことを選んで板書し，ノ
ートに書かせる。

▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ 太陽も球形なんだけど，なぜ，そ
うだと分かるのだろうか。

振り返り，広げる ▼ 太陽の直径は地球の約109倍，地
● 太陽や月のこ 球からの距離は約１億5000万km
とについて調べ ▼ 月の直径は地球の約1/4倍，地球
たこと，気付い からの距離は約38万km
たことなどにつ ▼ 太陽の表面温度は約6000℃
いて発表する。 ▼ 太陽は月の約400倍の大きさで， ○ 太陽や月のことについて，理解

地球からの距離も約400倍なので， を深めさせる。
太陽と月は，地球から見るとほぼ同 □ 児童が，自らの力で観察したり
じ大きさに見える。 調査したりしたことを賞賛するこ

▼ 地球は，月と同じように自ら光を とで，学習意欲を喚起する。
出していないので，月から見ると形 □ 月球儀などを使って確認させる
が変わって見える。 と，理解が深まる。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

□ 前回観察した月の位置や形と比
較させるために，４～５日後あた
りを指定して観察させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 観察や調査の結果からどんな
ことが分かりましたか。分かっ
たことについて話し合いましょ
う 主体的な問題解決

◎ 次の時間は，月の形が変わる
理由について考えましょう。前
回と同じように，日没直後の月
の位置と形，太陽の位置をスケ
ッチしてきてください。

◎ まとめたこと以外で，調べた
ことや気付いたことがあったら
発表しましょう。

自然や生活との関係

■ 太陽はいつも丸く見えるけど，月
は形が変わるので，太陽は自ら光を
出しているが，月は光を出していな
いと言える。

■ 月の形の変わり方から，太陽の光
が反射しており，球形になっている
ことが分かった。

■ 観察の結果，月の表面には岩や砂
があり，クレーターが見えることが
分かった。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程３／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P81～82 ９月上旬～９月下旬 本時４／６

《本時のねらい》

月の形が日によって変わって見えることに疑問をもち，理由を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

・ 約４日間をあけて観察した月のスケッチを比べ，月の形が変わって見える理由を考えさせる。
工夫点３ 児童が観察した日と違う日の月のスケッチ(月齢１～15)を２枚提示し，共通点と差異

点についてまとめさせる。その際，光の当たっている位置の違いについて考えさせる。

〈事象Ａ〉月齢５のスケッチ(例) 〈事象Ｂ〉月齢９のスケッチ(例)

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

これまでの生活体験や学習経験，実際に月を観察したスケッチ，提示した複数事象などを根拠
に考えさせ，太陽の光の当たり方によって，月の形が変わって見えるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ 太陽と月の位置関係が変化すると，月の形が変わって見えるかどうかを調べる。
・ 太陽の代わりにプロジェクターを使って，月の代わりのボールに光を当てて観察する。
・ 教室を暗くし，観察する人は，その場所から動かない。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● ２回観察した
月のスケッチや
事象Ａ，Ｂを見
比べて，共通点 ▼ 月の形と日没直後に見えた位置に
と差異点を見い は関係があるのではないか。
だす。

○ 日没直後に見える月は，毎日違
うところに見え，形も変わってい
ることに気付かせる。

▲ 月の形は毎日少しずつ変化する。
▲ 月は自ら光を出していないので，
太陽の光を反射して光って見える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまで日没直後に２回，月
を観察しました。その時の月の
スケッチを見てください。月の
形や見えた位置が違います。こ
の違いは何に関係しているのか
を考えましょう。主体的な問題解決

◎ 工夫点３(事象Ａ，Ｂを見せて)
２つの月を比べて，何が同じで
何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。

◎ Ａ，Ｂはそれぞれ月のどちら
側から光が当たっているのかを
考えましょう。 主体的な問題解決

※ Ａが月齢５，Ｂが月齢９の場合

Ａ Ｂ

同じ ・ 日没直後に観察した

ところ ・ 月の右側が明るくなっている

・ 月の右下に太陽が沈んだ

形 三日月より大きい 半月より大きい

ちがう 明るい部 小さい 大きい
ところ 分の面積

太陽との距離 短い(近い) 長い(遠い)

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程４／６】
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▼ 同じ日没直後の時間でも，月の位 □ 事象提示は，児童の観察した日
置や形は毎日違っている。 以外の日(月齢１～15)のスケッチ

や写真を選び，４つの事象で考え
させる。

□ ほぼ同じ時間に月が違う位置に
見えることが，月の形の変化に関
係していることに気付かせたい。

▼ 調べてみたい。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 日没直後，月の右側に太陽がある
● 月の形が変わ とき，月の右側が明るくなっている
って見えるの ので…
は，何に関係し ▼ 日没直後の月の位置が変わると，
ているのかを考 月の形も変わっているので…
え，仮説をノー
トに記入する。 ○ これまでの生活体験や学習経験

実際に月を観察したスケッチ，提
示した複数事象などを根拠にして
仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 月の形が変わ
って見える要因
を調べる実験方 ○ 実験の方法を考えさせることで
法を考える。 必要感をもたせ，意欲的に取り組

ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
観察や調査の方法を考えさせる。

□ モデル実験は児童が自ら考えに
くいと思われるので，教師がある
程度示したり，教科書P83を参考
にさせたりする。

□ プロジェクターを使うと，光が
当たる部分が鮮明に見えるので，
月の満ち欠けをイメージしやす
い。

■ 太陽と月の位置関係が，日によっ
て少しずつ変わるので，太陽の光の
当たり方が変わり，月の形が変わっ
て見えるのだろう。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太陽の代わりに懐中電灯などを使
い，月の代わりのボールに光を当て
て観察する。

３ 観察する人の向かって右側に懐中
電灯を置く(日没直後の太陽の代わ
り)

３ ボール(月の代わり)を懐中電灯に
近い方から遠い方へ少しずつ移動さ
せて光を当てる。

３ ボールの位置と，見え方の違いが，
実際に月を観察したときと同じよう
になれば，仮説が正しいと言える。

１ 太陽と月の位置関係が変化すると，
月の形が変わって見えるかどうかを
調べる。

４ ボールの位置と見え方をスケッチ
する。

５ 部屋を暗くした方が分かりやすい。
５ 観察する人は，その場所から動か
ない。

５ プロジェクターを使うと，明るい
ので，より太陽に近い感じになる。

■ 月の形が日によって変わって見え
るのは，光の当たるところが変わる
からではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 月の形が日によって変わって
見えるのは，何が関係している
のかを考え，仮説を立て，理由
も考えてノートに書きましょう。

主体的な問題解決

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程４／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」P83 ９月上旬～９月下旬 本時５／６

《本時のねらい》

月の形が変わって見える要因を調べるモデル実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

観察，実験を行う
● 月の形が変わ
って見える要因
を調べる実験を
行う。

※ 教室の上から見た実験の図 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 教室を暗くして行う実験なの
で，クラス全体で広い場所で実験
を行うなどの工夫をする。

□ 光源を光が広がらず明るいもの
にするときれいに見える。

□ 教室の中央に観察する児童を集
め，立つ位置を変えないでボール
の方を見るようにさせる。

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
※ 結果のスケッチ例 □ 気付いたこともノートに記録す

るようにうながす。
□ モデル実験の結果をまとめる
際，実際の太陽と月をイメージし
ながらスケッチするように指示す
る。

考察し， ▼ 実際に月を観察したときと，ボー
結論を得る ルの位置や明るく見える部分の形が
● 結果から分か 同じようになった。
ったことをノー ▼ モデル実験の結果から考えて，月
トに記入する。 は太陽のある方が明るく見え，太陽

と月の位置が遠いほど，明るく見え ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
る部分は大きくなるようだ。 を導き出させる。

▼ 月の左側が明るく見える月の場合
は，太陽が左側にある時なのではな
いか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ ボールに光を当て，見え方を
調べる実験を，グループごとに
行い，結果をノートに記録しま
しょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 太陽の代わりにプロジェクター，
月の代わりにボールを使うモデル実
験だということを意識しよう。

■ 実験の結果をスケッチし，気付い
たことをノートに記録しよう。

■ ボールの明るく見える部分は右側
になる。

■ ボールの位置が，プロジェクター
から遠ざかるほど，明るく見える部
分が大きくなる。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間各グループで話し合
い，発表してもらいます。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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第６学年「５ 太陽と月の形」
東京書籍「新しい理科６」Ｐ84～87 ９月上旬～９月下旬 本時６／６

《本時のねらい》

月の形の見え方と，太陽，月の位置との関係についてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

実験で得た結論を基に，日の出前の月の見え方について考えさせ，理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 月の形が，日によって変わって見えるのは，何が関係しているのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有させる
合い，発表する。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。
▼ 私たちの考えと同じだ。 □ 発泡スチロール球を使った月の
▼ 日の出の時に見える月は，月の左 モデルをつくらせて，太陽，月，
側が明るくなるでのはないか。 地球の位置関係と月の見え方を確

認すると，理解が深まる。作り方
はポイント集を参考にする。

→ポイント集2011 P144

● 太陽と月の位
置関係と月の見
え方の関係につ
いてまとめる。

○ 実験で分かったことをまとめさ
せる。

振り返り，広げる ▼ プロジェクターが左側にあると考
● 日の出前の月 えて月の図を書いてみよう。
の見え方につい
て，実験で得結 ※ 結果のスケッチ例
論を基に考え
る。 ○ 実験で得た結論を使って，日の

出前の月の見え方を推論させる。
□ 日没直後のモデル実験を基に，

▼ 日没直後の反対になるんだ。 プロジェクターを左側に置いたと
▼ 私の予想と同じだ。 考えてイメージするように助言す

る。
□ 国立科学博物館などが開発した
「ダジック・アース」という PC
ソフトを使うと，立体的な画像を
見せることができる。

● 太陽と月の位
置関係が変わる
理由について，
説明を聞く。

▼ 地球も自ら光を出していないので
宇宙から見ると月のように形が変わ
って見えるのではないか。

○ 太陽と月の位置関係が変わる理
由を理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ ボールの位置と見え方の違いが，
実際に月を観察したときと同じよう
になったので，月の形が日によって
変わって見えるのは，太陽と月の位
置関係が日によって変わるからだと
言える。

◎ 日の出前に見える月の，位置
と形について考えてみましょう。
自分の考えをノートに書きまし
ょう。 自然や生活との関係

■ 月が地球の周りを回っているから，
太陽との位置関係が変わるんだ。

◎ (教科書P84～85の月の図を見
ながら)月は地球の周りを，約１
ヶ月に１回まわっていて，毎日
少しずつ動いているので，太陽
と月の位置関係が変わるのです。

自然や生活との関係

◎ 月が光っている側に太陽があ
り，毎日少ずつ太陽と月の位置
関係が変わるので，月の形が変
わって見えるのです。

■ 球形をしている月は，太陽の光の
当たり方で，明るく見える部分の形
が変わることが分かった。

６年「５ 太陽と月の形」

【本時のねらいと学習過程６／６】
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《単元名》

第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P88～111 ９月下旬～10月下旬 11時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

流れる水には，地面
を削ったり(侵食)，土
や石を運んだり(運搬)，
流されてきた土や石を
積もらせたりする(堆
積)はたらきがある。

土地の傾きが大
きい山の中では，
水の流れが速く，
川幅が狭くなり，
角ばった石が多
い。

「地層はどのようにしてできたの
だろうか」
地層の多くは，流れる水に運ぱ

んされた，礫，砂，どろなどが海
や湖の底にたい積してでき，化石
がふくまれているものがある。
地層が長い年月をかけて固まる

と，礫岩，砂岩，でい岩などにな
る。

「流れる水のはたらき
以外で，地層ができ
ることがあるのだろ
うか」
地層には火山からふ

き出された火山灰のた
い積や流れ出たよう岩
で覆われてできるもの
もある。

「火山の噴火や地震によ
って起こる，大地の変
化があるのだろうか」
地震による地割れやず

れ(断層)，がけくずれ，
火山の噴火による火山灰
や溶岩などで，大地が大
きく変化し，様々な災害
が起きることがある。

○ 火をふく大地
・ 火山活動と火成岩

○ 動き続ける大地
・ 地震の伝わり方と
地球内部の動き

○ 大地の変化を読みとる
・ 地層の重なりと過去の
様子

【５学年「天気を予想しよう」】

【５学年「流れる水のはたらき」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【４学年「夜空を見上げよう」】

【中１学年「大地の変化】

【中２学年「天気とその変化】

【中３学年「地球と宇宙」】 【中３学年「科学技術と人間」】

【４学年「あたたかくなると」】 【４学年「天気のようすと気温」】

土地の傾きが大きい
所では，水の流れが速
く，侵食，運搬の働き
が大きいので，山の中
には深い谷ができやす
い。

大雨などで川の水の量が
増えると，流れが速くなり，
侵食，運搬の働きが大きく
なって，土地の様子が大き
く変化したり，災害が起こ
ったりする。

土地の傾きが小さい所
では，水の流れが緩やか
で，堆積の働きが大きく，
平地には土や石が積もっ
た地形ができやすい。

平地へ流れ出たあ
たりでは，山の中よ
り水の流れが緩やか
で，川幅が広くなり，
丸くて小さな石が多
くなる。

平地では流れが
緩やかで，川幅が
さらに広くなり，
流されてきた土や
石などが，河原や
川底に積もる。

【６学年「太陽と月の形」】

【６学年「大地のつくりと変化」】（本単元）

○ 自然の恵みと災害
・ 自然の恵みと災害

【中３学年「自然と人間」】

６年「６ 大地のつくりと変化」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

身の回りの大地やその中に含まれる物に興味をもち，大地の構成物やでき方について，資料などで学習
したことをもとに地層を観察し，水の働きと火山の働きのどちらでできたところかを推論できるようにす
る。また，大地の変化について，自然災害と関係付けながら調べ，大地は地震や火山の噴火などによって
変化することをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 11時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ がけにしま模様が見られるのはなぜか １時間

・ 大地はどのよ １ 問題を見いだす ・ 地面の下はどうなっているか，ノー
うなものででき トに予想図を描く。
ているのかに関 ・ 地層の写真や堆積物を観察する。 実物標本の観察
心をもち，地層 ・ 地層についての説明を聞く。 工夫点１
について知る。 ・ 「地層はどのようにしてできたのだ

ろうか」と考える。

２ 地層はどのようにしてできるのか ４時間

・ 地層がどのよ １ 予想や仮説をもつ ・ 河原の丸い石と礫層の丸い石の写真 複数事象の提示
うにしてできた を見て，共通点を見いだす。 工夫点２
のかを考え，調 ・ 「地層は，流れる水の働きによって
べる方法を考え できたのではないか」と考える。 ポイントを明確
る。 観察，実験の方法を考える ・ 川や海(湖)のモデルに土砂を流す実 にして話し合う

験を考える。 工夫点３

・ 水槽に土砂を １ 観察，実験を行う ・ モデル実験を行う。
流しこむモデル 結果を整理する ・ ノートにまとめ，グループで確認す
実験を行い，結 る。
果を記録し，考 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
察する。

・ 水の働きでで １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
きた地層の特徴 ・ モデル実験から実際の地層のでき方
や，堆積岩，化 振り返り，広げる を推論する。
石について調 ・ 水の働きでできた地層の特徴をまと
べ，理解を深め める。 実物標本の観察
る。 ・ 堆積岩の実物標本を観察する。 工夫点４

・ 火山の働きで １ 振り返り，広げる ・ 火山灰を観察し，水の働きでできた 実物標本の観察
できた地層の特 地層との違いに気付く。 工夫点５
徴を調べ，理解 ・ 火山の働きでできた地層の特徴をま
を深める。 とめる。

３ わたしたちが住む大地はどのようにしてできたのか ３時間

・ 現地観察の計 １ 振り返り，広げる ・ 現地調査の方法や注意点を確認する。
画を立て，調べ ・ 観察の視点は，水の働き，火山のは
る方法や視点を たらきのどちらでできたかであること
明確にもつ。 を確認する。

・ 現地観察で， ２ 振り返り，広げる ・ 現地調査を行う。
水，火山のどち ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
らの働きででき ープで話し合い，推論する。
た地層か推論す ・ 結果をグループごとに発表する。
る。

４ 地しんや火山のふん火による大地の変化を調べよう ３時間

・ 地震や火山の ２ 振り返り，広げる ・ 調べ学習の方法を確認する。
噴火による大地 ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
の変化や災害に ープで話し合い，まとめる。
について調べ，
理解を深める。

・ 大地の変化と １ 振り返り，広げる ・ グループごとに発表する。
災害についてま ・ 分かったこと，気付いたことをまと
とめ，理解を深 める。
める。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P88～91 ９月下旬～10月下旬 本時１／11

《本時のねらい》

大地はどのようなものでできているのかに関心をもち，地層について知る。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

・ 地層の写真資料などを見せ，地面の下は縞模様になっていることを確認させる。

工夫点１ 地層の堆積物の標本を観察させ，粒の色や大きさの違いが縞模様に見える原因である

ことを実感させる。（ない場合は，校庭の土や砂など，粒の色や大きさの違うものを提

示する）

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 地面の下がど

のようになって

いるかを予想 ▼ 庭を掘ったら下の方まで土が続い

し，発表する。 ていた。 ○ これまでの経験をもとに考えさ

▼ 土の中に大きな岩があった。 せ，関心をもたせる。

▼ 道路の周りにあるがけを見たらし □ どのような経験からそう思った

ま模様になっていた。 のかについても記入するよう指示

する。

● 教科書P88の ▼ しま模様が見える。

写真などを見て ▼ 色々な色のしま模様がある。

しま模様になっ ▼ しま模様が横に長く続いている。

ていることを確 ▼ 厚さが厚いところと薄いところが

認する。 ある。 ○ 地面の下は縞模様になっている

▼ 大きな岩はあまりない。 ことを確認させる。

□ 地域の地層の写真や堆積物を資

料として見せたい。

□ 博物館の資料や学校のボーリン

グ資料などがあれば活用する。

▼ よく見ると層によってつぶの色や

大きさがちがう。

○ 粒の色や大きさの違いがしま模

様に見える原因であることをつか

ませる。

■ 児童にもたせたい意識

■ 地面の下は縞模様になっているん
だ。

■ つぶの色や大きさの違いがしま模
様に見える原因なんだ。

■ どうしてしま模様になるのだろう。

▲ 土のかたまりでできている。
▲ 大きい岩がうまっている。
▲ しま模様になっている。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 私たちが暮らす土地の地面の
下はどうなっていると思います
か。ノートに予想図をかきまし
ょう。

◎ 教師の働き掛け

◎ (教P88などの資料を見せ)地面
の下の様子が見えるがけです。
どうなっていますか。気付いた
ことをノートにかきましょう。

◎ 工夫点１(地層の堆積物を２種
類以上見せ)それぞれ，がけの色
の違うところのものです。どの
ような違いがありますか。

具体的な体験

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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▼ 校庭の下も縞模様になっている

のだろうか。

● 地層について

の説明を聞く。 ▼ 地層の中にある物の色やつぶの大

きさがそれぞれちがうから，層にな

って見えるんだ。

▼ 礫，砂，泥などはどこから来たの

だろうか。 ○ 地層についての基礎的な知識を

▼ 大雨や洪水で流されてきたのでは 理解させる。

ないか。 □ 礫，砂，泥の違いはつぶの大き

▼ 火山灰が積み重なっているところ さであることを補足する。

では，火山が噴火したのだろうか。

▼ 調べてみたい ○ 児童の考えを整理させる。

問題 地層はどのようにしてできたのだろうか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを

もたせる。

◎ この縞のような層のことを「地
層」といいます。色やつぶの大
きさのちがう，礫，砂，泥，火
山灰などが層になって積み重な
っているのです。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

■ 地層はどのようにしてしてできた
のだろう。

◎ 次の時間に考えましょう。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P91～92 ９月下旬～10月下旬 本時２／11

《本時のねらい》

地層がどのようにしてできたかを考え，調べる方法を考える。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

工夫点２ 川が平地へ流れ出るあたりの丸い石(Ａ)と，地層の礫層の丸い石(Ｂ)の写真を提示し，

共通点と差異点について考えさせる。

・ これまでの学習経験や提示した複数事象を根拠に考えさせ，地層は，流れる水の働きによっ

てできたのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，

見通しをもたせる。

・ 川から海(湖)へ土砂が流れこむモデルを使って，海(湖)の底に地層ができるかどうかを調べ

る。

・ 地層の重なりを観察するためには，川のモデルになる「とい」，海のモデルになる「透明な

水槽」などが必要であることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのようにしてできたのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程２／11】



６年 ６ - 6 -

予想や仮説をもつ

● 仮説をノート

に記入する。

○ ５年生の「流れる水のはたらき」

の学習と関係付け，地層のでき方

と流れる水の関係に気付かせる。

▼ 川の水の流れと地層のでき方が関

係しているのではないか。

□ デジタル教材の動画などを使っ

て，河原であることを示す方法も

ある。

□ 地層の中の礫と平地の川の石

の共通点(角が丸い)に気付かない

場合は机間指導で助言する。

▼ 実験で確かめてみよう。

観察，実験の

方法を考える

● 流れる水の働

きによって地層 ▼ 川のような流れを作って，泥や砂

ができるかどう を流し，海(湖)に堆積させる。 ○ 実験の方法を考えさせることで

か調べる方法を 実験の必要感をもたせ，意欲的に

考える。 取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，

実験方法を考えさせる。

□ 話合いのポイント以外の細かい

方法や条件は児童から出にくいの

で，教師が示す。

▼ 地層が見えやすいように，海(湖) □ 教科書P92を参考にさせる。

を透明の水槽にする。

▼ 自然の川は大雨などで何度も増水

するので，何度も水を流した方が良

い。

▲ 山の中ほど流れが急で，平地にな
るほどゆるやかになる。

▲ 山の中の川は侵食，運搬，平地の
川は堆積の働きが大きい

▲ 山の中の川には角ばった石が多く，
平地になるほど丸く，小さくなる。

◎ 工夫点２（Ａ河原とＢ地層の
礫層の写真を提示して）２つの
写真の同じところと違うところ
をノートにまとめ，発表しまし
ょう。 主体的な問題解決

５ 実際の川の流れを小さくしたモデ
ル実験なので，水はゆっくり流す。

・ 土砂は，泥と砂を混ぜたものを使
い，粒の大きさがいろいろな種類に
なるようにする。

・ ２回目以降は，前回のものがある
程度堆積してから行う。

１ 堆積した土砂が，地層のようにな
るかどうかを調べる。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点３(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 河原の石と地層の礫層の写真
でした。これらの写真から，地
層のでき方を想像し，理由を含
めた仮説を立ててノートに書き
ましょう。 主体的な問題解決

■ 礫や砂の角が丸くなっているもの
が多く，大きな岩や角ばった石が地
層の中にないことなどから，地層は，
川の流れる水の働きによって運搬さ
れ，海や湖の底に積み重なったので
はないか。

Ａ(河原) Ｂ(地層)

同じ ・ 石の形が丸い。
ところ ・ 大きな角ばった石がない。

違う 場所 河原 地層

ところ 水 水がある。 水がない。

２ 川の代わりにとい，海(湖)の代わ
りに水槽(モデル)を使い，といに土
砂と水を流して水槽に堆積させる。

・ 堆積したら２，３回同じことを行
う。

３ 水槽の中に堆積した土砂が，縞模
様になるかどうかを観察する。

４ 堆積した様子をスケッチする。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程２／11】



６年 ６ - 7 -

第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P92 ９月下旬～10月下旬 本時３／11

《本時のねらい》

水槽に土砂を流しこむモデル実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのように積み重なってできたのだろうか。

観察，実験を行う ▼ といや水槽をしっかり固定し，静

● 流れる水の働 かに水を流そう。

きによって地層 ▼ 土砂が堆積するようすをノートに

ができるかどう スケッチしよう。

か調べる。 ▼ ２度目，３度目は土砂がしずんで ○ 実験の視点を明確にさせる。

から行おう。 □ 実験の手順を演示し，注意が必

要な点を確認させる。

・ 水は一定の量を静かに流す。

・ にごった土砂がしずみきった後に

２回目以降の水を流す。

□ 土砂はふるいにかけ，大きい粒

はのぞいておく。

→ポイント集2011 P146～147参照

結果を整理する ▼ 大きい粒が一番下の層で，上の層

● 実験結果をノ は粘土のような小さい粒の層になっ

ートにまとめグ た。

ループで確認し ▼ ２回目，３回目も同じようになり， ○ 結果を分かりやすく明確にまと

合う。 水槽の底にしま模様ができた。 めさせる。

□ 実験の結果を正確にノートに記

録し，グループ内で確認し合うよ

うに指示する。

考察し， ▼ 流れる水の働きと地層には関係が

結論を得る あるようだ。

● 結果から分か ▼ 土砂はしずむ途中で粒の大きさご

ったことをノー とに分かれ，粒の大きい物から順番

トに記入する。 に堆積するようだ。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

▼ 土砂が川の水に運ばれて堆積し， を導き出させる。

同じことが何度もくり返されて地層

ができるのだろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 手順をまちがえないように，注意
点を意識して実験しよう。

■ 水槽の中に土砂が堆積するようす
を観察し，気付いた点も確実にノー
トに記録しよう。

■ モデル実験では水槽の底に地層の
ようなしま模様ができた。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に各グループで話し
合い，発表してもらいます。

◎ といに土砂を置いて水を流し，
水槽に地層ができるかどうか調
べましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程３／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」Ｐ93～97 ９月下旬～10月下旬 本時４／11

《本時のねらい》

水の働きでできた地層の特徴や，堆積岩，化石について調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点４ 礫岩，砂岩，泥岩の実物標本を観察させることで，長い年月をかけて押し固められた
ことを実感させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 地層はどのように積み重なってできたのだろうか。

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有させる
合い，発表する。 ▼ 私たちと同じ考えだ。 ことで，自ら出した結論を確かなも

のにさせる。
□ 自然の中で起こっていることを
推論するよううながす。

振り返り，広げる ▼ 実験の後に考えたことは正しかっ
● 水の働きでで たんだ。
きた地層の特徴 ▼ 貝の化石が見つかるということ
を調べ，まとめ は，海や湖の底に堆積したことを表
る。 しているのではないか。

○ 実験で得た結論と照らし合わせ
ながら，学習内容をまとめさせる。

□ 礫の角がとれていることを確認
させるために，教科書以外の資料
も準備する。

□ 実物を観察させるために，貝の
化石標本などを準備するとよい。

□ さらに関心を高めるために，時
間があれば教科書P95～97の「理
科のひろば」も扱う。

▼ 化石についても調べてみたい。

● 水の働きでで ▼ 堆積した礫，砂，泥などがこんな
きた地層の岩石 に固くなるまでに，どのぐらい長い
を調べ，まとめ 年月が経ったのだろう。
る。

○ 実験で得た結論と照らし合わせ
ながら，学習内容をまとめさせる。

□ 実物を観察させるために，礫岩，
▼ 岩石についても調べてみたい。 砂岩，泥岩などの堆積岩標本を準

備するとよい。

■ 水の働きによって運搬された礫，
砂，泥が，海や湖の底で大きさごと
に堆積し，それを何度もくり返して
地層ができる。

■ 地層の中の礫は，角がとれてまる
みを帯びている。

■ １つの層で，大きい粒の上に小さ
い粒が積み重なっていることがある。

■ 地層の中から魚や貝，木の葉など
の化石が見つかることがある。

■ モデル実験で水そうにしま模様が
できたので，地層は，川の流れる水
によって土砂が運ばれ，海(湖)の底
に堆積してできると言える。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

◎ 教科書のP93～94を見ながら，
水の働きでできた地層の特ちょ
うを調べて，ノートにまとめま
しょう。

◎ 工夫点４(実物標本を観察させ
て)地層が長い年月をかけて押し
固められるとかたい岩石になる
ことがあります。 具体的な体験

■ 礫，砂，泥の地層が長い年月をか
けて押し固められると，礫岩，砂岩，
泥岩などのかたい岩石になる。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P98～100 ９月下旬～10月下旬 本時５／11

《本時のねらい》

火山の働きでできた地層の特徴を調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ 火山灰を顕微鏡で観察すると，角ばったつぶが見られることから，火山灰の層は水の
働きでできた地層とは違うことに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 火山灰を顕微
鏡で観察し，気 ▼ 見た目は砂や粘土ににている。
付いたことをノ ▼ いろいろな色の粒がある。
ートに書いて， ▼ つぶの形が角ばっている。
発表する。 ▼ 水の働きでできた地層とは違い，

粒が丸くない。
○ 水の働きでできた地層の砂とは
違い，火山灰は角ばった粒が見ら
れることに気付かせる。

□ 水で洗って細かい粒を取り除く
方法を演示する。（わんがけ）

□ 砂と比較できると良い。

▼ 粒をよく観察すると，砂と火山灰
は見分けられる。

○ 違いに気付けたかどうかを確認
させる。

● 火山の働きで ▼ 川の流れる水に運搬されてないか
できた地層の特 ら，角ばったつぶになっていたんだ。
徴を調べ，まと ▼ 角ばった岩石は溶岩だろうか。
める。

○ 火山の働きでできた地層は，水
の働きでできた地層と違う特徴が
あることに気付かせ，まとめさせ
る。

□ 溶岩や軽石などを準備し，実物
を観察させたい。

□ 火山の働きでできた地層は，角
ばった石や小さな穴の開いた石が

▼ 火山の働きでできた地層を観察し あることを確認させるために，教
てみたい。 科書以外の資料も準備するとよ

い。

● 地層について
まとめる。

▼ 実際の地層を観察して，比べてみ ○ これまでの学習を振り返り，ま
たい。 とめさせる。

■ 火山から吹き出た火山灰が堆積し
たり，流れ出た溶岩で覆われたりし
て地層ができる。

■ 地層の中に角ばった石や小さな穴
の開いた石がある。

■ 軟らかい土と角ばった岩石が積み
重なっていることがある

■ 地層の中の土を顕微鏡で観察する
と，角ばった粒が見られる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５(火山灰を提示して)
この砂のようなものは地層の中
にあったものです。顕微鏡で観
察し，気付いたことをノートに
書いて，発表しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 教科書のP99～100を見ながら，
火山の働きでできた地層の特徴
を調べて，ノートにまとめまし
ょう。

■ 火山灰には角ばった粒が見られる。
■ 水の働きでできた地層とは違う。
■ 流れる水の働き以外で，地層がで
きることがあるのではないか。

■ 火山から吹き出た火山灰が大量だ
と，地層になるのではないか。

◎ この砂のようなものは火山灰
です。水の働きでできた地層と
の違いに気付きましたか。

■ 地層には，水の働きによってでき
るものと，火山の働きによってでき
るものがある。

◎ これまでの学習から，地層は
大きく２種類のでき方がありま
す。まとめましょう。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程５／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」

東京書籍「新しい理科６」P101～103 ９月下旬～10月下旬 本時６・７・８／11

《本時のねらい》

現地観察の計画を立て，調べる方法や視点を明確にもつ。（６／11）
現地観察で，水，火山のどちらの働きでできた地層か推論する。（７・８／11）

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 現地調査では，観察する地層が，水，火山のどちらの働きでできたものなのかを，前時まで

に学習したことを基に推論できることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 現地調査の計
画を立てる。
（６／ 11） ○ 観察の視点を明確にし，粒の形

などから，水の働きでできたか，
火山の働きでできたかを推論でき
ることに気付かせる。

□ 現地調査ができない場合は，ボ
ーリング資料や博物館，インター

ネットの資料を使って観察する方
法を示す。

▼ 粒の形に注目して，調べるように □ 粒の形に注目して観察する必要
しよう。 性に気付かせたい。

● 現地調査で地 ▼ 遠くから見るとしま模様に見える
層を観察する。 けど，近くで見ると粒の違いがよく
（７・８／ 11） 分かる。

○ 観察の視点を確認し，実物を見
せることで，実感を伴った理解さ

せる。
□ 地層の重なり方や，粒の大きさ，

▼ 離れた場所でも，同じような地層 形，色などに違いがあることを確
の重なり方をしているところがある 認するようにうながす。
ぞ。関係があるのではないか。 □ 同じような重なり方をしている

地層はつながっている可能性があ

ることに気付かせたい。

● 観察で分かっ
たことや気付い
たことをまとめ

る。 ▼ ノートにスケッチを入れながら， ○ 学習内容をまとめさせる。
分かりやすくまとめよう。

■ 粒が丸みを帯びているから，水の
働きでできた地層だろう。

■ 粒が角張っているから，火山の働
きでできた地層だろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の授業で確認したことを
思い出して，観察しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 現地調査で地層の粒を調べれば，
水、火山のどちらの働きでできたか
分かる。

■ 落石などに注意して観察しよう。
■ 危険なことはしないようにしよう。

◎ 観察で分かったこと、気付い
たことをノートにまとめましょ
う。

◎ 次の時間に地層の現地調査に
行きます。どこを観察し，何を
調べるのかを確認しましょう。

▲ 地層のしま模様は粒の色や大きさ
の違いによってできる。

▲ 粒が丸みを帯びている層は，水の
働きでできた地層

▲ 粒が角張っている層は，火山の働
きでできた地層

■ 地層には，水の働きでできた物と，
火山の働きでできた物があり，どち
らも，層になって広がっている。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程６・７・８／11】
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第６学年「６ 大地のつくりと変化」
東京書籍「新しい理科６」P104～111 ９月下旬～10月下旬 本時９・10・11／11

《本時のねらい》

地震や火山の噴火による大地の変化や，災害について調べ，理解を深める。（９・10／11）
大地の変化と災害についてまとめ，理解を深める。（11／11）

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 地震や火山の噴火による大地の変化や災害について調べる活動を行い，大地の変化について
考え，理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 地震や火山の
噴火による大地
の変化や災害に
ついて調べ，ま
とめる。 ▼ 様々な場所で，地震による崖崩れ ○ 地震や火山の噴火によって起こ
（９・10／11） や地割れが起こっている。 る変化について，考えさせる。

▼ 日本には火山が噴火しているとこ □ 教科書 P104 ～ 107 の写真資料
ろがいくつかある。 や，図書，インターネットなどを

▼ …年に起こった…地震では，…(崖 使って調べてみるよう話す。
崩れ，断層など)によって，…のよ □ ある程度の資料を準備して，例
うな被害があった。 を示すとよい。

▼ …年に起こった…火山の噴火で □ ５年生「台風と天気の変化」や
は，…(溶岩の流出，火山灰など)に 「流れる水のはたらき」の単元で
よって，…のような被害があった。 調べた災害での変化と比較しなが

ら調べるよう助言する。

● まとめたこと
を発表する。
（11／ 11）

○ 調べたことを発表させたり，他
の人の発表を聞かせたりして，共
有させる。

□ 地層が重なる変化とは違い，短
い時間に起こる変化であることに

▼ 地層のでき方に比べて，短い時間 気付かせたい。
で起こる急激な変化なんだ。 □ 災害への備えについても考えさ

▼ 身近なところで地震や火山の噴火 せたい。
が起こったら，どうするか考えてお
こう。

● 単元の学習を
振り返る。

○ 地層のでき方や，地震，火山の
噴火で起こる変化について，理解
させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 地震では，崖が崩れたり，断層が
できたりして，様々な災害が起こる
ことがある。

■ 火山の噴火では，火口から溶岩が
流れ出たり，火山灰が吹き出された
りして，様々な災害が起きることが
ある。

◎ 前回の授業で調べてまとめた
ことを発表しましょう。

◎ 地震や火山の噴火による大地
の変化や、災害について調べま
しょう。

◎ 調べたことはレポートにまと
めて発表しましょう。

▲ 地震で建物が壊れる。土砂崩れが
や地割れが起こる。

▲ 火山の噴火で溶岩が流れ出る。火
山灰が降り積もる。

◎ これまでの学習を振り返って
みましょう。

■ 地層のでき方や，地震，火山の噴
火で起こる変化について理解できた。

６年「６ 大地のつくりと変化」

【本時のねらいと学習過程９・10・11／11】
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近くに観察する適切な地層がない場合は，ボーリング試料の活用を図る。学校にボーリン

グ試料がない場合は，教育委員会や近隣の学校などに問い合わせてみるとよい。下水道工事

などの関係で，水道局に関連資料が保管されている場合もある。

ボーリング試料には，「礫混じりの砂質シルト」などのように土質が細分化されているの

で「小石」「砂」「泥」の３種類に分類し直しておくとよい。また，ボーリング試料は数地点

分あると思想の広がりを理解することができる。

Ａ地点 Ｂ地点 Ｃ地点

地表 0m

小石

砂

10m

どろ

深

さ 試料を観察し，水と火山の

どちらのはたらきでできたか

20m を考える。

また，色や粒の大きさなど

特徴のある地層を取り上げ，

地層の広がりを考える。

こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「大地のつくりと変化」

の単元で活用できる実験器具の例や，観察の例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

① 牛乳パックの口を開

き，底面を切り取る。

② 牛乳パックを折りたたみ，両

端を谷折りしてといの形を作

③ 同じように作った牛乳パッ

ク３個を，はめ込むようにつ

なぎ合わせる。

① ②

③

輪ゴム

といを１リットル牛乳パック３個で作る方法

ボーリング資料の活用
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《単元名》

第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P112～129 10月下旬～11月上旬 11時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「てこをどのように使う
と，小さい力で持ち上
げられるか」
てこには，支点，力点，

作用点がある。
支点と作用点の距離を

短くしたり，支点と力点
の距離を長くすると，小
さい力で持ち上げられる。

○ いろいろな力の世界
・ 力の働き

○ 力の規則性
・ 力のつりあい

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「運動とエネルギー」】

上皿てんびんは，左右のう
でに同じ重さの物をのせる
と，水平につり合う。

振り子の長さが長いほど，振り
子の１往復する時間は長くなる。
おもりの重さや振れ幅によっては
変わらない。

「てこが水平につり合
うには，どのような
きまりがあるか」
うでを傾ける力は

(力の大きさ×支点か
らの距離)で表すこと
ができ，左右の力が等
しいと，てこが水平に
つり合う。

【５学年「ふりこのきまり」】

【４学年「電気のはたらき」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中１学年「身のまわり現象」】

【６学年「てこのはたらき」】（本単元）

【３学年「明かりをつけよう」】 【３学年「じしゃくにつけよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

「てこを利用して，物
の重さを比べたりは
かったりできるか」
水平につり合った棒
の支点から，左右同じ
距離に同じ重さの物を
つるすと棒は水平につ
り合う。このような道
具をてんびんという。

【中３学年「科学技術と人間」】

【３学年「物の重さをくらべよう」】

○ エネルギーと仕事
・ 仕事とエネルギー

【５学年「物のとけ方」】

置き方や形を変えても，物の重
さは変わらない。

身の回り
にはてこを
利用した道
具が色々あ
り，それぞ
れに支点，
力点，作用
点がある。

【中３学年「自然と人間」】

６年「７ てこのはたらき」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

てこの仕組みに興味をもち，おもりを持ち上げて手ごたえの大きさを調べ，てこを傾ける働きは，作用
点や力点の位置によって変わることをとらえることができるようにする。また，実験用てこで，てこが水
平につり合うときの左右のおもりの重さと支点からの距離を調べ，てこがつり合うときのきまりを発見す
るとともに，てこを利用した道具の仕組みや使い方を考え，身の回りのさまざまな道具でてこが利用され
ていることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 11時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 棒で重い物を持ち上げよう ４時間

・ てこをどのよ １ 問題を見いだす ・ 支点，力点，作用点の説明を聞く。 複数事象の提示
うに使うと，お ・ てこで重い物が楽に持ち上がる様子を 工夫点１
もりを小さい力 観察する。
で持ち上げられ 予想や仮説をもつ ・ 支点から力点や作用点までの距離が手
るかを考える。 ごたえに関係しているのではないかと考

える。

・ てこを使っ １ 観察，実験の方法を考える ・ 条件を制御しながら，支点から力点， ポイントを明確
て，おもりを小 支点から作用点までの距離と手ごたえの にして話し合う
さい力で持ち上 関係を調べる実験の方法を考える。 工夫点２
げる方法を調べ
る実験方法を考
える。

・ てこを使っ １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。
て，おもりを小 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで確
さい力で持ち上 認する。
げる方法を調べ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
る実験を行い，
結果を記録し，
考察する。

・ てこの支点か １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
らの距離と，加 ・ てこを傾ける働きが大きい方に傾き，
わる力との関係 振り返り，広げる 等しいと水平になることを確認する。
についてまと
め，理解を深め
る。

２ てこのはたらきにはどんなきまりがあるか ３時間

・ てこが水平に １ 問題を見いだす ・ てこが水平につり合っている様子を観 複数事象の提示
つり合うときに 察する。 工夫点３
きまりがあるか 予想や仮説をもつ ・ 「てこがつり合うとき，支点からの距
どうかを考え 離とおもりの重さにきまりがあるにでは ポイントを明確
る。 ないか」と考える。 にして話し合う

観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 工夫点４

・ てこが水平に １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。
つり合うときの 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで確
おもりの重さと 認する。
支点からの距離 考察し，結論を得る ・ 自分の推論をノートにまとめる。
を調べる実験を
行い，結果を記
録し，考察する。

・ てこが水平に １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
つり合うときの ・ つり合うときの支点からの距離，おも
きまりについて りの重さの関係についてまとめる。
まとめ，理解を 振り返り，広げる ・ 実験結果を基に，てこで重い物が小さ
深める。 い力で持ち上がった理由を説明する。

３ てこが水平につり合うときのきまりを使って物の重さを調べよう ２時間

・ てこを使って １ 振り返り，広げる ・ 実験用てこを使い，物の重さを比べた
物の重さを比べ り，量ったりする方法を考え，実際にや
たり，量ったり ってみる。
して理解を深め ・ てんびんについて説明を聞く。
る。

・ てこやてんび １ 振り返り，広げる ・ てこやてんびんを利用したはかりをつ
んを利用したは くり，物の重さを量る。
かりをつくり，
理解を深める。

４ てこを利用した道具をさがそう ２時間

・ 身の回りのて ２ 振り返り，広げる ・ てこを利用した道具を探し，支点，力 複数事象の提示
こを利用した道 点，作用点の位置を確認する。 工夫点５
具を探し，学習 ・ てこを利用した道具のしくみについて
内容をまとめ， 考える活動を行う。
理解を深める。 ・ 単元のまとめをする。

６年「７ てこのはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P112～115 10月下旬～11月上旬 本時１／11

《本時のねらい》

てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 同じ重さのおもり，同じ長さの棒でてこをつくり，支点の位置を変えて手ごたえを比

較させる。

〈事象Ａ〉支点を力点に近付けたてこ 〈事象Ｂ〉支点を作用点に近付けたてこ

（重く感じる） （軽く感じる）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

てこを使って実際に持ち上げてみた感覚や，これまでの生活体験を根拠に考えさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ 棒と角材を使って物を持ち上げる

● てこを使って ことができるんだ。

おもりを持ち上

げる。

▼ 押す位置やおもりの位置を変える ○ てこを実際に使ってみて，物を

と，手ごたえが変わるのはなぜだろ 持ち上げる働きがあることを実感

う。 させる。

□ 安全のため，おもりを急に下ろ

したりしないように注意する。

□ てこを実際に使うことで，使い

方によって手ごたえが違うことに

気付かせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (てこで持ち上げる様子を見
せ)棒の１点を支えにして，力を
加えて物を持ち上げる物をてこ
といいます。てこを使って物を
持ち上げたみましょう。

具体的な体験

■ 棒を押す位置やおもりの位置を変
えると，軽く感じたり重く感じたり
する。(手ごたえが変わる)

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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● てこについて

の説明を聞く。

▼ 支点は棒の中心なのかな。 ○ 考えを言葉で表現させるために

▼ 力点と作用点の区別がつかない。 てこの各部の名称を教える。

● 事象Ａと事象

Ｂを比較し，共

通点と差異点を

見いだす。

○ てこを使うと，同じ物でも重く

感じたり軽く感じたりする要因に

▼ 重く感じる方は，支点が力点(力 ついて考えさせる。

を加えているところ)に近くなって □ 「支点の位置が違う」という意

いる。 見が出た場合は，支点から力点，

▼ 軽く感じる方は，支点が作用点(お 作用点の距離が両方変化している

もりを持ち上げるところ)に近くな ことを確認させる。

っている。 □ 力点に力を加えて，作用点にあ

る物を持ち上げていることを確認

させ，

重く感じる→大きい力で押す

軽く感じる→小さい力で押す

▼ 支点の位置が手ごたえに関係する と言い換えさせる。

のではないか。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 実際にやってみると，支点と力点

● てこをどのよ や作用点との距離が関係しているよ

うに使うと，お うに感じる。

もりを小さい力 ▼ シーソーで遊んだときの体験を思

で持ち上げられ い出すと… ○ これまでの生活体験や提示した

るか考え，仮説 ▼ この時間の最初に，てこで持ち上 複数事象などから考えた事を，根

をノートに記入 げたときの体験から考えて… 拠にして仮説を立てさせる。

する。 ▼ 事象Ａ，Ｂの比較から考えて…

○ 次の時間の予告をし，見通しを

もたせる。

▼ 実際に調べてみよう。

■ 支点から作用点までの距離が短い
と小さい力で持ち上げられるだろう。

→【仮説①】
■ 支点から力点までの距離が長いと
小さい力で持ち上げられるだろう。

→【仮説②】

◎ てこをどのように使うと，小
さい力で持ち上げられるか，仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 次の時間に，実験で確かめる
方法を考えましょう。

◎ 工夫点１(てこの事象Ａ，Ｂを
見せ，体感させて)Ａは重く感じ，
Ｂは軽く感じました。ＡとＢを
比べて，何が同じで何が違いま
すか。気付いたことをノートに
書きましょう。 具体的な体験

■ 小さい力で重い物を持ち上げるこ
とができると便利だ。

■ てこをどのように使うと，力点に
加える力が小さくてすむのだろう

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 棒の長さ
ところ ・ おもりの重さ

・ 手で押している

違う 感じ方 軽く感じる 重く感じる
ところ 支点 手に近い おもりに近い

◎ てこには支点，力点，作用点
があります。

■ てこの支点，力点，作用点を理解
できた。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P116～117 10月下旬～11月上旬 本時２／11

《本時のねらい》

てこを使って，おもりを小さい力で持ち上げる方法を調べる実験方法を考える。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 支点の位置を変えず，棒の中央にする。（棒の重さが実験に影響するため）
・ 支点から作用点までの距離と手ごたえの関係を調べるときは，力点を固定し，支点から力点
までの距離を変えない。

・ 支点から力点までの距離と手ごたえの関係を調べるときは，作用点を固定し，支点から作用
点までの距離を変えない。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● てこを使っ
て，おもりを小
さい力で持ち上 ○ 実験の方法を考えさせることで
げる方法を調べ 実験の必要感をもたせ，意欲的に
る実験方法を考 取り組ませる。
える。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 支点から作用点までの距離が短い るよう，教師がポイントを把握し，
と軽く感じると思うので，それ以外 実験方法を考えさせる。
は変えない方が良い。 □ ２つ以上の要因がある場合，条

▼ 支点から力点までの距離が長いと 件を制御する必要があることを十
軽く感じると思うので，それ以外は 分に意識させ，じっくり時間をか
変えない方が良い。 けて考えさせたい。

▼ 支点の位置を棒の真ん中にしない ○ 次時の学習の予告をし，考えを
と，バランスが悪い。 もたせる。

▼ 棒の重さが手ごたえに関係するか
もしれない。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。
・ 支点から作用点までの距離
と手ごたえの関係を調べる場
合

・ 支点から力点までの距離と
手ごたえの関係を調べる場合

⑤ 注意点は何ですか。
主体的な問題解決

４ 軽く感じる原因と考えられるのが
「支点から作用点までの距離」と「支
点から力点までの距離」の２つなの
で，どちらかの条件を変えないで調
べる必要がある。

４ 支点から作用点までの距離を変え
て調べる場合，力点は固定する。

【仮説①】→【実験①】
４ 支点から力点までの距離を変えて
調べる場合・作用点は固定する。

【仮説②】→【実験②】

２ 前の時間に使ったてこで，支点や
おもりの位置を変えて，手ごたえを
調べる。

５ 支点の位置を変えない。
５ おもりを急に落としたりしない。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

１ てこをどのように使うと，おもり
を小さい力で持ち上げられるかを調
べる。

３ 支点から作用点までの距離，支点
から力点までの距離と手ごたえの関
係がどうなっているかを見る。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P117 10月下旬～11月上旬 本時３／11

《本時のねらい》

てこを使って，おもりを小さい力で持ち上げる方法を調べる実験を行い，結果を記録し，考察

する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 てこをどのように使うと，おもりを小さい力で持ち上げられるのだろうか。

観察，実験を行う

● てこを使っ

て，おもりを小

さい力で持ち上

げる方法を調べ

る実験を行う。

▼ 支点は棒の中央に固定しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

▼ 力点を棒の先に固定し，作用点を □ 実験の手順を演示し，注意が必

棒の先から支点に近付けていこう。 要な点を全体で確認する

▼ 作用点を棒の先に固定し，力点を ・ 支点の位置を棒の中央に固定する。

棒の先から支点に近付けていこう。 ・ 作用点の位置を変化させるときは，

▼ どちらに動かすと軽く感じるよう 力点を固定する。(逆も同様)

になるかノートに記録しよう。 □ 安全のため，てこに急に力を加

えたり，放したりしないように注

意する。

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

し合う。 めさせる。

考察し， ▼ 支点から作用点や力点までの距離

結論を得る は，手ごたえに関係があるようだ。

● 結果から分か ▼ 重い物を楽に持ち上げるために

ったことをノー は，支点から作用点までの距離を短

トに記入する。 く，支点から力点までの距離を長く ○ 仮説と比較して考え，結論を導

すればよいようだ。 き出させる。

▼ てこの働きには何かきまりがある

のだろうか。

○ 次時の学習の予告をし，考えを

もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件に注意し
ながら，てこの実験を行い，手
ごたえの変化をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と，同じにす
る(変えない)条件に注意しながら実
験を行い，手ごたえの変化をノート
に記録しよう。

■ てこに急に力を加えたり，放した
りしないように注意しよう。

■ 支点から作用点までの距離が短い
ほど小さい力で持ち上げられた。

■ 支点から力点までの距離が長いほ
ど小さい力で持ち上げられた。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に，各グループで話
し合い，発表しましょう。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／11】



６年 ７ - 7 -

第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P118 10月下旬～11月上旬 本時４／11

《本時のねらい》

てこの支点からの距離と，棒に加わる力との関係についてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを傾ける働きについて確認し，実際にてこを使って体験させることで，理解を確かなもの
にさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

考察し，
結論を得る
● 実験結果から
分かったことを
グループで話し ○ クラス全体で結論を共有するこ
合い，発表する。 とで，自ら出した結論を確かなも

のにさせる。
▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ てこを傾ける働きは，支点からの
距離に関係があるようだ。

振り返り，広げる
● てこを傾ける
働きについての
説明を聞く。

▼ 手で棒を押すのとおもりをつり下 ○ 同じ大きさの力(同じ重さのお
げるのは同じ働きになるんだ。 もり)でも，支点からの距離によ

▼ 同じおもりなのに，力点の位置を って，てこを傾ける働きが変化す
変えるだけで傾ける働きが変わるん ることに気付かせる。
だ。 □ 力点に下げるおもりは，作用点

▼ てこがどちらにも傾かないで水平 のおもりと同じ質量にしておく
になるということは，傾ける働きが と，力点の位置を変えたときに「同
等しいということなんだ。 じ重さなのに傾いた…」という疑

▼ 棒を傾ける働きは，同じ重さのも 問をもたせることができる。
のでも，支点に近付くと小さくなり，
支点から遠ざかると大きくなるん
だ。

● てこを傾ける
働きの規則性に
興味をもつ。

▼ 実際に確かめてみて，確かに同じ
重さのおもりでも，支点からの距離 ○ 支点からの距離や重さとてこを
によって棒を傾ける働きが変わる。 傾ける力の関係について興味をも

たせ，次時の学習につなげさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ 実験の結果から，てこを使ってお
もりを持ち上げる場合，支点と作用
点の距離を短くしたときや，支点と
力点の距離を長くしたときに小さい
力で持ち上げられるようになると言
える。

◎ (てこの力点におもりを下げ
て)おもりを下げると手で棒を押
すのと同じ働きになります。

◎ (力点のおもりを支点に近付け
たり離したりして)てこは傾ける
働きが大きい方に傾きます。

◎ 傾ける働きが同じだと，てこ
は水平につり合います。

■ 支点からの距離や重さと，てこを
傾ける働きには，きまりのようなも
のがあるのではないか。

◎ てこを使って，傾ける働きや
つり合うようすを体験しましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ てこは，傾ける働きが大きい方に
傾く。

■ てこは，傾ける働きが同じだと，
水平につり合う。

■ 同じ重さのものでも，支点からの
距離によって，てこを傾ける働きが
変わる。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／11】
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みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「てこのはたら

き」の単元で活用できる実験例を紹介しています。今回の

授業案には載せていないものを紹介します。

棒を使っての活動に加え，児童になじみ

深い遊具（シーソー）を利用し，遊び感覚

の中で，乗る人（おもり）の位置や力を加

える位置を変えて，人（おもり）を持ち上

げる活動を行う方法も考えられる。

シーソーを利用した導入

こんなやり方もありますよ！

自作のはかり
身近にあるものを利用して簡

単に「自作のはかり」が作れる。

準備物

１．木の棒 １本 30cm程度のもの

２．目玉クリップ ３個

３．1.5ℓペットボトル １本 底が四角のもの

４．ひも ２本 20cm程度

５．つまようじ １本

６．ガムテープ

７．チャック式ポリ袋 ２袋 小さいもの
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P119～120 10月下旬～11月上旬 本時５／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときに，きまりがあるかどうかを考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ てこが水平につり合っている事象を２種類提示し，比較させる。

〈事象Ａ〉支点からの距離とおもりの重さがど 〈事象Ｂ〉支点からの距離とおもりの重さがど
ちらも同じてこ ちらも違うてこ

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

前時までの学習を思い出させ，てこを傾ける働きを根拠に考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 左右のうでのそれぞれ一カ所ずつにおもりを下げる。
・ 左右のどちらかのおもりの位置，重さを固定し，もう一方の位置も固定して，重さだけを変
化させながらつり合いを調べる。その後，位置を変えて同じように調べる。

・ 表を作って分かりやすく記録する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ てこが水平につり合うときは，
おもりの重さや下げる位置に規則

▼ Ｂはおもりの重さも支点からの距 性があることを予想させる。
離も違うのに，どうしてつり合うの
だろう。

○ 児童の考えを整理させる。

▼ 調べてみたい。

問題 てこが水平につり合うには，どのようなきまりがあるのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(てこが水平につり合
っている事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａ，Ｂはどちらも水平につり合
っています。ＡとＢを比べて，
何が同じで何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 具体的な体験

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じてこ実験器
ところ ・ どちらもつり合っている

・ おもりの合計の数が同じ

違う おもり 左２，右２ 左３，右１
ところ 支点からの

距離(目もり) 左６，右６ 左２，右６

■ てこが水平につり合うときにはき
まりがあるのではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／11】

予想や仮説をもつ
● てこが水平に
つり合うときの
きまりについて
考え，仮説をノ
ートに記入す
る。 ○ これまでの学習経験や，提示し

た複数事象を根拠にして，仮説を
▼ 前の時間までの学習や，事象Ａ， 立てさせる。
Ｂが水平につり合っている様子から □ 前時に学習した，棒を傾ける働
考えて… きを思い出すように促す。

□ 前時の学習が定着していない場
合は，全体で復習する。

▼ 計算で求められるのではないか。

観察，実験の
方法を考える
● てこが水平に
つり合うときの
きまりについて ○ 実験の方法を考えさせることで
調べる実験方法 実験の必要感をもたせ，意欲的に
を考える。 取り組ませる。

▼ 何カ所も下げると，どれとどれが
つり合っているのか分からない。

▼ 位置やおもりを左右のどちらとも ○ 大切な点を押さえた話合いにな
変化させると，きまりが分かりにく るよう，教師がポイントを把握し，
い。 実験方法を考えさせる。

□ 左右のおもりを付ける場所を決
めて，おもりの数だけを変化させ
ながら，きまりを見付けるよう指
示する。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

▼ きまりを見付けられるようにしっかり
実験に取り組もう。

■ てこが水平につり合うときには，
おもりの重さや支点からの距離に，
きまりがあるだろう。

・ 支点からの距離が左右同じときは，
おもりの重さを同じにするとつり合
うだろう。

・ 片方の支点からの距離を短くした
ときは，おもりの重さを重くすると
つり合うだろう。

・ 片方の支点からの距離を長くした
ときは，おもりの重さを軽くすると
つり合うだろう。

▲ 水平につり合うときは棒を傾ける
働きが等しい。

▲ 棒は，傾ける働きが大きい方に傾
く。

▲ 棒を傾ける働きは，おもりが支点
に近いほど小さく，支点から遠いほ
ど大きい。

◎ てこが水平につり合うには，
どのようなきまりがあるか，仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えて行きま
しょう 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ てこ実験器を使って，左右のいろ
いろな目盛りにおもりを付けて，つ
り合うときの条件を調べる。

４ 左右一カ所ずつにおもりを付ける。
４ 左右のどちらかのおもりの位置，
重さを固定する。

４ もう一方の位置を固定し，おもり
の数だけを変化させる。

４ 他の位置で同じようにして調べる。

５ 表を作って記録する。

◎ 次の時間に，実験で確かめま
しょう。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０

予想

１ てこが水平につり合うときのきま
りを調べる。

３ てこがつり合っているときに，左
右の目盛り，おもりの数に関係があ
るかどうかを見る。

６ しっかり予想してから実験を行う。
６ きまりが見つかったら，自分の考えが
正しいかどうかをもう一度確かめる。
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P120～121 10月下旬～11月上旬 本時６／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときの，おもりの重さと支点からの距離を調べる実験を行い，結果を記
録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 てこが水平につり合うには，どのようなきまりがあるのだろうか。

観察，実験を行う
● てこが水平に
つり合うときの
おもりの重さと
支点からの距離
を調べる実験
を行う。

○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 実験の手順を演示し，注意が必
要な点を全体で確認する。
・ 左のうでのおもりの位置と重さは
固定し，右のうでのおもりを変化さ
せる。

・ すべての位置のつり合いを調べた
▼ 実験の前に，予想をしっかりしよう。 ら，左うでのおもりの数や位置を変
▼ 左のうでのおもりの位置と重さを固 えて同様に調べる。
定し，右のうでのおもりを変化させて □ 安全のため，てこ実験器のうで
つり合いを調べよう。 が回転しないように，ストッパー

▼ できるだけたくさんの実験ができる が働くかどうかを確認しておく。
ようにしよう。

結果を整理する
● 実験結果を
ノートにまと
め，グループ
で確認し合 ○ 結果を分かりやすく明確にまと
う。 めさせる。

□ 10ｇのおもりではつり合わない
位置がある。(左６，10ｇのとき
の右４，５など）きまりを見付け
るためには，あまり細かい数にな
らない方が考えやすい。

□ きまりを見いだした段階で，そ
のきまりを確かめる活動を行い，
１ｇ単位のおもりを使って実験さ
せたい。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 実験の前に，結果を予想し，
ノートに記入しましょう。

◎ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件に注意し
ながら実験を行い，おもりの位
置と重さをノートに記録しまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と，同じにす
る(変えない)条件に注意しながら行
い，おもりの位置と重さをノートに
記録しよう。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０

予想 60 30 20 15 12 10

※ 実験の前に予想を記入する。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０ 60 30 20 ＊ ＊ 10

予想 60 30 20 15 12 10

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) ２０ 120 60 40 30 ＊ 20

予想 120 60 40 30 24 20

左 右

おもりの位置 ４ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) ３０ 120 60 40 30 ＊ 20

予想 120 60 40 30 24 20

※ 左うでのおもりをいろいろ変化させて実験する。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／11】

▼ 実験をやるうちに，だんだん次の
おもりの数が予想できるようになっ
てきた。

▼ 計算で求められるのではないか。

考察し， ▼ 支点に近いほど重いおもりにな
結論を得る り，遠いほど軽いおもりになる。
● 結果から分か ▼ 支点からの距離が半分になると，
ったことをノー おもりの重さは倍になる。
トに記入する。 ▼ 位置と重さの数を掛けると，同じ

数になっている。 ○ 仮説と比較して考え，結論を導
▼ 位置と重さは反比例の関係になっ き出させる。
ている。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に，各グループで話
し合い，発表しましょう。

■ いくつかの表に記入するうちに，
予想できるようになってきた。

■ 位置と重さの関係には，きまりが
ありそうだ。



６年 ７ - 13 -

第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P121～122 10月下旬～11月上旬 本時７／11

《本時のねらい》

てこが水平につり合うときのきまりについてまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

以前に行った重い物を楽に持ち上げる実験と，てこがつり合うときのきまりを見付ける実験を

関係付けて考させ，てこのきまりを説明させることで，理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

考察し，

結論を得る

● 実験結果から

分かったことを ○ クラス全体で結論を共有するこ

グループで話し とで，自ら出した結論を確かなも

合い，発表する。 のにさせる。

□ 結論で「おもりの重さ×おもり

の位置」が出てきていないグルー

プには，机間指導で「おもりを下

げなくても，つり合いが分かる方

法はないか」と助言し，気付くよ

うに促す。

□ 算数の反比例と関連づけて考え

させる方法もある。結論を考えら

れた児童に助言するとよい。

▼ 私たちの考えと同じだ。

振り返り，広げる ▼ 左の６の位置に10ｇのおもりを付

● てこが水平に けたときの，右の４，５の位置は，

つり合うときの つり合わせることができなかった。

きまりが成り立

つことを確認す

る。

○ てこが水平につり合うときのき

まりが，実際に成り立つことを確

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に考えた結論をグ
ループで話し合い，まとめ，発
表しましょう。 主体的な問題解決

■ 実験の結果から，てこが水平につ
り合うときにはきまりがあると言え
る。

■ てこを傾ける働きは

力の大きさ(おもりの重さ)

×
支点からの距離(おもりの位置)

で表すことができる。
■ 左右のうでのてこを傾ける働きが
等しいとき，水平につり合う。

右のうでを傾ける働き
(力の大きさ×支点からの距離)

＝

左のうでを傾ける働き
(力の大きさ×支点からの距離)

◎ 皆さんが見付けたきまりを確
認してみましょう。

◎ 前回の実験でつり合わなかっ
たところはどうなるか，計算し
て求めてみましょう。

◎ 計算した結果が正しいかどう
か，小さいおもりを使って確か
めてみましょう。

自然や生活との関係
具体的な体験 主体的な問題解決

■ てこが水平につり合うときのきま
りを使うと，左６×10＝60 なので

右 ４×□＝60 □＝15
５×□＝60 □＝12

となるはずだ。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／11】

▼ ５ｇや２ｇのおもりがあれば，水 認させる。

平につり合わせることができる。 □ 前回の実験は10ｇのおもりだっ

▼ てこ実験器で確かめてみよう。 たので，つり合わなかったところ

がある。てこ実験器で確認させる

ために，１ｇや５ｇのおもりを準

備する。

▼ 計算のとおりになった。

▼ 結論は正しかった。

● てこで，重い ▼ 支点から近いほど大きな力，支点

物を小さい力で から遠いほど小さい力でつり合う。

持ち上げること ▼ 支点から力点までの距離が，支点

ができた理由を から作用点までの距離の２倍の時，

考え，説明する。 力点に加える力は半分になる。距離 ○ 実験から得た結論を活用して，

が３倍になると力は１／３になる。 日常生活での現象を説明できるよ

▼ 力点の方の傾ける働きが大きくな うにさせる。

ると持ち上がる。 □ 以前に行った重い物を小さい力

で持ち上げる実験と，てこのつり

合いを調べる実験を関係付けて考

えるようにうながす。

□ 教科書P122の図のように，てこ

▼ だから，支点と作用点までの距離 実験器がつり合っている図を使う

より，支点から力点までの距離の方 と説明しやすいことを助言する。

が長いと軽く感じるんだ。

◎ てこを傾ける働きやてこが水
平につり合うときのきまりを使
って，おもりが小さい力で持ち
上がった理由を考えましょう。

自然や生活との関係

■ 支点からの距離が長いと小さい力
でつり合うので，支点と作用点の距
離を短く，支点と力点の距離を長く
するほど軽く感じる。

左 右

おもりの位置 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

おもりの重さ(ｇ) １０ 60 30 20 15 12 10

予想 60 30 20 15 12 10
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P123～124 10月下旬～11月上旬 本時８／11

《本時のねらい》

てこを使って物の重さを比べたり，量ったりして，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを利用して物の重さを量る方法を考えさせ，てこの有用性を実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 左右のうでを傾ける働きを同じに

● てこを使って すれば水平につり合う。

物の重さを比べ ▼ 傾いた方がてこを傾ける働きが大

たり，量ったり きい。

する方法を考え ▼ 傾いた方が重いとは限らない。

る。

○ これまでの学習を活用して，は

かりの原理について考えさせる。

□ 重さを比較するには，支点から

の距離を等しくした方が分かりや

すいことに気付かせるために，お

もりが軽い方にてこが傾く例など

を提示する。

● てこ実験器を ▼ てこがつり合ったので，消しゴム

使って，物の重 は○○ｇだ。

さを量る。 ▼ 消しゴムと鉛筆では消しゴムの方

に棒が傾いたので，消しゴムの方が

重い。 ○ これまでの学習を活用して考え

▼ 支点からの距離を同じにしなくて た，はかりの原理を確かめさせる。

も，量ることができる。 □ 質量の小さいおもりを準備して

▼ 支点からの距離を半分にすると重 おくと正確に量ることができる。

さが倍の時につり合うので…。 □ 支点からの距離が違っていても

重さを量れることにも気付かせた

い。

● てんびんにつ

いての説明を聞

く。

▼ 上皿てんびんも，支点と左右の皿

の距離は等しかった。 ○ これまでの学習内容をまとめ，

理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 水平につり合った棒の支点から，
左右同じ距離に同じ重さの物をつる
すと，棒は水平につり合う。このよ
うな道具をてんびんという。

◎ てこが水平につり合うときの
きまりを使って，物の重さを比
べたり，量ったりするには，て
こをどのように使ったらよいか
考えましょう。

自然や生活との関係

■ 支点からの距離が左右同じところ
に２つの物を下げれば，２つの物は
同じ重さになる。

◎ てこ実験器を使って，身の回
りの物の重さを量ってみましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 水平につり合った棒の支点か
ら，左右同じ距離に同じ重さの
物をつるすと，棒は水平につり
合います。このような道具をて
んびんといいます。

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P125 10月下旬～11月上旬 本時９／11

《本時のねらい》

てこやてんびんを利用したはかりをつくり，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこやてんびんのきまりを利用したはかりをつくり，てこの有用性を実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ てんびんを作る場合，棒の中心に

● てこやてんび ひもを固定し，棒だけでつり合わな

んを利用したは ければならない。

かりをつくる。 ▼ 分銅をつるすひもやクリップ，乗

せる皿などを固定する場合，支点か ○ これまでの学習を活用して，は

らの距離を同じにして，つり合わな かりをつくり，理解を深めさせる。

ければならない。 □ 左右の支点からの距離や重さが

▼ 小さいおもりまで準備すると，正 等しいときにつり合うことを意識

確に量れる。 させるために，初めに，てんびん

▼ てこを利用したはかりを作る場 ばかりを作るように指示する。

合，重さの分かっているおもりを動 □ 物を動かして重さを量れること

かして印を付けなければならない。 を実感させるために，てんびんば

▼ てこを利用したはかりの方が，お かりの後に，左右の腕の長さが違

もりをずらすだけなので便利だ。 う，てこを利用したはかりをつく

るよう指示する。

□ 教科書P125やポイント集を参考

にする。→ポイント集2011 P151

● てこやてんび

んを利用したは

かりの学習を振

り返り，まとめ ○ クラス全体で考えを共有するこ

る。 とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ てこやてんびんのきまりを利
用したはかりを作ってみましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ てこやてんびんを使っておもりの
重さを量れることが理解できた。

■ はかり以外のてこを利用した道具
について調べてみたい。

◎ はかりをつくる活動で，工夫
したことや発見したことを発表
しましょう。 自然や生活との関係

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程９／11】
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第６学年「７ てこのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P126～129 10月下旬～11月上旬 本時10・11／11

《本時のねらい》

身の回りのてこを利用した道具を探し，学習内容をまとめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

てこを利用した道具の支点，力点，作用点の場所を探す活動や，てこのきまりが成り立つこと
を確認する活動を行い，てこの有用性を実感させる。

工夫点５ 両端の太さが同じ棒と，太さが違う棒を回して力比べをする事象を提示し，比較させ
る。輪軸もてこの働きであることに気付かせる。

〈事象Ａ〉両端の太さが同じ棒を回して力比べ 〈事象Ｂ〉両端の太さが違う棒を回して力比べ

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ ペンチや釘抜き，はさみは「作用
● てこを利用し 点，支点，力点」の順になっている。
た道具について ▼ 栓抜き，空き缶潰し器は「支点，
考え，理解を深 作用点，力点」の順になっている。
める。 ▼ ピンセットやステープラーは「支

点，力点，作用点」の順になってい
る。

○ これまでの学習を活用して，身
の回りの道具について考え，てこ
の有用性を実感させ，理解を深め
させる。

▼ てこは３種類に分けられる。 □ 教科書P126～127の写真を参考
▼ 小さな力で大きな力を生み出す道 にして，家庭にある道具を持って
具にてこが使われていることが多 こさせる活動を行うと良い。
い。 □ 色別のシールを３色準備する。

▼ ピンセットのように細かい作業を →ポイント集2011 P150
行う道具や，小さい動きを大きな動 □ 釘抜きやペンチの力点を，作用
きに変えて利用する道具などにも使 点に近付けたり遠ざけたりする活
われている。 動を行うと，力点が作用点から遠

いほど小さい力で道具が使えるこ
とを自覚できる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りにある，てこを利用
した道具を探してみましょう。

◎ てこを利用した道具の支点，
力点，作用点はどこにあるのか
を考え，シールを貼って確認し
ましょう。

◎ どのように使うと小さな力で
大きな力を作り出せるのか，便
利なのか等について考え，話し
合ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

※ てこを利用した道具の例

６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】
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６年「７ てこのはたらき」

【本時のねらいと学習過程10・11／11】

※ 輪軸の活動例
● 輪軸は，太い
部分を回すと，
細い部分に大き
な力が働くこと
に気付く。

○ 棒の太さが太い方が，回す働き
▼ 太い方が必ず勝つのはどうしてだ が大きくなることに気付かせる。
ろう。 □ 太い方が必ず勝つことに気付か

▼ 太い方が小さい力で回すことがで せるために，同じ組合せでＡ，Ｂ
きるのかな。 両方を体験させたり，逆回転させ

たりする。

▼ 棒を太い方から見ると中心から力
点が遠い。細い方は中心に近い。

▼ 棒を端から見
みると，細い方 ○ 輪軸はてこの働きが利用されて
と太い方では支 いることに気付かせる。
点からの距離が □ 児童からの意見がなかなか出な
違うぞ。 い場合は，「棒の端から見て，回

▼ てこが水平に 転の中心を支点と考えると…」と
つり合うとき， ヒントを与えてみる。
支点に近いほどおもりを重くしなけ □ 図を描いて説明すると，これま
ればならなかった。 での学習との関係に気付きやす

い。

▼ ドライバーは輪軸ではないか。
▼ ドアノブは輪軸ではないか。
▼ 細いドライバーと太いドライバー
では，太いドライバーの方が回しや ○ 輪軸のしくみを理解させ，身の
すいはずだ。 回りの輪軸について考えさせる。

▼ 確かめてみたい。 □ 柄の部分が細いドライバと太い
ドライバーを使って，実際にねじ
を回してみると分かりやすい。

□ ドアノブやドライバーなどが輪
軸であり，てこの働きが利用され
ていることに気付かせたい。

▼ てこを利用した道具はたくさんあ
ることが分かった。

● 「てこのはた
らき」の単元で
学習したことを
振り返り，まと
める。 ○ てこについての既習事項を確認

させ，知識に定着を図り，理解を
▼ もっといろいろなてこについて調 深めさせる。
べてみたい。

■ てこの支点，力点，作用点や，て
こを傾ける働きのきまりについて，
理解できた。

■ てこは，はかりや釘抜きなどの道
具に利用されていることを理解でき
た。

◎ 教科書P128～129を使って，こ
れまでの学習を振り返りましょ
う。

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せ，
体感させて)ＡとＢを比べて，何
が同じで何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

Ａ Ｂ

同じ ・ どちらも棒を回している。

ところ ・ 同じ人が回している。

ちがう 棒の太さ 両端が同じ太さ 片方が太い

ところ 勝敗 力の強い方が勝つ 太い方が勝つ

■ 太い部分を回すと，細い部分より
大きい力が働くのではないか。 ◎ 太い方が必ず勝つ仕組みにつ

いて，てこの学習を思い出しな
がら考えてみましょう。

自然や生活との関係

■ 太い部分は，細い部分より回転の
中心(支点)から遠いので，てこの働
きによって，大きい力が働くのでは
ないか。

◎ 太い部分に力を加えて回すと，
細い部分に大きな力が働きます。
このようなしくみを「輪軸」と
言います。
輪軸の仕組みを利用した道具

を探してみましょう。
自然や生活との関係

※ その他の活動例
・ 釘抜きを使って力点の位置を変化させ，手ごたえ
の違いを調べる。

・ ハサミで厚紙を切るとき，切りやすいのは先の方
か支点に近い方かを調べる。(ペンチなどでもできる)

・ 輪軸の柄の部分が太いものと細いものの手ごたえ
の違いを調べる。
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《単元名》

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～165 １月上旬～２月中旬 15時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「モーターを回すと，自分で
電気をつくることができる
か」
電気は，モーターを回すと

つくることができる。
（手回し発電機など）
電気は，光，音，運動など

に変えて，使うことができる。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

○ 化学変化と電池
・ 化学変化と電池

【３学年「風やゴムで動かそう」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「化学変化とイオン」】

コイルに鉄心を入れて，電流を流すと，
電磁石になる。
電磁石には，Ｎ極とＳ極があり，電流

の向きが反対になると，極が反対になる。

「コンデンサは
どのようなは
たらきをして
いるか」
電気はコンデ

ンサなどに蓄え
て，使うことが
できる。

【４学年「電気のはたらき」】

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中３学年「運動とエネルギー」】

【３学年「明かりをつけよう」】 【３学年「じしゃくにつけよう」】

「電熱線の太さによっ
て，発熱のしかたは
どのように変わるか」
電熱線に電流を流す

と，発熱する。
電熱線の太さを変え

て電流を流すと，発熱
の仕方が変わる。

【中３学年「科学技術と人間」】

【３学年「物の重さをくらべよう」】

乾電池と豆電球
と導線を回路にす
ると，豆電球に明
かりがつく。

磁石は，
鉄でできた
ものを引き
付ける。

電気を利用
したおもちゃ
を作る。
いろいろな

発電の仕組み
を調べる。
電気を性質

や働きを利用
した道具につ
いて調べる。

金属
は電気
を通す。

磁石の違う極同
士は引き合い，同
じ極同士は斥け合
う。

乾電池の向きを変えると
電流の向きが変わり，モー
ターの回る向きが変わる。

光電池
を利用し
たおもち
ゃを作る。

光電池に当たる
光が強くなると，
電気を起こす働き
が大きくなり，電
流も強くなる。

乾電池２個を直列に
つなぐと，電流が強く
なり，並列につなぐと，
１個のときとほとんど
変わらない。

電磁石
を利用し
た道具や
おもちゃ
を作る。

電流を強く
したり，導線
の巻数を多く
すると，電磁
石の働きが大
きくなる。

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

○ エネルギーと仕事
様々なエネルギーとその変換

【５学年「電気がうみ出す力」】

【中３学年「自然と人間」】

【６学年「電気とわたしたちのくらし」】（本単元）

【６学年「てこのはたらき」】

【５学年「ふりこのきまり」】

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の系統図】
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こんなやり方もありますよ！

６年「電気とわたしたちのくらし」の単元では，いろいろな器

具を使って実験を行います。

器具の特徴や，注意点についていくつか紹介します。

「ハンドジェネレーター」「ゼネコン」など

とも呼ばれる。モーターにギアが取り付けら

れ，ハンドルにつながっている。ハンドルを

回すとモーターの軸を回すことになり，モー

ターの軸が回ると電気ができる現象(電磁誘

導)により，電流が(誘導電流)が流れる。

回す方向を反対にすると，電流の向きも反

対になるので，実験を行う際には回転の方向

にも注意する必要がある。(実験の際には，ど

ちらに回転させるかについても確認する)

「発光ダイオード」は

「ＬＥＤ」とも呼ばれ，

電球に比べて消費電力

が小さくほとんど発熱

しないため，最近は新

しい光源として使われ

るようになってきた。

極性(＋極と－極の区

別)があり，逆向きの電

流では発光しないので，

実験で回路を作る際に

は，確認する必要があ

る。

手回し発電機

発光ダイオード(LED)，コンデンサ

「コンデンサ」は

「キャパシタ」とも

呼ばれ，静電気とし

て電気を蓄えること

ができるものである。

容量はＦ(ファラッ

ド)という単位で表

される。

ＬＥＤと同様に極

性があるため，回路

を作る際には，確認

する必要がある。

※ ＬＥＤやコンデンサ以外に，電子オルゴールにも極性があり，電流の向き

が逆だと音が出ないので，注意が必要である。
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《単元の目標》

身の回りに見られる電気の利用について興味をもち，電気は，手回し発電機などを使ってつくり出した
り，蓄電器などに蓄えたりすることができることや，電気は，音熱などに変換されること，また，発熱に
ついては電熱線の太さによって発熱の仕方が変わることをとらえることができるようにする。さらに，電
気の性質や働きについて推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図ることができるよう
にする。

《単元の流れ》 15時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 電気はつくることができるのか ４時間

・ 電気はどのよ １ 問題を見いだす ・ 電気がどのようにしてつくられるの 複数事象の提示
うにしてつくら かを話し合う。 工夫点１
れるかを考え， ・ 手回し発電機で電気ができる様子を
手回し発電機を 観察する。
回すと電気がで 予想や仮説をもつ ・ モーターを回すと，自分で電気をつ ポイントを明確
きることに疑問 くることができるかどうかを考える。 にして話し合う
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ モーターの軸を回す方法を考える。 工夫点２

・ モーターを回 １ 観察，実験を行う ・ モーターを回して電気をつくる実験
すと電気ができ を行う。
るかどうかを調 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
べ，結果を記録 確認する。
し，考察する。 考察し，結論を得る ・ モータを回すと電気ができることを

理解する。

・ 手回し発電機 １ 振り返り，広げる ・ 電気はどのように利用されているの
といろいろな器 かを話し合う。
具をつないでハ ・ 手回し発電機といろいろな器具をつ
ンドルを回し， ないでハンドルを回す実験を行い，結
器具の変化を調 果をノートにまとめ，クラス全体で確
べ，理解を深め 認する。
る。 ・ 電気はいろいろなものに変えて利用

していることを実感する。

・ 電気のつくら １ 振り返り，広げる ・ モーターを回すと電気ができ，発電
れ方についてま 機に利用されていることを理解する。
とめものづくり ・ モーターを使った発電機づくりを行
を行って，理解 う。
を深める。

２ つくった電気はためることができるのか ３時間

・ 電気を蓄えて １ 問題を見いだす ・ 手回し発電器とコンデンサ，発光ダ 複数事象の提示
利用している道 イオードをつないだ回路で明かりがつ 工夫点３
具について考 く様子を観察する。
え，コンデンサ 予想や仮説をもつ ・ コンデンサはどのような働きをして ポイントを明確
の働きに興味を いるのかを考える。 にして話し合う
もつ。 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 工夫点４

・ コンデンサの １ 観察，実験を行う ・ コンデンサの働きを調べる実験を行
働きを調べる実 いう。
験を行い，結果 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 確認する。
する。 考察し，結論を得る ・ コンデンサは電気をためて，使うこ

とができることを理解する。

・ 豆電球や発光 １ 振り返り，広げる ・ コンデンサに電気を蓄えて，豆電球
ダイオードにつ と発光ダイオードの明かりがついてい
いて調べ，電気 る時間を調べる実験を行う。
を効率的に使う ・ 結果をノートにまとめ，グループで
方法を考え，理 確認し，電気を効率的に使う方法を考
解を深める。 える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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３ 電気は熱に変えることができるのか ４時間

・ 電気を熱に変 ２ 問題を見いだす ・ 電気を熱に変える器具について話し
える道具につい 合う。
て考え，電熱線 ・ 電熱線で発泡ポリスチレンを切る。
の働きに興味を ・ 違う種類の電熱線でろうそくを切る 複数事象の提示
もつ。 様子を観察する。 工夫点５

予想や仮説をもつ ・ 電熱線の太さによって発熱の仕方が
どのように変わるかを考える。

・ 電熱線の働き ２ 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 ポイントを明確
を調べる実験の にして話し合う
方法を考えて実 観察，実験を行う ・ 電熱線の働きを調べる実験を行う。 工夫点６
験を行い，結果 ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 結果を整理する 確認する。
する。 ・ 電熱線は太いほど発熱することを理

考察し，結論を得る 解する。

４ 電気を利用した物をつくろう ４時間

・ 電気の性質を ２ 振り返り，広げる ・ これまでに学習した電気のつくられ
利用したおもち 方，利用の仕方などを基に，電気を利
ゃを作り，理解 用したおもちゃをつくる。
を深める。

・ いろいろな発 ２ 振り返り，広げる ・ いろいろな発電の仕組みや，電気を
電の仕組みや電 どのように変えて利用しているかを調
気の利用につい べる。
て調べ，学習の ・単元のまとめをする。
まとめをして，
理解を深める。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～149 １月上旬～２月中旬 本時１／15

《本時のねらい》

電気はどのようにしてつくられるのかを考え，手回し発電機を回すと電気ができることに疑問
をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 乾電池と，手回し発電機を使った回路で，豆電球に明かりをつける事象を提示し，共
通点と差異点について考えさせる。

※ 手回し発電機を速く回しすぎると豆電球が切れてしまうので，ゆっくり回すようにする。

〈事象Ａ〉乾電池で豆電球の明かりをつける。 〈事象Ｂ〉手回し発電機で豆電球の明かりをつ
ける。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

手回し発電機の中にモーターがあることに着目させ，モーターを回すと電気ができるのではな
いかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ モーターの軸を直接回し，電気ができたかどうかを確かめる。
・ モーターの軸を直接回す方法を考える。
・ 電気ができたことを確かめる方法を考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気がどのよ
うにしてつくら
れるのかを話し
合う。

▼ 乾電池や光電池は前に勉強した。 ○ 電気のつくられ方に興味をもた
▼ 発電所でつくって，電線で送られ せる。
て，コンセントから出てくる。 □ これまでの学習を振り返らせ，

▼ バッテリーに充電すると使える。 乾電池，光電池は必ず出させる。
▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ □ 乾電池，光電池以外の電源，特
ジオがある。 に回転させて得られる電気を意識

■ 児童にもたせたい意識

▲ 火力，水力，風力発電などは知っ
ているが，モーターを回転させて電
流を作っていることはあまり分から
ない。

▲ 乾電池，光電池は以前に学習した
ので知っている。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りの様々なところで使
われている電気は，どのように
つくられているでしょうか。電
源(電気をもらっている所)を考
えながら話し合いましょう。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】
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▼ 発電所ではどのようにして電気を させたい。
つくっているのだろう。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 手回し発電機のハンドルを回転
させることによって電気がつくら

▼ どちらも豆電球が光っているので れることに気付かせる。
電流が流れている。 □ 手回し発電機を回すと，どうし

▼ 回転させると電気ができるんだ。 て電気が流れるのか疑問をもたせ
る。

□ 手回し発電機の中にモーターが
あることが分かるように，透明な

▼ 回転させている時だけ，電気がで
きるのかな。 物を使う。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 手回し発電機を回すと，中のモー
● モーターを回 ターも回ったので…
すと，自分で電
気をつくること
ができるかどう
かを考え，仮説 ▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ ○ これまでの生活体験や提示した
をノートに記入 ジオの中にも，モーターが入って 事象などを根拠にして，仮説を立
する。 い るのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● モーターを回
すと，自分で電
気をつくること ○ 実験の方法を考えさせることで
ができるかどう 実験の必要感をもたせ，意欲的に
かを調べる実験 ▼ モーターの軸にプロペラを付けて 取り組ませる。
方法を考える。 回す。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 教科書P150を参考にして考えさ
▼ 手で回すモーターにもう一つのモ せる。
ーターをつないで，そのモーター

が 回れば電気ができたことになる

□ 児童が考えた方法を実現できる
ように準備する。

■ モーターを回すと，自分で電気を
つくることができるだろう。

◎ モーターを回すと電気ができ
るのかどうか，仮説を立て，理
由も考えてノートに書きましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 手回し発電機は，どのような仕組
みで電気をつくっているのだろうか。

■ 手回し発電機の中に，モータのよ
うなものが見える。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 豆電球の明かりがついている

ところ ・ 回路に電流が流れている

違う 電源 乾電池 手回し発電機
ところ 豆電球 回路を切らなけ 回転をやめると

れば消えない 消える

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

２ モーターの軸に棒をこすりつけて
回す。

２ モーターの軸にゴム管をつけてこ
すりつける。

３ 豆電球に明かりがつくかどうかを
見る。

３ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを見る。

１ モーターの軸を直接回し，つない
だ豆電球の明かりがつくかどうかを
調べる。

・ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P150 １月上旬～２月中旬 本時２／15

《本時のねらい》

モーターを回すと，自分で電気をつくることができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察す
る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手で回すモーターに，しっかり豆
● モーターを回 電球（もう一つのモーター）を接続
すと，自分で電 しよう。
気をつくること
ができるかどう
かを調べる実験 ○ 実験の視点を明確にさせる。
を行う。 □ モーターの軸を回転させる方法

は，できるだけ児童が考えた方法
▼ モーターの軸を回している時だけ で行わせる。
電気ができているかどうかも観察し □ 回転が足りないグループには，
よう。 教科書P150やポイント集に載って

いる方法でやってみるように助言
する。 →ポイント集2011 P157

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ▼ 電流計の針が振れた。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

▼ モーターの軸の回転が速いほど， めさせる。
豆電球が明るくついた。 □ 気付いたこともノートに記録す

▼ 回転しているときだけ豆電球がつ るよううながす。
いた。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー ▼ 電流計の針が振れたので，電気が
トに記入し，ク できたと言える。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
ラス全体で確認 ▼ 私たちの考えと同じだ。 を導き出させる。
する。 ▼ なぜ，モーターを回すと電気がで

きるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ モーターを回すと電気ができ
るかどうかを確かめる実験を，
グループごとに行い，結果をノ
ートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決■ モーターの軸がより速く回るよう
に工夫しながら実験しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついた。(もう一つのモータ
ーも回った。)

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，手回し発電機で
つくった電気が，どのような器
具で利用できるか考えてみまし
ょう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついたので，(もう一つのモ
ーターも回ったので) 電気ができた

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程２／15】
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こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「電気とわたし

たちのくらし」の単元で活用できる実験例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

モーターの軸を回すと電気ができるこ

とを確かめる実験を行う際，モーターの

軸にゴム製チューブ(網戸押さえ用ゴム

やつり用のゴム管が使用できる)を差し

込むと，割り箸にビニールテープを巻か

なくとも良い。チューブはホームセンタ

ーなどで購入できる。内径は軸よりも小

さくきつめのものが良い(φ0.8～1.0mm)。

網戸押さえ用であれば，店内にサンプル

品がおいてある場合が多い。

電熱線の太さに

よる発熱の仕方の

違いを調べる実験

を行う際，発泡ポ

リスチレンを使う

のではなく，デジ

タルサーモテープ

付きの電熱線を使

うと，結果が数値

で明確に分かる。

太さ0.08mm

太さ0.12mm

太さ0.23mm

モーターの軸にゴム製チューブを利用

デジタルサーモテープの利用
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P151 １月上旬～２月中旬 本時３／15

《本時のねらい》

手回し発電機といろいろな器具をつないでハンドルを回し，器具の変化を調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

手回し発電機を使って実際に電気をつくり，いろいろな器具をつないで変化を調べることによ

って，電気が光や音，運動などに変わることに気付かせる。

身の回りの電化製品は，電気を何に変えているものかを考えさせ，日常生活の中でも，電気を

いろいろなものに変えて利用していることを実感する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 身の回りで電

気がどのように

利用されている

かを考え，話し ○ 電気はいろいろなものに利用さ

合う。 れていることを気付かせる。

▼ 乾電池で豆電球を付けたり，モー □ 豆電球，モーター，電子オルゴ

ターを回したりすることができる。 ール，電磁石などを乾電池で利用

▼ バッテリーに充電して使う，ゲー することを思い出させるために，

ム機や携帯電話なども，電気を利用 話し合いの場を設定する。

している。 □ 電気を別のものに変えて利用し

ていることに気付かせるように助

言する。

▼ コンセントから電気をもらって使

う，テレビや冷蔵庫などもある。

▼ いろいろな電気の利用について，

調べてみたい。

● 手回し発電機 ▼ これまでの学習で使ってきた，豆

でいろいろな器 電球，モーター，電子オルゴールを

具を使う実験を 使ってみよう。

行い，電気は光 ▼ 発光ダイオードも豆電球と同じよ

や音，運動など うに明かりがつくんだ。

に変えて利用さ ▼ 使う器具によってハンドルを回す

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 手回し発電機で電気をつくれ
ることを学習しました。いろい
ろな器具を手回し発電機で使う
ことができるか確かめて，結果
をノートにまとめましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 身の回りの多くの物は電気を利用
している。

■ 電気はいろいろなものに変えて利
用されている。

■ 電気は，モーターを回す発電機な
どで作ることができる

◎ 身の回りで電気は，どのよう
に利用されているでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ これまで，豆電球，モーター，電
子オルゴール，電磁石などを乾電池
で使う学習をした。

▲ 電化製品はいろいろな働きをする
ものがある。

▲ モーターを回すと，自分で電気を
作ることができる。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】
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れていることを ときの手応えが違うぞ。 ○ 手回し発電機で，豆電球，モー

理解する。 ▼ 豆電球より発光ダイオードの方が ター，電子オルゴール，発光ダイ

ハンドルの手応えが小さい。 オードなどを使うことができるか

▼ 電子オルゴールは，ハンドルを反 確かめさせる。

対に回すと音が鳴らないぞ。 □ 電気が，光や音，運動などに変

▼ 発光ダイオードも，ハンドルを反 わっていることに気付かせるため

対に回すと明かりがつかないぞ。 に「電気が何に変わっているのか

▼ モーターはハンドルを反対に回す な」と問い掛ける。

と反対に回った。 □ ハンドルを速く回しすぎると，

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に 器具が壊れる可能性があることを

回すと，電流の向きが反対になるの 話しておく。

ではないか。 □ 電子オルゴールや発光ダイオー

ドは極性があり，電流の向きが反

対だと音が出なかったり，明かり

がつかなかったりすることに気付

かせたい。

□ 手回し発電機を反対に回すと，

▼ コンセントからくる電気も，手回 モーターも反対に回ることから，

し発電機と同じように，モーターを 手回し発電機の回転方向は，電流

回してつくられているのだろうか。 の向きに関係していることに気付

かせたい。

● 日常生活の中 ▼ 電灯は，電気を光に変えている。

でも，電気をい ▼ ラジカセは，電気を音に変えてい

ろいろなものに る。

変えて利用して ▼ 扇風機は，電気を運動に変えてい

いることを実感 る。 ○ 日常生活の中でも，電気を，光，

する。 ▼ テレビやパソコンは，電気を光や 音，運動などに変えて利用してい

音に変えている。 ることに気付かせ，学んだことの

意義や有用性を実感させる。

■ 手回し発電機でつくった電気も，
乾電池や光電池と同じように使うこ
とができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て使うことができる。

◎ 身の回りの電化製品は，電気
を何に変えて利用しているのか
を考えて，ノートに書きましょ
う。 自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P152～152 １月上旬～２月中旬 本時４／15

《本時のねらい》

電気のつくられ方についてまとめ，ものづくりを行って，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

実際の生活の中で電気がどのようにつくられているかを考えたり，モーターを使った発電機づ

くりに取り組ませることで，発電の仕組みに関する理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習をノートにま ○ これまでの学習で分かったこと

とめ，理解する。 ▼ 手回し発電機は，モーターを手で を板書し，ノートにまとめさせ，

速く回すための道具だったんだ。 理解を確かなものにさせる。

▼ 確かに，豆電球や発光ダイオード □ 板書の内容をノートにまとめさ

は光，電子オルゴールは音，モータ せながら，感じたことや考えたこ

ーは運動に変わっている。 と，新たな疑問なども記入するよ

▼ 発電所でもモーターを回している う促す。

のだろうか。

▼ 身の回りの電化製品は，電気を何

に変えて使っているのだろうか。

● 発電機や発電 ▼ 発電機はエンジンでモータを回し

所の仕組みにつ ているんだ。

いて説明を聞 ▼ 風力発電は風，水力発電は水の力

く。 でモーターを回しているんだ。

▼ 火力発電は水を沸かした蒸気の力 ○ モーターの軸を回すと電気がで

でモーターを回しているんだ。 きる現象が，実際の生活でも使わ

れていることを理解させる。

□ 自転車の発電機や，発電所で使

われている発電機などの，写真や

図を用いて説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでの学習をまとめまし
ょう。

■ 電気は，発電機などでつくること
ができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て，使うことができる。

◎ 発電機や発電所でも，手回し
発電機と同じように，モーター
の軸を回すことによって電気を
つくっています。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】
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● モーターを使 ▼ モーターに風車を付けて，風力発

った発電機づく 電機を作ろう。

りを行う。 ▼ 水を受ける水車をつければ，水力

発電になるぞ。 ○ モーターを回すと，自分で電気

▼ やかんから出る蒸気を当てて回せ をつくることができることを活用

ば，火力発電と同じだ。 したものづくりを行い，理解を深

めさせる。

※ 発電機づくりの例 □ モーターの軸をより速く回すた

モーターを回すと電気をつくる めの工夫をするよう助言する。

ことができることを利用し，ペッ □ 風で回す場合は風力発電，水で

トボトルなどで風車をつくり，モ 回す場合は水力発電，蒸気で回す

ーターの軸に取り付けて，風を当 場合は火力発電と同じ原理である

てるとミニ風力発電機になる。 ことを意識させたい。

モーターは光電池用のものを使 □ インターネットなどで，発電機

うとよい。工作用のモーターでは の工作を検索すると，作り方が多

なかなか発電しない。 数見つかる。

→ポイント集2011 P161

◎ モーターを使って発電機を作
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153 １月上旬～２月中旬 本時５／15

《本時のねらい》

電気を蓄えて利用している道具について考え，コンデンサの働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 手回し発電機と発光ダイオードをつないだ回路と，その回路にコンデンサを加えた回
路を提示し，共通点と差異点について考えさせる。

※ 事象Ａでは，手回し発電機を速く回しすぎると発光ダイオードが切れてしまうので，ゆっく
り回す。（抵抗を直列につないでもよい）

※ 事象Ｂでは，手回し発電機を回して，止めた後すぐに手回し発電機の回路を切る。そのまま
にすると手回し発電機のモーターが回り，ＬＥＤの明かりが消える可能性がある。

〈事象Ａ〉手回し発電機と発光ダイオードの回路 〈事象Ｂ〉Ａの回路にコンデンサを加えた回路

手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か 手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か
りがつき，止めると消える。 りがつき，止めてもすぐには消えない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，手回し発電機を回していないときも発光ダイオード
の明かりがつくことから，コンデンサは電気を蓄えることができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ コンデンサに電気を蓄えることができたかどうかを確かめる。
・ 電気が蓄えられたかどうかを確かめる方法を考える。
・ 条件や注意点について考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 回路にコンデンサを加えると，
手回し発電機の回転を止めても電
流が流れることに気付かせる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。

□ 発光ダイオードには極性がある
ことを思い出させる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。極性があること

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

▲ 手回し発電機で電気をつくり，発
光ダイオードの明かりをつけること
ができる。

▲ 充電して使う機器があることは知
っているが，コンデンサのことは知
らない

Ａ Ｂ

同じ ・ 発電機を回している間，発光ダ

ところ イオードの明かりがついている。

回路 発光ダイオードと手 Ａの他にもう一つの

違う 回し発電機の回路 器具がある

ところ 明かり 発電機を止めると消 発電機を止めてもつ

える いている

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】
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▼ Ｂには，発光ダイオードの他にも にも注意して回路をつくる。
う１つ器具が付いている。 □ コンデンサの存在や，明かりが

▼ Ｂは手回し発電機の回転を止めて つき続けることとの関係に児童が
も発光ダイオードの明かりがついて 自ら気付くために，共通点と差異
いる。 点を表にまとめさせた後に，コン

デンサの説明をする。

○ コンデンサの名称を理解させる。
▼ 調べてみたい。 □ 児童がコンデンサの働きについ

て考えるきっかけにさせたい。気
付いている場合に考えを表現しや

すくなる。
○ 児童の考えを整理させる。

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ コンデンサがついている回路は，
● コンデンサの 手回し発電機を止めても明かりがつ
働きについて考 き続けていたので…
え，仮説をノー
トに記入する。

○ これまでの生活体験や提示した
▼ 電気を蓄えて使う器具にはコンデ 事象などを根拠にして，仮説を立
ンサが使われているのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● コンデンサの
働きを調べる実
験方法を考え ○ 実験の方法を考えさせることで
る。 実験の必要感をもたせ，意欲的に

取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，

▼ 豆電球やモーター，電子オルゴー
ルにもつないでみよう。

実験方法を考えさせる。
□ 児童が考えた方法を実現できる

ように準備する。

■ コンデンサは電気を蓄える働きが
あるだろう。

◎ コンデンサの働きについて，
仮説を立て，理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

■ コンデンサはどんな働きをしてい
るのだろう。

■ 手回し発電機を止めても明かりが
つき続けることと関係がありそうだ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ Ｂの回路にある器具は，コン
デンサといいます。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 条件や注意する点はあります
か。

主体的な問題解決

２ 手回し発電機とコンデンサだけを
つないでハンドルを回し，その後，
コンデンサと発光ダイオードだけを
つなぐ。

３ コンデンサと発光ダイオードだけ
をつないだ回路で明かりがつくかど
うかを見る。

１ コンデンサに電気を蓄えることが
できるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

４ コンデンサが発電しているかもし
れないので，何もしないで発光ダイ
オードだけをつないだ回路でも確か
めてみる。明かりがつかなければ，
発電していないと言える。

４ 手回し発電機を速く回しすぎない。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】



６年 ９ - 15 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153～154 １月上旬～２月中旬 本時６／15

《本時のねらい》

コンデンサの働きを調べる実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手回し発電機とコンデンサのつな
● コンデンサの ぎ方，ハンドルを回す方向に注意し
働きを調べる実 よう。
験を行う。 ▼ 発光ダイオードも，つなぎ方によ

って明かりがつく場合とつかない場
合があるので，注意しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

□ 実験前にコンデンサは放電させ
ておく。

□ コンデンサの極性に注意する。
電気を蓄える際のつなぎ方やハン
ドルを回す方向を指示する。

□ コンデンサに電気を蓄えた後，
手回し発電機の回路はすぐに切る
必要がある。そのままにすると，
コンデンサから発電機に電流が流
れる(コンデンサに蓄えられた電
気がなくなる)可能性がある。

□ コンデンサの容量や，実験方法
についてはポイント集を参考にす
る。→ポイント集2011 P159～160

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
□ 気付いたこともノートに記録す
るように促す。

▼ 発光ダイオードを反対につなぐと
明かりはつかなかった。

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に
回すして，コンデンサと発光ダイオ
ードをつなぐと，明かりはつかなか
った。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入し，ク
ラス全体で確認 ▼ 発電はしない。何もしなければ電 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
する。 気はたまらない。 を導き出させる。

▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ なぜ，コンデンサには電気を蓄え
ることができるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ コンデンサの働きを調べる実
験を，グループごとに行い，結
果をノートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 手回し発電機を速く回しすぎない
ように注意しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ 手回し発電機とコンデンサをつな
いでハンドルを回した後，コンデン
サと発光ダイオードをつなぐと，明
かりがついた。

■ 何もしないでコンデンサと発光ダ
イオードをつなぐと，明かりはつか
なかった。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，豆電球と発光ダ
イオードの違いについて考えて
みましょう。

■ 手回し発電機でつくった電気は，
コンデンサに蓄えることができ，蓄
えた電気を使って，発光ダイオード
の明かりがついたと言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程６／15】



６年 ９ - 16 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P154～155 １月上旬～２月中旬 本時７／15

《本時のねらい》

豆電球や発光ダイオードについて調べ，電気を効率的に使う方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

同じ量の電気を蓄えたコンデンサに豆電球や発光ダイオードをつないで，明かりがついている
時間を比較させ，発光ダイオードの方が豆電球より電気を効率的に使っていることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 発光ダイオー
ドが使われるよ
うになってきた
理由を考え，話
し合う。 ○ 発光ダイオードがいろいろなと

ころで使われてきていることに気
▼ 発光ダイオードはＬＥＤのことな 付き，なぜそのようになってきて
んだ。 いるのかを考えさせる。

▼ 最近いろいろなところでＬＥＤが □ ＬＥＤの方が身近な言葉なの
使われてきているのは，省エネだか で，発光ダイオードと同じもので
らではないか。 あることを知らせる。

▼ 調べてみたい。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 同じ量の電気を豆電球とＬＥＤに
● 豆電球と発光 使い，明かりのついている時間を調
ダイオードのど べれば良い。
ちらが，電気を ▼ 同じ乾電池を使って消えるまでの
多く使うか調べ 時間を調べる。
る方法を考え ▼ コンデンサに同じ量の電気をため
る。 てつなぎ，消えるまでの時間を調べ ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが，電

る。 気を多く使うか調べる方法を考え
る。

(観察，実験を行う) ▼ ＬＥＤの方が長い時間明かりがつ
(結果を整理する) いていると思う。
(考察し，結論を得る) ▼ ＬＥＤやコンデンサには＋極と－
● 豆電球と発光 極があるので，つなぐときに注意し
ダイオードのど よう。
ちらが電気を多
く使うか調べる ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが電気
実験を行い，結 を多く使うかを確かめさせる。
果をまとめる。 □ これまでの学習を振り返り，手

回し発電機を回す方向や，ＬＥＤ，
コンデンサの極性に注意するよう

▼ だから，電球からＬＥＤに代わっ 促す。
てきているのか。

● 発光ダイオー ▼ ＬＥＤは壊れにくい。
ドの利点につい ▼ 電球の代わりにＬＥＤになってき
てまとめる。 た理由が理解できた。

▼ 身の回りでＬＥＤが利用されてい
るところを探してみよう。

○ 学習内容をまとめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 発光ダイオードは，電気をあまり
使わないのだろうか。

◎ 最近，電球に代わって発光ダ
イオードが使われることが多く
なってきました。どうしてその
ようになってきたのでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ 手回し発電機で豆電球と発光ダイ
オードに明かりをつける実験で，豆
電球より発光ダイオードの方が，ハ
ンドルの手ごたえが小さかった。

▲ 発光ダイオードには＋極と－極が
ある。

▲ 発光ダイオードの方が，省エネだ
と聞いたことがある。

◎ 豆電球とＬＥＤを比較して，
どちらが電気を多く使うか調べ
てみましょう。どのように調べ
たら良いですか。

自然や生活との関係

◎ 教科書P154の「やってみよう」
の実験をやってみましょう。実
験結果はノートにまとめ，グル
ープで確認し合いましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 発光ダイオードの方が長い時間明
かりがついていたので，豆電球より
電気を使わないので，効率的だと言
える。

◎ (教科書のP155を読んで)ＬＥ
Ｄには様々な良いところがある
ので，電球の代わりに使われる
ようになってきました。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程７／15】



６年 ９ - 17 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P156～157 １月上旬～２月中旬 本時８・９／15

《本時のねらい》

電気を熱に変える道具について考え，電熱線の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 太さの違う電熱線でろうそくを切る事象を提示し，共通点と差異点について考えさせ
る。(ろうそくは，太さが同じぐらいのものを使い，形や長さはあえて揃えない)

〈事象Ａ〉太い電熱線 〈事象Ｂ〉細い電熱線

簡単に切れる。 Ａより切れにくい。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，太い電熱線の方が発泡ポリスチレンが切れやすかっ
たことから，電熱線が太い方が，発熱する量が多いのではないかと考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気を熱に変
える器具につい
て話し合う。

▼ 電磁石をつくったとき，コイルが
熱くなっていた。

○ 電気を熱に変える器具について
興味をもたせる。

□ ５年生「電流がうみ出す力」で
コイルに電流を流したときに，コ

▼ 電気を熱に変えるものが，中に入 イルが熱くなったことを思い出す
っているのではないか。 よううながす。

▼ 調べてみたい。

○ 電熱線について理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ ドライヤー，ホットプレート，こ
たつ，電気ストーブ，アイロンなど
を使ったことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りで，電気を熱に変え
ている器具にはどのようなもの
があるでしょうか。グループで
話し合いましょう。

自然や生活との関係

■ ドライヤーやホットプレートはど
のような仕組みで電気を熱に変えて
いるのだろう。

◎ ドライヤーやホットプレート
の中には，電熱線という金属の
線が入っていて，それに電流を
流すと発熱します。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】



６年 ９ - 18 -

● 電熱線を使っ ▼ 電熱線に乾電池をつないで電流を
た道具をつく 流すと発熱するんだ。
り，電熱線に電 ▼ 発泡ポリスチレンは電熱線が発熱
流を流すと発熱 した熱で溶けるので切れるんだ。
することを実感 ▼ 電熱線の種類によってよく切れる
する。 ものと切れないものがあるぞ。

▼ やけどをしないように気を付けよ ○ 電熱線に電流を流すと発熱する
う。 ことを実感させる。

□ やけどをしないようにすること
や，換気をするように注意する。

□ いろいろな太さの電熱線を準備
し，発熱の仕方が違うことに気付
かせたい。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 電熱線の種類によって，ろうそ
くの切れ方が違うことに気付かせ
る。

□ 電熱線の太さに着目させるため
▼ 電熱線が太い方が発泡ポリスチレ に，長さは同じにする。
ンがよく切れる。 □ 実験方法を考えさせる際に，条

件制御の必要性を感じさせるため
に，Ａ，Ｂのろうそくの形はあえ
てそろえない。

▼ 発泡ポリスチレンは熱で溶けて切
れるのだから，熱くなれば切れる時
間が短くなるのではないか。 ○ 児童の考えを整理させる。

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたはどのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 電熱線が太い方が，ろうそくが切
● 電熱線の太さ れやすかったので…
によって，発熱
の仕方が変わる
かどうかを考 ○ 提示した複数事象などを根拠に
え，仮説をノー して，仮説を立てさせる。
トに記入する。 ▼ 太い方がろうそくに当たる面積が

広いので切れやすくなるだろう。
▼ 細い方が鋭いので，ろうそくが切
れやすいのではないか。 ○ 次時の学習の予告をし，考えを

▼ 電熱線の太さ以外の条件を同じに もたせる。
して実験すれば分かるだろう。

■ 電熱線が太い方が，熱くなるだろ
う。

◎ 電熱線の太さによって，発熱
の仕方が変わるかどうか，仮説
を立て，理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 電熱線の太さによって，発熱のし
かたが違うのだろうか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ長さの電熱線
ところ ・ どちらも乾電池は直列で２個

ちがう 切れるま 短い時間で切 長い時間かか
ところ での時間 れる。 って切れる。

電熱線
の太さ 太い 細い

◎ 電熱線を使ってP157のような
道具をつくり，電流を流して発
熱させ，発泡ポリスチレンを切
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 次の時間に実験の方法を考え，
確かめましょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】



６年 ９ - 19 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P158～160 １月上旬～２月中旬 本時10・11／15

《本時のねらい》

電熱線の働きを調べる実験の方法を考えて実験を行い，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話合いながら確認させ，見
通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 電熱線の太さによって，発熱の仕方が変わるかどうかを調べる。
・ 太さの違う２種類の電熱線を使い，電熱線の太さ以外の条件を揃えて実験する。
・ 電熱線の上に発泡ポリスチレンの板を置き，熱で切れて落ちるまでの時間を計る。
・ 誤差が出ると考えられるので同じ実験を数回行い，平均値で判断する。
・ 火傷に注意し，換気を十分に行う。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたは変わるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 電熱線の太さ
によって，発熱
の仕方が変わる ○ 実験の方法を考えさせることで
かどうかを調べ 実験の必要感をもたせ，意欲的に
る実験方法を考 取り組ませる。
える。(10／15)

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 条件を制御する必要があること
を十分に意識させ，じっくり時間
をかけて考えさせたい。

□ 誤差が出ることが考えられるの
で，数回実験を行い，平均値で判
断する必要があることに気付かせ
たい。

□ 火傷に注意し，換気を十分に行
う必要があることを話す。

□ 電熱線の温度変化が分かる器具

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題を調べるためには，何を
見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太さの違う２種類の電熱線を使い，
発泡ポリスチレンを乗せて，切れて
落ちるまでの時間を調べる。

３ 発泡ポリスチレンが切れて落ちる
までの時間が長いか短いかを見る。

４＜調べる(変える)条件＞
・ 電熱線の太さ(0.2mmと0.3mm)
＜同じにする(変えない)条件＞
・ 電池の数(１個)
・ 電熱線の長さ(６cm)
・ 発泡ポリスチレンの大きさと形

(同じ厚さで１辺２cmの正方形)

５ 電熱線が十分温まってから，何度
か実験を行い，平均を求める。

・ 分かりやすく表に記録する。

１ 電熱線の太さによって，発熱の仕
方が変わるかどうかを調べる。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm)

太い電熱線

(0.3mm)

６ 火傷に注意し，換気を十分に行う
必要が亜ある。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】



６年 ９ - 20 -

▼ 熱で溶けるものであれば他のもの があれば代用しても良い。実験方
でもできる。(ろうそく) 法についてはポイント集を参考に

する。 →ポイント集2011 P161

観察，実験を行う ▼ 教科書P158～159の図を参考にし
● 電熱線の太さ て実験装置を間違いなく準備しよ
によって，発熱 う。
の仕方が変わる
かどうかを調べ
る実験を行う。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

(11／15) □ 条件の制御について確認し，注
意が必要な点を確認させるため
に，実験の手順を演示する。
・ 電熱線の太さ以外の条件を同じに

する。

□ 火傷に注意し，十分に換気する
よう指示する。

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入する。

▼ 電熱線の太さが同じで長さが違う ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
場合はどうなるだろうか。 を導き出させる。

▼ 電池の数を増やして直列につない □ 太い電熱線の方が，抵抗が小さ
だら，発熱の量は多くなるだろうか。 いので，同じ電圧(乾電池１個)で

は，太い方が電流が多く流れ，発
熱量も多くなる。

◎ 電熱線の実験をグループごと
に行い，結果をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決
■ 変える条件と変えない条件に注意
しながら実験し，手順を間違えない
ようにしよう。

■ 結果を正確に記録しよう。
■ 火傷に注意し，換気を十分に行お
う。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

■ 太い電熱線の方が，発泡ポリスチ
レンが切れて落ちるまでの時間の平
均が短かった。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm) １０ ９ １１ １０

太い電熱線

(0.3mm) ６ ７ ５ ６

■ 太い電熱線の方が，熱くなると言
える。

■ 電熱線の太さを変えて電流を流す
と，発熱の仕方が変わると言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】



６年 ９ - 21 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P161～161 １月上旬～２月中旬 本時12・13／15

《本時のねらい》

電気の性質を利用したおもちゃを作り，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

これまでの学習を生かしたものづくりを行わせ，日常生活での活用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習を生かしたも

のづくりを行

う。

▼ 手回し発電機を使ってつくった電 ○ これまでの学習を活用したもの

気を利用する，ロープウェイを作ろ づくりを行い，理解を深めさせる。

う。 □ 手回し発電機，モーターを使っ

た発電，コンデンサ，電熱線のい

ずれかを必ず採り入れた設計案を

立てるように指示する。

▼ コンデンサを電池の代わりに使っ □ 本単元で学習したことの中で，

て，たまった電気を利用して走る自 何を生かしたものづくりなのかを

動車や電灯，扇風機を作ろう。 説明してから作り始めるように指

示する。

□ 教科書P161やポイント集を参考

にしておもちゃづくりに取り組ま

▼ 電熱線を利用して，発泡ポリスチ せる。 →ポイント2011 集P161

レンカッターを作ろう。

▼ ２つ以上を組み合わせて作ること

もできるぞ。

▼ インターネットなどで調べてみよ

う。

● ものづくりで

作った作品の工

夫したことなど

を発表する。 ○ クラス全体で考えを共有するこ

とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでに学習した電気のつ
くられ方，利用の仕方，蓄え方，
電気の性質などを利用した，お
もちゃを作ってみましょう。
具体的な体験 自然や生活との関係

■ 自分の設計したおもちゃは，この
単元で勉強した○○を使った作品だ
ということを説明できた。

■ 友達の発表を聞いて，参考になっ
たし，理解できた。

◎ おもちゃを作る活動で，工夫
したことや発見したことを発表
しましょう。 自然や生活との関係

■ この単元で学習したことをしっか
り考えてつくろう。

■ 手回し発電機で電気をつくれるこ
とを使って…

■ コンデンサで電気を蓄えられるこ
とを使って…

■ 電熱線に電流を流すと発熱するこ
とを使って…

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程12・13／15】



６年 ９ - 22 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P162～165 １月上旬～２月中旬 本時14・15／15

《本時のねらい》

いろいろな発電の仕組みや電気の利用について調べ，学習のまとめをして，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

発電の仕組みや電気の利用，省エネルギーなどについて調べる活動を行わせ，日常生活での活
用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 火力発電，水力発電，風力発電な
● 発電や電気の どは，どれも大きなモーターを回転
利用について調 させる力で電気を作り，送電線を使
べる。 って各家庭に電気を送っている。

▼ 火力発電には石油や石炭が使われ
ており，資源に限りがあることや，
二酸化炭素をだして温暖化の原因に
なっているのではないかということ
が問題になっている。 ○ これまでの学習を活用して，発

▼ 太陽光発電は，４年生の時に勉強 電や電気の利用，省エネルギーな
した光電池に太陽の光を当てて発電 どについて調べさせ，理解を深め
している。 させる。

▼ コンデンサは，手回し発電機付き □ 本単元では，回転による発電，
の懐中電灯やラジオなどに使われて コンデンサ，電熱線について学習
いて，ハンドルを回した後，コンデ しているので，それらに関係する
ンサに電気をためて使うことができ ものから調べるように指示する。
る。 □ 現在の発電方法や，電気の利用

▼ ハイブリッド自動車や電気自動車 についての問題点や，将来の在り
のバッテリーにもコンデンサが使用 方などについて，考えてみるよう
されたものがあり，たくさん電気を 助言する。
ためることができるコンデンサの開 □ 発電所で作った電気は，送電の
発，実用化が期待されている。 途中で消費していることを紹介す

▼ 電熱線を利用したものは，ドライ る。
ヤー，ホットプレート，こたつ，電
気ストーブ，アイロンなどたくさん
ある。電気を多く消費することが弱
点だ。

▼ 電気は光，音，運動，熱などに変
えていろいろなところで利用されて
いる。

□ 省エネルギーについて，自分な
りの考えをもたせたい。

● 本単元の学習
を振り返り，ま
とめる。

○ 発電の仕組みや電気の利用の仕
方，省エネルギーなどについての
既習事項を確認させ，知識の定着
を図り，理解を深めさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ いろいろな発電の仕組みや，
電気をどのように変えて利用し
ているか，省エネルギーなどに
ついて，本やインターネットな
どを使って調べ，ノートにまと
めてみましょう。

自然や生活との関係

■ 発電の仕組みや，コンデンサを使
った充電，電熱線の発熱などについ
て理解できた。

■ 環境を考えた発電方法や，効率の
良い電気の利用について，考えてい
きたい。

◎ 教科書P162～165を使って，こ
れまでの学習を振り返りましょ
う。

(例)
手回し発電機を２つつなぎ，片

方を回すと，もう片方もモーター
が回り，ハンドルが回る。
しかし，10回回しても，もう片

方は７～８回しか回らない。これ
は，電気が送られるときに使われ
るからである。(音や熱エネルギ
ーに変わって出ていく)

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程14・15／15】
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